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  登場人物


  



  ウィル　Will


  軍学校に通いながら、武装郵便屋「蝶と鯱」を開業。十七歳。


  



  ジェシカ　Jessica


  「蝶と鯱」でウィルの相棒を務める少女。十五歳。高所恐怖症。


  



  ヒルダ　Hilde


  「蝶と鯱」の得意客で、現代最強と称される霧鍵士「夜姫」。


  



  ケイト　Kate


  武装郵便屋の大手「翼獅子マンティコア」の一員。


  



  レン　Len


  配達先にいた謎の少女。記憶がない。


  



  フェイ　Faye


  「蝶と鯱」にワケありの配達を依頼する。


  



  ザックス　Sachs


  フェイの追跡者。槍を持ち、顔に入れ墨がある。


  プロローグ


  



  「──フェイは〈封書〉に何を記しるすですか？」


  　そう問いかけたのは、太陽のように笑う少女だった。


  　黄たそ昏がれ時どきの空のような、夕陽色キヤロツトオレンジの髪。背中を伝う髪は三つ編みで、琥こ珀はく色の瞳ひとみは大きく、顔立ちもあどけなく幼いと言わざるを得ない。白衣を羽織ってはいるが、それも袖そでを持て余して子供が背伸びをしているかのようだ。


  　廊下を進む少女の隣には、一人の青年の姿があった。他に人影はない。廊下の壁に扉は少なく、中のほとんどは霧む鍵げん機関による機械だ。廊下自体がその機械類の合間を縫ぬうように伸びているのが分かる。


  　そんな曲がりくねった狭い廊下を、少女と青年は身を寄せ合うようにして歩いていた。


  　ポケットの中にしまった一枚の紙片を意識して、フェイと呼ばれた男は指の間に挟んでいた煙草タバコを口に咥くわえた。


  「何を記すかねぇ……」


  　そう呟つぶやくと、少女が信じられないというように目を大きくした。


  「まだ決めてないですか？　信じられないです。もう、これから本番ですよ？」


  「……仕方ないだろう？　これでもやることがいろいろあるんだ」


  「フェイより忙しい、ヘイマンさんやオルドだってきちんと用意したって言ってたです」


  「なら、ビアンカはまだなんだろう？」


  「ビアンカは一番最初に書いてくれたじゃないですか！　私の分といっしょに……」


  「あー、そういやそうだったか……」


  　──私の分といっしょに──その言葉に、フェイはバツが悪そうにガシガシと頭を搔かいた。


  「フェイが言い出したことです。フェイも大人なら一度言ったことはきちんとやるです」


  　ここは〝ある霧む鍵げん式しき〟の研究所だった。今夜の実験が終われば、ここは役目を終え、そしてフェイたちのチームも解散となる。


  　実に五年間も行動を共にした仲間だ。最後にみんな一通ずつ〈封書〉を残そうと提案したのは、外ほかならぬフェイだった。


  　──こんな面倒なもんだとは、思わなかったんだよ……。


  　言い出しっぺながら、いざ〈封書〉に向かうと何を記しるせばいいのか分からなくなり、実験本番の今夜になってもまだ用意できていなかった。


  「……確かに、子供に説教されるようじゃ駄目だな」


  　反省したように笑いかけると、少女は憤ふん慨がいしたように頰ほおを膨ふくらませた。


  「異議を申し立てます。フェイは私を子供扱いしています。私はもう十六歳です。社会人としての対応を要求するです」


  　──十六歳なら立派な子供だろうに……。


  　面倒臭そうにため息を漏もらすと、少女はさらにビシッと指をさしてきた。


  「それと！　研究所は禁煙です。なんでフェイは所長なのに平然と取り決めを破るですか」


  「俺の研究所なんだ。いいだろう、別に」


  「他の研究員への示しがつかないとか思わないですか？」


  「あー……うるせえな。俺だって花の二十代なんだ。煙草タバコくらいの娯楽には目を瞑つぶれよ」


  　フェイがそう言うと、少女は知ってはならない世界の秘密を知ってしまったかのように、大きく目を見開いた。長い三つ編みまでもがビクリと震ふるえる。


  「驚きよう愕がくです。フェイはまだ二十代だったですか……！」


  「お前なあ、今まで年も知らなかったのか？」


  「フェイは自分のことを何も話さないから当然です」


  　──俺の商売で個人情報の流出は自殺するようなもんなんだから仕方ないだろうが……。


  　ため息を漏らしつつも、フェイは携帯灰皿で煙草をもみ消した。それを見て少女も花が開くように破顔する。


  「それで、俺のこと何歳だと思ってたんだ？」


  「ずばり四十五歳です！」


  「うわ、それはさすがに傷つくわぁ……」


  　フェイとて自分が老け顔であることは自覚しているが、これでもまだ二十五歳だった。二回りも多く見積もられると、さすがに落ち込む。


  　それに実年齢より老けて見えるこの男と、この実年齢より幼く見える少女が並べば、その年の差がひと回りもないなどとは誰も信じないだろう。親子だと言った方が、よほど説得力があるのは事実だ。


  　少女の反応も無理からぬことではあった。二回りは言い過ぎだろうが……。


  



  　カツンカツンと、歩くたびに硬い音が響くのは人造石コンクリートが剝むき出しの廊下だった。これは霧む鍵げん式しきで生み出された泥を練り固めたもので、壁も同じ材質だ。安価で頑丈であることから、建築資材としては重宝されているものだが、生活して快適なものではない。


  　無機質な室内と同じく、建物の外観もただの真四角の箱といった風ふ情ぜいで、温かみの欠片かけらもない代物だった。


  　そこは、他の島から大きく外れた位置をたゆたう、小さな孤島だった。


  　孤島にあるのは、男と少女が歩く研究所が一軒だけだ。他には売店の一つすら存在しない。男がせめてもの嗜し好こう品ひんに煙草タバコを求めるのも仕方がない話だ。


  　研究所自体も大きなものではなく、常駐する研究員も彼らを含めて五人だ。


  　しかし慎つつましやかな設備と人員しか与えられていないのは、重要性の低さから来るものではなかった。


  　逆だ。


  　研究内容──情報と研究対象、いずれが流出したとしても大惨事となる。それゆえの少数精鋭。それゆえの隔離施設である。


  



  　そんな研究所にもっとも不似合いな少女に、フェイは〈封書〉から話を逸そらすように問いかける。


  「そんなことよりレンカ、お前の方こそどうするつもりだ？　今夜の実験が上う手まくいけば、お前は自由だ。何やってもいいんだぞ？」


  「それはもちろん、無職のフェイの面倒を見るに決まってるです」


  「無職と言うな。そもそもいつから俺はお前に面倒を見られるほど駄目な大人になった……」


  「出会ったときから駄目な大人だったです！」


  「……まあ、駄目な大人なのは否定しないけどな」


  　今は目的があるが、無職で何もせずにダラダラ過ごしていた時期もある。部屋の片付けなどやったこともなければ、食事は買うか他人に作ってもらう以外の手段で摂取したことがない。そのくせ煙草などの嗜好品には妙にうるさい。


  　小さな子供が見たら、間違いなく、こんな大人にはなりたくないと思うような有あり様さまである。


  　苦笑するフェイに、少女はバシッと拳こぶしを突き出す。


  「そうですね。フェイの面倒を見るだけじゃ生活に困ることになるです。だから霧む鍵げん士しになるっていうのはどうです？」


  「お前には無理だ」


  　即答すると、少女は涙ぐんでぽかぽかと殴なぐってきた。


  「フェイは冷たいです！　子供の将来の夢をひと言で否定するとか、大人のやることじゃないです！」


  　──子供って自覚してるんじゃないか……。


  　喉のど元もとまで込み上げた感想を呑のみ込んで、フェイは諭さとすように言った。


  「お前の体質じゃ無理だって言ってるんだ。霧鍵機関だってまともに扱えないんだぞ？」


  　指摘すると、少女は唇くちびるを尖とがらせた。


  「封印体質……ですか？」


  　それが、少女を今の状況に至らしめている原因でもあった。


  　この世界には霧鍵式と呼ばれる力が存在する。


  　雲うん界かいに漂う〈霧きり〉に干渉し、物質へと変換する力だ。泥を焼いて煉れん瓦がや器を作る──鉄を鍛えて剣や機械を作る──そういった段階を踏み飛ばして物体を精製するこの技術は、この世界にとってなくてはならないものだ。


  　そして霧鍵機関というのは、その霧鍵式によって生み出される歯車と鉱物を組み合わせた機械だ。こちらもやはり〈霧〉を動力として稼働する。


  　少女の封印体質とは、それらの原動力である〈霧〉を拒絶する性質のことだった。少女が扱うと、霧鍵機関も機能を停止することがある。〈封書〉ですらも、霧鍵士の助けを借りなければ記しるすことができなかった。


  　霧鍵士になるのは不可能というものだ。


  「この体質は、〝あれ〟の封印以外に役には立たないんですか？」


  「さあな？　むしろ〝あれ〟を封印しちまうような力なんだ。今まで通り日常生活を送れるかを心配した方がいいんじゃないか？」


  　少女の封印体質は、現在ある目的のために使用されている。その目的から解放されたとき、さらに力が強まるということも考えられるのだった。


  　そう言うと、少女はピタリと足を止めてしまった。


  「どうした？」


  「私は、いつも足を引っ張ってるです……」


  　フェイはため息を漏もらした。


  「そんなことは言ってないだろう？」


  「でも、私はなんにもできないです」


  　その言葉に、フェイは目を丸くした、それから少女の頭をクシャクシャと撫なで繰り回した。嫌いやがる少女の三つ編みが左右に揺れる。


  「やめるです！　髪が乱れるです──ああああっ？」


  　せっかく押さえていた癖くせ毛げがピンピンとささくれ立ち、少女は悲鳴を上げた。それから、恨うらみがましい目で睨にらんでくる。


  　フェイは笑い声を上げると、自分の体をポンポンと叩たたいた。


  「ほら見ろ。こんなことをしても俺は生きてるだろう？」


  「当たり前です。そんなことで死なれたら堪たまったもんじゃないです」


  「それがお前が役に立ってるってことだ」


  　一度言葉を切ると、フェイは声を落としてこう言った。


  



  「俺たちは今この瞬間《フェンリル》に喰い殺されたっておかしくないことをしてるんだ」


  



  　少女がビクリと体を震ふるわせる。


  　そこに、フェイは愉快そうに笑いかけた。


  「だが俺は生きている。それはお前が守ってくれてるからだろう？」


  　その言葉に、少女はようやく笑みを取り戻した。


  「そこまで言われたら仕方がないです。フェイは私が守ってやるです」


  　それはやはり太陽のように眩まぶしい笑顔だった。


  　直視するには眩しすぎ、フェイは誤ご魔ま化かすように軽口を返した。


  「ああはいはいそうですか」


  「む、フェイが真ま面じ目めに取り合ってくれないです。公こう然ぜん猥わい褻せつを受けたと泣き叫ぶことも視野に入れるべきですか？」


  「入れるな馬鹿」


  　ぐしゃぐしゃと髪を搔かきむしると、二人は大きな扉の前にたどり着いていた。


  　フェイはふんと鼻を鳴らすと、その扉に手をかけた。


  　扉の向こうには、三人の男女の姿があった。それぞれ書類や計器に目を向けており、所長のフェイが入ってきても言葉はおろか視線すら返さない。


  　だが、それでいい。


  　そうでなければならない。挨あい拶さつという些さ事じに時間を費やすくらいならば、その一秒を実験の精度を上げるために費やす。そんな寡か黙もくで頼もしい人材をフェイは集めたのだ。


  　そんな研究員たちの奧には、巨大な霧む鍵げん機関の装置が設置されていた。環わを描くように並ぶ機械の中央には、人が乗れるような台座が見える。少女と、少女が封印するあるもの──《フェンリル》を分離、再封印するという装置──今夜の実験の要かなめとなるものだ。これの整備と調整に、研究員たちは全神経を注いでいる。


  　神話の神々は、人類には優しくない。人がこの世界に存在していられるのは、霧む鍵げん式しきという魔法じみた力を与えられたからだ。それがなければとうに滅びているだろう。


  　神話によると、世界の終わりに──つまり人の時代の始まりに、神々は〈七つの鍵かぎ〉という奇跡を人に残したという。それを模も倣ほうし、広められたのが今の霧鍵式だ。


  　誰でも知っているお伽とぎ噺ばなしだ。


  　なかには、そのお伽噺を信じ、〈七つの鍵〉を探そう、あるいは復元しようと試みる者も少なくはない。そしてその多くは、夢半なかばにして不可能と諦あきらめ、挫くじけ、残り少数は飽くことなく生涯をかけて夢を追い続ける。


  　そんな中、フェイは大おお凡よその人間が巡り合うことのないだろう幸運──そして絶望的なまでな不運でもある──に、出会うことができた。


  



  　ヴヴヴヴヴヴヴヴウウヴッ──


  



  　霧鍵機関を見上げると、この世のものとは思えぬ唸うなり声が聞こえた。耳にしただけで、心臓を押し潰つぶされるかのような憎悪に満ちたものだった。


  　気の小さい者ならば、その場でショック死してもおかしくない唸り声にも、研究員たちは黙黙と己おのれの責務を果たしていた。


  「頼りにしてるぞ」


  　そう言って少女の頭を撫なでると、微み塵じんも怯ひるまぬ頼もしい部下たちをぐるりと見回す。


  　そして、フェイは独り言のように語り始めた。


  「諸君、心の準備は十全か？」


  　無論、返事はない。返事はないが、彼らが耳を傾かたむけてくれているのは、その背中が雄弁に語っていた。


  　だから、フェイはかまわず語り続ける。


  「世界を救うだとか、歴史に名を残すだとか、もっと平凡に成功報酬のためだとか、諸君らにも目的ってもんがあるだろう」


  　フェイにも、目的がある。それを果たすために五年もの時間を費やした。


  　それぞれ、自分の夢に想いを馳はせているのか、衣きぬ擦ずれの音さえ響くような静寂が広がった。


  　それを確かめて、フェイは自信に満ちた笑みを浮かべた。


  「そいつが手に入るかどうかは、今日、この夜、この瞬間にかかっている。だが、あえて言おうじゃないか」


  　頭上を見上げると、そこに天井はなかった。


  　真っ暗な空に、月が二つ浮かんでいて、その月は今にも重なろうとしていた。重じゆう蝕しよくと呼ばれる天体現象だ。


  　隣にいる、夕陽色キヤロツトオレンジの髪を揺らす少女に目を向ける。


  



  「俺は、この生意気なお姫様を救ってやりたい。みんな、力を貸してくれ」


  



  　少女が、驚いたように目を見開いた。


  　そのために、フェイはここにいる。


  　少女の太陽のような笑顔を、明日も見るために。


  　この少女を、この《フェンリル》という巨大な枷かせから解放するために。


  



  　この日、五十年ぶりの重蝕が観測され、そして多くの島で何かしらの事件が起こった。


  　とある島では霧む鍵げん士し同士が争い、多くの人間が命を落とした。とある島では救われぬはずの命が救われた。とある島では独りでは飛べない不器用な〈渡り鳥〉たちが、五十年もの間届けられなかったある少女の思い出と、絶対言語レーゲル・ヴオルトに纏まつわる因縁を断ち斬る〈封書〉を届け、ある男が昔なじみの元へと飛び立った。


  　そして、彼らのこの孤島では────


  第一便　二人の蒼そ穹ら


  



  　召しよう喚かん状じよう──武装郵便屋〈蝶ちようと鯱しやち〉所長ウィリアム＝スターリング（以下乙とする）。


  　乙は〈渡り鳥協会〉（以下甲とする）が定める〈渡り鳥〉の規定を満たしていない疑いがあると考えられ、真偽を図るため召喚を要求するものである。


  　この容疑に異議を申し立てる場合、○月×日までに────


  



  　頭から血の気が引くのを感じた。


  　それからフラフラと後あと退ずさると、ウィルはドサリとソファへと身を沈めた。


  　悲壮なほど青ざめた顔をしてはいるが、そうして落ち込んだ姿には意外なほど隙すきがない。細身ながらもしっかりとした体たい躯くで、この辺りでは珍しい黒髪が特徴的だ。


  　モノクロームの絵画から抜け出したような容姿で、その腕には武装郵便屋を示す腕章を巻いていた。


  　十七歳という若さではあるが、ウィルはこの〈渡り鳥〉事務所を経営する所長である。


  　──とうとう、来ちまったか……。


  　いつか、こうなることは分かっていた。分かってはいたが、その事実から目を背そむけてきた。


  　その目を逸そらし続けた現実が、とうとう逃げようのない目の前にやってきたのだった。


  　右手に握り締めた文書に目を向ける。赤い封筒を見ると目の前がグラグラと揺れ、吐き気まで込み上げてくる。


  　それは〈渡り鳥協会〉からの召しよう喚かん状じようだった。これが来た以上、ウィルは審問会の場に立ち、今の経営状態について弁明をしなければならない。


  　そして、〈渡り鳥協会〉の納得のゆく説明ができなければ、この事務所の経営権は失われることになるだろう。それはつまり、〈渡り鳥〉を続けられなくなる、ということだった。


  　絶望に顔を覆おおうと、ふいに背後に気配を感じた。


  「ジェシカ？」


  　流れるような手つきで右手の文書を隠し、ゆっくり振り返ると、そこには一人の少女の姿があった。


  　それは、美しい少女だった。


  　背中に流れる金色の髪。不機嫌そうな双そう眸ぼうには不可思議な薄うす紫むらさき色の瞳ひとみ。真珠のように白く艶つややかな肌に色素の薄い唇くちびる。どこか浮き世離れした容姿と雰囲気を持つ少女である。


  　ウィル以外で唯一の従業員であり、ウィルのパートナーでもある少女に、ウィルは許しを請こうように口を開いた。


  「なあ、ジェシカ。その手に持っているものはなんだ？」


  「耐久性と運搬性に優れた郵便鞄かばん以外の何に見えるの？」


  「うん。そうだよな。なら、もう一つ訊きかせてくれ」


  「何？」


  



  「どうしてその頑丈で持ち運びに優れた郵便鞄を、俺の頭の上で振りかぶってるんだ？」


  



  　背後に忍び寄るジェシカは、金属補強された郵便鞄を振りかぶっていた。


  「こうするため」


  「ひいっ？」


  　一瞬の躊ちゆう躇ちよもなくドスンと鞄を叩たたき下ろされ、ウィルは悲鳴を上げて飛び退のいた。


  「いきなりナニすんの？」


  「ウィルが私ばかり働かせて、私のソファでふんぞり返っている。これは正統な報復」


  「俺だってきちんと働いてるだろっ？」


  「このままいくと来月の私の報酬が支払われない可能性が高い。ウィルはもっと働くべき」


  　先日、少し大きな依頼を受けたおかげで、滞っていた給料の支払いは済ませられた。しかし事務所の修理や翼つばさ舟ぶねの改修など、損害もそれなりに出たため、資産と呼べるほどの金額を残すことはできなかった。


  　つまり、今月はギリギリ黒字を算出できたが来月はまた危あやういというのが、武装郵便屋〈蝶ちようと鯱しやち〉の現状だった。


  　転がり落ちたウィルに一いち瞥べつもくれず、私物と称するソファに腰を落とすと、ジェシカは「それで？」と問いかけてきた。


  「何かあったの？」


  　普段なら回避したことで追撃を受けているところだが、ジェシカはそう言ってウィルを見つめる。


  　ウィルは右手の手紙を、そっと背中に隠すと、なんでもなさそうに首を横に振った。


  「いや、決算書を見てちょっと頭が痛くなってただけだ」


  　言いながら、今ようやくゴミを持っていることに気づいたとでもいうように、手紙をクシャリと丸め、ゴミ箱へと放り込む。


  「配達だって言うんだろ？　分かってるって、早く行こうぜ？」


  　郵便鞄かばんを抱かかえ上げると、ウィルはいかにも殴なぐられるのは嫌いやだというように小走りで格納庫へと向かった。


  　ジェシカはそれを不審そうに睨ねめつけたが、違和感の正体は摑つかみ損ねたのだろう。何も言わなかった。


  　ウィルとジェシカは、二人組の〈渡り鳥〉だ。


  　翼つばさ舟ぶねと呼ばれる霧む鍵げん機関──機械の翼で空を舞う舟に跨またがり、霧む妖ようの領域である雲うん界かいに飛び込み、島から島へと渡る武装郵便屋だ。


  　ただ、彼らは〈渡り鳥〉の中でも少々特異な部類で、二機で編隊を組むわけではなく、複座式の翼舟一機──つまり単独飛行で航こう界かいに挑む。


  　──ジェシカには、言えない……。


  　召しよう喚かん状じようには──〈蝶と鯱〉が武装郵便屋としての条件を満たしていない疑いがある──とあった。


  　満たしていない条件、それは────


  　──バディがいない──


  〈渡り鳥〉は二機以上の編隊を組んで飛ぶことが義務づけられている。


  　しかし、ウィルとジェシカは一つの機に二人で乗っている。二人乗りのそれは本来、バディとして認められるものではないのだ。


  　──翼舟は、二機ある。


  　だが、ウィルとジェシカは二人でなければ飛べない。同じ翼舟に乗ることでしか満足な飛行ができないのだ。


  　──特に、ジェシカは独りじゃ浮かぶこと自体が難しい。


  　ジェシカは本来、ウィルなど足下にも及ばないほどの飛行技術を持っている。それが半年と少し前、ある事件で撃墜されてしまった。


  　以来、彼女は高いところを怖がるようになってしまい、さらにふとしたことから撃墜の記憶を思い出して発作まで起こすようになってしまった。


  　空で発作を起こせば、確実に命を落とす。


  　審問会を切り抜けるためには、バディを組む相手がいると証明しなければならない。それはつまり、ウィルとジェシカが単独で、別々の機体で飛ばなければならないということだ。


  　とてもではないが、高所恐怖症のジェシカに言える話ではなかった。


  　すでに問題の先送りが不可能なところまで来ているにも拘かかわらず、ウィルはそれを直視することができなかった。
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  　風を切って羽ばたくのは、鳥ではなく小さな舟だった。


  　針葉のような細長い船体で、船せん腹ぷくからはその船体よりも長大な翼が一対、延びている。船底には風を搔かくため、鰭ひれのような櫂かいが突き出しており、船首からは生き物を扱うような手た綱づなが繫つながれている。


  　翼つばさ舟ぶね──人が空を渡るための翼であり、座席の後部には郵便箱を初めとする航こう界かいに必要な道具が所狭しと括くくり付けられている。


  　霧む鍵げん式しきにより生み出された、歯車と鋼鉄の機械──霧鍵機関の結晶とも呼べる飛行機械であり、雲うん界かいにおいてもっとも速い人類の翼である。


  　そんな翼舟は機体の維持にもそれなりの費用が必要とされ、それ以前に跨またがるための資格というものが必要になる。特に資格を剝はく奪だつされれば翼舟を所有すること自体が違法となり、見つかれば処罰だけでなく没収されることになる。


  　それを管理しているのは〈渡り鳥協会〉であり、そこから〈渡り鳥〉の資格を取り上げられかけている、というのがウィルの状況だった。


  「ウィル、行き過ぎ。ポストに届かない」


  「あ、ああ……。悪い」


  「ウィルは下手。滞空が下手。絶望的に下手。犬猫にも劣る。風の摑つかみ方がまるでなってない」


  　鈴が鳴るような心地好よい声こわ音ねで吐き出されるのは、冷たい悪あく罵ばだ。


  　今日もウィルの後ろにしがみつくジェシカは、容赦がない。紛まぎれもなく腹が立つものであるはずなのに、そのジェシカが後ろからいなくなることを恐れている自分がいる。それに気づいて、ウィルは半なかば愕がく然ぜんとした。


  「そうだな……。駄目だな……」


  　何も言い返してこないウィルに、ジェシカが正気を疑うような目を向けた。


  「殴なぐりすぎた……？」


  　自分の手を見つめ、酷ひどく戸惑った声でそんなことを呟つぶやいていたが、ウィルはそれに気づかなかった。


  　一日のうちでもっとも楽しい時間のはずだが、胸の奥にしこりのような不快感がこびり付いて離れなかった。


  　いや、不快感ではない。不安だ。


  　──やめだやめ。空にいるときくらい、忘れろ。


  　ウィルは手た綱づなを振るうと、船体を郵便受けへと隣接させる。


  　ジェシカがポストへ手紙を投函し、舟は次のポストへと向かう。


  　配達中は、ジェシカもあまり口を開かない。もちろん、今のように失敗をすれば容赦のない悪あく罵ばが降り注ぐが、そうでなければ普段の悪態が噓うそのように静かだ。


  　郵便受けや飛ぶことに夢中だということもあるが、こうしている今も、ジェシカはウィルの背中にギュッとしがみついている。その仕草から、彼女が高所での恐怖を必死で堪こらえていることが否応なく伝わってくる。


  　そんな静かな空で耳に届くのは、風の音だ。霧む鍵げん機関の歯車の音と、風車の軋きしむ音が乗せられ、ときおり遠くの地面から人々の喧けん噪そうが届く。


  　島の中ではそうそう強風は吹かないようにできているが、高度が上がれば話は別だ。風に機体を持っていかれぬよう、神経を研とぎ澄まして次の郵便受けへと翼つばさ舟ぶねを進める。


  　周囲には真っ白な〈塔〉がいくつも立ち並んでいる。統一されたかのような街並みは、風害対策に漆しつ喰くいが塗られているからだ。


  　そんな〈塔〉の壁面に並ぶ窓には、郵便受けが設置されている。


  〈渡り鳥〉が玄関を叩たたいて手紙を届けることは少ない。翼舟から直接投函できる窓の方が都合がいいからだ。同じ家でも、一人ひとりに郵便受けが用意されていることも少なくない。


  〈塔〉に沿って飛び、次々と手紙を投函していくと、やがて郵便箱の中も空からになった。


  　そこでジェシカが囁ささやくように言った。


  「これで最後」


  「ん、ああ……。分かった」


  　こうした手紙──島の中での配達は、基本的に〈渡り鳥協会〉が登録している全ての〈渡り鳥〉へと委託するものだ。


  　事務所の規模に関係なく配られるため、〈蝶ちようと鯱しやち〉のような小さな事務所にとっては貴重な収入源であり、大きな事務所では見習いや新人に配達の練習として充てられている。


  　──配達、終わっちまったな……。


  　配達が終われば、事務所に帰って翼舟のメンテナンス、そして一日の収支の計算と、やることはそれなりに残っているのだが、今一つ帰る気分になれなかった。


  　手綱を振るい、高度を上げていくと、やがて立ち並ぶ〈塔〉たちを追い抜き、真っ青な空へと飛び出す。


  　見上げた空はどこまでも蒼あおく、そして見果てぬほどに広がっていた。


  　遠くへ目を向ければ、石ころのような小さな影がいくつも浮かんでいる。ところどころ苔こけでも生えたように緑に染まっていて、さらによく目を凝らせば針のような細長い何かが立ち並んでいることが分かる。〈塔〉だ。


  　空に浮かぶ石ころは全て、ここハイフォニアと同じ島だ。


  　無数の島がたゆたう蒼の世界──蒼そう界かい。


  　これが人が住まう……いや、住まうことが許された世界だった。


  　ふと視線を下げれば、緩ゆるやかな弧を描いて蒼の世界は白く塗り潰つぶされる。


  　目が痛くなるほどの白さで、ハイフォニアの真下にも広がっている。蒼界との境まで、全てを呑のみ込むようなこの光景を、古い時代の人々は〈海〉とも呼んだらしい。


  　蒼界とは異なり、遠いのか近いのかも曖あい昧まいで、先の見えない雲の世界。


  　雲うん界かいだ。


  　真っ白な〈霧きり〉に覆おおい尽くされた、先の見えない世界。耐性のない者が飛び込めば、ものの十数分で幻覚や手足の麻ま痺ひといった症状に冒おかされる毒性がある。蒼界全域にまで生活圏を広げていながら、未いまだ人類が踏み込むことのできない空の最果て。


  　霧む妖ようと呼ばれる、人の天敵にして真なる空の主たちが住まうもう一つの空だ。


  　果たしてその向こうには何があるのか。有史以来、数あま多たの人間がその向こう側を目指し、そして帰ってはこなかった。


  　その空の最果てこそが、ウィルとジェシカの目指す場所だった。


  　──ジェシカといっしょでなきゃ、意味がないんだ。


  　──約束だ。いっしょに飛ぼう。空の最果てまで──


  　十年以上も昔、ウィルがジェシカと交わした約束だ。彼女は覚えていないだろうが、ウィルはその約束を果たすために〈渡り鳥〉になったのだ。


  　その〈渡り鳥〉を、今続けられるかどうかということになってしまった。


  　ため息をつくウィルを、後ろのジェシカがまるで奇怪な生き物でも見るかのような、あるいは軽い悪いた戯ずらが原因で大切なものを壊してしまったかのような、困惑と不安の入り交じった目で見つめていたが、彼は気づかない。


  　事務所に戻るべきか否いなか、翼つばさ舟ぶねの手た綱づなを握ったままウィルが迷っていると、ジェシカがグイッと後ろから服を引っぱった。


  「ウィル」


  「ん、なんだ？」


  「あれが食べたい」


  「はあ？」


  　ジェシカが示したのは、〈塔〉でも空でもなく、眼下に真っ直すぐ延びる繁華街だった。その中のどの店を指差したのかは分からなかったが、どこからか甘い香りが漂ってきていた。


  「珍しいな、お前がそういうこと言うの」


  「いいの？　悪いの？」


  「そりゃあ、別にいいぞ」


  　翼つばさ舟ぶねに跨またがっている間、ジェシカは空か郵便受けしか見ていない。飛行中に足下の街並みに興味を示すことは珍しい。恐らくは初めてのことだった。
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  　一般市民が翼舟に跨る機会は、ほとんどない。翼舟自体がかなり高価な霧む鍵げん式しきであるのと同時に、資格がなければ飛ぶことも所持することも許されていないからだ。


  　日常的に翼舟で空を飛ぶことができるのは、警官や救急隊といった特殊職、そして〈渡り鳥〉だけだ。郵便屋〈渡り鳥〉に空を行き交う権利が与えられているのは、島々での唯一の情報伝達手段である手紙や〈封書〉といった郵便物を届けるためには翼が必要だからだ。


  〈塔〉の屋上には、大体どこにも翼舟用の簡易な停留所が設置されている。この翼舟というものは故障一つで命を落とすことも少なくはない。こうした停留所は、塔と橋が複雑に絡み合う島の中心部では待避所として必要なものだった。


  「ウィル。そこは物置」


  「いや、停留所だよ……一応」


  　……もっとも、必要であっても、一般人は使わないものだ。住民の物置になっている場合も、珍しいことではなかった。


  　ここも荷物……というより、処分に困ったらしいガラクタが積み上げられているが、着陸のための空間と、その隅にある昇降機までの道は保持されていた。


  　停留所に着陸させると、ウィルはすぐ側に突き立てられた小さな柱に手を乗せる。同時にカチャリと音が響き、床からせり出した固定具が翼舟の足であるバーを固定する。盗難防止の意味もあるが、精密機械の翼舟が転倒しないための処置だ。


  　愛機が正しく固定されたことを確かめると、ウィルは停留所の隅にある柵さくに囲われた台座に乗った。昇降機だ。ワイヤーを巻いた巨大な歯車が剝むき出しになっている。


  　そんな昇降機に乗り込んだウィルを見て、ジェシカは自分の軽率さを呪のろうかのように呻うめき声を漏もらした。


  　乗り移ろうとしないジェシカに、ウィルは手を差し出した。


  「ジェシカ、乗れよ」


  「それは嫌い」


  「いや、好き嫌いを言われても……」


  　昇降機は腰ほどの高さの柵さくに囲われているだけという、高所恐怖症のジェシカには少々酷こくな造りになっていた。


  　それでも街に降りたいと言ったのが自分であることを思い出したのだろう。苦渋の選択のように、震ふるえる手でウィルの手を取った。


  　レバーを下ろすと、ガタンと大きく揺れて昇降機は下降を始める。悲鳴こそあげなかったものの、ジェシカがギュッとウィルの腕にしがみついた。


  　──そんなに怖いなら、事務所に帰ってから来ればいいだろうに……。


  　そう思いつつも、事務所に帰る気分ではなかったウィルは、少しジェシカに感謝した。


  　やがて地面に到着すると、ジェシカはそれまで震えていたのが噓うそのように素早くウィルから離れた。ちょっぴり寂しい気はしたが、いつものことなので気にしないことにする。


  　ただ、やはりジェシカは地面に足がつくまで目を開けようとはしなかった。そんな姿を見ると、苦い気持ちが込み上げてくる。


  　──独りで飛べるわけがない……。


  　そもそもウィル自身、ジェシカがいなければ未いまだにまともな操縦ができるとは言い難い。


  　先日、馴な染じみの客のヒルダをいっしょに乗せたときなど「なぜ今まで墜おちずにいられたのか理解できないのです」と真顔で言われてしまった。


  　お互い、独りでは飛べないから二人乗りという飛び方を選んだのだ。


  　ならば、一体どうすればいいのか。


  「ウィル？」


  　ジェシカが足を止めて不審そうに振り返った。ウィルは慌てて笑みを返す。


  「んで？　何が食いたいって？」


  　問いかけると、ジェシカも店を見失ったのか通りをキョロキョロと見回していた。


  「じゃあ、あっち」


  「『じゃあ』ってなんだよ」


  　苦笑しながら、ジェシカが示した方向へ足を進める。


  　──そういえば、用事もなくジェシカと歩くことって、あんまりないな……。


  　人間嫌いのジェシカが、街中を歩きたがることは少ない。


  　出歩くのは〈渡り鳥協会〉への郵便物の受け取りか、もしくは〈渡り〉の支度──航こう界かいに必要なものを買い込むときくらいのものだ。


  　日中はウィルも軍学校があるため、普段のジェシカが何をしているかはよく知らない。


  　意外にも、前を歩くジェシカは上機嫌のように見えた。


  　ジェシカは腰の後ろで指を絡め、足取りも軽い。後ろからでは分からないが、表情もいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらではなく、楽しげに緩ゆるんでいるのだろう。この少女は無愛想ではあるが、笑うときは本当に楽しそうに笑うのだ。


  　そうして歩いていると、ジェシカがピタリと足を止めた。その横顔が熱心に通りに並ぶ店の一つに向けられていたのでその視線を追うと、派手な看板を立てた店があった。


  　看板は生クリームを摸したもので、甘味屋だと分かった。


  「あれで良い」


  「お前それ、絶対さっき言った店と違うよな？」


  「駄目なの？」


  「いや、別にいいけどよ……って、俺が買うの？」


  「どうして確かめる必要のないことを訊きくの？」


  　真顔で首を傾かしげられ、ウィルはため息を漏もらした。


  「今月の給料はちゃんと払ったろうに……」


  　不満を呟つぶやきながらメニューを覗のぞき込むと、バニラやチョコレート、それのミックスなど、ソフトクリームもあれば、球状に刳くり貫ぬくアイスクリームもあるようだ。他にも持ち帰り用にキャラメルやキャンディなどの菓子も並んでいる。


  「……って、なんだこりゃ？」


  　品目を目で追っていくと、一つだけ奇妙な名前があった。


  　──新発売『濃縮ハチミツパフェ帝国』──


  　なんというか、世紀末を予感させるどうしようもない名前だった。


  　ハチミツは、まあいい。濃縮というのも、使ってみたい気持ちは分からないでもない。パフェ……まあ、それも許そう。それらが直列に接続されるのも、即座に胸焼けを引き起こしそうではあるが、甘いものが好きならばやぶさかではないはずだ。


  　だが……。


  　──帝国って、なんだ？


  　インパクトを必要としたのだろうか？　その単語が、全てをおかしな方向へ変質させてしまっていた。


  「ソフトクリーム……だよな？」


  　看板を確かめて、ウィルが目を疑っていると、ジェシカが一瞬の躊ちゆう躇ちよもなくそれを指差した。


  「これを二つ」


  「ちょっと待ッ────」


  「毎度あり！」


  　店主の反応も躊躇がなかった。


  　ウィルが口を挟む間もなく、注文が確定していた。速やかに二つのソフトクリームが差し出され、代金がむしり取られる。


  「輝いている……」


  　恍こう惚こつとした声こわ音ねで呟き、ジェシカは注文の品を受け取る。


  　ソフトクリームは、どういうわけか金色だった。それもクリームの部分は半分透すけており、琥こ珀はくのようにも見える。そして、恐ろしいことにその透けた内部には生クリームやチョコレートなど、甘ったるそうな物体がいくつも閉じ込められていた。


  　甘味の城、あるいは監かん獄ごく……甘獄とでも呼ぶべきか。帝国を名乗るだけのことはある。想像を絶する物体だった。


  「お前、それ二つも食べるの？」


  　げんなりして問いかけると、ジェシカは冷たい眼まな差ざしでウィルを睨ねめつける。


  「卑いやしい目で見ないで」


  「どん引きしてるんだよっ？」


  　悲鳴を上げるウィルにため息を漏もらすと、ジェシカはカップの一つをウィルに差し出した。


  「私は寛大。大切な嗜し好こう品ひんをウィルに分け与えてあげる」


  「いや、いらないからな？　あとそれ、俺が買ったんだからな？」


  「ウィルは跪ひざまずいて感謝を捧げるべき」


  「あー、もう、聞いてねえし……」


  　渋々受け取ると、ジェシカは満足そうに長い髪へ指を絡める。相当機嫌がいいらしい。髪を触るのは上機嫌なときの彼女の癖くせだ。


  　自分のソフトクリームをぺろりと舐なめると、チロリと舌を出したまま小さく身み震ぶるいをした。


  「冷たい」


  「そりゃあ、アイスだからな」


  　苦笑しながらウィルもソフトクリームにかぶりつく。


  「ぐ、あっ……？」


  　歯が立たなかった。異様に硬い。


  　どうやら見た目はソフトクリームだが、実際にはベッコウ飴あめか何からしい。凍ったハチミツのような味で、これを完食するのは至難の業わざに思えた。


  　身震いの原因はこの常じよう軌きを逸いつした甘さのせいではないかと思うが、ジェシカは平然とソフトクリームを舐め続ける。


  「美う味まいか、それ？」


  「美食品の中では五指に入る出来」


  「あそう……」


  　とはいえ、幸せそうなジェシカの顔はそう悪いものではなく、ウィルは苦笑を漏らして糖とうの塊かたまりを舐めた。


  



  　繁華街は人混みが激しい。それを避けて歩いていると、やがて毛色の違う店々が並ぶ通りに出た。周囲の建物は商店のように見えるが、その多くは扉が施錠されている。一いち見げんの客を受け付けない問屋か、もしくは倉庫群だろう。


  　こちらは一種の問屋街で、主に霧む鍵げん機関の部品が扱われている。業務関係者には重宝されているが、一般人には馴な染じみない空間だ。


  　そんなところでソフトクリームを自称する糖とうの塊かたまりを舐なめているのはウィルたちくらいのものだが、彼らは爛らん々らんと目を輝かせていた。


  「おい、見ろよジェシカ。銃じゆう機き槍そうの精密サイトがこんな値段で……っ！」


  「複座用高級シート……。ウィルは銃機槍を処分してこれを購入すべき」


  「真しん鍮ちゆう製のコンパスまであるぞ！　これで航こう界かい図ずを計ってみたい……！」


  「新型の衝撃吸収器シヨツクアブソーバ……。使わないウィルのデスクを処分してこれを導入すべき」


  　お互い、まったく相手の話など聞いていないが、二人は幸せそうだった。


  　──空の最果て──


  　誰も行ったことのないその場所へ飛ぶ。


  　ただその夢だけを追いかけて、ウィルとジェシカは共に飛ぶことを選んだ。


  　そんな二人が揃そろって関心を抱くのも、やはり飛ぶこと──翼つばさ舟ぶねに関するものだった。


  　トランペットを欲しがる少年か何かのようにショーウィンドウに貼はり付き、甘ったるい甘味を舐め続ける少年と少女を、少ない通行人が怪け訝げんそうに眺めながら通りすぎていく。


  　店主も迷惑そうな顔を向けているが、二人が注意を払う様子は微み塵じんもない。視界に入っていても、脳が認識していないのだ。
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  　見苦しくべったりと貼はり付いていると、ふと後ろから聞き覚えのある声が聞こえた。


  「あなたたち、そんなところで何を……──何をしているの本当にっ？」


  「「え？」」


  　もう、糖とうで口の周りをテカテカと光らせる二人に、背後の少女はビクッと後あと退ずさった。


  「ケイト？　妙なところで会うな」


  　引きつった顔には角張ったメガネ。髪は肩にかかるか否いなかの長さで、ウィルと同じようなジャケットに身を包んでいる。二の腕にはやはり郵便屋の印と翼ある獅し子しの紋章。


  　ケイト＝ブリュンヒルデ──ここハイフォニアの街で最大の勢力を誇る武装郵便屋〈翼獅子マンテイコア〉に所属する〈渡り鳥〉だ。


  　両手で重たそうな紙袋を抱かかえており、買い物をしていたらしいことが分かった。


  〈翼獅子マンテイコア〉ほどの武装郵便屋ともなれば、こんな問屋街までやってこなくとも翼つばさ舟ぶねの部品から〈渡り〉の食料まで全て事務所で揃そろえられるはずだ。


  　ケイトはふんと鼻を鳴らした。


  「オーダーメイドの品物は事務所を通すより、自分の目で確かめた方がいいわ。……そんなことより、物欲しそうな顔で店の窓にしがみつくのはやめなさい。〈渡り鳥〉の面つら汚よごしだわ」


  　普段から顔を合わせれば同じセリフを吐かれているが、さすがにウィルも今の自分はちょっと恥ずかしいかなと思った。


  「わ、〈渡り鳥〉が翼舟の部品に見み惚とれるのは仕方ないだろ？」


  「〈渡り鳥〉がどうという以前に、人としてどうかと思う次元の話だと思うけれど……」


  「別に俺のことをどやすためにこんなところに来たわけじゃないんだろう？　それより、今日はジムはいないのか？」


  　ウィルとしては常に〈渡り鳥〉の礼節を突きつけてくるケイトよりも、その弟でありバディのジムの方が話しやすいのだが。


  「配達でもないのに、一緒にはいないわ。ただでさえ家に帰れば顔を突き合わせてるのに」


  　呆あきれたようにため息を漏もらしてから、ケイトはウィルの頭の先から足の先まで不思議そうに眺めた。


  「意外に、平然としているものね」


  「ナニが？」


  「……？　まだ通知を見ていないの？」


  　その言葉で、ようやくウィルはギクリとした。


  　──ケイトも知ってるようなことなのか……。


  〈蝶ちようと鯱しやち〉へ召しよう喚かん状じようが来たことを、ケイトは知っているのだ。


  「まあ、悩んだからってどうにかなるもんでもないだろ」


  「あなた、本当にバカなのね。目を逸そらしてどうにかなる話だと思っているの？」


  「う、うるせえな。なんとかするさ。なんとかな……」


  「なら良いのだけどね」


  　本当に呆あきれたようなため息をつかれた。


  　そんなやりとりにジェシカは訝いぶかるように目を細めたが、すぐに興味をなくしたように店先に並ぶ部品類に視線を戻してしまう。


  　ヒルダ──〈蝶ちようと鯱しやち〉の常客──には、ちょっとしたことでも嚙かみつくジェシカだが、ケイトに対しては事務所の悪口でも言われない限りは、まったくと言っていいほど口を開かない。


  　その態度がカンに障さわったのか、ケイトが忌いま忌ましそうに舌打ちをした。


  「ちょっとあなた、何を他ひ人と事ごとみたいな顔をしてるの。自分たちの置かれた状況を理解していないの？」


  「興味がない」


  　一応、無視してるわけじゃないと主張するかのようにざっくりと切り捨てる。


  　ケイトの顔が見る見る怒りに染まる。


  「ふざけないで。そもそもいつもウィルの後ろに乗ってるだけのくせに、何を偉そうにしているの？　〈渡り鳥〉の自覚があるなら、何か言い返しなさいな！」


  「お、おい、やめろよケイト。別にいいじゃねえかよ」


  　ウィルに突っかかってくるのはいつものことだが、今日はどういうわけかジェシカにまで腹を立てたらしい。さすがに止めに入ろうとすると、ようやくジェシカが振り返った。


  「な、何よ……」


  　ジェシカの目を見て、ケイトは怯ひるんだように後あと退ずさった。


  　無理はない。ジェシカの目には、なんの感情の色も浮かんでいなかった。怒りを堪こらえているわけでもなければ見下したような軽侮もない。


  　本当に、ただ道ばたに転がる石ころでも見るような目だった。人間嫌いのジェシカだが、こういった目で人を見ることは珍しい。


  　思わずウィルまで怯んで息を呑のむと、ジェシカは当然の常識でも語るような事務的な口調でこう言った。


  



  「言い返す必要を覚えるほど、あなたは私にとって価値のある人間ではない」


  



  「……っ！」


  　ケイトの顔が見事に引きつった。


  「ジェシカ！　言い過ぎだ」


  　ウィルが割って入ると、ジェシカは「そう」とだけ返して、また店の商品へ視線を戻してしまう。本当に、訊きかれたから答えただけだとでも言うような無関心ぶりだった。


  　それがいよいよ逆げき鱗りんに触れたらしい。ケイトの瞳ひとみに仄ほの暗ぐらい怒りの色が揺れた。


  「……面白いことを言うではないの。私のどこが無価値だと言うの？」


  「やめろってケイト。ジェシカには俺が後で言っておくから──」


  「答えなさいよ。逃げるの？」


  　引き下がらないケイトに、ジェシカはもう一度面倒臭そうに振り返る。


  「言っても良いの？」


  　それはケイトに向けてではなく、ウィルに対しての言葉だった。それに対して「やめろ」と言う前に、ケイトが言い募った。


  「何よ、結局ウィルの後ろに隠れないと言い返すこともできないの？　言ってみなさいな」


  　ケイトは、それを口にするべきではなかった。


  　ジェシカはもう一度「そう」と呟つぶやくと、容赦のない毒舌を並べ始めた。


  「あなたは傲おごっている。特別秀でたものを持っているわけでもないのに、いつもウィルを見下している。だから成長もしない。あなたはすでに空でウィルに劣っているのに、それに気づかない。だから私には意味がない」


  「なっ……」


  「関心を持ってほしかったら客として来て。それなら相手をしてあげる」


  　その声には、やはり軽けい侮ぶも憤いきどおりも含まれていなかった。ただ、教科書の文章を読み上げるような、事実だけを羅列したような無む味み乾かん燥そうな言葉だった。


  　それでも、それはあまりに意外な言葉で、ウィルはとっさに口を挟めなかった。


  　──ジェシカのやつ、俺のこと、認めてくれてたのか……？


  　ジェシカはケイトをウィルに劣ると言ったのだ。空であろうと地上であろうと、ジェシカがウィルに優しかったことなどない。庇かばうようなことなどまずあり得ない。


  　つまり、ジェシカは本心からそう思ってくれているのだ。


  　怯ひるんだように唇くちびるを嚙かみしめながら、ケイトが吼ほえる。


  「何よ！　あなたなんて一人で飛ぶこともできないくせに何を言っているの！」


  「そう。私は独りでは飛べない。どれほど屈くつ辱じよくに感じても、それが事実。それを認めるから、私はウィルと飛ぶことを選んだ」


  　無味乾燥な声に、初めて滲にじんだ感情の色。それは鮮烈なほど強い意志で、ケイトでなくとも気け圧おされただろう。


  「ウィルもそう。自分が下手だと理解しているから、飛べない私に頭を下げた。屈辱よりも夢を選んだ。そのウィルを馬鹿にしていいのは私だけ」


  　思わず、目頭が熱くなってしまった。


  　いつもあれだけ悪あく罵ばを叩たたきつけていながら、ジェシカはウィルを認めてくれていたのだ。だからといって馬鹿にしていいと考えているのは問題だが、それでも嬉うれしかった。


  　ウィルが感極まっている間に、ジェシカはトドメのひと言を放っていた。


  



  「あなたにはそれがない。だから私は興味がない」


  



  「────っ」


  　言い返す言葉は、なかったらしい。


  　ケイトの目に涙が浮かんだ。それを隠すように顔を覆おおうと、彼女はそのまま走り出してしまった。


  「ケイト！」


  　追いかけようとは思ったが、出遅れたウィルは到底追いつけそうもなかった。


  　そして、あとになって思う。このとき、意地でも追いかけて謝っておくべきだったと。


  　伸ばした手を下げ、困ったように頭を搔かきむしると、ウィルはジェシカに目を向けた。


  「……言い過ぎだ」


  「言えと言ったのは今の女」


  　叱しかるところなのだろう。ジェシカはケイトを一個の人格を持つ人間として見なかった。


  　だが、そこに悪意が存在しないことも、ウィルは知っていた。


  　ジェシカはケイトに対してのみ、そんな態度を取っているわけではない。彼女にとって、全ての人間は同じようなもの──無価値なのだ。


  　何な故ぜなら、ジェシカが半はん人じん半はん妖ようという、人であって人ではないものだから。


  　ジェシカ自身も、自分が人間なのか霧む妖ようなのかが分からないから。


  　それを確かめるために、空の最果てを目指しているのだから。


  　霧妖の中で育った彼女は、感覚も霧妖寄りなのだ。だから、人間に対して人格云うん々ぬんを問う以前の問題なのだろう。


  　ウィルは数秒の間迷ったが、やはりジェシカに厳しい目を向けた。


  「ジェシカ、ここは人間の街だ」


  「……ええ」


  「ここにいる間は、やっぱりお前も人間を対等の相手として見ないと駄目だ」


  　ウィルの言葉に、ジェシカは心底驚いたように目を丸くした。


  



  「今の女は、ウィルを対等の人間と見ていたの？」


  



  「え……？　あ、あれ？」


  　急に自信がなくなって、ウィルは言葉に詰まった。


  　──そういや、ケイトのやつ。俺のこと人間と思ってるのか？


  　顔を合わせれば散々なことを言われている。悪口以外のことを言われた覚えがない。


  「と、とにかくだ！　郷ごうに入れば郷に従えって言うだろ？　ああいう言い方は駄目だ」


  　ジェシカは納得がいかないように美しい顔を顰しかめたが、やがて渋々といった様子で頷うなずいた。


  「……分かった」


  　不機嫌になったジェシカを横目に、ウィルは仕方なさそうに頭を搔かいた。


  　──せっかく気分が良かったのにな……。


  　またしばらくは頭の痛いことになりそうだ。


  　ウィルは気づいていなかった。


  　ケイトと出くわすまで──ジェシカと二人で歩く間、召しよう喚かん状じようを見た憂ゆう鬱うつを思い出さなかったことに。召喚状を見た憂鬱が、今はだいぶ薄れていることに。


  　そして、その原因が何であるかに。
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  　カランコロン──


  　翼つばさ舟ぶねを回収し、事務所に戻ると不意に来客の呼び鈴が鳴った。


  　ジェシカと顔を見合わせると、翼舟を格納庫へ移動する作業を中断し、ウィルは玄関へと出向いた。


  「いらっしゃい」


  　そこにいたのは、中年の男だった。いいところ、三十代半ばほどだろうか？　もっと上かもしれないが。


  　──外国人か？


  　男の髪は、ウィルと同じく黒だった。この辺りでは珍しいものだ。


  　ウィルの顔を見ると、男はどこかホッとしたような表情を浮かべた。


  「よう。〈蝶ちようと鯱しやち〉というのは、ここでいいんだよな？」


  「ああ。配達かい？」


  「頼む。急ぎでだ」


  　男は酷ひどい格好をしていた。痩こけた頰ほおには無ぶ精しよう髭ひげが生えており、羽織っているのもよく見なければ白衣だと分からないほど汚れている。


  　──ワケありって感じだな……。


  　ヒルダといい、この男といい、どうしてウィルの事務所にはこういった客しかやってこないのか。


  　頭痛を覚えたが、せっかく来てくれた客なのだ。ウィルは扉を引いて奧へと促うながした。


  「とりあえず、入ってくれ。散らかってるけどな」


  　カウンターから雑多な荷物をどかし、椅い子すを出すと、ジェシカが奧から飲み物を持ってきてくれた。彼女は人間嫌いでどこまでも無愛想だが、接客は学んでいる。


  　差し出された紅茶に、男は「ありがとう」と笑みを返すとウィルに目を向けた。


  「ちょいと面倒な配達なんだが、所長さんはいないのか？」


  「悪いな。これでも俺が所長だ」


  　男は訝いぶかるように目を細めた。


  「若いな。……他に従業員が見当たらないが、そっちの子がバディなのか？」


  〈渡り鳥〉が単独では飛ばないことは知っているのだろう。ウィルが頷うなずき返すと、男は分かりやすく渋じゆう面めんを浮かべた。


  「参ったな……。こういうところだとは聞いてない」


  「〈渡り鳥〉に年齢は関係ないぜ。少なくとも、俺たちが〈封書〉を届けられなかったことは一度もない」


  〈封書〉は人の記憶を収めたものだ。それは本人の一部とも呼べるものでもある。


  　もしも〈封書〉を届けられないようなことがあれば、ウィルたちがこうして〈渡り鳥〉でいられることはない。


  　ウィルが毅き然ぜんとした口調で言うと、男は首を横に振った。


  「年齢のことを言ってるわけじゃない。……なんというか、俺が言うのもなんだが、少し面倒なことになりそうなんだが」


  　どうやら、男はウィルたちの身を案じているらしい。ウィルは仕方なさそうに笑い返した。


  「それは客のあんたが気にすることじゃないさ。〈渡り鳥〉はどんな手紙でも必ず届ける。それに、ちょいとトラブルには慣れてるんでな」


  　ちっとも嬉うれしくない話だが、ウィルとジェシカは〈渡り〉となると毎回のようにトラブルに巻き込まれている。


  　それもこれも、ウィルたちに仕事を持ちかける主がヒルダという、これまた厄やつ介かいな霧む鍵げん士しだからだ。彼女からの依頼で、銃を使わずに済んだことは一度もない。


  　男は品定めをするようにウィルの顔をじっと見た。それからポケットの中から小さな箱を取り出した。煙草タバコだ。一本取り出して口に咥くわえると、何やら服の上から体をゴソゴソと探り始める。どうやら火を探しているらしい。


  　仕方なく、ウィルがライターを差し出すと、男は「すまん」と言って火をつけた。


  　ちなみに、ジェシカは煙草も嫌う。さすがに客相手に文句は言わなかったが、分かりやすくカウンターの向こうへ消えた。


  　一服済ますと、男はようやくウィルに目を向けた。


  「非礼を詫わびるよ。腕を疑ったわけじゃないんだ。届けてほしい〈封書〉がある」


  　そう言って、男は懐ふところから一通の手紙を取り出した。手紙とは言っても、文字は書かれておらず、代わりに円と直線を組み合わせた幾き何か学がく模様が記されている。


  　これが〈封書〉──人の残留思念を霧む鍵げん式しきで複製記録した魔方陣だ。


  　ウィルも郵便鞄かばんから封筒を取り出し、男に差し出す。〈封書〉は「ウェイクアップ」というキーワードを口にする必要はあるが、この紋様に触れた人間全てに干渉する。それを防ぐための専用封筒だ。中には〈封書〉と同じような幾何学模様が刻まれている。


  　男は灰皿で煙草タバコをもみ消すと、封筒に宛あて名なを書き始める。その間にウィルも切手を取り出すと、男が思い出したような声を上げた。


  「一つ訊ききたいんだが、この〈封書〉の配達というもんは、二通続けて頼むことはできるのか？」


  「そりゃあもちろん、何通でも引き受けるぞ？」


  　おかしな言い回しにウィルが首を傾かしげると、男は「違う違う」と言った。


  「なんというか、受取人も〈封書〉を送ることになると思うんだが」


  「ああ、そういうことか。往復切手ってもんがあるから、それで次の住所に配達できる。普通に二通出すよりも、そっちの方が安くつく」


  〈渡り鳥〉は霧む妖ようが乱舞する雲うん界かいを渡る。それゆえ、〈封書〉の配達もそれなりの金額がかかる。


  　何かの招待状であったり、手続きであったり、返事が必ず欲しい場合のために差出人が費用を持つことは、少なくない。


  　そういった場合のために、切手にもいくつかの種類が存在した。


  「そうかい。なら、そいつを頼む」


  　ウィルは頷うなずくと、往復用の切手を取り出した。


  　こちらは事務所の紋章である〈蝶ちようと鯱しやち〉が、それぞれ断ち割られるような構図で描かれている。何やら切手にまで独りで飛べと言われているようで複雑な気分だが。


  　鯱の部分が往信用。蝶の部分が返信用になっている。


  　男が宛名を書き終わるのを待ちながら、ウィルはふと疑問を思い出した。


  「そういえばあんた、うちのことは誰かに紹介されたのか？」


  　──こういうところだとは聞いてない──


  　男はそう言ったのだ。


  　それに彼はどこにでもいる〈渡り鳥〉ではなく、〈蝶と鯱〉を訪ねてきたのだ。フラリと通りかかったというわけではないだろう。


  　男は「ああ」と頷く。


  「紹介だ。とは言っても、たまたま知り合っただけで名前も知らない相手なんだが……。面倒な配達でも喜んで受けたがる〈渡り鳥〉だと聞いたよ」


  「ああ……。それ、たぶんヒルダだ。紅あかい髪の女の子だろう？」


  　弱小組織の〈蝶と鯱〉を勧めるような人間は少ない。それにそのトラブルを好むような言いぐさは、恐らく彼女だろう。


  　ウィルが納得していると、男は眉まゆを顰ひそめた。


  「女の子……？　いや、そいつは男だよ。二十代半ばか、もしかしたら三十くらいか。ガタイのいいやつで、軍人みたいだったな」


  　その答えに、ウィルは首を傾かしげた。


  　──誰だろう？　軍人ってことは、親父の知り合いか？


  　ウィルの父は軍属だった。ウィルが〈渡り鳥〉になってからは交流はなかったのだが、そちらの紹介だろうか？


  　──でも、どちらかっていうと今は睨にらまれてるはずなんだけどな……。


  　心当たりがなくて、ウィルが首を傾げると、男は「ああ、そうだ」とつけ足した。


  「そいつは顔に傷があったんだ。眉み間けんから頰ほおにかけて、かなりデカイのだ。だから軍人かと思っただけだ。違うかもしれん」


  　そのひと言に、ウィルはにわかに顔を引きつらせた。


  　──顔に傷……っ？


  　そういった特徴を持つ人間に、ウィルは一人だけ心当たりがあった。


  　チラリとジェシカのいる方向へ目を向ける。幸い、こちらの話し声は届いていなかったらしく淡々と雑誌をめくっている。


  　──あいつのわけがない。


  　頭に浮かんだ考えを振り払うようにウィルが首を横に振ると、男は怪け訝げんそうな顔をしたが、封筒を差し出してきた。宛あて名なを書き終えたらしい。


  　ウィルは「なんでもない」と返してから封筒を受け取る。そこに半分に分割された紋章──鯱しやちの部分を貼はり付けた。


  「武装郵便屋〈蝶ちようと鯱〉、確かに引き受けたぜ」


  　ペタンと受領印を押してウィルがそう言うと、男はなぜか少し困ったような顔をした。


  　いや、困ったというよりも、寂しそうな、だろうか？　まるで今こん生じようの別れを前にしたかのような表情だ。


  　──別れの手紙、とかなのか？


  　何やら悪いことをするような気持ちになり、ウィルは怖おず怖ずと言った。


  「ええっと……。今なら配達前だ。取りやめることもできるぞ？」


  「ん？　いや、そういうわけじゃないんだ。届けてもらわないと困る。ただ…………いや、いいんだ」


  「──言いたいことがあるならはっきり言うべき」


  　冷たい声こわ音ねで割り込んできたのは、ジェシカだった。


  　男は面食らったように目を大きくしたが、小さく肩を竦すくめた。


  「……そうだな。たとえば、可愛かわいがっていた姪めいっ子が嫁に行くことになったとしよう。嫁ぎ先が少々複雑なところで、しかも俺は助けてやれそうにない。こういうときは、何か言葉を贈るべきだろうか？」


  　また難しいたとえを出され、ウィルは呻うなった。


  　ジェシカは、そんなことも分からないのかというように呆あきれた顔をした。


  「ありのままを伝えればいい。迷いも含めて全て。そのための〈封書〉」


  　さも当然のように言われ、男は目を大きくした。それから、苦笑を漏もらす。


  「なるほど。〈渡り鳥〉らしい答えだ」


  「配達を追加する？」


  　ジェシカがウィルの手にある〈封書〉を示すと、男は首を横に振った。


  「いや、だったらたぶん、それでいいんだろう。そいつが伝わるかは分からんがな」


  　そう言うと、男は立ち上がった。


  「じゃあ、〈封書〉を頼む」


  「ああ。……あんたも、その、言いたいことが伝わるよう、祈ってるぜ」


  　男は片手を上げるだけで、返事はしなかった。


  



  　男が去った事務所で、ウィルは託された〈封書〉を眺めていた。


  　──また、ワケありの配達、か……。


  　宛あて名なにはこうあった。


  　──レンカ＝クヨー──


  　女性の名前だが、ウィルたちが住む群島で使われるような名前ではない。ウィルは行ったことはないが、ウィルの父の故郷で使われているような名前だ。


  　──これは、長距離飛行になるか……？


  　群島の外ともなれば、航こう界かいの危険は段違いに上がる。途中で降りられる島が存在しないからだ。風に流され島から剝はく離りした小島に繫けい留りゆうし、野宿が続くことになる。


  　霧む妖ようの飛び交う空を〈渡る〉のだ。削られた体力は回復し難く、疲労が蓄積すれば事故も起こりやすくなる。霧妖の追撃を凌しのぐのも難しくなる。


  　だが、だからこそ渡りたいと思う自分も確かに存在する。いや、そちらの気持ちの方が強いのだろう。両手が手た綱づなを握る感触を思い返すように握られている。


  　そんなウィルの様子に、ジェシカも封筒を覗のぞき込んできた。


  「どこまで飛べる？」


  　ジェシカの関心も、やはりそこらしい。宛先を確かめて……ウィルは苦笑した。


  「モノフォニム──そう遠い島じゃあない。朝一に飛べば晩には帰って来られる。返信便は、こいつを届けてからでないと分からないな」


  「そう」


  　その表情にはありありと「もっと飛びたい」と書いてあったが、飛べること自体は素直に嬉うれしいのだろう。歓かん喜きの色合いも濃かった。


  　ジェシカは頷うなずくと、スタスタと出口へ向かって歩いていく。こんな時間から出かけるのかと思いきや、扉の前で止まると今までの嬉しそうな顔もどこへやら、不愉快そうな眼まな差ざしを向けてきた。


  「何をしているの？」


  「え、ナニをって、ナニがだ？」


  　ただぼんやりとジェシカの背中を眺めていただけだ。特に気に障さわるようなことはしていなかったはずだが。


  　困惑するウィルに、ジェシカは腹立たしそうに目を細めた。なぜか非常にソワソワしているように見える。


  「今の男は急ぎと言った」


  「いや、そりゃあ確かにそう言ってたけど、飛ぶのは朝になってからだぞ？　今すぐ買い出しに行く必要も……」


  「ウィルは愚ぐ鈍どん。急ぎと言われたからには日の出と同時に飛べるよう、今すぐ支度をするべき」


  「お前、どんだけ飛ぶの楽しみにしてんのっ？」


  　どうやら往復便ということで、ジェシカも舞い上がっているらしい。


  　苦笑を返して、ウィルはふと封筒の裏面に目を落とした。


  　──フェイ＝リェイチュアン──


  　差出人の名前だ。住所は記されていない。


  　彼は、その〝誰か〟に何を伝えたかったのだろうか。


  　それから、不意にザラリとした嫌いやなものを感じた。


  　──あいつの差し金なのか……？


  　ウィルの知る男が関わっているとしたら、ずいぶん面倒なことになるかもしれない。


  　それにもう一つ、〈渡り鳥協会〉からの召しよう喚かん状じようという極めて深刻な問題も残っている。


  　──いや、今は〈渡り〉だ。


  　召喚状は厄やつ介かいな話だが、審問会は二週間後と記されていた。まだ、手を考える時間はあるはずだ。


  「早くしてと言ってるの」


  　そんなことを考えていたら、足を蹴け飛とばされた。


  　ため息を漏もらしながら事務所の扉を潜くぐると、ウィルは〈渡り〉の支度のため、夜の街に出ていった。
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  　数時間後──


  〈渡り〉の買い出しを終えたウィルは、事務所に残らず再び街に出ていた。ジェシカは連れて来ていない。


  　──さて、どうするかな……。


  　そうして思いを巡らすのは、〈渡り〉ではなく、召しよう喚かん状じようについてだった。


  〈蝶ちようと鯱しやち〉にはウィルとジェシカの二人しかいないのだ。その二人をバディとして申請している以上、個々の機体で飛べなければならない。


  　事務所を開くときは、書類上の手続きだけで良かった。それというのも────


  「よう、ウィルじゃないか」


  　考え事は、後ろからかかった声で中断させられた。


  　振り返ると、そこには航空服に身を包んだ少年の姿があった。


  「ジムか」


  　肩には〈翼獅子マンテイコア〉の紋章。顔の造りはケイトと似通ったものがあるにも拘かかわらず、姉とは対照的に気の弱そうな表情。ケイトの弟であり、バディでもある少年──ジェイムス＝ブリュンヒルデだ。


  　ジムはキョロキョロと周囲を見回すと、期待の籠こもった眼まな差ざしを向けてきた。


  「ジ、ジェシカはいっしょじゃないのか？」


  「ん、ああ。明日は朝から〈渡り〉なんだ。事務所で翼つばさ舟ぶねいじってるよ」


  「なんだ。いないのか……」


  　分かりやすく落胆した顔を見せるジムに、ウィルはため息を漏もらした。


  　それから、夕方の出来事を思い出した。


  「なあ、ジム。ケイトのやつ、どうしてる？」


  「姉貴か？　そういえば、なんか落ち込んでたな。またなんかあったのかい？」


  「まあ、ちょっとな……」


  　さすがに、今回は自分たちにも非があったような気がしていた。


  　ジェシカの口が悪いのは今に始まったことではない。それに間違ったことは言っていないが、それでも言い過ぎだと思った。


  「なんて言うか、俺が謝ってたって伝えといてくれ。あれはジェシカが悪かったって」


  　そう言うと、ジムは意外そうな顔をした。


  「なんだ、ケンカしたのはウィルじゃなくてジェシカなのか？」


  「ああ。珍しく言い合いになってな。その、ジェシカのやつが結構キツイこと言っちまったから……」


  「へえ、なおさら珍しいな。ジェシカがそこまで怒るなんて」


  　──俺に対してはいつもあんな感じなんだけどな……。


  　ウィルは心の中でそうつけ足した。


  　そんなウィルの心境を知る由よしもなく、ジムは納得したように頷うなずくと思い出したような声を上げた。


  「そういえば、召しよう喚かん状じようのことは聞いたぞ。大丈夫なのか？」


  　大丈夫ではないから、じっとしていられなくてこんな時間に当てもなく彷徨さまよっているのだ。


  　ウィルが呻うめいていると、ジムが同情するような目を向けてきた。


  「なんとかするさ。……いきなり、審問会ってのは予想しなかったけどな」


  〈蝶ちようと鯱しやち〉は、開業してからまだ半年である。新人だから大目に見てもらえると思っていたわけではないが、まずは警告程度のものだろうと思っていた。正直、いきなり審問会へ出頭を命じられるとまでは思っていなかった。


  「ウィルのところの事務所は、前任者がちょっと問題のある人だったろ？　それで目を付けられてたところはあるんじゃないかな」


  　ウィルの事務所は、もともとある男が経営していたものだった。備品の多くはそのときから残されているものだ。そちらもバディ不在で〈渡り鳥〉としての資格を剝はく奪だつされており、ウィルは前任者が放り出した利権を買い取って自分の事務所としたのだ。


  　当時のことを思い出すと、苦いものが込み上げてくる。


  「そ、それよりもだ。召喚状のこと、〈渡り鳥〉なら誰でも知ってることなのか？」


  〈渡り鳥協会〉から召喚状が届いたなど、恥以外の何者でもない。こうもおおっぴらに[image: ]うわさが広まっているのは問題だ。


  「いや、たぶん、うちから査察官が派遣されることになる。だからだよ」


  「査察官？　審問会だけじゃないのか？」


  「その前に査察官の調査が入るんだよ。その調査で審問会の是ぜ非ひが問われるんだ」


  「じゃあ、査察官が問題なしって判断したら？」


  「不問とまではいかなくても、大きな処罰にはならないんじゃないか？」


  　思わず拳こぶしを握った。


  　──つまり、査察官さえどうにかできれば、なんとかなる。


  　問題はその査察官の目をどう誤ご魔ま化かすかという点なのだが、希望が見えたのは事実だ。


  「あ、そうか」


  　同時に、思わず声が漏もれた。


  　──もう一つ、あるじゃないか。審問会をどうにかできる手が……！


  　そんなウィルに、ジムが不思議そうな顔をした。


  「どうしたんだ？」


  「いや、なんとかなりそうな気がしてきた」


  〈渡り鳥〉は、何もウィルとジェシカの二人だけではない。


  　バディとして登録しているのが、ジェシカだけだから問題なのだ。別のバディを得られればなんとかなるかもしれない。


  「そうか？　よく分からないけど、今度ばかりは『雲うん界かいの底を目指す』とか馬鹿なこと言ってないで、本気でどうにかしないと危ないぞ？」


  　そう言われて、ウィルはとたんに自分の目が冷たいものになるのを感じた。


  　──あ、やっぱ無理だわ……。


  　根本的に、ウィルとジェシカの夢を理解できる者は少ない。〈渡り鳥〉であっても、いや空を渡るという困難を知っているからこそ、雲界の底へ飛ぶという夢は馬鹿なと笑われる。それでバディを組むことは難しい。相手にとっても、そしてウィル自身にとっても。


  　そんなウィルの心境に気づくことなく、ジムは「おや？」と首を傾かしげた。


  「そういえば、明日から〈渡り〉なんだろう？　こんなところで何やってるんだ？」


  　ほとんど無目的に歩いていたのだが、ウィルは「ああ」と頷うなずいた。


  「まあ、翼つばさ舟ぶねを新調したからな。ちょいと部品を見み繕つくろおうかと思って。……座り心地には、ジェシカもうるさいからな」


  　現在〈蝶ちようと鯱しやち〉には二機の翼舟がある。


  　片方は元から事務所で使っていたものだが、もう一つはある人物からジェシカが託されたものだ。


  　託された翼舟は、恐らく現行機でもっとも優れた舟だ。それをウィルとジェシカ用に座席や細かな部品を交換する必要がある。旋回の癖くせなどは、歯車のかみ合わせ一つでいくらでも変わってしまうものなのだから。


  　ほとんどの部品は元の機体から流用できたが、それでも劣化した部品は交換しなければならない。


  　夕方、いっしょに街を歩いていたとき、ジェシカが座席に関する部品を熱心に見ていた。それが気になっていたという理由も、なくはない。


  「ああ、そういえばケイトと出くわしたのもそのときだったな。だからジェシカのやつ、機嫌を悪くしたのか」


  「なんの話だ？」


  　頭の中で考えただけのつもりだったのだが、口に出てしまっていた。


  　ウィルは仕方なくケイトともめたときのことを話した。


  「──まあ、元々ジェシカが街を回りたいとか言うこと自体が珍しいことだったからな。それを邪魔されて気が立ってたんだと思うよ」


  　そう締めくくると、ジムは納得したように呟つぶやいた。


  「いや、それはたぶん、ウィルの心配をしてくれてたんじゃないか？」


  「はあ？　ジェシカがか？」


  「ウィル、召しよう喚かん状じよう見て凹へこんでたんだろ？　だから元気出してほしかったんじゃないか？　だってほら、ジェシカはちょっと自己表現が不器用だけど優しくて奥ゆかしい子だから！」


  「お前の目に映るジェシカが眩まぶしすぎるよ！」


  　ため息混じりにそう返して、しかし、と思った。


  　──でも、確かに今日のジェシカは少し変だったな……。


  　人間嫌いで飛ぶことしか考えていないジェシカが、人間の街を足で歩いてみたいと言い出したのだ。普段の彼女からは考えられない言動ではないか？


  　──そういえば、ジェシカから甘い物をもらったのって、初めてじゃないか？


  　もしかしたら、本当に落ち込んでいたウィルを元気づけようとしてくれたのかもしれない。


  　──あれ？　でも金払ったの俺なんだけどな……。


  　苦笑を漏もらして、ウィルはジムに手を振った。


  「悪い。ちょっと用事を思い出した。俺、帰るわ」


  「え、ああ」


  　不思議そうな顔をするジムに背を向け、ウィルは夜の街の中へ消えて行った。
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  　翌朝──〈蝶ちようと鯱しやち〉事務所翼つばさ舟ぶね停留所。


  　航こう界かい図ずで航路を再確認し、翼舟に銃じゆう機き槍そうをはじめとする装備を設置し、操縦席の手元、手た綱づなのすぐ下に水筒や細こま々ごまとした備品の入った革袋を下げる。


  　自身も航空服の上にジャケットを着込み、ジェシカの方はクロークコートを羽織るとようやく離陸の準備が整う。


  　座席に跨またがり命綱をベルトに、固定具をブーツに繫つなぐ。手綱を握ると、霧む鍵げん機関が頼もしく鳴めい動どうする。霧鍵式で紡つむぎ上げられた、ガラスのような美しい翼が目覚めの身み震ぶるいをした。


  　外観は以前と大差がないが、手綱から伝わる力強さは他の翼舟とは一線を画すようにさえ思えた。


  　バードという船乗りがいた。世界を救うという馬鹿げた夢を持ち、その夢を見失い、そして最後にもう一度取り戻した男だ。


  　そんな彼が生涯をかけて取り戻そうとした少女がいた。


  　その少女が見た夢──空の最果てを見たい──それを果たすため、霧鍵式とは異なる手法と力で創り上げられたのが、この舟だ。


  　雲うん界かい潜せん航こう用翼舟──機体名〈霞か曲きよく〉──五十年前、全てが上う手まくいっていれば、彼らが名乗るはずだった名前だ。この舟に与えてやってほしいと、ヒルダが名付けてくれた。


  「待たせて悪かったな。今日こそ本番だ」


  　機首を撫なでながら、ウィルはこの機械仕掛けの翼にそう語りかけた。


  　雲うん界かいを渡るための翼つばさ舟ぶね──きっとバードの手にあったころは毎日のように雲界へ潜もぐっていただろうに。


  　機械に心が籠こもるかは分からないが、翼舟は応えるように霧む鍵げん機関の回転数を上げた。


  　その反応に笑みを[image: ]こぼしていると、後部にジェシカも跨またがった。彼女が命綱を繫つなぐのを確かめて、ウィルは名前を呼ぶ。


  「ジェシカ」


  「飛んで」


  　会話とも呼べない、単語の投げかけ。それだけで十分だった。


  「行くぞ！」


  　手た綱づなを振るうと、ガラス色の翼が大きくはためき、重厚な機械の舟は天高く舞い上がった。


  　瞬またたく間に〈塔〉を飛び越え、空へと飛び出すと強い風が吹いた。


  　後ろにしがみついたジェシカの腕に、ぎゅっと力が籠る。同じようにキュッと目を閉じ、背中に頭が押し付けられる。航こう界かい中、ジェシカはずっとこの姿勢だ。


  　羅ら針しん盤ばんで方位を確かめ、目指す先に漂う島の位置から航路を再々確認。そうして降下を始めようとして、ウィルは手綱から片手を放した。


  　そして、手元に下げた革袋に手を伸ばす。


  「なあ、ジェシカ」


  「何？」


  「ちょっとこれを見てほしいんだが」


  「陰湿。それほど私を怯おびえさせたいの？」


  「違うって……。いいから顔を上げろよ」


  「……？」


  　怪け訝げんそうに身じろぎしながらも、ジェシカはウィルの背中から顔を覗のぞかせた。


  「何──ぁむ？」


  　顔を出したジェシカの口に、ウィルはポイッと菓子を放り込んだ。


  「……甘い」


  　コロコロと口の中で転がすのは、キャラメルだ。昨日、ジェシカがあの絶望的なソフトクリームを購入した甘味屋で買ったものだ。


  　怪訝そうな顔をしつつも、どこか満足そうな吐息を漏もらすジェシカに、ウィルは笑みを浮かべた。


  　ジェシカが訝いぶかるように問いかけてくる。


  「どういうつもり？」


  「航こう界かい中、これくらいの娯楽があってもいいんじゃないかと思ってな」


  　衝撃吸収器などにはそうそう手は出ないが、甘党のジェシカならば甘味があるだけで少しは気が紛まぎれるのではないか。


  　昨日は、ジェシカなりにウィルを元気づけようとしてくれたらしかった。だから、その礼のつもりだった。


  「まあ、細かいことは気にするな」


  　別に何ということをしたわけではないはずだが、顔が赤くなってしまった。それを誤ご魔ま化かすように言うと、ジェシカはふふんと尊大そうに、しかし確かに嬉うれしそうに笑みを[image: ]こぼした。


  「ウィルが奉仕というものを覚えた。褒ほめてあげる」


  「お前には感謝とかいう概念はないのかっ？」


  　気まぐれを起こしても、ジェシカはやはりジェシカだった。


  　嘆息しながらも、ウィルは手た綱づなを握り直した。


  「んじゃ、加速するぞ？」


  「行って」


  　手綱を振るうと翼が畳まれ、機体が前傾する。そして、重力と風に乗ってぐんぐん加速していく。


  　このまま雲うん界かいスレスレで高度を保ち、雲界から〈霧きり〉を取り込んでさらに加速する。


  　そして、そこから偉大な最果ての支配者たち──霧む妖ようと空を競う。


  　人類の天敵を思い返すと、自然と手が震ふるえてくる。


  　理由の半分は、純粋に恐ろしいから。彼らは一体として人より弱い固体は存在しない。


  　もう一つの理由は、歓かん喜きだ。


  　この見果てぬ空の果て、その広大さを知らしめるかのように雄大に飛翔する彼らと競うことができるから。


  　震えながらも笑みを[image: ]し、目の前に広がる空に没頭していたウィルは、背中でジェシカが囁ささやくように口にした言葉を聞き取れなかった。


  「─────」


  「え、なんか言ったか？」


  「……ウィルは愚ぐ鈍どん」


  「なんでっ？」


  　ボッ──ウィルの疑問は、真っ白な〈霧〉に呑のまれて消えた。


  　──ありがとう──


  　ジェシカらしからぬ、そんな言葉が風に流れ、それも消えていった。


  第二便　夕陽色の少女


  



  　昼を回る前に、ウィルとジェシカは目的の島──モノフォニムに到着していた。


  「意外に、何事もなかったな……」


  　拍子抜けしたように、ウィルは呟つぶやいた。


  　もちろん、雲うん界かいを飛翔してきたのだ。道中、霧む妖ようにも遭遇した。ジェシカがいなければ墜おとされていただろう、危あやうい場面もあった。もう一度同じ航路を飛んで、また無事でいられる保証などどこにもない。短距離ではあったが、そんな航こう界かいだった。


  　だが、それだけだった。


  　空を〈渡る〉ならば誰もが遭遇する困難だ。それ以上のことは、何も起きなかった。


  　──依頼人の杞き憂ゆうだった……ってことか？


  　依頼人の男──フェイは、何かしらトラブルを抱かかえているようだった。それに、彼自身も配達を依頼することでウィルたちをそれに巻き込むだろうことを、予想している節ふしがあった。


  　それが、そういった人為的なトラブルは何も起きなかったのだ。


  　──まぁ、ヒルダの依頼に比べれば、どんな依頼だって優しく感じるわな。


  　先日、ヒルダから依頼を受けたときは、受諾二時間で事務所どころかハイフォニアにもいられないような有あり様さまになった。


  　それに比べれば、他の客が言う〝厄やつ介かいごと〟など可愛かわいいものだろう。


  　モノフォニムに到着すると、ウィルとジェシカは昼食を済ませてから配達を再開した。


  「翼つばさ舟ぶねを使わないのは、なぜ？」


  　徒歩で配達すると言うと、ジェシカは真っ先にそう言った。


  「翼舟を駐とめられる場所がないからだよ」


  「なぜ？　〈塔〉の上には停留所がある」


  「あるにはあるが、長いこと整備されてないらしいんだ。危なくて翼舟なんて駐められない」


  「整備されてない……？」


  　不思議そうに首を傾かしげて、ジェシカもこの島のおかしな点に気づいたらしい。怪け訝げんそうに目を細めた。


  「さっきから人間がいないわ」


  「そういうことだ」


  　翼舟を留めた港で仕入れた情報だ。翼舟や飛行船が到着する港や中心街とは打って変わり、この辺りには人ひと気けがない。


  　周囲には民家が並んでいるが、遊んでいる子供も、庭の手入れをする老人も、労働する大人も、まるで見当たらない。どの家も劣化が進んでおり、人が住んでいるようには見えない。


  「……どういうこと？」


  「ここの港で聞いたんだけどな。十年くらい前、この島で地盤崩壊があったらしい。発見が遅れて、人もたくさん墜おちたって話だ」


  　それが、停留所が整備されない理由でもあった。未いまだに安全が確認されていない〈塔〉も多く、停留所の整備まで手が回っていないのだ。万が一にも停留所が崩れれば、〈渡り鳥〉の命とも呼べる翼つばさ舟ぶねを失うことになる。そんな場所に、着陸できるはずもない。


  　ジェシカが小さく息を呑のんだ。


  　空をたゆたう島は、それほど万能なものではない。


  　常に資源の枯こ渇かつ問題に苛さいなまれており、足下の空には雲うん界かいという霧む妖ようの領域が広がっている。一歩でも踏み外せば、もちろん命はない。さすがに今の時代では考えられないが、昔は島同士の衝突という事故も少なくはなかったらしい。


  　そんな中、もっとも深刻な問題が地盤崩壊だった。


  　空に在ある以上、島は常に強風を受け続けている。風は長い年月をかけて島そのものを削りとる。どこの島でも周囲には少なくない数の小島が取り憑ついているが、それらは全て風害で島から剝はく離りしたものだ。


  　そして、街一つがスッポリ収まるほどの大きさということは、それだけの重量を持つということでもある。かつては存在したという〈大陸〉のような島は、自重に堪たえきれず砕けて群島を形成するに至った。


  　足下の地面が崩れれば、針のように天へと伸びる〈塔〉など、ひとたまりもなく空に呑み込まれる。それゆえ、人々がもっとも恐れる災害が地盤崩壊だった。


  　一度崩壊があった地域など、補強が完了してもそうそう住みたいものではない。


  　高所恐怖症のジェシカには、穏やかな話ではなかったらしい。か細い肩が小さく震ふるえた。


  「人間は不可解。どうしてこんなところに住むの？」


  「お前の故郷と違って、人間は島以外に生きられる場所がないからだよ」


  　今はゴーストタウンと化しているが、それも世代が一巡するころにはまた人が住み始めることだろう。人が住める場所など、どう足あ搔がいても島の中にしかないのだから。


  　心細そうにジェシカが腕にしがみついてきたときだった。


  　誰もいないと思われた通りに、不意にやかましい笑い声が聞こえた。


  「──かかっ、無駄足さ。そんなんだから、あんた息子にも足下を掬すくわれるさ」


  「くっ……。やつが向かった先は分かっている。手がかりは────」


  　前方から、二人組の男が歩いてきていた。青年と中年の組み合わせだが、青年の方が偉そうにしているように見えた。


  　人間嫌いのジェシカがさりげなくウィルの後ろに身を隠す。


  　男の片方は、ウィルたちに気づくと、気さくそうに手を挙げた。


  「珍しいさ。〈渡り鳥〉かい？」


  　この島特有のものだろうか。妙に訛なまりのある口調だった。


  　ウィルは頷うなずいて答える。


  「ああ。あんたたちはモノフォニムの人か？」


  「そんなところさ」


  　近づいて見ると、青年はなかなか妙な格好をしていた。


  　風よけのマントは普通なのだが、顔には焰ほむらを模かたどった入れ墨。肩には骨こつ董とう品ひんの槍やりが担がれている。背は高くはないが、ガッシリとした体格で歩の踏み方にも隙すきがない。垂れ目で軽薄そうな笑みを浮かべているが、何かの訓練を受けた人間だろうことが分かった。


  　その隣に立つのは、なんとも気の弱そうな中年だった。


  　四十代半ばくらいだろうか。茶色の髪には白い毛が交じり始めており、体たい躯くもひょろ長く頼りないものだ。色も白く、室内から出ることのない、何かの研究者という風ふ情ぜいだった。


  　ウィルは、声をかけた青年よりも気の弱そうな中年の方に注目した。


  「何かね？」


  「いや……俺、あんたとどっかで会ってないか？」


  「……？　心当たりはないが、なぜだ？」


  　中年の顔に、何やら見覚えがあるような気がしたのだが、はっきりとは思い出せなかった。


  　ウィルが「なんでもない」と首を横に振ると、青年の方が声をかけてきた。


  「なあ〈渡り鳥〉。この辺りで外国人の男を見てないさ？　ちょうどあんたみたいな黒髪だ」


  　黒髪と聞いて、ふと依頼人のことを思い出したが、この島でのことではない。ウィルが首を横に振ると、若い男は中年を笑う。


  「そら見ろ。こんな地盤崩壊があった島に寄りつく理由はないってことさ。あんたらも引き留めて悪かったさ」


  　そう言って、二人は去って行く。


  　──今の男、手て練だれみたいだったな……。


  　立ち姿と足の運び方から、ウィルは鋭くそう察した。特に若い男の方は、ウィルも勝てるかどうか怪しいように思えた。


  　その後ろ姿を見送って、嫌いやな胸騒ぎを覚えた。


  　──今のやつらが探してるのって、フェイさんか……？


  　思えばフェイは追われているようにも見えた。彼が厄やつ介かいなことに巻き込まれているのは、事実のようだった。


  　そうして歩くこと十数分、ウィルとジェシカは目的の住所を探し当てた……のだが。


  



  [image: ]


  



  「なあ、これっていわゆる廃屋ってやつじゃないかと思うんだが、どう思うジェシカ？」


  「そんなことも確認を取らないと分からないの？」


  　いつも通りの悪あく罵ばに、ウィルはため息を漏もらした。


  　立ち尽くすウィルとジェシカの前に聳そびえるのは、一軒の屋敷だった。


  　他の廃屋と同じだ。かつては華やかだったのだろう庭園はものの見事に雑草で覆おおい隠され、上質な装飾を施された門は錆さびて傾かたむいている。窓ガラスも大半が砕けており、元はカーテンだったのだろうボロボロの布切れが風に吹かれて妖あやしく揺らめく。屋根瓦がわらもあちこちはげており、修復したとしても人が住むのは難しそうな有あり様さまだ。


  　恐らくは人の手を離れて十年以上経過しているだろうそこが、今回配達を依頼された〈封書〉の宛あて先さきだった。


  「どうするかな……。受け取りのサインがもらえないと〈協会〉から配達と認めてもらえないんだが……」


  〈封書〉は個人情報の塊かたまり──いや、本人の一部と呼んでもいい代物だ。受け渡しには確認印が必要だった。


  「ウィルは愚ぐ鈍どん。どうして早く受取人を捜さないの？」


  「まあ落ち着けよ。ここが廃屋なのはお前も認めたことだろう？」


  「それと受取人を捜すことは別問題」


  「いや、人いないの見たら分かるじゃんか！」


  　いたずらで入り込む子供すらいるか怪しい荒廃ぶりだ。居住はおろか、人が踏み入れられるのかも疑問だ。


  「だからと言ってウィルが諦あきらめていい理由にはならない」


  「あれ？　おかしいな。もしかして俺が捜すの？」


  「どうして訊きかなくても分かることを何度も訊くの？」


  「どうして俺が誰もいない廃屋で人捜ししなきゃいけないんだ！」


  　ゼエゼエと肩で息を荒らげながらも、これ以上ジェシカと言い合うのも不毛だ。ウィルはしぶしぶ破れた扉を押し開けた。


  「すみませーん！　誰かいませんかー？」


  「人がいないことは分かりきっている」


  「お前が捜せって言ったくせにナニ言ってんのかなっ？」


  「私は人を捜せとはひと言も言っていない。ここが指定されている以上、何かしら手がかりを探すべき」


  　──だったらそういうふうに言えばいいだろうに……。


  　頭痛を堪こらえながら足を踏み入れると、第一歩にしてメキッと嫌いやな音が響いた。床板も相当傷んでいるようだ。迂う闊かつに歩き回ると踏み破りかねない


  　呻うめきながらも、ウィルはジェシカが正しかったことに気づいた。


  「確かに、手がかりはあるかもな」


  「なぜ？」


  「人が入った跡がある。わりと新しい」


  　床にはカビともつかない湿った埃ほこりが積もっているが、そこに点々と足跡が残っていた。砂も付着しており、一週間も経たっていないだろうと分かる。


  　しかし同時にあちこち床が抜けているのも見えてしまった。こちらも古いものではない。迂う闊かつに進むと、床を踏み破ってしまうかもしれない。


  「とりあえず、足跡を追うぞ？」


  「早く行く」


  　ウィルの返事を待たず、ジェシカはツカツカと進んでいってしまう。


  「あ、待てよ。急ぐと危な────」


  「──っ！」


  　ベキベキッ──木の折れる音と共に、ジェシカが尻しり餅もちをついた。


  　床板が、抜けたらしかった。


  「……不愉快。服が汚れた」


  「言わんこっちゃない……。大丈夫か────っ？」


  　ベキベキベキッ──ジェシカ以上に盛大な音を立て、足下から床の感覚が消えた。


  　ジェシカ以上に踏み破ってしまったウィルは、腰まで床に埋もれていた。


  「因いん果が応おう報ほう。人の失敗を嘲あざ笑わらった報い」


  「別に笑ってなかったろっ？」


  「私を不快にさせた罰ばつ」


  「お前には因果応報って当て嵌はまらないのかっ」


  　ため息を漏もらしながらも床から抜け出す。


  　足跡は、通路の奧まで続いていた。さすがにジェシカも歩みを慎重にしながら進んでいく。よくよく見ると、他にもあちこち床は破れており、ウィルたちの前にここに入ったらしい人物も何度も床を踏み破ったのだと分かった。


  　なんだか親近感を憶えてしまったが、不意に足跡が途絶え……いや、床自体が途絶える場所に出くわした。


  「こいつは……落ちたんだな」


  「同感」


  　床には大穴が空いており、覗のぞき込むと下には無数の木片が散らばっていた。ウィルたちの前に歩いていた誰かは、ここで床に穴を空けて階下まで落ちたのだ。


  「……地下、だな」


  　床の底には石畳で補強された床が見えていた。どうやら地下室があるらしい。ウィルは周囲を見渡す。


  「どこかに階段があるはずだな」


  「私が探してみる」


  「お、いいのか？」


  　珍しく、ジェシカが自分からそう言ってきた。ウィルが訊きき返しても、彼女は長い髪を揺らして頷うなずいてくれた。


  「じゃあ、俺は他のところを探すかな」


  「……？　何を言っているの？　ウィルは地下」


  「あれ？　地下はお前が探すって今言わなかったか？」


  　美しい髪を振り払って、ジェシカは首を横に振る。甘い香りが鼻にかかった。


  「私が探すのは階段。ウィルは地下へ行く」


  



  　そう言うと、ジェシカは何の躊ちゆう躇ちよもなくウィルの背中をポンと押してきた。


  



  「ジェシカてめえぇぇぇぇえぎゅえっ？」


  　冷たい石の床に落下しながら、ウィルは絶叫した。


  「痛てて……」


  　あの少女はウィルを何だと思っているのだろう。一階分の高さとはいえ、落ち方が悪ければ骨の一つくらいは折っているところだ。


  　怨えん嗟さの声を漏もらすが、当のジェシカはすでに階段を探しに去ってしまっていた。


  　地下は、さすがに暗かった。


  　仕方なく、ウィルはポケットからオイルライターを取り出す。ライター用とはいえオイルは値が張る。あまり無駄遣いはしたくない品物なのだが……。


  　世の中には〈霧きり〉さえあれば燃焼し続ける霧む鍵げん機関のライターというものもあるが、喫きつ煙えんするわけでもないウィルには、普通のオイルライターとて過ぎた代物だ。


  　それでもこれを持っているのは、これがもらいもの……いや、預かりものだからだった。


  　──ビルギッド＝ギリアン──


  　黄金色に光るライターには、二行に分けて人の名前が刻まれていた。


  　かつて〈飛竜〉という名の〈渡り鳥〉事務所を開いていた男の名だ。その事務所は、今は〈蝶ちようと鯱しやち〉の名で呼ばれている。


  　──ウィルのところの事務所は、前任者がちょっと問題のある人だったろ──


  　そう言ったのはジムだが、その前任者がこのライターの持ち主だった。名前を見ると、どうしても胸の中に苦にがいものが込み上げてくる。


  　ライターに刻まれた名前を見つめ、ウィルは迷いを振り払うように頭を振った。


  「今は、受取人の手がかりだ」


  　炎で照らすと、そこは大した広さもない個室だと分かった。元は酒蔵か何かだったのだろう。格子状のワインラックが残っていたが、もちろん空だった。他には布を被かぶせられた小物が残っていた。


  　布を引っ繰り返しても、これといって何も見つからなかった。


  「何もない、か」


  　改めて調べるまでもなく、そこには何もなさそうだった。


  「どうしたもんかな」


  　とりあえず一階に戻ろうと、階段があるのだろう扉に手をかけようとしたときだった。


  「……ん？」


  　床は埃ほこりで白く染まっているが、そこに奇妙な筋が走って見えた。足を止めて眺めてみると、それが何かを動かした跡だと分かった。


  　埃の跡を目で追ってみると布を被せられた棚があり、その裏──壁との隙すき間まに、板きれのようなものが目に留まった。ライターの炎を向けて目を凝らすと、ようやくそれが埋め込み式の収納扉だと分かった。


  　──なんか隠してるみたいに見えるな……。


  　掃除用具でも入れる場所なのだろうが、それを隠すように棚が置かれていることが気になった。わざわざ動かした跡も残っている。ジェシカもまだ下りてきそうにはないので、そこも探してみることにした。


  　棚は空なのでそれほど力を入れずとも、ガリガリと軽い音を立ててすんなり動いた。


  「こいつは……？」


  　収納扉を開けると、果たしてそこには大きなトランクケースが収まっていた。革張りで錆さびのような赤茶色をしている。旅行用で希まれに見かける部類のもので、さして特別なものではない。


  「……新しいな」


  　収納扉の中とはいえ、まったく埃もかぶっていない。引っ張り出そうとすると、結構な重量があった。


  「うおっと？」


  　ようやく引っ張り出すと、重量に負けて倒してしまった。かなり重たいものが入っているように思えるが、壊してはいないかと慌てた。


  　ひとまず何かが割れたような音はしなかったので、ホッと胸をなで下ろし、ウィルは改めて炎で照らす。


  　名前や住所のようなものは記されていない。試しにロックに手をかけてみると──


  「これ、開くのか……？」


  　カチリと音がして、鍵かぎが開いてしまった。これだけの重量のものを入れて、鍵をかけなかったとは考え難い。恐らく落下の拍子に壊れていたのだろう。


  　──どうするかな……。


  　見ず知らずの人間のものである。僅わずかに躊ちゆう躇ちよを覚えたが、ようやく見つけた手がかりらしい手がかりだ。ウィルは結局トランクを開けてみることにした。


  　思い切って蓋ふたを開けると、ブシュッという音と共に、冷たい空気が[image: ]こぼれた。


  　──なんだ、今の？


  　旅行鞄かばんから聞こえる音には思えず、ウィルは眉まゆを顰ひそめたが、その正体はすぐに知れた。


  　初めに目についたのは、黄昏のような夕陽色キヤロツトオレンジの髪。続いて白く細い手足。膝ひざを抱かかえ込むように丸まった姿勢で、緩ゆるやかな曲線を描く体つきと、乳房の膨ふくらみから女だろうことは分かった。


  「なん……だよ、これ」


  　トランクの中に収められていたのは、裸体の少女だった。


  



  [image: ]


  



  　幽かすかに開いた唇くちびるに、血の色は浮かんでいなかった。


  「冷たっ？」


  [image: ]


  　トランクから[image: ]こぼれるのは人が入っていたとは思えぬ、冷たい空気。念のために触れてみると、その体は氷のように冷たかった。


  　──死体……！


  　ようやく戦おののいて、ウィルが後あと退ずさったときだった。


  　背中に、何かがぶつかった。振り返ると、ジェシカが呆ぼう然ぜんとしたように紫の双そう眸ぼうをトランクケースの中へ注そそいでいた。いつの間にか、下りてきていたらしい。


  「……落胆。私の事務所から人殺しを出してしまった」


  「お前の事務所じゃない！　じゃなくて俺が殺したわけじゃない！」


  「今ならまだ間に合う。辞表を出して」


  「俺一人に罪をなすりつけるのっ？」


  　まだ自首しろとか言ってもらいたかった。


  「お、おおおおお落ち着けよ。お、俺たちがここに来たのはほんの二時間前だろ？　死亡推定時刻とかあるじゃねえか」


  　震ふるえながらそう訴えると、ジェシカは呆あきれたような眼まな差ざしを向けてきた。


  「私たちは〈封書〉の配達で発見しただけ。それで犯人扱いされる謂いわれはない」


  「……あれ？　じゃあなんで俺は人殺し呼ばわりされたんだ？」


  「分からないの？」


  「いや、さっぱり分かんないよ？」


  「自分より慌てている人間を見ると心の平穏を保てる」


  「俺の心の平穏はどうなるっ？」


  　とはいえ、ジェシカの方も出会い頭に死体を見て慌てたらしいと気づき、不謹慎かもしれないが少し嬉うれしかった。


  　と、そのときだった。


  「う……うぅん……？」


  「ひぃ──っ」


  　ウィルでもジェシカでもない声に、ジェシカがビクリと身を震わせた。


  　とっさに腰の銃じゆう機き槍そうに手をかけると、トランクに収まる死体が身じろぎしたように見えた。


  　──ど、どうなってんだ……？


  　先ほど触れたときの冷たさは、生きている人間のそれではなかったはずだ。


  　ウィルが立ち上がると、その裾すそにジェシカがしがみついてきた。


  　困惑するウィルとジェシカの前で、死体はもぞもぞと身じろぎを続け、真っ白な腕を伸ばして「うーん」と伸びをした。無防備に脇がさらけ出され、ウィルは目のやり場に困った。


  　それからのそのそと起き上がり、寝ぼけたような眼めで周囲をキョロキョロと見渡す。胸の前に長い三つ編みが伝い落ち、片耳に黒いイヤリングが揺れていた。


  　死体の目が、ウィルとジェシカを捉えた。それから、自分自身の体──つまり、全裸でトランクケースの中に収まっているという状況を、確認した。


  「いや待て、違うぞ？　違うからな？」


  　狼狽うろたえるウィルの抗弁は、あまりに無力だった。


  　少女の表情が見る見る強こわ張ばっていく。


  



  「人殺し！」


  



  「生きてるよなっ？」


  　なぜか死体からも人殺し呼ばわりされ、ウィルは悲鳴を上げた。


  「レンは食べ物ではありません。レンは食べても美お味いしくないです。全ぜん身しん全ぜん霊れいを以もつて人権を主張します。食べるのならこのトランクからどうぞです！」


  「どうしてそんなものが食えると思ったっ？」


  　レンというのが彼女の名前だろうか。少女はトランクケースを引っ繰り返すと、その陰に隠れ、涙目でウィルを睨にらみつけてきた。プルプル震ふるえているあたり、今ウィルが何を言っても逆効果に思えた。


  「食べない？　レンは食料ではありませんか？」


  「なんで食べるって発想になるかなっ？」


  「ならば質問します。いかなる理由からレンは衣服と人権と尊厳を奪われこのような恥ち辱じよくにさらされていますか？　悲鳴を上げて泣き叫んで良いですか？」


  「違うからなっ？　それ、俺がやったんじゃないからな？」


  　長い三つ編みをささくれ立たせ、すうっと大きく息を吸う少女に、ウィルは悲鳴を上げた。


  「うるさい。ウィルが落ち着くべき」


  　それから、ジェシカはクロークコートを脱ぐと少女に差し出した。


  「着て」


  　少女はキョトンと瞬まばたきをすると、クロークコートを見つめた。


  「あったかいです。これほど優しさが身に染みた経験は、初めてと思われます。ありがとう、そして懐なついて良いですか？」


  「おりこう。礼儀をわきまえている」


  　コートを羽織りながら、少女とジェシカはウィルに目を向けてきた。


  「ウィルは愚ぐ鈍どん。着るものくらい与えるべき」


  「あ、いやそうだったな。悪かった。驚いて────」


  「金色の髪で綺き麗れいな優しい女の人に対し、黒い髪でさっきからうるさい男は消去法と欲情した目つきから極めて危険な犯人と思われます。レンは今すぐ身を守る手段を講じるべきと思われます。まず武器はどこですか？」


  「べ、別に欲情なんか、……じゃなくてなんで俺だけ犯人扱いっ？」


  　こんな状況とはいえ、女の子の裸身を目の当たりにしているのだ。いやらしい顔をしていないという自信がなくて、視線を逸そらしながらウィルは叫ぶ。少女が怯おびえたようにジェシカの後ろに隠れた。


  「いやほら、よく見ろよ。お前にコート貸したジェシカと俺は仲間だ。な？　ちっとも怪しくはないだろ？」


  　どうどう、と宥なだめながらウィルが警戒を削そぐと、ジェシカから冷たい眼まな差ざしを向けられた。


  「近寄らないで。ウィルは自分の不審さを自覚するべき」


  「なんでそこでお前まで突き放すかなっ？」


  　ジェシカからも不審者呼ばわりされた。


  「優しい女の人と不審な男の間に友好関係は見み出いだせないです。虚きよ言げんによってレンを陥おとしいれようとしているものと判断するです」


  「判断するな！　大体、ジェシカが俺を敵だと思ってるなら、ここでいっしょにいる理由が説明できないだろう？」


  「レンは、優しい女の人がうるさい男の人に弱みを握られ服従を余儀なくされている可能性を言及するです」


  「驚いた。賢い子。優れた洞察力を持っている」


  「明らかに偏見に満ちた洞察力だと思うなっ？」


  　とうとうウィルは膝ひざを折って顔を覆おおった。


  　そんなウィルをじいっと警戒心丸出しで眺めると、ようやく少女はジェシカの後ろから姿を見せた。ぴょこんと三つ編みも元気を取り戻したように揺れる。


  　──あの三つ編み、動くわけじゃないよな……？


  　なんというか、犬のしっぽでも見ているような錯覚を覚えた。


  「涙ぐんでいる男は精神的に惰だ弱じやくで小心者のようです。レンの優位性を確認すると共に、当面の安全を認識することにします」


  「なあ、それって俺、お前より格下って思われたわけじゃないよな？　違うよな？」


  　怒りでプルプル震ふるえていると、少女はようやく警戒を緩ゆるめたのか、不思議そうに周囲を見回していた。


  　今ならまともに会話もできるのではないかと、ウィルは問いかける。


  「なあ、俺はウィル。こっちはジェシカだ。お前は、レン……っていうのか？」


  「はいですが？」


  　なんだか奇妙なしゃべり方だが、少女の名前はやはりレンというらしい。


  「レンは、どうしてこんなところにいるのか、心当たりはないのか？」


  「気安く名前を呼ばれたことには苛いら立だちを隠せないですが、レンの心当たりは皆無です」


  「今さりげなく酷ひどいこと言わなかった？」


  　ウィルの声に欠片かけらほども関心を示さず、レンは首を傾かしげた。


  「レンからも質問するです。一つ、ここはどこですか？」


  「ここは、俺たちもよく知らないが、とりあえず人が住んでるところじゃあない。……ええっと、お前も心当たりないってことは、やっぱり攫さらわれたりしたのか？」


  　トランクの中で死んだように──本当に死んでいるように冷たかった──眠っていたのだ。まともな理由ではないだろう。


  「その可能性を認めるです。そしてその最有力容疑者がウィルであることを、改めて認識し直すです。護身具を要求して良いですか？」


  「だからなんで俺を犯人にしたがるかなっ？」


  「レンは質問を続けます。二つ、ウィルとジェシカはなぜここにいるです？」


  「配達。私とウィルは〈渡り鳥〉。ここに〈封書〉を届けるよう、依頼された」


  　答えたのはジェシカだった。


  「私からも訊ききたい。あなたのフルネームは何？」


  「フルネーム……です？」


  　自分の名前だというのに、レンは困ったように首を傾げた。


  　──レンカ＝クヨー──


  　それが〈封書〉の受取人の名前だった。レンという名前はその愛称かもしれない。ジェシカはそう思ったのだろう。


  　しばらく首を傾げてから、レンは思い出したように手を叩たたいた。


  「レンカ──クヨー・レンカであると、レンの記憶から推測するです」


  　その名前に、ウィルはジェシカと視線を交わした。


  　クヨー・レンカ──ファーストネームを頭に置く群島の呼び方に倣ならうなら、レンカ＝クヨーである。


  　──じゃあ、こいつが受取人か？


  　だとすれば、どうしてトランクケースの中に閉じ込められていたのか。


  「レンはさらに質問を重ねます。三つ────」


  　三本目の指を立て、少女はウィルとジェシカが予想だにしない質問を投げかけてきた。


  



  「レンとは、誰ですか？」


  



  「「は……？」」


  　ウィルとジェシカは同時に間の抜けた声を漏もらした。


  「いや、ちょっと待てよ。レンっていうのはお前のことだろ？　他になんだって言うんだ？」


  「不審者に衣服をはぎ取られ、無力に震ふるえるばかりのレンが真か、それともどこか別の場所で暖かな布ふ団とんに包まれ幸せに眠るレンが真なのか────」


  「そんな哲学的な設問、投げかけられても困るんだけどっ？」


  「──などという小難しい話ではなく、純粋にレンがどこの誰なのかという質問ですが」


  「紛まぎらわしいよお前、本当にっ！」


  　ゼエゼエと、怒鳴り過ぎて肩で息を切らし、ウィルは眉まゆを顰ひそめた。


  　──記憶喪失……ってことか？


  　ウィルはジェシカを見み遣やった。ジェシカも視線で頷うなずき返してくる。


  （どう思う？　噓うそをついてるようには見えないと思うんだが）


  （噓をつくほど知能があるようには見えない）


  （そこまで言うかなっ？）


  　ツッコミまで投げかけられる高度なアイコンタクトを交わしながら、ウィルにも大体の事情が呑のみ込めてきた。


  「でもお前、自分の名前は言えたろう？　名前は覚えてるのか」


  「レンの名前だけは自然と理解できました」


  「それ以外に、なんか覚えてることはないのか？」


  「レンの記憶から検索できなかったことを、素直に告白します。悔しいので引っ搔かいて良いですか？」


  　なんでこの娘はこうもウィルに敵意を剝むき出しなのだろうか。


  　ため息を漏もらしながらも、ウィルは問いかける。


  「じゃあ……そうだな。なんか持ち物は？　身分証とか」


  「所持品が皆無であることは初見で認識できると期待されます。ならびにそれをウィルが臆おく面めんもなくマジマジと観測していたことを報告します。警察に訴えて良いですか？」


  「あああもうはいはいはい！　悪いのは全部俺ねっ？」


  　やはりレンは本当に何も覚えていないらしい。トランクを調べようとレンに立ち上がってもらったときだった。


  　ヒラリと、一枚の紙切れが[image: ]こぼれ落ちた。


  「〈封書〉……？」


  　ウィルが運んできたものとは別のものだ。封は押されているが受領印は押されていない。


  「これ、レンのか？」


  「レンには覚えがないと白状します」


  　首を横に振るレンに気取られぬよう、平然とした顔をしながらウィルは内心眉を顰めていた。


  　──これって、血か……？


  〈封書〉はべっとりと赤あか錆さびた汚れがついていた。泥や油には見えない。その汚れで住所はほとんど読み取ることができなかった。


  　はっきりと読めるのは、宛あて名な覧らんの一行だけだった。


  　──《フェンリル》──


  　姓か名かも分からない。


  　──いや、これって霧む鍵げん式しきの名前じゃないか……？


  　霧鍵式の多くは、神話に登場する神や魔物、武具などから名前をいただいている。ウィルはそちらには明るくないが、確か《フェンリル》という名の魔獣か何かがいたはずだ。


  　汚れの部分をライターの火に透すかしてみるが、やはり文字らしいものを読み取ることはできなかった。


  　ただ、中からは円と直線で描かれた紋様が透けて見えた。


  　──やっぱり〈封書〉みたいだな。


  　だとすると、少し面倒なことになるかもしれない。


  　ウィルが顔を引きつらせていると、ジェシカが首を傾かしげた。


  「その手紙がどうかしたの？」


  「……いや、今はいい。それより、他に何かないか？　レンの身元が分かりそうなものは」


  　一応、一通り調べてみるがトランクケースの中にはこの〈封書〉以外には何も残っていなかった。身分証のようなものはもちろんのこと、衣類すら収められてはいない。


  　ジェシカは思案顔で俯うつむく。


  「人間を細胞ごと凍結させることで長期間眠らせることは、たぶん可能」


  「それって、あのトランクがその霧鍵式だってことか？」


  「かもしれない。というより、そうでなければ説明がつかない」


  　でも、とジェシカは続ける。


  「とても危険なはず」


  「つまり、霧鍵式のどこかに失敗があって、そのせいで記憶が消えたってことか？」


  「そうかもしれない」


  　ウィルはレンに目をやった。


  「それで、とりあえず俺たちの用事なんだが……」


  　言いながら、ウィルは二通の〈封書〉のうち一方──レンに宛あてられたものを取りだした。


  「俺たちは、レンにこれを届けるためにここに来たことになる。これがナニかは分かるか？」


  「ふ……。レンは賢いので、それが何かくらいはすぐに分かるです。つまり、それはその、あれです？　そう、いろいろ書いてあるです」


  　要するに「なんか見覚えはあるけどなんだっけ？」と言いたいらしい。


  「〈封書〉だ。レンは覚えてないかもしれないけど、これには文字みたいに誰かの記憶が刻み込まれてるんだ」


  「そこにレンの記憶が記しるされているですか？　期待を抱いても良いですか？」


  「それは分からない。俺たちはこれを読むわけにはいかないから。それに、これに記されてるものがレンにとって良いものかどうかも分からない。嫌いやな気持ちになるだけかもしれないし、なんの役にも立たないかもしれない」


  　依頼人のフェイはレンに恨うらみを持っていたようには見えなかったが、恨みの記憶を刻んだ〈封書〉というものも存在する。


  「でも、これを読む権利があるのはレンだけだ。どうする？　手がかりかもしれないが、受け取らないこともできる」


  　真っ直すぐ見据えてそう言うと、レンは琥こ珀はく色の瞳ひとみで見返し、静かに右手を伸ばした。


  　その手に〈封書〉を手渡し、ウィルが紋様に触れて使い方を説明すると、レンは「ウェイクアップ」と唱えてピタリと硬直した。〈封書〉に刻まれた記憶を読んでいるのだ。


  　数秒して、レンは「え？」と声を上げた。


  「今のは一体なんですか？　動揺しても良いですか？」


  「確認取るまでもなく動揺してるから安心しろよ。……まあ、ナニを見たのかは知らないけど、それは誰かの記憶だ。レンに知ってほしくて送ったもんだと思うぞ」


  「そうですか……。そこから意図を読み取ることはできなかったと、白状するです」


  「差出人の名前も、覚えがないのか？　フェイ＝リェイチュアンという男らしいんだが」


  　やはり首を横に振ると、レンは消沈して肩を落とした。彼女が誰であるかが記されていなかったから、というわけではないだろう。そんなレンに、ジェシカがかがみ込んで声をかける。


  「それを見ても、何も思い出せないの？」


  「思い出せませんでした」


  「ついてくる」


  　そう言って、ジェシカは意外にも手を差し出した。


  



  「探してあげる──あなたが誰なのか」


  



  　ニコリともせずに、ジェシカはそう言った。


  「レンが誰であるかですか？」


  「そう。これからどうするかも決められないでしょう？」


  「事実であると、告白します」


  「だから、レンが誰なのか探す。それから考えれば良い」


  「ジェシカはやはり優しい女の人です！　レンの目にくるいはなかったと、再確認したです」


  「そう。なら感謝を込めて様をつけるべき」


  「ジェシカ様！」


  「……ジェシカで、良い」


  　本当に様づけで呼ばれるとは思っていなかったらしい。ジェシカは面食らったように言葉を撤回した。


  　そんなジェシカを、ウィルは意外に思った。


  「珍しいな。ジェシカが自分から誰かを助けようとするなんてな。人間嫌いも少しは直ったか？」


  「人間は嫌い」


  　さも当然のように言われ、ウィルは肩を落とした。


  「でも、私のとき、ウィルはこうしてくれた」


  「へ……？」


  　ジェシカの言葉の意味は、とっさには分からなかった。それでも、ジェシカが寒そうに身み震ぶるいしたことには気づいてしまった。


  　空ほどではないにしろ、地下は冷える。クロークコートはレンに貸してしまったのだ。室内着では寒いだろう。


  「ほらよ」


  　ウィルは自分の上着を貸してやった。


  「とりあえず、レンの服を買いに行くぞ。こんな格好じゃ外にも出られないしな」


  　そう言って、手を差し出すと、ジェシカは不機嫌そうに目を細めつつも、その手を握り返した。片方の手を、クルリと金色の髪に指を絡めて。
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  「とりあえず、俺たちがやるべきことは二つだ」


  　──本当は三つだけどな……。


  　心の中でそうつけ足しながら、ウィルは指を二本立てた。


  　街でレンが着るものを用意したウィルたちは、ひとまず料理店に入っていた。


  　……すでに昼食は済ませていたのだが、レンが空腹で泣きそうな顔をしていたのだ。


  「これはなんとも美味です。こんな美お味いしいものを食べさせてくれるジェシカはやっぱり綺き麗れいで優しい人です」


  「お利口。好きなだけ食べていい」


  「おい！　今回の稼ぎが全部こいつの飯代に消えるぞっ？」


  「ウィルは狭きよう量りよう。食事くらいめぐんであげるべき」


  「そうです。ウィルもレンを甘やかすくらいの気概を持つべきです」


  「お前が言うな！　っていうかお前もめぐむとか酷ひどいこと言われてるぞ？　自覚持てよ」


  「ウィルは被害妄想が激しい」


  「実際に被害を与えてくれてるのは誰かなっ？　ていうか人の話聞けよお前ら！」


  　話を切り出したというのに、ジェシカもレンもまったく耳を傾かたむける素そ振ぶりは見せなかった。


  　ちなみに、レンには長なが袖そでのシャツの上に厚手のワンピース。上着にショートジャケットと、街中を歩くには無難な衣服を用意してやった。若草色で、これでも夕陽色キヤロツトオレンジの三つ編みに見合うものを見み繕つくろったつもりだ。


  　ジェシカが下着や肌着も見繕っているはずだが、さすがにそちらはウィルも知らない。


  　怒鳴り続けてウィルがゼエゼエと肩で息を切らすと、レンも腹が満たされてきたらしい。ようやく顔を向けてきた。心なしか三つ編みにもツヤが出ているように見える。


  「それで、何の話ですか？」


  「お前をどうするかって話だろうが……」


  　本来ならば警察を頼るべきなのだろうが、先日とある事件に巻き込まれて以来、ウィルもジェシカも警察に良い印象を持っていない。


  　それに加え、元々警察と〈渡り鳥〉は犬猿の仲なのだ。身元不明で記憶喪失の少女を連れて行っても、むしろウィルたちが犯人ではないかと疑われかねない。ウィルもレンも余よ所そ者ものなのだから。


  　だから、ウィルとジェシカは自分たちでレンの身元を探してやるつもりだった。


  　──ま、ジェシカが誰かを助けるなんて言ったのは、初めてだしな。


  　それをウィルが断ろうはずもない。


  　レンは空を見上げると、「うーん」と声を上げた。ひょこひょこと生き物のように三つ編みが揺れるのが気に掛かる。


  「レンはレンの名前以外、何も覚えていなくて、ジェシカがくれたこの服以外、何も所持してないです。レンが誰であるか、手がかりは顔と〈封書〉だけです」


  　その答えを聞いて、ウィルは「おや？」と思った。


  　意外に、自分の置かれた状況を客観的に理解するというのは難しい。記憶喪失などということになれば、なおのことだ。


  　それを、レンは的確に説明できた。意外に、頭の回る娘なのかもしれない。


  　しかしなんだか褒ほめるとつけ上がりそうなので、ウィルは茶化した。


  「つまり、身元不明の不審者ってことだよな」


  「つまり記憶喪失で薄幸の美少女ということです！」


  　自分の胸に手を当てると、レンは声高にそう断言した。


  　──なんかこいつ、ウザイなあ……。


  　やはり素直に褒めなくてよかった。ため息を漏もらしながら、ウィルは人差し指を立てる。


  「まあ、とにかくお前の身元を探してやるってのが、一つ目だ」


  「一つ目とは？」


  「俺たちの優先事項は二つあるって言ったろ？　レンの身元を探すにしても、手がかりは何もない。この島の人間なのかも分からないし、本人も何も覚えてない。ここで俺たちがレンのことを調べるのは難しい」


  　あるいはレンに届けた〈封書〉の内容を訊きけば何か手がかりがあるかもしれないが、〈渡り鳥〉が届けた〈封書〉の内容を詮せん索さくするのはマナーに反する。


  　ジェシカが批難するような目を向けてきた。


  　こういう視線を向けられるのは珍しいことではないが、彼女が自分以外のことでそんな顔をすることは珍しい。もしかすると、初めてのことではないだろうか？


  「ここに置いていくの？」


  「そうは言ってないだろ？　最後まで話を聞けよ」


  　ここで見捨てるほどウィルも無情ではないが、彼女のために割さいてやれる時間はあまりない。


  「そこで二つ目だ。俺たちは、往復便で配達を引き受けた。ジェシカ、覚えてるよな？」


  「忘れるわけがないでしょう？」


  　配達に──飛ぶことに関わることを、ジェシカが忘れることはない。


  　ウィルは頷うなずき返してから、一枚の封筒を取り出した。


  「これはレンが入ってたトランクに入ってたやつだ。明かりに透すかしてみたが、中身は〈封書〉みたいだった」


  「つまり、それが返信便？」


  「そうなると思うんだが……」


  　住所覧を示すと、ジェシカも眉まゆを顰ひそめた。


  「……読めない」


  「ああ。消えちまってるし、たぶんこれ、普通の住所じゃない」


  　依頼人はよほど慌ててこれを用意したのだろう。文字が書かれた跡はあるのだが、汚れていて読めなくなっている。それに加え、どうにも文字の並びが通常の住所とは表記の仕方が異なるようなのだ。


  「数字と、記号……？」


  　封筒を眺め、ジェシカが呟つぶやく。


  「俺にもそう見える。なんか、見覚えはあるんだけどな……」


  　住所に覚えがあるというよりも、こういった文字の並びをどこかで見た気がするのだ。


  　これにはジェシカも渋じゆう面めんを浮かべるが、不意にレンが〈封書〉を手に取り思案顔をした。


  「薄幸の美少女らしく、なんか思いついたのか？」


  「……レンは、ここに行かなきゃいけない気がするです」


  　ウィルが揶や揄ゆを投げると、レンは存外に真ま面じ目めな顔で首を横に振った。


  「届け先のこと、何か分かるのか？」


  　期待を込めて問いかけると、レンは首を横に振った。


  「薄幸の美少女としては不思議なインスピレーションで解読したいところですけど、レンにも分からないです」


  　──うわもう、こいつホント、ウザイなあ……。


  　なんだか見捨てたくなってきたが、ウィルは健けな気げに続けた。


  「ともかくだ。レンの身元も〈封書〉の配達先も、俺たちにはさっぱり手がかりがないことになる。となると、とりあえずそれを知ってるやつを探すしかない」


  「なるほど！　では探すです」


  「お前なあ、なんか心当たりがあって言ってるんだろうな？」


  「そんなものあるなら、レンはここで不審者のウィルに意見されたりしてないです」


  　──やっぱり見捨てようかな……。


  　本気でそう考え始めたころ、ジェシカがハッとしたように呟つぶやいた。


  「依頼人……？」


  「ああ。それしかないだろう」


  　褒ほめるようにウィルが頷うなずくと、ジェシカがあからさまに不快そうな顔をした。


  「私が考えた。自分も思いついたように言わないで」


  「思いついたから話を振ったんだろうがっ？」


  　頭痛を覚えながらも、ウィルは宛あて名なの部分を指差した。


  「まあ、とにかく依頼人を捜さないと仕方がないんだが、一つ気になるところがあるんだ。ジェシカ、これ、どう思う？」


  「《フェンリル》……？」


  「人の名前には思えないんだが……って、おい、レン？」


  　なぜか、レンが〈封書〉を凝視したまま、蒼そう白はくになっていた。


  「どうした？　何か思い出したのか？」


  　レンは首を横に振るばかりで、答えることは難しそうだった。


  　──なんだ？　この名前に怯おびえてるのか？


  　記憶になくとも、どこかで覚えているのかもしれない。


  　この《フェンリル》という名前を問い詰めたなら何か思い出すかもしれないが、いくら生意気でも蒼白になって震ふるえる少女にそれをできるほど、ウィルは無情ではない。


  　仕方がないので、ウィルは〈封書〉を郵便鞄かばんの中へ戻した。


  「とにかく、だ。ハイフォニアに戻って依頼人を捜そうと思うんだが、それでいいか？」


  「他に方法はないでしょう？」


  「まあ、そうなんだが……。レンもいっしょに来るってことでいいか？」


  　ウィルがそう確かめると、レンはまだ震ふるえていたが、意外そうに見上げてきた。


  「そういったことを言うのは、ジェシカかと思ったです」


  「あのなあ。助ける気がないなら服なんか買ってやらねえよ」


  「この服はウィルが買ったですか？」


  「え、いや、まあ……」


  　今までの警戒心剝むき出しのそれとは一変した、キラキラと期待の籠こもった目を向けられ、ウィルは口ごもった。


  　それを見て、レンは納得したように頷うなずいた。


  「つまり、ウィルもとうとうレンの魅力を理解し、金品を差し出す決意を──あうっ？」


  「調子に乗るな」


  　さすがに小こ突づいた。


  　──少し気になることがあるからな。


  　頭を押さえて蹲うずくまるレンを、ウィルは存外に心配な面おも持もちで見つめていた。


  　──レンをあそこに閉じ込めたのは、一体誰だ？


  　一通目の〈封書〉はレンに宛あてられたものだった。そして、そこでレンはトランクケースに閉じ込められていた。


  　ならば、レンを閉じ込めたのは依頼人のフェイということになる。


  　──だが、それはなぜだ？


  　ウィルたちがレンを見つけることを見越してのことだとすると、彼女をここに閉じ込めておいたことになんの意味があったのだろうか？


  　──それに、昼間の男たちだ。


  　彼らは、フェイを追っているように思えた。ならば、彼に繫つながりがあるレンをここに置いて行くのは危険だ。


  　それが、ウィルがレンを連れていくことにした一番の理由でもあった。


  　それから、ジェシカに目を向ける。


  「あとの問題は、三人で飛べるか、だな」


  「補助席サブシートを増設することはできる」


  　ウィルたちの翼つばさ舟ぶね〈霞か曲きよく〉は、初めから複座を想定した設計で創られている。それに加えて一般的な翼舟も、座席の後ろにある郵便箱を外せば簡易複座を設置できるようになっていた。


  　つまり、三人乗りでも飛翔できる。以前もそうやってヒルダを乗せたのだから。


  「いや、性能の問題じゃなくて、こいつ、空は初めてになるんだろ？」


  　正直なところ、ウィルの操縦はまだまだ荒っぽい。ジェシカがいなければ、未いまだに雲うん界かいを渡れる腕ではないと思う。


  　それが人生初の──少なくとも彼女の記憶では初めての──航こう界かいというのは、問題ないだろうか……。


  「問題ない」


  　それでも、ジェシカはそう断言した。


  「私がいる」


  　いつも通りのジェシカに、ウィルは苦笑するしかできなかった。
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  「──いっやあああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


  　いっそ清すが々すがしいほどの悲鳴が、後ろから聞こえた。


  「ねえ何やってんですか自殺ですか自殺ならレンのいないところでどうぞです！」


  　まあ、仕方がないだろう。


  　すぐ後ろから、この舟よりも大きな霧む妖ようが全速力で追いかけてきているのだから。


  「レンうるさい。ウィル、左に倒す」


  　ジェシカですらも冷たく切り捨て、行く先を示す。


  　体を横に倒し、重心を傾かたむけると翼つばさ舟ぶねは真横に倒れる。垂直に立てられた翼が、雲うん界かいに触れて剣のような軌跡を描く。


  　そして、ほんの一瞬前までウィルの機体があった場所に新たな霧妖が飛び出す。


  「やだやだやだやだ死にたくない死にたくない死にたくないですうううううううううっ！」


  　手を伸ばせば触れられそうな距離に現れたそれに、レンがまた悲鳴を上げる。


  　あのあと座席を換装し、三人で乗れるようにするとウィルはすぐに島を飛び立った。


  　というのも、レンを見つけた時点ですでに昼を回っていたのだ。いくらこの島とハイフォニアがそこまで離れていないとしても、夜までに帰るのが難しい時間になっていた。


  　今回、ただでさえレンの衣服を用意したり補助席サブシートを増設したりで、出費がかさんでいるのだ。この上外泊するような余裕はない。ちなみに命綱はともかく、ブーツの固定具は用意できなかったので、レンは体を補助席サブシートにロープでグルグルに巻き付けられていた。


  　然しかるにウィルは最短距離の航路を選択し、ジェシカは最速の飛行を示した。


  　それは雲界に突っ込み、霧妖を呼んで空戦ドツグフアイトを繰り広げるということだ。


  「はははははは！　ダイブで一分四十五秒は新記録だぞジェシカ！」


  「威張るほどじゃない」


  　こんなときでも、ジェシカの声は冷たかった。それでも腕はしっかりとウィルの腰に巻きつけられており、背中に擦こすりつけられた頭も、小さく震ふるえているのが分かった。


  　ウィルの方も一見ご機嫌だが、両目には[image: ]あふれんばかりの涙が浮かんでいる。


  　現在追ってきているのは翼よく貝がいという部類の霧妖だ。体の大半は円えん錐すい形の甲こう殻かくで守られており、後方からは鰭ひれとも触手ともつかぬ尾が何本も揺れている。あの尾が実に厄やつ介かいで、慣性の法則を無視したような旋回能力を生み出す。


  「下降！」


  　それを証明するかのように、翼よく貝がいは真横から加速して突っ込んで来る。ジェシカの声がコンマ一秒遅かったら、直撃していた。


  「まだ！」


  　回避したにも拘かかわらず、翼貝の触手が頭上から襲おそいかかる。


  「急減速ラビツト・ステツプ！」


  「分かってる！」


  　手た綱づなを大きく引いてウィル自身も上体を起こす。機体がにわかに浮き上がり、迫り来る触手に突っ込むような形になるが、その触手がフッと遠ざかる。


  　機体が上を向いたことで翼がまともに風を受け、一気に減速したのだ。ウサギが後ろに飛び退のく姿に似ていることから、そんな名前がついている空戦技だ。


  「あ、なんか妖よう精せいが見えます！　レンは死んだですか？　妖精さんこんにちはー！」


  「それはジェシカの虹色蝶グランツフイーだバカ！」


  　翼つばさ舟ぶねの周りには、七色の鱗りん粉ぷんを振り撒まきながら何匹もの蝶ちようが舞っていた。ジェシカが紡つむぎ出したものだ。


  　翼貝は本来、気性が荒い霧む妖ようではない。普段ならば体当たり程度の攻撃しか仕掛けてこないのだが、今回は追撃されてもしつこく雲うん界かいで加速したせいか、回避しても執しつ拗ように触手の追撃がかかっていた。


  「ウィル、あれを撃ち落とすです！　レンはまだ死にたくないです！」


  「無理だっつってんだろ！　あいつの装甲がどんだけ硬いと思ってんだ！」


  　翼貝の一番の特徴は、やはり鋭角に尖とがった外殻だ。ドリルのような螺ら旋せん模様の浮かぶそれは、並の弾丸で撃ち抜けるものではない。


  　手持ちの弾丸に、翼貝の甲こう殻かくを貫つらぬけるものはない。それはつまり、撃墜する術すべがないということだ。それが現在、ウィルが涙ぐんでいる理由でもある。


  　──バードさんみたいに後ろを取れれば……！


  　かつて共に飛んだことのある舟乗りは、巧みに翼貝の背後を取り、甲殻に覆おおわれていない尾お鰭びれから弾丸を撃ち込み、墜おとしたのだ。


  　しかしながら慣れない機体の上に三人乗りで、しかも未いまだにジェシカなしではまともに飛べないウィルに同じ技を要求するのも無理な話だ。


  　基本的に霧妖は翼舟よりも速い。


  　そんなときだった。


  「見えた！　ハイフォニアだ！」


  　真っ白な雲界の抱ほう擁ようから見上げる島は、あたかも世界中の運動選手アスリートが競い合った果てに与えられる、優勝杯トロフイーのようにさえ見えた。


  「もう終わり？」


  「ナニがっかりしたような声出してんのっ？」


  　対等に渡り合える装備があったなら、ウィルも喜んで挑んだことだろう。以前は依頼人がヒルダだったこともあり、十分な弾薬も支給されていた。そのときは、翼よく貝がいすらも可愛かわいく思える界かい竜りゆうという、超がつくほどの大物とまで競った。


  　しかし、今は通常の装備しか持ち合わせていないのだ。


  　通常の〈渡り鳥〉は、翼貝との交戦など想定してはいない。手た綱づなを引いて霧む鍵げん機関を吹かすと、翼つばさ舟ぶねは天高く打ち上げられるように上昇した。


  　翼貝も、さすがに雲うん界かいを離れてまで追撃しようとは思わなかったようだ。


  　忌いま忌ましそうに下方で旋回すると、やがて赤みが差した雲界へと身を沈めた。


  　追撃を振り切ったことで、ウィルもようやくホッと息を吐つく。


  「おい、もう平気だぞ？」


  　記憶喪失のレンにとっては、きっとこれが初めての航こう界かいだったはずだ。最初の航界で翼貝との空戦は、正直かなり酷こくだ。


  　さすがに罪悪感を覚えてウィルは声をかけるが、レンからの返事はなかった。


  　失神したのかと振り返って、ウィルは納得した。


  　レンは、朱く染まった二つの空を眺めていた。


  　頭上に広がる蒼そう界かいには、薄い雲が幾筋も並んでおり、太陽に近づくにつれて蒼あおから朱しゆへ、極上の階調グラデーシヨンを描いている。


  　そしてその下に広がる雲界は角度の利いた光を受け、昼間は見ることのできない、さざ波のような陰影シルエツトを浮かび上がらせている。あるいは、この雲界というものは液体なのではないかと思うほどに、質量のある流動を見せつけてくれていた。


  　今の今まで、ウィルたちはこの空の下で霧む妖ように追われていたのだ。それが夢だったかのように、静まり返っていた。


  　空戦の間、ギュッと目を閉じていたジェシカも、今は顔を上げて「ほぅ」と小さな息を漏もらして見入っていた。


  　いくら怖くとも、この景色は目を閉じて見損なうには、あまりに惜しい景色だった。


  　それは目を離せばそのまま消えてしまいそうなほど、儚はかなくも美しい世界だ。


  　光が創る、束つかの間の幻想イリユージヨンを眺め、ウィルはレンに問いかけた。


  「レン、お前さ、この空をどう思う？」


  「見事です。それ以外に、言葉が出てこないです」


  　語ることすら不ぶ粋すいだというように、レンは感嘆の吐息を漏らした。風に流れる三つ編みが、緩ゆるやかに揺れる。先ほどまで泣き叫んでいたのが噓うそのようだ。
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  　それから、眼下に広がる朱あかい雲うん界かいを指差した。


  「あの向こうには、何があるですか？」


  　どうやら、それもレンは覚えていないらしい。


  「知りたいか？」


  　確かめるように問い返すと、ムッとした声が返ってくる。


  「ウィルが幼いたい気けな少女をいじめるです。もったいぶらずに答えればいいと思うです」


  「もったいぶってるわけじゃないって──」


  「──誰も、答えられないからよ」


  　ウィルの言葉を引き継いだのは、ジェシカだった。


  「知りたければ、自分の目で見るしかない」


  　レンが意外そうに瞬まばたきをした。


  「誰も見たことがないですか？」


  　彼女も知ったはずだ。この白き空には、霧む妖ようと呼ばれる真なる空の主たちが住まうのだ。彼らの住処すみかに飛び込むことが、どれほどの愚ぐ行こうであるか。


  　今度は、ジェシカは答えなかった。


  　最果てに何があるのか、ジェシカはそれを知っている。だが、彼女はそれを答えない。


  　そんなジェシカの代わりに、ウィルが答えた。


  「だから、俺たちはあの向こうを目指している」


  　レンが、小さく身み震ぶるいをした。


  「レンも、見てみたいです」


  　その返答に、ウィルは顔が緩むのを感じた。


  「あの雲界を突き抜けるんだぜ？」


  「記憶喪失のレンは孤独です。孤独は天才の代名詞です。ならばレンは天才ということになるです。天才に不可能はないのできっと大丈夫です！」


  　……よく分からない方程式で、何やらオプションが追加されたようだ。


  　それから、同じように偉そうな少女のことを思い出した。


  　──そういえば、あいつは一度も俺たちの夢を笑わなかったな……。


  　それどころか、好んでウィルたちに配達を持ちかけてくれた。


  　──空の最果てを目指す──そんな寝言を公然と主張する〈渡り鳥〉など、好奇の目で見られこそすれ、誰も配達など頼まないというのに。


  　ウィルは、よく言ったと褒ほめるように手た綱づなを振り上げる。


  「だったら、まずは翼つばさ舟ぶねの乗り方を覚えろ。最低でも、俺よりは上う手まく飛べるようになれ」


  「志こころざしが低すぎる」


  　何やらジェシカから冷たい悪あく罵ばを投げつけられた気がしたが、彼女も止めはしなかった。


  　それは夕陽色キヤロツトオレンジの髪をした少女が受けた、空の洗礼だった。
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  　同時刻──ハイフォニア飛行場。


  「荷物運ぶよ？」


  　夕陽で染まった空を、男が見上げていると小さな子供がやってきてそう言った。首からは「荷物運びます」というプラカードが下げられている。


  　邪魔だと追い払おうかとも思ったが、止やめた。


  「じゃあ、こいつを頼む」


  　荷物と共に小銭を渡してやると、子供はニカッと笑った。


  「まいどあり！」


  　荷物運びの子供は十歳くらいだろうか。


  　──初めて会ったとき、あいつはこれくらいの年だったか……。


  「レンカ……」


  　ハイフォニア飛行場にて、ある少女の名を口に出し、男──フェイは疲れたようなため息を漏もらした。


  　──フェイは〈封書〉に何を記しるすですか──


  　そう言って、太陽のように笑いかけてくれた姿は、今も瞼まぶたに残っている。


  「〈封書〉は、ちゃんと記したぞ……」


  　独り言のように、フェイは呟つぶやく。


  　最後まで、何を記すか決められなかった〈封書〉──それが、あの若い〈渡り鳥〉に託したものの正体だった。


  　──俺のやっていることに、意味はあるんだろうか……。


  　その問いは、口には出せなかった。出せば、挫くじけてしまいそうだから。


  　カウンターに荷物を預けると子供は去って行った。それを見送ってから、フェイは待合所へと足を向ける。


  　幸い、客はそこまで多くはない。できるだけ人の少ない場所を選んで、フェイはベンチに腰を下ろした。


  　そんなときだった。


  　皮ひ膚ふの下に虫でも這はったかのような悪お寒かんを感じた。


  　同時に心臓を握りつぶされたかのような重圧。突きつけられたのは、世界の全てを呪のろうかのような悪意だ。


  「──っ、お前か」


  　いっそ殺された方がマシだと思える、破壊的なまでの気配に振り返ると、そこには黒い蟠わだかまりがあった。


  　現象としてもっとも近いのは〈霧きり〉だろうか。空の半分──雲うん界かいを覆おおい尽くすそれだ。触れた瞬間、泥のように溶かされても不思議はない、どす黒い憎悪の塊が、果たしてそんな表現で足りるのかは不明だが。


  　その〈霧〉が雲界と違うのは、光も通さない黒一色だという点だろうか。蟠わだかまりの中には二つの光点があり、それが瞳ひとみだと分かる。


  　蟠りはやがて密度を増し、禍まが々まがしい獣けものの姿へと集束していく。


  　狼おおかみだった。黒い狼だ。


  　そして、そこから感じられるのは、明確な敵意だった。瞬またたく間に頭から嫌いやな汗が伝う。


  　常人なら吐き気どころか、気を病んでもおかしくないだろうそれに、フェイは同じように敵意を込めて睨にらみ返した。


  「まだ怒ってんのか？　気にするな。腹を立ててるのはお互い様だ」


  　黒こく狼ろうに話しかけるフェイに、周囲の客たちが怪け訝げんそうな目を向け、通り過ぎていく。これだけ異様な獣にも一いち瞥べつもくれはしない。昨晩、〈封書〉の配達を依頼した〈渡り鳥〉の二人もそうだった。


  　彼らには──正確には、フェイ以外には、黒狼が見えていないのだ。


  　──こいつにつきまとわれてから、もう二週間になるか……。


  　厳密にはもっと昔から関わってはいるが、フェイに見えるようになったのは、二週間前からだった。


  　二週間前──二つの月が重なった夜からだ。


  　こうして纏まとわり付かれていても実際のところ、この獣はフェイに危害を加えることはできない。ただそこに在るだけで、世界のどこにも干渉することはできない。幻覚となんら差異のないものだ。


  　──俺が生きてる限りは、の話だがな。


  　フェイが死ねば、あるいはその精神が屈したなら、この狼は外なる世界に解き放たれる。


  　このまま睨み合って、いつまで正気でいられるのかは分からない。それに加え、フェイは無関係な〈渡り鳥〉を巻き込まねばならぬほど、追いつめられていた。


  　敵がいるのだ。


  「──お前には牢ろう獄ごくがお似合いだ。くたばるまでそうしてろ」


  　それでも──いや、だからこそフェイは挑発的に笑い返した。


  　どれほどの困難にぶち当たろうとも、笑っていられれば乗り越えられる。それが、彼の信条だった。だからこそ、年若いフェイがあんな計画を実行に移せたのだ。


  　どれくらいの間、そうして睨み合っていただろうか。


  　やがて黒狼の姿は憎悪を吐き尽くしたかのように霞かすみ、そして消えていった。完全に消えたのを確かめてから、大きく息を吐つく。


  　──こんなやつと、あいつは十六年も付き合ってきたわけか。


  　あの少女のことを、分かっているつもりで一割も分かっていなかった。


  　そして、少女との出会いを思い出す。


  



  　少女と初めて出会ったのは、五年ほど前のことだった。


  　当時のフェイは何かの研究者というわけでもなければ、技術屋ですらもなかった。どこにでもいる、ちんけな悪党だった。


  　ただ、物事の裏側を知り得る人間──情報屋だった。


  　幸か不幸か、フェイは情報屋としての才能に恵まれたらしい。二十歳にして、裏側の世界では顔の利くほどになっていた。自分に手に入れられない情報はないとまで思っていた。


  　そのときも、フェイはある情報を一番乗りで手に入れ、興奮していた。それもそのはず、神話の時代から残る〈七つの鍵かぎ〉の一つ──《フェンリル》の所持者を見つけたというものだったのだから。


  　運が向いていたとはいえ、何百何千年という月日の中で数度しか目撃例のない情報を手に入れたのは、紛まぎれもなく自分の腕だと思えた。


  　そして、フェイが情報屋として天才的だったのは、身を守るという概念に人一倍敏感だった点にある。


  　一体、どれだけの人間が欲しがるだろうか。独占を望む者も数多く存在し、そのとき真っ先に邪魔になるのが、情報屋である自分であるとフェイは理解していた。それゆえ周到に、綿密に、幾重にも自分が逃れる術すべを用意しておいた。


  　結果的に、彼はその情報を独占するに至る。


  　生き残ったのは、フェイ独りだったからだ。そのとき関わった人間は、彼以外は全員この世から消えることになったのだ。


  　何が起こったのか、それはフェイも正確には把握していない。その場にいなかった上に、そこで生き残った人間が一人しかいなかったからだ。


  　そして、彼はその一人を問い詰めることができなかった。


  　全てが死に絶えたその場所で、フェイは一人残された少女に出会った。


  　十歳かそこらだろうか。夕陽色キヤロツトオレンジの髪をした少女だった。周囲には本当に人だったのか、疑いたくなるほどの無残な死体がゴロゴロと転がっていて、その中央にただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。


  　少女はフェイの顔を見上げると、不思議そうにこう言った。


  



  『どうして、笑っているですか……？』


  



  　地じ獄ごくのような光景の中で、フェイは口元に笑みを浮かべていた。


  　何かが愉快だったわけではない。その惨さん状じようを目の前の少女が生み出したのだろうことは、フェイには即座に理解できる話だ。


  　そこで笑うのは、やはり彼が絶望を感じたからだ。生きて帰れる気がしない。そう、思ったからだ。だからこそ、笑う。この困難と呼ぶにはあまりに絶望的な状況を、跳ね返す幸運を呼び寄せるために。


  　フェイは笑みを貼はり付けたまま、なんとかこう声を絞り出せた。


  『どうしようもないときはな、まずは笑うもんだ』


  　少女は、心底不思議そうに首を傾かしげた。理解できないという顔だ。


  『どうしようもないときに、どうしようもない顔をしてたらそこで終わりだ。だが、そんなときでも笑えるやつには、幸運や冴さえた閃ひらめきが舞い込むもんさ』


  　こめかみに人差し指を当て、自慢げに……というよりはその言葉に縋すがるように答えると、少女は困ったように笑みを[image: ]こぼした。


  



  『そんなふうに笑えたら、わたしも救われるですか？』


  



  　そのときになって、ようやくフェイは自分がこの少女を陥おとしいれてしまったのだと気づいた。


  　この少女の情報で金を儲もうけ、それゆえに少女は周囲に転がる、今は骸むくろとなった者たちに狙ねらわれ、そして骸に変えてしまったのだ。


  　──わたしも救われるですか──


  　その情報である少女は、そんなふうに救いを求める、ただの人間だった。


  　今さら罪悪感を覚えるのは、いくらなんでも虫がよすぎるだろう。


  　だから、フェイは首を横に振った。


  『無理だな』


  　少女は、小さな肩を落とした。


  　フェイはなおも続けた。


  『話にならん。そんな笑い方じゃあ、全然駄目だ』


  『こ、こうです？』


  『それで笑ってるつもりか？　笑うっていうのは、もっと楽しそうにするもんだ』


  『こ、これでどうです？』


  『やる気はあるのか？』


  　そうして、死体の山に囲まれて、フェイと少女は笑い続けた。


  　どれくらいの間、そうしていただろうか。フェイは諦あきらめたように首を横に振った。


  『駄目だな。お前にはまず、笑い方から徹底的に教えてやらにゃいかんらしい』


  　そう言って、フェイは歩き始めた。それから、キョトンとして立ち尽くす少女に目を向ける。


  『トロトロするな。さっさと来い』


  　少女は困惑した顔をしながらも、フェイの後ろについてきた。


  　罪滅ぼしなどと、思い上がったことを言うつもりはない。


  　それでも、彼は情報屋なのだ。


  〝笑う〟という、ささやかな情報くらいは、ただで提供してもよいではないか。彼女の情報でたらふく稼いだのだから。


  　フェイの背中に追いつくと、少女はようやく太陽のような笑みを[image: ]こぼしていた。


  



  　そうして、フェイと少女は行動を共にし、五年後の月日が流れた。


  　少女と《フェンリル》の情報をひた隠しにし、その上でフェイが望む条件を満たせる人材を捜し出した。情報屋としての彼の腕があれば、困難ではあっても不可能ではなかった。


  　フェイが望む条件は二つ。


  　少女と《フェンリル》の情報を、絶対に漏もらさない、口の堅さ。


  　もう一つは、少女を《フェンリル》から救える人間だ。


  　そして、二週間前──月の重なる夜に全ては揃そろった。


  「まだ、終わってない」


  　そして──フェイは失敗した。


  　五年かけた計画も、仲間も、居場所も、救ってやりたかった笑顔も、何もかもを失った。


  　──だが、まだやれることがある……。


  　フェイは、握っていた手を開いた。


  　そこに、牙きばの形をしたイヤリングがあった。レンカという名の少女が、常に身につけていたものだ。


  　失敗の代償は大きかった。


  　今さら、果たすべき望みすらも残っていなかった。


  　──それでも、全てが無駄だったわけじゃないだろ？


  　それを証明するために、フェイは今ここにいる。


  　おそらく、そう遠くないうちにフェイは死ぬことになるだろう。自分の足取りを、敵が追えなかったとは思えない。


  〈蝶ちようと鯱しやち〉を頼ったのも、罠わなだろうと予想した上でのことだった。


  　──無関係、だったみたいだな……。


  　だとすれば、悪いことをしたと思う。


  　あの少年と少女は、真っ直すぐな目をしていた。それでいて、幾度も死線をくぐり抜けたかのような、覚悟のある顔をしていた。


  　死なせるには、惜しいと思える若者だった。


  　──あいつ、スカーフェイスと名乗ったか？


  　覚えるのも馬鹿馬鹿しく思える偽名だが、〈蝶ちようと鯱しやち〉を紹介した男の名だ。外見も言動も胡う散さん臭くさく、到底信用する気になれる相手ではなかった。


  　それでも、追手を撒まききれず、おまけに身の内の獣けものとの睨にらみ合い、ほとほと疲れ果てていたときのことだったのだ。


  　罠わななら罠で、道連れにしてやろうと思ったのだった。その過程で、彼女が自由になれば拾い物だと、その程度の考えだった。


  　──案外、あれが最後の頼りになるかもしれんな……。


  　どこの誰とも知らない相手だというのに、一体何を期待しているのか。それでも、不思議とそんな気持ちになった。


  　ほどなくして飛行船が入港してきた。


  　島から島の移動は危険が伴う。数百人規模の旅客船であっても、堕おちるときは堕ちる。目的地に、無事にたどり着ける保証があるものではないのだ。〈渡り鳥〉でもない一般人が、それほどの危険を冒おかしてまで雲うん界かいを渡る理由はない。


  　ガランとした待合所で、フェイが立ち上がったときだった。


  「……参ったな。やっぱり、慣れないことはするもんじゃない」


  　苦渋の滲にじんだ声で、それでも果か敢かんに笑みを浮かべて、フェイは呟つぶやいた。


  



  「モノフォニムじゃ無駄足を踏まされたさ」


  



  　すぐ前の通路に、二人組の男の姿があった。


  　片方の男の顔には、焰ほのおを摸した入れ墨。体たい躯くは細いが筋肉質で、風よけマントから覗のぞく腕には無数の傷が刻まれている。素人のフェイでも、幾多の死線をくぐり抜けてきたのが分かる。


  　肩には一本の槍やりが携たずさえられていた。


  　霧む鍵げん式しきだとしてもずいぶん古典的な凶器だ。矛ほこ先さきの根元には古びた飾り布が揺れ、握りの部位に巻き付けられた縄も相当の年月を経へたものだと分かる。古びた外観ながら、その刃は今研といだばかりのように鋭く輝いていた。


  「用件は分かってるってツラだな。感心さ」


  　訛なまりの抜けきらない口調だった。フェイは肩を竦すくめる。


  「さあ、なんだろうな。見当もつかないが」


  「まあ、なんだっていいさ」


  　面倒臭そうに言いながら、男は思い出したような声を上げる。


  「そういえば、一応親切心から訊きいておく。《フェンリル》はどこさ」


  「その答えを俺が知っていたとして、答えることで何かいいことがあるのか？」


  「そりゃあ、俺だって別に人殺しが楽しいわけじゃない。もしかしたら逃がしてやるかもしれないさ？」


  「お、おい。それでは組織を裏切ることに──」


  「あんたは黙ってるさ」


  　中年の男が咎とがめるような声を上げたが、青年に一笑される。


  　フェイは首を横に振った。


  「お前、たぶん交渉の才能がないだろう。逃がしても生かしておくつもりはないと、顔に書いてあるぞ？」


  「ああ……。俺の欠点さ。楽しいことになると、どうしても顔に出ちまうのさ」


  　──いい性格をしてやがる……。


  　辟へき易えきとしたため息を漏もらすと、男は眉まゆを顰ひそめた。


  「そういうあんたは、なんで笑ってるさ？」


  　こんなときだからこそ、フェイは信条に則のつとり笑みを浮かべていた。


  「何か秘策でもあるさ？」


  「さあな？　ただ、幸運を期待してるだけかもしれないな」


  「かかっ、いいツラさ。存分に抗あらがうといいさ」


  　実際のところ、フェイは何の策も持っていなかった。


  　普段ならば、逃げるための手段は最低でも三つは用意している。だが、今は逃げるためではなく、進むためにここにいるのだ。


  　逃げる手段など、何も用意していない。そして、目の前の男をどうにかできる力は、フェイにはない。


  　できることといえば、本当に幸運を期待することだけだった。


  　男は様子を窺うかがうような素そ振ぶりを見せたが、それでも己おのれの腕への信頼が勝ったのだろう。槍やりを水平に構えた。


  　そして、それは正解だった。


  　──運だけじゃあ、どうしようもないもんだな……。


  　観念したようにそう考えながらも、笑みだけは最後まで絶やさなかった。


  　そうして、フェイが挑みかかろうと身を屈かがめたときだった。


  



  　ドッ──フェイの体を、鈍い衝撃が貫つらぬいた。


  第三便　焔ほむら巻く槍やり


  



  　ハイフォニアに戻って来たウィルは、独り街を歩いていた。その表情は、あまり明るいものではない。


  「問題は、まだこの街にいるかだな……」


  　宛あて先さき不明だろうとも〈封書〉は届けなければならない。そしてレンもそこへ行きたがっている。彼女の記憶の手がかりもそこにあるのだろう。


  　ならば、ウィルがやるべきことはただ一つ。


  　──《フェンリル》──


  　その名前と共に記された、〈封書〉の届け先を探し出す。


  　読めない上に暗号めいている〈封書〉の住所を自力で解き明かすか、もしくはその〈封書〉を残した依頼人を捜し出すか。


  　住所が読めない以上、もう一つの手がかりである依頼人を捜すほかないのだが、〈封書〉の配達を依頼した以上、いつまでもこの街に留とどまっているとも思えなかった。


  　──明らかに余よ所そ者ものだったからな……。まだハイフォニアにいるといいんだが。


  　ジェシカとレンは、事務所に残してきた。二人で〈封書〉の数字と記号を探ってもらっている。文字としては読めなかったが、筆圧の跡などの特徴から当て嵌はまりそうな単語を探すのだ。


  　レンはジェシカに懐なついているし、二人でやれば能率も上がるはずだ。


  　それに、ウィルは今、一人で行動したい理由があった。


  　──審問会の対策が、まだ何もできてない。


  　未いまだにジェシカには話していない。話すなら、対策が立ってからにしたかった。


  　査察官の目さえ誤ご魔ま化かせればいいのだ。現実的には、その間だけウィルとジェシカが別々の機で飛べば良いのだが、果たして審問官の監視がいつまで続くのかという問題がある。


  　──となると、取るべき道は一つだ。


  　レンを乗せて思ったのだ。


  「もう一人、〈渡り鳥〉を増やすしかない、か……」


  　その考え自体は、わりと初めのうちに思いついていた。


  　しかし、それが無理だということにも、すぐに気づいてしまった。


  　──『雲うん界かいの底を目指す』とか馬鹿なこと言ってないで──


  　もっとも友好的だろう〈渡り鳥〉のジムでさえ、そういった反応しか示さないのだ。ウィルたちとバディを組もうという物好きはいない。


  　──雲界の底を翔しよう破はする──


  　それがウィルとジェシカの目標なのだ。だが、多くの人間はそれを馬鹿だと笑う。〈渡り鳥〉であっても例外ではない。


  　確かに、一時凌しのぎのために臨時のバディを頼めば、報酬次第では引き受けてくれる者もいるだろう。在籍せずとも名前だけ貸してもらい、嫌疑をかけられたときにまた頼めるようにしておけばいいのだから。


  　だが、同じところを目指せない相手が同じ事務所に在籍していることを、ウィルは納得できそうになかった。


  〈蝶ちようと鯱しやち〉は、どこにでもいる〈渡り鳥〉ではない。ウィル一人のものでもない。ウィルとジェシカの事務所なのだ。


  　二人が、雲うん界かいの底を目指すために立ち上げたのだ。


  　だから、それが理解できない人間を、バディとして認めることはできない。


  　いくら愚かと笑われようとも譲れない、諦あきらめてはならない一線だった。


  　──となると、頼める相手は一人しかいないな……。


  　ウィルたちの夢を理解してくれる相手というのは、難しい。


  　だが、まったくいなかったわけではないのだ。


  　ジェシカは嫌いやがるかもしれないが、それしか思いつけなかった。それに、彼女は妙な情報網を持っているらしい。依頼人の行方も、調べられるかもしれない。


  　やがて、ウィルは目的の場所にたどり着いた。


  　大きな門を見上げて、ウィルは呼び鈴を鳴らした。


  　中からガサゴソと音が聞こえ、ほどなくして扉が開かれた。


  「ようこそいらっしゃいました。どういったご用件でございましょうか？」


  　扉から顔を覗のぞかせたのは初老の紳士だった。ウィルも知らない顔だ。どうやらここの使用人らしい。


  　ウィルは少しばかりの緊張を孕はらんで、こう打ち明けた。


  



  「頼みがあって来たんだ。ヒルダはいるかい？」
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  「空は、恐ろしいところです……！」


  　事務所に帰ると、へろへろになったレンがバタリとソファに倒れ込んだ。


  　彼女がトランクケースの中で目を覚ましてから、まだ十二時間も経たっていない。その半日の間にたくさんのことが起こった。体力的にも精神的にも、疲労している。


  　ジェシカの方も眠気を感じていたが、レンの方はその比ではないだろう。すでにうとうとと舟を漕こぎ始めていた。背中の三つ編みまでもが力なくクテンとしているように見える。


  　それを脇目に眺めながら、ジェシカは本棚から群島各島の地図と航こう界かい図ず、そして辞書を取り出した。


  〈封書〉の配達先を調べているのだが、地図を眺めるジェシカは分かりやすく仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた。


  　──文字は嫌い。


  　人間社会で不自由なく生活できる程度には読み書きも覚えたが、元々ジェシカは文字とは無縁の場所で生きていたのだ。書物や雑誌くらいは目を通すが、彼女が熱心に見ているのは写真や絵であり、根本的に文字を読むことは苦手だった。


  　こういったことはウィルにやらせたいところだが、彼は依頼人の行方を捜しに行った。それに彼の読書能力はジェシカと大差ない。


  「ウィルと同レベル」


  　そう考えると屈くつ辱じよくだ。


  　しかし人間だらけの街を独りで歩くのと、この文字を調べるという面倒な作業と、どちらがマシかと言えば僅きん差さでこちらの住所探しだった。


  　──でも、やっぱり分からない。


  　愛らしい顔がん貌ぼうに険しい表情を浮かべて、〈封書〉と辞書を見比べているときだった。


  「──ウェイクアップ──」


  　独り言のように、レンがそう呟つぶやいた。


  　チラリと目を向ければ、彼女はソファの肘ひじかけに顔を乗せたまま、〈封書〉を握っていた。そこから粒子のような燐りん光こうが[image: ]あふれている。


  　仄ほのかな青い光──〈霧きり〉はその性質を変化させるとき──つまりは霧む鍵げん式しきで干渉すると、こういった色に発光する。


  　一体どんな記憶が刻まれているのか、レンにとっては大切なもののようだ。帰路の航こう界かいに出る前から、幾度となく〈封書〉を開いていた。


  　──依頼人の記憶。


  　それが記されているなら、この配達先の分からない〈封書〉の手がかりにもなるかもしれない。しかし、人の〈封書〉を覗のぞくことが野暮だとは、ジェシカでも理解していた。


  　再び辞書を目で追っていると、またレンの声が聞こえた。


  「あの人は、誰ですか？」


  「何？」


  　自分に向けられた言葉ではないとは分かっていたが、ジェシカはつい訊きき返してしまった。


  　寝ていたレンが慌てて身を起こし、ジェシカはなんだか悪いことをしたような気分になった。


  　そのまま自分の作業に戻っても良かったのだが、訊いてしまったのは自分なのだからと、レンの側に寄ってみた。


  　テーブルの上には、灰皿がのっていた。昨日、依頼人が来てからすぐに出航の支度に入ってしまったため、片付けを失念していた。


  　レンは、ぼーっとした顔でその灰皿を眺めていた。ジェシカが向かいのソファに腰掛けると、眠たそうな瞼まぶたを擦こすりながら、こう言ってきた。


  「〈封書〉に、知らない男の人が出てたです」


  「そう」


  「レンのことを知っているふうでした」


  「そう」


  「でも、レンは覚えてないです」


  「……そう」


  　それから、レンは〈封書〉を差し出してきた。


  「この人が、ジェシカたちの捜してる人ですか？」


  「見ていいの？」


  「はいです」


  　少し迷ったが、ジェシカは〈封書〉を受け取った。自分が配達した〈封書〉を読むのは二度目だが、奇妙な気分だ。


  　ジェシカはそっと〈封書〉の紋様に手を当てる。


  



  「──ウェイクアップ──」
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  　呼びかけと共に〈封書〉から真っ白な光が[image: ]あふれる。紙片のような光の破片は、幾重にも重なり乱舞し、ジェシカの視界を埋め尽くす。


  　やがて、紙片の光が晴れると、景色が一変していた。


  　そこは、埃ほこり臭くさい廃屋だった。そう、その埃のにおいですら感じ取れるのだ。なんとも不思議な感覚だ。


  　ひんやりと冷たいそこに、一人の男が立っていた。一見三十代、四十代だと言われても納得できる老け顔だが、ジェシカには彼がまだ二十代だということが、どういうわけか分かってしまった。


  　それが、〈封書〉を読むということなのだ。


  　人の思い出ごと切り取られた記憶を覗のぞき見ているのだ。


  　男の隣には、大きなトランクケースが置かれていた。


  『俺のことは分かるか？　まあ、覚えてたからどうってわけでもないが……』


  　胸ポケットから煙草タバコを取り出し、男は後悔でもかみ殺すように吸い、紫煙を吐き出した。苦いにおいが鼻にかかった。


  



  【覚えてない方が、きっといいんだろうなあ……】


  



  　頭の中に、直接そんな声が響いた。男が思ったことだ。


  『さて、こいつをお前が見てるってことは、俺はお前を迎えに行けないってことだ。生きてたにしても、お前を助けることは難しいだろう。そういうときのために、一つ仕掛けを残しておいてやる』


  　仕掛けということが、妙に引っかかった。


  　……何が引っかかっているのかは分からないが。


  『お前の側に〈封書〉を残しておいた。そいつを《フェンリル》に届けろ。大体の位置は書き記してある。近くまで行けば、あとはお前なら分かる』


  　それから、男は深刻な顔で続ける。


  『もう一つある。これが一番重要なことだ。置いてあった〈封書〉は《フェンリル》以外の誰にも見せるな。絶対にだ。分かったな？』


  　男の言葉から、《フェンリル》という名がものではなく、特定の〝誰か〟を示していることが分かる。


  『あとは、そうだなあ……』


  　何か言いかけて、男はそれを言葉にできなかったのか、頭を搔かきむしった。


  



  【俺はまだ、お前みたいなガキがいる年じゃないんだがなあ……】


  



  　また、そんな声が聞こえた。


  　男は数秒の間、そうして悩んでいたがやがて観念したように口を開いた。


  『まあ、なんだ。これからキツイことがいろいろあるとは思うが、そういうときは笑っちまえ。お前が笑ってりゃ、きっと助けてくれるやつがいる』


  　そこで、〈封書〉の記憶は途切れてしまう。


  　再び白い光が[image: ]あふれ、景色が紙片のような破片になってバラバラと崩れていく。


  　最後に、煙草タバコをもみ消す男がどこか寂しげな顔をしたように見えた気がした。
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  「どうですか？」


  　レンから声をかけられ、ジェシカはようやく我に返った。周囲は〈渡り鳥〉の事務所に戻っている。〈封書〉の再生が終わったのだ。


  　──これでは何も分からない。


  〈封書〉の中の男は、目的地すら明確には告げていない。あるいは読み取れなかった何かがあるのかもしれないが、読み落とすほどの情報量はなかったはずだ。


  　正直なところ、〈封書〉という形を取る必要があるとすら思えなかった。


  　──それでも〈封書〉に拘こだわったのはなぜ？


  　疑問には思ったが、まだレンの質問に答えていないことを思い出した。


  「確かに依頼人」


  「やっぱりそうですか」


  　呟つぶやくと、レンはもじもじと長い三つ編みを指で触りながら問いかけてくる。


  「この人は、レンに何を言いたかったですか？」


  　それは、ジェシカにも分からない。


  「人間は、言いたいことを全て言葉にできるほど優れてはいない」


  　それが、ジェシカが人間の世界で学んだ、数少ない真実だった。


  　レンはやはり「分からないです」と首を横に振った。それから、顔色を窺うかがうようにジェシカの顔を見上げてきた。


  「ジェシカは、なんでレンを助けてくれるですか？」


  「気まぐれ」


  　即答すると、レンは感動したように手を握った。


  「レンも気まぐれをしてみるです」


  「道は険しい」


  「はいです！」


  　一体なんの会話をしているのか。


  　ウィルあたりが見れば「これ以上俺の安らぎを壊すな」とでも叫んでいるだろう。むしろそう叫んでるウィルがここにいないのが腹立たしいくらいだ。


  　レンはおかしそうに笑うと、どこか真ま面じ目めそうな声で言う。


  「ジェシカは、他の人とは違うにおいがするです」


  「みんなにおいは違うもの」


  「そうじゃないです。ウィルや他の人とは、全然違うにおいがするです」


  「ええ。そうね」


  　この少女は感覚が鋭いらしい。ジェシカは否定することなく頷うなずいた。


  　レンは、どこかホッとしたように続けた。


  「ジェシカは、レンとよく似たにおいがするです」


  「そう」


  「なんでですか？」


  　ジェシカは迷った。


  　──ジェシカは、レンとよく似たにおいがする──


  　それこそが、ジェシカがレンに手を差し伸べた理由なのだ。


  　答えるべきか悩んでいると──カランコロン──来客を告げる呼び鈴が鳴った。


  「話はあとで」


  　──こんな時間に、誰？


  　ハイフォニアに帰ってきた時点で、日は沈んでいた。今はすでに夜の十時を回っている。客が訪ねてくる時間ではない。


  　ウィルが出て行ってから、ずいぶん時間が経たっている。そろそろ帰ってきてもおかしくはないが、彼ならわざわざ呼び鈴を鳴らす必要はない。


  　扉に向かおうとして、ゴミ箱に目が留とまった。


  　昨晩、ウィルの挙動がおかしかったことを思い出す。そのとき、隠すように何かをゴミ箱に放ったはずだ。


  　クシャクシャに丸められた一枚の紙切れが目に留まり、来客を迎える前に、ジェシカはゴミ箱へ手を伸ばした。


  「これは……」


  　それは、何かの書類のようだった。こうして捨てられている以上、不要なものなのかもしれないが、問題なのはそこに〈渡り鳥協会〉のスタンプが押されていることだった。


  　事務所に関係があるものは、ジェシカも必ず目を通すことになっている。


  　──なぜ私に見せなかった？


  　紙片を開こうとすると、事務所の扉が開いた。


  　応答がないことで、しびれを切らした来客だった。


  「──っ！　あなた……」


  　来客の顔を見て、ジェシカは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。


  　相手の方も、同じように苦虫をかみつぶしたような顔をしている。


  「何よ。いるなら返事くらいなさいな」


  　そこにいたのは、いつも絡んでくる〈渡り鳥〉──ケイト＝ブリュンヒルデだった。


  　ジェシカの顔を見ると、ケイトは鋭く目を細めた。


  「客として来た以上、相手はしてもらうわよ」


  　そして、ジェシカは現在の事務所の状況を正確に知ってしまう。
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  「珍しいのです。そなたの方から小しよう妹まいを訪ねてくるとは」


  　豪華な屋敷の中に通され、ウィルは落ち着かない様子で頷うなずき返した。


  　丸い、小さなテーブルを挟んで、向かいに腰掛ける少女は、ワインのような妖あやしい紅あかの髪をしていた。瞳ひとみの色も血のような色で、真っ赤な紅を塗った唇くちびるからは、異様に長い犬歯が覗のぞいている。


  　それでいて普段は黒尽ずくめのような格好をしているのだが、本日は部屋着だからか、淡いベージュ色のドレスを着ていた。外で会うときとは、少し違った雰囲気だ。


  　話をどう切り出すべきか迷っていると、不意に気配もなく、目の前にティーカップが差し出された。


  　ギョッとして顔を上げると、そこには初老の紳士が佇たたずんでいた。先ほど、玄関で出迎えてくれた使用人だ。


  　いつの間に現れたのか、ウィルにはまるで分からなかった。チェーンのついた鼻はな眼鏡めがねに、痩やせた頰ほお。燕えん尾び服ふくを着込んでいることから、執事だろうと思った。


  　ウィルが驚いていることに気づくと、執事は四五度に腰を折った。


  「ご無礼をいたしました。わたくし、ヒルダお嬢様の身の回りのお世話をさせていただいております。フォルネウスとお呼びください」


  　丁てい寧ねいな物腰に、ウィルは何やら圧倒されてしまった。


  　フォルネウスはそのまま静かに下がると、暗くら闇やみの中に溶けるように消えていった。どこか現実離れした光景に啞あ然ぜんとしながら、ウィルはようやくヒルダに視線を戻した。


  「い、今の人、何者だ？」


  「そなたは人の話を聞かないのです。使用人だと名乗ったでしょう？　小しよう妹まいの執事なのです」


  「はあ、執事さんか……」


  　ヒルダの使用人だけあって、普通の人間ではなさそうだ。あれほど至近距離に近づかれて、ウィルが気づかないというのは、あまり考えられない。


  「なんつうか、少し意外だったな。ヒルダでも、身近に人を置くことがあるんだな」


  「あれが勝手に居着いているだけなのです」


  　こともなげにそうに答えると、ヒルダは血の色の瞳を向けてきた。


  「それで？　用があるのではなかったのですか？」


  「ああ、それなんだが……？」


  　言いかけたウィルの口を、ヒルダの手が遮さえぎった。


  「それを聞く前に、一つ確かめておくのです」


  「なんだ？」


  



  「そなたは小妹にものを頼むということの意味を、理解しているのですか？」


  



  「い、意味って？」


  　威圧的な瞳で見つめられ、ウィルはゴクリと喉のどを鳴らした。


  「ヴィンゲン家の人間は、常に命を懸かける。その小しよう妹まいにものを頼むということは、そなたにも命を懸けてもらうということなのです」


  　それから、紅あかの双そう眸ぼうをそっと細めた。


  「小妹を頷うなずかせたのは、後にも先にもランディスだけだったのです。そなたに、その覚悟はあるのですか？」


  　ウィルは知っていた。


  　ヒルダのヴィンゲン家には、絶対言語レーゲル・ヴオルトという霧む鍵げん式しきを超越した力が伝わっている。その大きすぎる力の代償は、術者の命だった。命と引き替えに一度だけ起こせる奇跡、それが彼女の絶対言語レーゲル・ヴオルトだ。


  　だから、ヒルダにものを頼むためには、まず自分の命を懸けなければならない。それがルールだ。かつてそれを押し通したランディス＝ベルナールという男は、重機関銃での狙ねらい撃ちに耐えた。


  　それを理解した上で、ウィルは臆おくすことなく自分の胸を叩たたいた。


  「おう。なんでも言ってくれ。それくらいの覚悟はあるつもりだ」


  　そう答えると、ヒルダはキョトンとして瞬まばたきをした。


  「もう少し、嫌いやがるかと思ったのですが」


  「なんで？」


  「そなたの頼みは、恐らく絶対言語レーゲル・ヴオルトを歌えというわけではないでしょう？　割に合わないとは考えなかったのですか？」


  　その問いに、ウィルの方こそ眉まゆを顰ひそめた。


  



  「ナニ言ってんだ？　俺は、いっしょに雲うん界かいを飛んでくれって頼みに来たんだ。絶対言語レーゲル・ヴオルトを歌うのと、どう違うって言うんだ」


  



  　確かにウィルは絶対言語レーゲル・ヴオルトを歌えと頼んでいるわけではないが、霧む妖ようが飛び交う雲界を、いっしょに渡ってくれと言いに来たのだ。それは命を懸けろというのと同義である。


  　そう答えると、ヒルダはポカンと口を開き、それからクスクスと笑い声を漏もらした。


  「そうだったのです。そなたたちが目指す先は、空の最果てなのでしたね。今さら、確かめるまでもないことでした」


  　ケラケラと笑い続けるヒルダに、そっと紅茶のおかわりが注そそがれた。


  「ヒルダお嬢様。お戯たわむれもほどほどに。ウィリアム様が困っていらっしゃいます」


  　またしても突然現れた執事に、ウィルは再びビクリと飛び上がった。


  　それから、親しみのある笑みを浮かべた。


  「このような態度を取ってはいますが、ヒルダお嬢様は初めからウィリアム様の頼みを断るつもりなどないのですよ」


  「フォルネウス！」


  「おっと、これは口が滑りましたようでございます。お許しください」


  　そう言うと、また執事はすっと影のように消えていった。扉を開けた音もない。彼は本当に人間なのかと疑いたくなった。


  「それで？　雲うん界かいを飛べというのはどういう意味なのです？」


  「ん、ああ……。なんというかヒルダ、翼つばさ舟ぶねの操縦ってできるよな？」


  「そなたよりはマシ、程度ですが？」


  　そう言われると何も言い返せない。呻うめきながら、ウィルは審問会のことを話した。


  「──つまり、小しよう妹まいにそなたたちのバディをやれと？」


  「平たく言うと、そんな感じだ」


  　ヒルダは「ふむ」と頷うなずくと、ティーカップに唇くちびるを付けた。


  「それはやらないでもありませんが、小妹はきっと最後まではついてゆけないのです」


  「どういうことだ？」


  　カップの中の紅茶を揺らしながら、ヒルダは紅あかの双そう眸ぼうをそっと伏せる。


  「言ったはずなのです。小妹はせいぜい、そなたよりも少し上う手まく飛べるだけ。空の最果てまでは到底届かないのです」


  「あ……」


  「ランディスあたりならばともかく、そなたたちについて行ける者は、恐らくそうはいないのです」


  　考えてもみなかった。


  　同じ場所を目指してくれるだけで、ウィルは満足だったのだ。それが、本当に雲界の底までついて来れるのかということを、ウィルは考えていなかった。


  　──でも、それだけ真剣に考えてくれたってことだよな。


  　ウィルは満面の笑みで頷いた。


  「それでもいい。いっしょに飛んでくれ」


  　ヒルダと飛んでみたいと思ったから、ウィルは誘いに来たのだ。どちらかというと、助けを求めにきたわけではあるが。


  　ヒルダはいつになく柔らかい笑みを返した。


  「そなたを見ていると、本当に時間が巻き戻ったような錯覚を覚えるのです」


  「へ？」


  　首を傾かしげると、ヒルダは「なんでもないのです」と首を横に振った。


  「頼みごとはそれだけなのですか？」


  　バディを引き受けてもらえたのはありがたいが、ウィルがヒルダに助けを求めたのはそれだけが理由ではなかった。


  「いや、頼みっていうか、こっちはちょっと知りたいってだけなんだが……」


  「話してみると良いのです」


  



  「《フェンリル》って、なんのことか分かるか？」


  



  　部屋の温度が、何度か下がったような錯覚を覚えた。


  　──なんだ？　なんか、ヤバイことなのか？


  　名前の意味が分かれば、宛あて先さきの手がかりにもなるかと思ったのだが……。


  　ウィルが狼狽うろたえていると、ヒルダは静かに紅茶をひと口、口に含む。それから、紅あかの双そう眸ぼうをじっと向けてきた。


  「いくつか、心当たりがあるのです」


  　ウィルが頷うなずくと、ヒルダは語り始めた。


  「創世記の神話に、フェンリルの名があるのは存じていますね？」


  「まあ、そういう魔獣かなんかがいたって程度には」


  「フェンリルは黒き狼おおかみの姿で生まれ、終末のときには主神オーディンを喰くい殺すと預よ言げんされたのです。それゆえ神々の計略に嵌はめられ、終末のときまで神鎖で縛られたのです。フェンリルの兄弟たちも名のある魔獣、魔神ではありますが、主神を殺した彼は悪神ロキと並んで忌いむべき者とされているのです」


  　やはり、いい意味の名前ではないようだ。


  　それから、ヒルダは試すような眼まな差ざしでウィルを見据える。


  「そのフェンリルですが、霧む鍵げん式しきの名にも使われているのです」


  「強力なもんなんのか？」


  　ウィルが訊きくと、ヒルダは少し呆あきれたように眉まゆを顰ひそめた。


  「〈七つの鍵かぎ〉の一つなのです。霧鍵士でなくとも常識の範囲でしょう？　それくらい、覚えておくのです」


  「お、覚えてるって。それくらい、授業でも習ってるよ」


  　覚えていなかったウィルは挙動不審に視線を泳がせていた。正直なところ、いくら霧鍵式の祖とはいえ、〈七つの鍵〉の名前を律りち儀ぎに覚えている者は多くはない。少なくとも、ウィルのクラスには半分もいない。


  　ウィルが慌てて頷くと、ヒルダは少し表情を険しくした。


  「ただ、この《フェンリル》に関してはある[image: ]うわさがあるのです」


  「[image: ]って？」


  



  「──オリジナルが現存している──」


  



  　その言葉に、ウィルも目を見開いた。


  「それって、事実か？」


  　先日、ウィルは同じく〈七つの鍵かぎ〉に数えられる霧む鍵げん式しき──正確にはその模造品レプリカだが──である《エインヘリヤル》と交戦し、死ぬ思いをした。


  　暴走したそれは島を墜おとすほどの力を振るった。直接手を下したのはウィルだが、それもポールマンという霧鍵士の助けがあってのことで、それに加えジェシカとバード──絶対言語レーゲル・ヴオルトに並ぶ力が二つもあってようやく収拾をつけることができたのだ。


  　そうでなければ、今ごろウィルたちは島ごと雲うん界かいに沈んでいた。


  　ヒルダは首を横に振る。


  「あくまで[image: ]うわさなのです。ただ、それを所有する組織があるという話があったのです。確か──」


  　そう言って、記憶を探るように視線を宙に泳がせる。その表情は、意外なほどあどけなく見え、ギクリとしてしまった。


  「確か、そう──《フェンリル》機関──そんな名でした」


  「なんつうか、そのまんまだな……」


  「かえって覚えにくいのです」


  　面倒臭そうな吐息を漏もらすヒルダに苦笑していると、彼女はまた鋭く目を細めた。


  「そなた、あれに関わっているのですか？」


  「まあ、本物の《フェンリル》だとは思ってないけどな」


  　それでも、宛あて名なにその名があったのは事実だ。


  「一つ忠告しておくのです──《フェンリル》に関わった者はみな死ぬ──気をつけるのです」


  「お、脅かすなよ。そんなの、ただの[image: ]だろ？」


  　ヒルダは首を横に振った。


  「有名な話なのです。これまでに、何度か《フェンリル》の姿が確認されたという話はあるのです。ですが、そのつど何百人何千人という人間が命を落としているのです。そして誰もいなくなって、[image: ]は[image: ]のまま消えていくのです」


  　ウィルは、ゴクリと喉のどを鳴らした。


  　──俺たち、どこに〈封書〉を届けようとしてるんだ？


  　獣けものの口に飛び込むような錯覚を覚えた。


  　慄りつ然ぜんとするウィルに、ヒルダはどこか物悲しそうな顔を見せた。


  「ただ、小しよう妹まいはこうも思うのです」


  「ナニがだ？」


  「神話のフェンリルは、生まれた瞬間神々に騙だまされ、終末のときまで鎖で束縛されていたのです。誰かが手を差し伸べていたら、終末の結末は、違ったのではないでしょうか」


  　ウィルは知っていた。


  　ヒルダは絶対言語レーゲル・ヴオルトを歌うがゆえ、姉以外の誰にも心を許さず、大きな屋敷に閉じこもっていた。たった一人受け入れた男とも、結局分かり合えずに長い時間をすれ違った。


  　その男と再び解わかり合い、そして失ってからまだそう時間は経たっていない。


  　自身と男、どちらの姿を重ねたのか、ヒルダは沈んだ表情をしていた。


  「ヒルダ……」


  　ウィルが名前を呟つぶやくと、ヒルダはフンと鼻を鳴らして首を横に振った。


  「そなたも、せいぜい死なぬことなのです」


  「ああ、気をつけるよ」


  　そう言って、ウィルは席を立った。


  「それじゃあ、まだやることが残ってるんでな。この辺で帰らせてもらうぜ」


  　本当は、依頼人のことも彼女に訊きけば何か分かるかもしれない。


  　しかし、それは〈渡り鳥〉としてウィルが解決しなければならないような気がした。


  　──外国人は目立つからな。この島にいるかくらいは、すぐに分かるはずだ。


  　島という空間はとても狭い。〈渡り鳥〉でもなければ外への出入りも困難である。飛行船という移動手段もなくはないが、一日のうちにそう何本も行き来するものではない。


  　そこを調べれば、なんとかなるはずだ。


  「せわしない男なのです」


  　呆あきれたような笑みに見送られ、ウィルは席を立った。


  



  「ウィリアム様」


  　去り際に、執事のフォルネウスが呼び止めてきた。


  「ヒルダお嬢様に代わって、御礼申し上げます」


  「な、なんだよ、いきなり改まって」


  　ウィルが狼狽うろたえると、執事は頭を上げぬまま続けた。


  「ウィリアム様と関わられてから、ヒルダお嬢様はよく笑われるようになりました。二週間前の件からは特にでございます」


  「いや、そりゃあ、俺がどうしたっていうわけじゃ……」


  　しどろもどろになるウィルに、フォルネウスは顔を上げると鋭い眼まな差ざしを向けてきた。


  「ですので、一つご忠告させていただきたい」


  　執事の改まった声に、ウィルも真しん摯しな顔で頷うなずき返した。


  「先ほど、ヒルダお嬢様との話に出ました〈七つの鍵かぎ〉でございます。覚えておいででしょう、〈傀く儡ぐつ師し〉もまた《エインヘリヤル》という〈七つの鍵〉を所持しておりました」


  「……〈傀く儡ぐつ師し〉が、まだ何かするってのか？」


  「神話にある〈鍵かぎ〉は七つございます。《エインヘリヤル》はそのうちの一つ……それも粗悪な模造品レプリカでございました。どうぞ、〈七つの鍵〉があの程度だとは思わぬよう、お心に留めておいていただきたい」


  　かつて〈傀儡師〉が使った《エインヘリヤル》は、ミグランドという島を墜おとし、アプトフォルテも危あやうくそうなるところだった。


  　ウィルは暴走する姿しか知らないが、あれが粗悪品呼ばわりされるというのは、にわかに信じがたい話だった。


  　──つまり、今回そういったものが関わってるってことか？


  　依頼人は、一体何と関わっていたのだろうか。


  　──《フェンリル》か……。


  　神話にある神殺しの魔獣、そして〈七つの鍵〉の一つに数えられる霧む鍵げん式しき。


  　そしてそれこそが〈封書〉の宛あて名ななのだ。


  　仮に依頼人を見つけたとしても、ウィルたちがこの〈封書〉を届けることに変わりはない。


  　もしそのオリジナルと関わったとして、本当に生き延びることはできるのだろうか。


  　──なんでうちに来る配達は、こうも命がけになるかな……。


  　執事に礼を言って、ウィルは屋敷をあとにした。


  



  [image: ]


  



  　高所恐怖症のジェシカは、未いまだに空では震ふるえ続けている。レンに至っては初めての航こう界かいだ。倒れていてもおかしくない。


  　──ジェシカもレンも、結構疲れてるはずだからな……。


  　だから、依頼人の行方を追う前に、ウィルは事務所に戻ることにしたのだが……。


  



  「あら、お帰りなさい。遅かったわね？」


  



  　どういうわけか、そこにケイトがいた。


  　ウィルは、自分の顔が引きつるのを感じた。


  「なんでお前、ここにいんの？」


  「その女の人はジェシカの制止を無視して乗り込んできた危険人物です。ウィルは即刻武力行使なりなんなりで排除するです」


  　ソファの向こうでカタカタ震えながら、レンが言ってくる。ちなみに、ジェシカの方はケイトの正面に腰掛け、どうしたらここまで機嫌を損ねられるのかというほど不機嫌な顔でウィルを睨ねめつけている。


  　ケイトは角メガネの向こうの、冷たい双そう眸ぼうを向けてきた。


  「私があなたたちの査察官だからよ。わざわざ挨あい拶さつにきてやったのだから、感謝してほしいくらいだわ」


  　頭から嫌いやな汗が流れた。


  　──最悪だ……！


  　ジェシカがケイトを散々言い負かしたのは昨日の話だ。査察官として、これ以上心証の悪い相手は思いつかない。


  　呻うめきながらも、目を逸そらしたところで状況が好転するとは思えない。ウィルは苦虫を嚙かみつぶしたような顔で問いかけた。


  「査察官って、一体ナニをするんだ？」


  「今、この子たちにも説明したところだけれど、ただ〝観る〟だけよ。あなたたちが〈渡り鳥〉としての条件を満たしているかどうか」


  　そう言って、刃物のように目を細める。


  「気をつけることね。査察官の報告は〈封書〉によって行われる。私に対するいかなる偽証も買収行為も、全てありのままに報告されるわ」


  「買収なんかするかよ」


  「ならいいけれど？　まあ、そんなに身構えなくとも、あなたたちに後ろ暗いものがなければ何も問題はないわ」


  　その言葉に、ウィルは挑戦的な笑みを返した。


  「なら、何も問題はない。俺たちに後ろ暗いもんなんてないからな」


  　面白くなさそうにフンと鼻を鳴らすと、ケイトは用は済んだというようにウィルの隣を通り過ぎた。


  「次の〈渡り〉に、私も同行するわ。無視すれば立場が悪くなることくらい、理解しておきなさい」


  　そう言い残して、ケイトは事務所を去っていった。


  　それを確かめて、ウィルは「はあぁ」と盛大なため息を漏もらした。


  「……ったく、よりによってあいつが査察官かよ」


  　普段ならば知り合いであることを喜んだだろうが、今は最悪だ。正直、ジェシカとのことを謝れる雰囲気ではなかった。


  　しかし、ウィルは理解していなかった。


  　本当に恐ろしいのは、ケイトではなく、彼女の来訪で最高潮に機嫌が悪くなった相棒ジエシカであることを。


  「ウィル」


  　身も凍るような声こわ音ねで呼ばれ、ウィルはビシッと立ち上がった。


  「何か、言うことは？」


  　数秒の間、視線を宙にさまよわせたが、そこに言い訳が落ちているはずもなくウィルは肩を落とした。


  「〈渡り鳥協会〉から、召しよう喚かん状じようが来てたんだ。その、俺たちが単機で飛んでるってことが問題になったんだ」


  「そう」


  「あー、でも、心配すんな。そっちはなんとかしといた」


  「……？　なんとか？」


  　怪け訝げんそうな顔をするジェシカに、ウィルは自信のある笑みを返した。


  「要は、俺たちが単機でなければいいんだ。だから、ヒルダにバディを頼んだ」


  「──っ」


  　ジェシカが、大きく目を見開いた。


  　ただ、どういうわけかそれは裏切られたとでもいうような、傷ついた顔に見えた。


  　それに気づかなかったウィルは、冗談交じりに言葉を続けた。


  「まあ、あいつの方が上う手まいだなんだと言われるだろうし、ケイトのやつもだいぶ腹を立ててるだろうけど、〈封書〉で報告する以上、必要以上に状況を悪くするようなことはない」


  「……」


  　ジェシカは答えなかった。


  　そのときになってようやく、ウィルもジェシカの様子がおかしいことに気づいた。


  「お、おいジェシカ？」


  　恐る恐る、顔を近づけたときだった。


  



  　パンッ──頰ほおに、熱い衝撃が弾けた。


  



  　平手打ちをされたのだと、一瞬遅れて気づいた。


  「っ痛いてえ！　ナニしやがんだ！」


  「……屈くつ辱じよく」


  「屈辱はこっちだ。いきなりナニすんだよ」


  「なぜ勝手なことをするの」


  「勝手だ──……？」


  　怒鳴り返そうとして、できなかった。


  　ジェシカの紫の瞳ひとみは、涙で濡ぬれていた。


  「な、なんだよ……。ヒルダのこと、そんなに嫌いやだったのか？」


  　顔を合わせるたびに言い争いをするジェシカとヒルダだが、腹の底では嫌悪しているわけではない。そう思っていたのだが……。


  「ヒルダのことじゃない」


  「じゃあ、なんだよ。査察官がケイトなのは、どうしようもないことだろ？」


  「それも違う」


  「だったらなんなんだよ」


  「本当に、分からないの？」


  「分からないから訊きいてるんだろ？」


  　そう答えると、ジェシカは落胆のため息を漏もらした。


  「……もういい」


  「おい、待てよ──」


  　言い終わる前に、ジェシカは事務所の奧に消えてしまった。そして、鍵かぎの閉まる音。閉じこもった先は、翼つばさ舟ぶねの格納庫だった。


  「ウィルの馬鹿」


  　扉の向こうから、そんな声が聞こえたような気がした。


  　追いかけようかとも思ったが、今はそんな気持ちにはなれなかった。


  「くそっ、なんだってんだよ」


  　悪態をついて、部屋の隅でレンが固まっていることに気づいた。ウィルの視線に気づくと、レンは挙動不審に腕を交差させた。クシャリともつれた三つ編みまでが跳ね上がる。


  「こ、この場合、レンはウィルを叱しかるべきですか？　慰なぐさめるべきですか？」


  「……どっちもいらねえよ」


  　自分よりよっぽど困ってる人間の前で見苦しい姿を見せた。ウィルはため息を漏らして手を振った。


  「ちょっと頭冷やしてくる。お前は、ジェシカの側にでもいてやってくれ。あと、〈封書〉の宛あて先さきが分かったらすぐに飛ぶ。しっかり寝てろ」


  「うー……はい、です」


  　納得のいかない顔はしていたが、レンは素直に頷うなずいた。意外に、この少女は周囲の空気を読み取る力があるらしい。


  　申し訳ない気持ちになりながら、ウィルは逃げるように夜の街に足を踏み出した。
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  「……こいつは一体、何事だ？」


  　旅客船の飛行場にて、ウィルは啞あ然ぜんとして呟つぶやいた。


  　事務所をあとにしてから、ウィルは依頼人の行方を捜していた。今日は丸一日飛んでおり、明日もまた飛ぶかもしれないのだ。レンに言ったように、自分も就寝して体力を蓄えるべきなのだが、あんなことがあったあとに、すぐ眠れる気がしなかったのだ。


  　そうして、まずは島の唯一の出入り口でもある、ハイフォニア飛行場にやってきたのだが、そこは警官でごった返していた。


  　遠目にも控室ロビーの一角に進入禁止の黄色いテープが貼はられており、そちらで何か事件があったらしいことが分かる。


  　すでに本日の最終便は出たあとらしく、一般客の姿はあまり見られない。


  　──誰か、話を訊きけそうなやつはいないか……？


  〈渡り鳥〉と警官は仲が悪い。こういったときに、警官に質問したところでまともに答えてもらえることはない。


  　ならば従業員あたりに話を聞きたいところだが、こういった状況だ。そちらも慌ただしく駆け回っていたり、警官に捕まっていたりで、話を聞けそうにもなかった。


  　辺りをキョロキョロして、ウィルはふと視線を感じた。


  　振り返ると、そこには小さな男の子がいた。まだ十歳くらいだろうか。薄汚れた格好をしているが、胸元に「荷物運びます」という看板がかけてあり、荷物運びで小銭を稼いでいる子供だと分かる。


  　少年は驚いた顔をしていた。ウィルと目が合うと、慌てた様子で駆け出す。


  　──俺のこと、知ってるのか？


  　ウィルに心当たりはないが、逃げたということは何かあるのだろう。男の子を追いかけることにした。


  



  「おかしいな。こっちに来たと思ったんだが……」


  　飛行場を出て、大通りへと抜けたところで、少年の姿は消えてしまった。


  　それから、またジェシカの顔を思い出してしまった。


  　──俺が、ナニしたってんだよ……。


  　ウィルとて〈渡り鳥〉を続けるために試し行こう錯さく誤ごした末の行動だったのだ。それを泣くほど嫌いやがられるとは思ってもみなかった。


  　──俺、なんか間違えたのかな……。


  　だんだん、自分が悪かったような気がしてくる。しかし、一体何が悪かったのか。根本的なところが、ウィルには理解できなかった。


  「……ああ、くそ。また思い出しちまった」


  　先ほどから、ジェシカのことを思い出しては立ち止まっていた。ジェシカはしょっちゅうウィルを殴なぐってくるが、あんなに〝痛い〟と思ったのは初めてだったのだ。


  　だから、眠れずこんな夜中に街をうろついているのだ。


  「……今は、依頼人のことだ」


  　自分に言い聞かせるように口に出し、ウィルは強引に考えを中断した。


  　そして飛行場に戻ろうとしたときだった。


  「わあっ？」


  　悲鳴が、聞こえた。


  「さっきの子か？」


  　依頼人はトラブルを抱かかえていそうだった。それにフォルネウスからの忠告もある。


  　先ほどの少年は何か知っていそうだったのだ。トラブルに巻き込まれたということも考えられる。


  　ウィルは銃じゆう機き槍そうに手をかけると、悲鳴の聞こえた方向に駆け出した。


  　狭い路地に飛び込み、暗い通路を抜けると、ペタンとへたり込んだ子供の姿が見えた。


  　その顔が恐怖に引きつっていたことで、ウィルは銃機槍を構え、少年の前に飛び出した。


  「なんだ、こいつ……？」


  　そこにいたのは、黒い〝何か〟だった。


  　全身に〈霧きり〉にも似た靄もやを纏まとっており、頭部と思おぼしき部位に赤い光点が二つ浮かんでいる。下へ手たをすれば翼つばさ舟ぶねほどもあるだろう巨体ながら、頭部の位置は妙に低い。四つ這ばいで伏せているのだ。尾のような帯が数本揺れていた。


  　やがてその姿がハッキリ視認できて、ウィルは確かめるように呟つぶやいた。


  「狼おおかみ……？　霧む鍵げん式しき、か？」


  　霧が模かたどったのは、狼のそれに見えた。もっとも可能性が高いのは霧鍵式だが、生物のように躍動するそれは、そう呼ぶにはあまりに生々しかった。


  　その黒こく狼ろうの口が、パックリと上下に割れる。人間ひとりくらいなら、頭から丸呑のみにできるような大きさだ。


  「──るるるるるるるる」


  　巨大な口から、奇妙な唸うなり声を上げた。


  　──来るか！


  　後ろにへたり込んだ少年は、腰でも抜かしたのだろう。到底、立ち上がって逃げられるようには思えない。声をかけようにも、ウィルが一瞬でも注意を逸そらせば、黒狼は確実にウィルの命を嚙かみ砕くだろう。


  　後退するわけには、いかない。


  　──近接用の弾丸は、込めてないんだけどな……。


  　ただのカンだが、この怪物に通常の弾丸は通じない気がする。弾丸の付加はなく、刃のついた棒きれでしかない武器で、果たしてこの巨体を止められるか。


  　ギリッとグリップを握り締めたときだった。


  　黒狼は、赤い双そう眸ぼうをにわかに細めた。


  　それから──ザザザザザザザザッ──波が引くように、暗くら闇やみの中に消えていった。


  「……はあ」


  　完全に気配が消えたことを確かめ、ウィルはようやく息を吐ついた。


  　思わずへたり込みそうになりながら、後ろの子供に目を向ける。


  「よう。平気か？」


  「う、うん」


  　よく見ると、やはり先ほど逃げた少年だった。銃じゆう機き槍そうを腰に収め、ウィルは助け起こしてやった。


  「今の怪物、お前を狙ねらってたのか？」


  「……分かんない」


  　まあ、怪物に襲おそわれる心当たりがある人間というのも、あまりいないだろう。


  　とりあえず、人の多い通りへ出てから、ウィルは少年に問いかけた。


  「お前さ、さっき俺見て逃げたよな？　なんでだ？」


  「それは……」


  　怪物に遭遇した直後だ。こんな小さな子供に、今それを問うのは酷こくだったかもしれない。


  「いや、言いたくないなら別にいい。まあ、こんな時間にあんな暗いところ行ったら、相手が怪物じゃなくても襲ってくれって言ってるようなもんだ。気をつけろよ」


  　手放すには惜しい手がかりだったが、あんな怪物と出くわした子供がまともに話ができるとも思えない。ウィルは今日は出直すことにした。訊きくのは夜が明けてからでもいいだろう。


  　そうして立ち去ろうとしたときだった。


  　キュッと服の裾すそを摑つかまれた。


  「……見たんだ」


  「見た……？　何を？」


  「殺された人。外国人。あんたと同じ色の髪してた」


  　髪の色から、ウィルを被害者の身内か何かだと思ったのだろう。それで関わり合いになるのを恐れて逃げ出したのだ。


  　顔が強こわ張ばるのが分かった。


  「それって、飛行場での話か？」


  「うん」


  「殺された？　男の人か？」


  「……うん。おじさんだった」


  　ウィルは呻うめいた。


  　──依頼人だ……。


  　間違いないだろう。それはつまり、二つしかない手がかりの一方が失われたということでもあった。これで、自力で〈封書〉の宛あて先さきを読み解く以外の手段が完全に失われた。


  　──それ以前に、レンになんて言えばいい……？


  　依頼人は、レンの身内だったはずだ。


  　──姪めいっ子が嫁に行くことになったとしよう──何か言葉を贈るべきだろうか──


  　心底困った顔で、そんなことを言ったフェイの顔を思い出した。


  　だからこそ、ウィルは〈封書〉を届けなければならないというのに、その宛先が分からない。


  　へなへなと腰から力が抜け、今度こそウィルはへたり込んでしまった。


  「大丈夫？」


  「……なんでもない。それより、お前ももう、家に帰んな」


  「家なんかない」


  　身なりを見れば分かることだった。


  　ウィルは自分の軽率さにまたため息が漏もれた。


  　それから、ポケットを漁あさり、硬貨を数枚取り出す。


  「……めぐんでくれるの？」


  「バカ言うな。お前、ものを運んで稼いでるんだろ？」


  「うん」


  「お前は俺に〝情報〟ってもんを運んできたんだ。だから、その代金だよ」


  　ここで、この少年を事務所で拾ってやることはできる。


  　しかし、それではなんの解決にもならない。


  　島という空間に限られた敷地しかない以上、この少年のように家を持たないものがいるのも必然だ。そして、それを片っ端から拾ってやれるような力は、ウィルにはない。ウィルにはウィルの目指すものがあるのだから。


  　少年は不思議そうに手の中の小銭を眺めていた。


  「じゃあな、ボウズ」


  「あ、待って」


  　ウィルが立ち上がると、少年が呼び止めてきた。


  「もう一つ、教えてあげる。あのおじさんを殺したのは、顔に入れ墨があって、槍やりみたいなのを持ってる男の人だった」


  　まさか、犯人の情報が手に入るとは思わず、ウィルは目を見開いた。


  　──顔に入れ墨……？


  　それに時じ代だい錯さく誤ごな槍だ。


  　ウィルはその条件と当て嵌はまる人間に、会った記憶があった。


  　──いや、時間的に難しいか？


  　あり得ないとまでは言わないが、ウィルがその男を見かけたのはモノフォニムなのだ。昼間に出会った彼が、晩までに雲うん界かいを渡って依頼人を捜し出し、殺したというのは時間的に無理がある。


  　それこそ、翼つばさ舟ぶね以上の飛行手段でもない限りは不可能だ。


  「本当か？　そいつ、どこに行ったか分かるか？」


  「分かんない。でも、霧む鍵げん士しだったみたい。槍やりから火が出るの」


  「……そうか。ありがとよ」


  　ウィルが礼を言うと、少年はニッと笑い、手の平を差し出してきた。


  　──情報料ってことか……！


  　なかなかに、したたかな子供だった。


  　とはいえ、もとはと言えばウィルの入れ知恵だ。しぶしぶ少ない小銭を取り出し、手の平に載せてやった。


  「一応忠告しといてやるが、誰でもこんなふうに代金払ってくれると思うなよ？　情報売るなら金もらってからにすんだな」


  　なんだか危なっかしい気がしてそう言うと、少年は「ほう」と感心したように頷うなずいた。それから、またニッと笑った。


  「じゃあ、金もらったから教えてやるよ」


  「まだなんかあんの？」


  「あたし、エリカって言うんだ」


  「へー。女みたいな名前だな」


  　どうでも良さそうに相づちを打つと、子供は口をへの字に曲げた。


  「あたしは女だっつってんだよ！」


  　ゴンッ──と、向こう脛ずねを蹴け飛とばされた。


  　のだが、蹴飛ばしたはずの少年……もとい、女の子は片足でピョンピョンと跳ねた。


  　それはそうだろう。ウィルは〈渡り〉から帰ってきて一度も着替えていない。靴くつも、鉄で補強された軍ぐん靴かである。この女の子が履いているような薄っぺらい靴で蹴飛ばせば、もちろん蹴った方が痛い。


  「バーカ！」


  　涙ぐみながら、女の子は逃げていった。


  「なんだってんだか……」


  　苦笑しながら、ウィルは家に帰ることにした。
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  　翌朝。


  「……もう、朝か」


  　時計を見ると、朝の六時だった。昨晩は深夜過ぎまで街を歩いていたのだ。まだ三時間ほどしか眠れていなかった。


  「痛てて……」


  　おまけに、床の上で寝ていたのだ。体があちこち強こわ張ばっていた。


  「うぇへへへ……」


  　何やら幸せそうな寝言が聞こえ、ウィルはため息を漏もらす。


  「こいつ、なんで悩みのなさそうなツラで寝てんだ……？」


  　ソファでは、レンが涎よだれを垂たらしながら幸せそうな寝顔を見せていた。とてもではないが、記憶喪失で心細い人間の寝顔には思えない。


  　ここは〈蝶ちようと鯱しやち〉事務所だ。


  　ウィルは結局、事務所に戻って夜を明かしていた。


  　相変わらず、ジェシカは顔を合わせようとはしなかった。昨日のことを、まだ根に持っているらしい。


  　ウィルが謝ってしまえば機嫌も直るのかもしれないが、何を謝ればいいのかが分からない。口だけで謝っても、ジェシカの機嫌は悪化するだけに思えた。


  　そんな状態でわざわざ事務所に戻ったのは、やはり昨日の女の子──エリカの言葉があったからだ。


  　──殺したのは、顔に入れ墨があって、槍やりみたいなのを持ってる男の人だった──


  　依頼人は殺された。


  　それはつまり、依頼人を殺す必要がある誰かがいたということだ。


  　──だから、レンを遠ざけたんだ……。


  　実際に、レンのトランクケースがあるすぐ側に、犯人の男たちはいた。もしもレンが外をウロウロしていたなら、依頼人と同じように殺されていたかもしれない。


  　レンを守るために、そしてそのトランクから出してやるために、フェイは〈渡り鳥〉を頼る必要があったのだ。〈渡り鳥〉が配達を完かん遂すいできないことなどあり得ず、そしてあってはならないことだから。


  　そんなフェイから託された〈封書〉は、もう一通あるのだ。ウィルたちが狙ねらわれない理由はない。いくらジェシカが並外れた力を持っているといっても、レンを抱かかえて人間の手て練だれ相手に十全に戦えるとは限らない。


  　それに、この前もそれで泣かせたばかりなのだ。


  　──あれは人間が嫌いなのではない。ただ臆おく病びようなだけだ──


  　そのとき、ある男が言った言葉だ。


  　力は強くとも、ジェシカ自身は十五、六歳の少女なのだ。


  　眠気覚ましにコーヒーを沸かしながら、ウィルは航こう界かい図ずを開く。何か考えがあったわけではないが、地図を眺めていると気が落ち着くのだ。


  　地図にある島へ行くには、どんな航路で飛べばいいのか。それを空想するだけで、気晴らしになる。


  　やがて湯が沸き、金物のカップにフィルターを載せて、コーヒーを注そそぐ。目の覚める苦い香りが事務所内に漂った。


  　続けて軽食を用意しながらコーヒーを軽く啜すすり、また地図に目を向けたときだった。


  「────っ？」


  　ガタンと大きな音を立て、ウィルは航こう界かい図ずに張り付いた。


  「こいつは……まさか！」


  　ハッとして、郵便鞄かばんから〈封書〉を取り出す。汚れていて、届け先が分からないものだ。


  　──間違いない。これだったんだ！


  



  「ジェシカ！　起きろ、配達先が分かったぞ！」


  



  　バタン──勢いよく、格納庫の扉が開かれた。


  　恐らく翼つばさ舟ぶねの上で寝ていたのだろう。向こうも向こうで空に関するものに触れている方が気が静まるのだ。クシャクシャにもつれた髪のまま、寝ね惚ぼけ眼まなこのジェシカが駆け寄ってきた。


  「どこ？」


  「これだ。見てみろ」


  　ウィルはほとんど読み取れない文字を示し、それから航界図の一点を示した。


  　航界図は縦横マス状に仕切られている。縦の軸が経度。横の軸が緯度だ。


  　ウィルはまだ見たことがないが、雲うん界かいには創世記の樹木といわれる、枯れた大木が突き出している場所がある。空で唯一、動かない点だ。その点を目印に、航界図は描かれている。


  　全ての島は航界図に記された座標から三界里ミール以内──視認できる範囲での誤差で、たゆたっているのだ。


  　座標の表わし方は細かく繙ひもとけば、東西経南北緯何度何分何秒という長さになる。〈封書〉に記された住所は記号と数字で表わされている。座標だと考えれば、自然と分かってくる。


  「こいつはたぶんＮ──北緯だ。で、これが────」


  「ならこっちはＷ──西経。これは消えてるけど、たぶん二十八────」


  　法則が分かってしまえば、文字も断片から正体が想像できる。


  　ほどなくして、住所──座標の特定が完了した。


  「……って、あれ？　ここ、島なんかないぞ？」


  「奇妙。座標に間違いはない」


  　二人で額ひたいを寄せ合っていると、レンがもぞもぞと起きてきた。


  「何を騒いでるです？」


  「〈封書〉の届け先だ。場所はあってるはずなんだが、何もないことになってる」


  　ウィルが答えると、レンは瞼まぶたを擦こすりながら頷うなずいた。


  「島なんだから、位置が変わったじゃないですか？」


  　当然の答えだが、島というものはただ風に流されているわけではない。高度や進路の操作はなされている。そうでなければ近隣の島との接触事故がいくらでも続発する。


  「……いやでも、はぐれの孤島ってことは考えられるな」


  　島の多くは一定の範囲に固まっており、群島という形態を取っている。だが、そこからはぐれた流れ小島というものは、稀まれにある。そういった小島を孤島と呼んでいた。


  　ウィルは航こう界かい図ずに向き直る。


  「なら決まりだな。ここに〝何か〟がある。そこが〈封書〉の配達先だ」


  「つまり──」


  「おう。飛ぶぞ！」


  　パン──互いに手と手を打ち鳴らして──ハッとしたジェシカが凄すごい勢いで顔を背そむけた。


  「気安い」


  　……まだ、怒ってるのは怒っているらしい。


  　それでも、飛ぶ意志は揺るがないのだろう。


  「準備をして」


  　無愛想に、しかし拒絶することなくそう言った。
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  　配達先は、レンのときとは異なり日帰りは難しい距離だった。


  　水や食料を用意し直し──今回は人員が二人も増える──ヒルダと、気は進まないがケイトに連絡を回す。それから航こう路ろも初めてのものなのでできる限りの情報を集め、どこを中継するか計画を立て直す。


  〈渡り〉の準備が整うころには、昼を回っていた。


  　少し遅めの昼食を摂っていると、ヒルダがやってきた。


  「……それで、なんなのです？　この空気は」


  　ウィルたちの顔を見るなり、ヒルダが呆あきれたようにそう言った。相変わらずの黒尽ずくめで、手には畳まれたコウモリ傘がさが下がっている。


  　ギスギスと張り詰めた空気を読み取ったのか、珍しくヒルダの口から悪あく罵ばが飛び出さなかった。ジェシカと顔を合わせて、まず口論にならなかったことは初めてのことだ。


  「まあ、なんつうか、いろいろあったんだよ……」


  　昨晩よりは落ち着いたとはいえ、未いまだにジェシカの機嫌は悪い。怒りの捌はけ口はあくまでウィルだが、それでレンが笑っていられるはずもない。彼女もプルプルと震ふるえていた。


  　ウィルにしても、未いまだにジェシカが怒っている理由が分からないのだから、説明のしようがない。


  　曖あい昧まいに笑って、荷物を放った。


  「とりあえず、ヒルダも〈渡り〉は初めてなんだろ？　そんなドレスじゃ雲うん界かいは飛べないから着替えて来いよ」


  　荷物の中から航空服を取り出し、ヒルダは興味深そうに眺めた。そんな様子に、ジェシカが不機嫌そうに口を開く。


  「ウィルは不ぶ粋すい。誘ったのなら、腕章くらい用意すべき」


  「予備とかなかったんだからしょうがないだろ？」


  　確かに、ヒルダに渡した航空服には、〈蝶ちようと鯱しやち〉の紋章は縫ぬい込まれているが、武装郵便屋たる郵便記号の腕章が巻かれていなかった。


  　そこに、ジェシカはポイッと何かを放った。


  　見れば、武装郵便屋の腕章だった。


  　ジェシカの腕には、ちゃんと彼女の腕章が巻かれている。どうやら、ジェシカが自分で用意していた予備のもののようだ。


  「それがないとバディとして認められない。飛ぶ意味がなくなる」


  「でもそれ、ジェシカのだろ？　いいのか？」


  　ウィルがそう訊きくと、キッと冷たい双そう眸ぼうで睨ねめつけられた。


  「ウィルは無責任。自分が決めたことなら、最後まで面倒を見るべき」


  　膝ひざを抱かかえて不快そうな顔をするジェシカと、肩を落とすウィルを見て、ヒルダはようやく納得したような吐息を漏もらした。


  「なるほど。大体の事情は分かったのです」


  「超能力者かお前は」


  　ケンカの原因は何も話していない。知ったふうな顔をするヒルダに、苦笑混じりにそう投げかけると、何やら軽けい侮ぶの籠こもった眼まな差ざしを返された。


  「そなたにデリカシーが備わっているとは思いませぬが、なんとも愚かな話なのです」


  「……？　どういう意味だ？」


  「自分で考えるがいいのです。……そこの、何をしているのです。荷物を持つのです」


  「ええ？　レンがですか？」


  「他に誰がいるのです？　愛想とは無縁な小娘と仰天級の唐とう変へん木ぼくしかいないのです」


  「あなたにだけは言われたくない」


  「なんか俺の形容詞だけ酷ひどくないっ？」


  「うう、今度はこの人もいっしょに来るですか？　レンは環境悪化に慟どう哭こくを禁じ得ないです」


  　いい加減、ウィルとジェシカの不協和音にも疲れ果てていたのだろう。レンがさめざめと泣き出していた。


  　そのときだった。


  　カランコロン──事務所に、来客を知らせる呼び鈴が響いた。
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  　外に出ると、ケイトが来ていた。


  「〈渡り〉の支度は済んでいるのでしょうね。……そちらは、依頼人かしら？」


  　ヒルダの姿を認めると、ケイトがそう問いかけた。


  「小しよう妹まいもいっしょに飛ぶのです」


  　事務所からそのまま持ってきたらしい、ティーカップから紅茶を啜すするヒルダに、ケイトが眉まゆを顰ひそめる。ちなみにもう片方の手には受け皿もある。


  「まさかとは思うけれど、あなた、ウィルたちのバディをするつもり？」


  「それ以外に、こんな不人気な〈渡り鳥〉を訪ねてくる理由もないでしょう？」


  　酷ひどい言われようだが、逆に説得力があったらしい。ケイトの批難に満ちた視線が突き刺さる。


  「あなた、正気？　こんな小さな子に〈渡り〉をさせるつもりなの？」


  「いや、こんな小さなって言っても……いや！　見た目通り若いけど、腕は確かだから！」


  　ヒルダから殺意じみた気当たりをぶつけられ、ウィルは言葉を慌てて訂正した。


  　彼女の前で年齢の話題を出すのはタブーだ。以前、一度だけ見たことがある。愚かにも、ヒルダに向かってこんなことを言った男がいたらしいのだ。


  　──吸血ババア──


  　哀れなその男は、戦艦をも墜おとすような凶悪な霧む鍵げん式しきを撃ち込まれてこの世から消えた。ヒルダの実年齢は、謎なぞでなければならないのだ。


  　ガタガタと震ふるえるウィルだが、ケイトの方はすでに準備は整っているようで、背後に停められた翼つばさ舟ぶねに水や食料が積まれているのが分かる。


  「……それで？　あなたが言った場所に島なんてないみたいだけど、宛あて先さきは確かなの？」


  「ああ、少なくとも、依頼人が記してたのはそこで────」


  



  「その依頼人て、フェイ＝リェイチュアンで間違いないさ？」


  



  　訛なまりの抜けない声に、ウィルは硬直した。


  　いつの間にか、そこに入れ墨の男が佇たたずんでいた。肩には長い槍やりを抱かかえている。その後ろに、気の弱そうな中年の姿もある。


  　──槍を持った、入れ墨の男……！


  　昨日、発着場にいた子供から聞いた殺人犯だ。


  「お前は……？」


  　意外そうな顔をしたのは、青年ではなく中年の男だった。彼の方が感性がまともそうである。ウィルたちの顔を思い出したのだろう。


  「モノフォニムにいた〈渡り鳥〉か。それに……なるほど、ようやく運が向いてきたらしい」


  「ごたくはいらないさ。あんたらが引き受けた〈封書〉をよこすさ」


  　ウィルとジェシカだけでなく、ケイトも怒気の入り交じった目を向けた。


  「〈封書〉を渡したからって、おとなしく帰るようには見えないけどな？」


  　毅き然ぜんとしてウィルが答えると、男はなぜか嬉うれしそうな顔をした。抵抗することを望んでいたかのように。


  「最近も、同じようなセリフを吐いたやつがいたさ」


  　ウィルは片目を細めた。


  　──依頼人を殺したのは、やっぱりこいつか……。


  　ちらりとレンに目を向けると、話についてこれなかったのかポカンとした顔をしていた。


  「あっちは口だけだったさ。あんたは、どうかな！」


  「──っ？」


  　そう言った男の姿が、かき消えた。


  　──速い……！


  　男は槍やりを構えると、予備動作をほとんど見せずに踏み込んできた。最初の一歩で、ほぼ最高速に達している。


  　そうして突き出された先にあったのは────


  「はい？」


  　レンの、無防備な顔だった。


  



  　ギィンッ──澄んだ金属音と共に、火花が飛び散った。


  



  「なっ──？」


  　困惑の声を漏もらしたのは、入れ墨の男だった。


  　振り返り様に振るったウィルの銃じゆう機き槍そうが、槍の切っ先を弾いていた。男の槍がレンの細首に届くか否かというところで、なんとか間に合った。


  　同時に理解した。


  　こんな古風な武器を片手に、なぜこの男がこうも飄ひよう々ひようとした態度を取っているのか。


  　槍の突貫力を最大限に活かせる脚力を、この男は持っているのだ。会話ができるほどの距離に近づければ、それは暗殺可能な距離に捉えているということだ。


  「ウィル！」


  　ようやく我に返ったらしい。ケイトが銃じゆう機き槍そうに手をかけるが、ウィルはそれを止めた。


  「離れてろケイト。武器を持ったら、やられる」


  　ケイトが顔に屈くつ辱じよくの色を浮かべたが、彼女もウィルと同じ軍学校に通っている。今の男の踏み込みが見えなかったことくらいは、自覚しているのだろう。


  　銃機槍から手を放し、ジリジリと後退した。


  　それを視界の片隅に捕らえながら、ウィルは追い打ちをかける。下から掬すくい上げるような一撃を、男は槍やりの半ばで受け止める。


  　つばぜり合いに持ち込んだところで、ウィルは問いかける。


  「なんでレンを狙ねらった？」


  「俺は人から気が多いのが欠点だって言われてるが、仕事は最優先が信条さ。そいつは《フェンリル》の手かがりなのさ」


  　──レンが？


  　確かに〈封書〉の宛あて名なもその名前だった。レンが無関係ということは考え難い。


  　それでも、ウィルはハッと笑った。


  「残念だが、見当外れだぜ？　レンは何も覚えてないんだ。自分のことも含めてな」


  「かかっ、そんなの信じると思うか？」


  「まあ、思わないけど、なっ！」


  　言いながら、ウィルは軍ぐん靴かの蹴けりを見舞う。金属補強されたこの靴くつは、石の塀へいにも穴を穿うがつ威力がある。


  　男が堪たまらず後ろに吹き飛ぶが、そこに大きな影が差していた。


  「悪いが、これも任務なのでな。できるだけ手加減はするつもりだが」


  　のっぺりとした、顔のない人形が立ち上がっていた。


  　その姿に、ウィルは見覚えがあった。


  「《エインヘリヤル》……だとっ？」


  　全身がガラスのような素材でできたそれは、ウィルもよく知る姿だ。何せ、目の前で島が墜おちるところだったのだから。


  　──〈傀く儡ぐつ師し〉もまた《エインヘリヤル》という〈七つの鍵かぎ〉を所持しておりました──


  　執事の言葉を思い出し、ウィルはようやく男の顔を思い出した。


  　──こいつ、ポールマンに似てるんだ！


  　呻うめいていると、中年の男が怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。


  「ふむ？　あまり人に見せた記憶はないのだが、なぜその名前を知っているのかな？」


  「──不愉快な男が、それを使っていたからよ」


  　ゴンッ──ゴゴンッ──鈍い音を立て、人形が吹き飛んだ。


  　背後へチラリと目を向ければ、ジェシカが茨いばらを広げていた。その後ろにレンを庇かばいながら。


  「……砕けなかった」


  「……取り込めないとは。並の霧む鍵げん式しきではない、ということか」


  　ジェシカが屈くつ辱じよくの声を漏もらし、中年の男も警戒の声を漏らして《エインヘリヤル》を一歩退ひかせる。


  　互いに睨にらみ合って、青年が警戒と歓かん喜きの入り交じった声で口を開く。


  「あんたら、なにもんさ？」


  　必殺の奇襲を防がれ、あまつさえ押し返されたことで、男も警戒の滲にじんだ声で問いかける。


  「──武装郵便屋〈蝶ちようと鯱しやち〉所長──ウィリアム＝スターリングだ。趣味は飛ぶこと。嫌いなものは、配達の邪魔をするやつだ」


  　敵意を込めてそう言うと、男は愉快で堪たまらないという顔をした。


  「面白れえ──〈七つの鍵かぎ〉が一柱──《レーヴァティン》のザックス＝ロギー──嫌いなもんは根性のないやつ。趣味は嫌いやがらせさ！」


  　名乗りながら突き出される槍やりを、銃じゆう機き槍そうで受け止める。


  　ギリギリと切っ先を軋きしませながら、ウィルは呻うめくように問いかけた。


  「今……〈七つの鍵〉って言ったか？」


  　《フェンリル》を含める、神話時代の遺産。原初の霧鍵式の名だ。それを、自分の称号のように名乗る人間を、ウィルは知っている。


  「お前、ポールマン……〈傀く儡ぐつ師し〉の仲間か？」


  　中年の男を意識しながら問いかけると、男──ザックスは不快そうな顔をして槍を突き出した。


  「〈傀儡師〉だあ？　そこの出来損ないと同列視されるのは我慢ならないさ！」


  　言われて、中年の男が僅わずかに顔を顰しかめる。その反応で、それが事実なのだろうと感じた。


  　──出来損ない……？


  　彼の霧鍵式は、暴走状態にあったとはいえ、島一つ墜おとすところだったのだ。その場にジェシカとバードがいなければ、この空から島が一つ消えていた。


  　それを出来損ない呼ばわりされるのが信じられなかった。


  「──なるほど。ジャンが敗れた相手というのは、君たちのことか」


  　動揺するウィルを見て、中年の男が納得したように頷うなずいた。


  「息子が迷惑をかけたようだ。私はジャックという。ジャック＝ポールマンだ。そこのザックスより格は低いが、〈七つの鍵〉の一員だ」


  「ポールマン……あんたの息子は、どうしたんだ？」


  　今回の一件にも関わっているのだろうか？


  　ウィルが問いかけると、ジャックは首を傾かしげた。


  「あれは姿を消した。今どこで何をしているかは知らない。興味もない」


  　父親とは決別したと言っていたが、本当に関わり合うつもりがないようだ。


  　それから、ジャックはヒルダへと目を向ける。


  「未熟者とはいえ、ジャンの《エインヘリヤル》を敗った君たちと、ヴィンゲン家のご令嬢までいるとなれば、私も全力を尽くさねばなるまい」


  　その言葉とともに、中年の男──ジャックの足下から、液体が染み出す。


  　──《エインヘリヤル》……二体目、だと？


  　父親というだけあって、ウィルたちが戦った〈傀く儡ぐつ師し〉よりも技量は高いらしい。


  　ジャックは二体になった《エインヘリヤル》を並ばせると、ヒルダに向けて走らせる。〈傀儡師〉としては、二度も逃のがした絶対言語レーゲル・ヴオルトの歌い手を今度こそ手中に収めたいのだろう。


  　ヒルダは涼しい目でそれを眺めながら、紅茶に口をつけていた。防ぐ素そ振ぶりも見せない彼女に、《エインヘリヤル》は容赦なく襲おそいかかり────


  　ゴガッ──真横に、吹き飛ばされていた。


  「おや、そなたが相手をするのですか？」


  　吹き飛ばしたのは、ジェシカの茨いばらだった。金色の髪を振り払い、不快そうに答える。


  「気持ち悪いものを飲まされた。まだその償つぐないをさせてない」


  　直接の犯人は彼ではなく、その息子なのだが、ジェシカが八つ当たりをするには十分な相手だった。


  　二対二になったことで、ザックスが愉快そうに笑った。


  「かかっ、こいつは愉快さ。久しぶりに、少し本気を出すさ──《レーヴァティン》！」


  



  　ゴウッ──烈風と共に、喉のどが焼けるような熱が押し寄せた。


  



  「なん、だ、こりゃ……」


  　堪たまらず後退して、ウィルは目を見張った。


  　焰ほむらが、燃えていた。


  　ザックスの周囲に、鎧よろいのように焰が纏まとわり付いていた。あたかもそれ自体に意志があるかのごとく。


  　対たい峙じするだけで息も詰まる焰に包まれ、ザックスは笑い声を上げた。


  「さあ、燃え上がるさ！」


  　焰を纏って突進するザックス。ウィルは散弾を装そう填てんした銃じゆう機き槍そうを撃ち込む。対人非殺傷が目的ならば、もっとも効率的な弾丸とされている。


  　ブシュッ──空気の抜けるような音とともに、弾丸が消失した。


  　──蒸発した……！


  　焰ほむらの表面で僅わずかに弾けた黒煙から、ウィルはそう判断した。


  「かかかっ、無駄さ無駄。こいつの焰はどんな霧む鍵げん式しきでも焼き尽くすさ。当然、そっちの女の霧鍵式もな！」


  　すでにウィルが攻撃手段を持たないと判断したのだろう。ザックスは狙ねらいをジェシカに定めて槍やりを突き出す。


  　燃えさかる焰に、ジェシカが鬱うつ陶とうしそうに目を細めたときだった。


  



  　ジャコンッ──焰の鎧よろいが、上下に引き裂さかれた。


  



  「どこ見てんだよ。お前の相手、俺なんだろ？」


  　横よこ薙なぎに振るった銃じゆう機き槍そうが、銃弾をも蒸発させた焰を斬きり裂いていた。


  　ドクンッ──そんな銃機槍は、ウィルの手の中で生き物のように脈打っていた。


  〈ブルドガング〉──ジェシカが霧鍵式とは異なる力と製法で創り上げた、唯一の霧鍵機関である。


  　銃としての機構は通常の銃機槍と大差ないものだが、その特徴は刃にある。銃身に沿って打ち付けられたこの刃は、〈霧きり〉を糧かてにどこまでも鋭さを増すのだ。


  　ザックスの焰──霧鍵式は〈霧〉を燃焼させたもののはずだ。つまり、焰自体が〈ブルドガング〉の糧になる。


  　かつてウィルが葬ほうむった《エインヘリヤル》以上に、ザックスの《レーヴァティン》は斬りやすい相手だ。


  「やるな……っ！」


  　面白い玩がん具ぐでも見つけたかのように、ザックスは狂喜の表情で槍を振るう。


  　膝ひざから力を抜いて上体を下げ、槍の切っ先を見切る。頭の上を薙いだそれに、髪がチリチリと焦げ付くのを感じたが、それだけだ。


  　──いっしょに飛ぼう。空の最果てまで──


  　その約束を果たすため、ウィルは十年という時間を、自分を鍛えるために使った。軍属だった父から徹底的に戦闘技術を学び、相手の呼吸と筋肉の動きからその先まで読み取れるほどに研磨し続けた。


  　その技能は、空を飛ぶという目的には貢献してはくれなかったが、地に足がつく場所でならば霧鍵式であっても回避迎撃できるほどの域に達していた。こと対人戦に於いては、圧倒的とも呼べる力だった。


  　すれ違いと同時に、ウィルも鋭く息を吐いて止める。


  　筋肉は弛し緩かんから緊張へ移るとき、もっとも力を発揮する。力を抜いた両足を全力で踏み込むと、最初の一歩でほぼ最高速へと達する突進となる。


  　正面に立つザックスからは、ウィルの姿が消えたようにさえ見えたことだろう。それは先ほどザックス自身が見せた一突きと同じ技でもあった。


  「くっ！」


  　それでも、ザックスは棍こんのように鋭く槍やりを旋回させると、切っ先とは逆の持ち手で打ち返してくる。


  　ギリンッ──槍と銃じゆう機き槍そうが鋭く軋きしんで弾かれる。


  　弾かれた銃機槍を斜め下方からの斬ざん撃げきに繫つなげて振り上げる。槍を旋回させたことでがら空きになったザックスの脇わき腹ばらを狙ねらうが、あらぬ方向から切っ先が戻ってくる。


  　槍を逆旋回させることで防御までの距離を縮めたのだ。再び銃機槍と槍が衝突する。


  　切っ先と柄え尻じりを交互に使う、上う手まい攻め手だ。


  　大きく円の軌跡を描く斬撃では、致命傷を与えることは難しい。しかし相手を捉えるには最適に小回りが利き、体勢を崩させることができる。


  　僅わずかにでも隙すきを生ませれば──槍を引いて突けるだけの隙を作らせれば──必殺の一撃を撃てるのだ。


  　──だが、斬撃が軽い！


  　かまわず、ウィルは銃機槍で攻め続ける。


  　三度、四度と打ち合ったところで、ウィルは上段から全力の打ち込みを叩たたき下ろす。


  　それすらも防がれるが、渾こん身しんの力ちから業わざに銃機槍と槍は大きく軋み、互いに弾き飛ばされた。


  　距離が開いたところで、ウィルはようやく息を吐いた。


  　──さすがに、一手じゃ詰めないか……。


  　一見、ウィルが圧倒しているように見える攻防だったが、あの焰ほむらの近くで呼吸をすれば肺が焼かれる。接近戦で、呼吸をするわけにいかなかった。


  　並の相手ならば──それこそザックスが嘲あざ笑わらった〈傀く儡ぐつ師し〉辺りならば、今の斬きり合いで倒せたはずだ。


  　正直なところ、ウィルは殺さないまでも、再起不能にするつもりで──致命傷を与えるつもりで銃機槍を振るったのだ。にも拘かかわらず、手傷一つ与えることができなかった。


  　槍の長さはザックスの身の丈の一・五倍ほどもある。懐ふところに飛び込まれれば、まともに振るうことはできない。それを、中心を持って旋回させることで半分の長さに抑えたのだ。


  　打ち返すだけならば、切っ先をぶつける必要はない。隙ができてから必殺の先端を突き出せばいいのだから。おまけに防御と反撃が同時に行える。精練された動きだった。


  　優勢程度では、勝てない。


  　しかし、それは向こうも同じだったのだろう。


  　必殺の一撃を凌しのがれた上に、霧む鍵げん式しきまで破られたのだ。先ほどまでの飄ひよう々ひようとした笑みが消え、警戒に満ちた表情を浮かべていた。


  「あんた、ちょっと危ないさ」


  　そう言うと、鋭く目を細めて地面に槍やりを突き立てた。


  「仕事がなけりゃもっと楽しむが、今は仕事優先さ」


  　──何か、来る！


  　そう感じたときだった。


  



  「クスクスクス」


  



  　珍しく静観を決め込んでいたヒルダが、堪こらえきれなくなったように笑い声を漏もらした。


  　ザックスが殺気の籠こもった双そう眸ぼうで睨ねめつける。


  「ムカツクさ。ナニ笑ってるさ？」


  　やはりクスクスと笑いながら、ティーカップを小皿に載せる。


  「気を悪くしたなら謝るのです。そなたがあまりに滑こつ稽けいだったゆえ、つい堪えきれなかったのです」


  「……俺の、どこが滑稽さ？」


  「口調？」


  　容よう赦しやのない答えを返したのは、ヒルダではなくジェシカだった。


  　それがまたツボにはまったらしく、ヒルダが凄すごい勢いで顔を背そむけた。


  「そなたは空気を読むということを学ぶべきなのです。ただでさえ滑稽なこの男たちが、なおのこと哀れでしょう？」


  　怒りでプルプルと震ふるえるザックスに、ヒルダが目を向ける。


  「滑稽なのは、そなたたちが腕も得物も二級品だからなのです。よくそれで〈七つの鍵かぎ〉を名乗れたものです」


  　ジェシカに負けず劣らず口が悪いのが、この少女だ。


  　無情な悪あく罵ばに、ザックスの顔から表情が消えた。


  「黒いドレスと紅あかい髪。それとその悪舌……思い出したさ。あんた、〈夜よる姫ひめ〉さ？」


  　ヒルダが小さく肩を竦すくめた。


  「目立つことをした覚えはないのですが、どうしてその名は広まっているのです」


  　──よく言うぜ……。


  　ウィルが辟へき易えきとしたため息を漏らすと、ヒルダからキッと睨にらまれた。


  「何か無礼なことを考えている顔なのです」


  「そんなことはないと思うぜ！」


  　挙動不審になるウィルをよそに、ザックスは地面に突き立てた槍をトントンと肩で揺らし、ハッと笑い声を漏らした。


  「あんたの[image: ]うわさはよく聞くさ。とんでもない癇かん癪しやく持ちで、軍隊相手にも平気でケンカ売る短気だってな」


  「そのような[image: ]は初めて聞いたのです」


  　まるで心当たりがないとでも言うように、ヒルダは首を傾かしげた。


  　そんなヒルダに、ザックスが暗い笑みを投げた。


  



  「それからもう一つ──乳臭いガキのなりしてるが、何百年も生きたババアだってな！」


  



  　空気が、凍りついた。


  　ジェシカでさえ、後ろのレンごとヒルダから離れようと後退する。


  　してやったりといった顔をするザックスに、ヒルダが返したのは草原を吹き抜ける風のような涼やかな笑みだった。


  「ウィル、小しよう妹まいはこの男と遊びたいのです」


  「逃げろお前、死ぬぞ！」


  　思わず、敵に向かってそう叫んだ。


  「かかっ！　やれるもんならやってみ────」


  　カシャンッ──錠前のような音が響いた。


  　ティーカップを放した手に、淡い青の光が集う。〈封書〉のような円と直線の幾き何か学がく模様を描くと、光は巨大な塔のような形へ集束していく。


  　瞬またたく間に紡つむぎ上げられたのは、剣のようなものだった。ような、というのはそれがヒルダの身の丈の、その倍はあろうかという大きさだからだ。持ち手には翼つばさ舟ぶねの船尾──霧む鍵げん機関の噴射口を思わせる機械が嵌はめ込まれている。


  　間違っても、ヒルダに振り回せるものではない。


  「──霧鍵式ならば、この《エインヘリヤル》の糧かてとなる」


  　横合いから、ジャックが《エインヘリヤル》の一体を突撃させていた。


  　──マズイ！　あいつは霧鍵式を吸収するんだ！


  　そうして数あま多たの霧鍵式を吸収し、島を墜おとすまでに巨大化した姿を、ウィルは知っている。それを止めようと体の向きを変えるが、ザックスの槍やりに行く手を阻はばまれてしまう。


  　ヒルダは《エインヘリヤル》へ無造作に剣を向けた。


  　ジャックが勝利の笑みを浮かべたときだった。


  　ギュンッ──閃せん光こうが《エインヘリヤル》を貫つらぬいた。


  「無駄──っ？」


  　持ち堪こたえたように見えたのは、一瞬のことだった。


  　ガラスのような体をした《エインヘリヤル》が、その外観通りに砕け散った。


  　爆発的に広がる閃せん光こうは、その破壊だけに留とどまらず、暴風と灼しやく熱ねつで周囲の建物すらも呑のみ込んでいく。悲鳴を上げたレンやケイトの声ですらも搔かき消し、円形の衝撃波と共に、空へと煌こう星せいのような光が立ち上がる。


  　──事務所が……！


  　悲鳴を上げたくとも、目を開けることさえできない。


  　やがて破壊が収まったときには────


  「……あれ？」


  　島を半壊させるような力に思えたのだが、あたりにはなんの被害も見当たらなかった。


  　せいぜい、火線の走った地面がガラス状に融解している程度だ。


  「がっ、は……？　な、なぜ……？」


  　霧む鍵げん式しきを打ち砕かれた衝撃は、そのままジャックへとのし掛かる。膝ひざを折るジャックに、ヒルダが冷たい双そう眸ぼうを向ける。


  「禁一級霧鍵式〈ムスペルヘイム〉──熱学系最高位に位置し、高周波電磁波照射により対象一点を瞬間焦点温度約三〇〇〇度まで上昇、第四物質プラズマ化させる霧鍵式なのです」


  　意味が理解できなかったが、とりあえず、それが酷ひどく危険なものらしいことだけは伝わった。


  「つ、つまり……？」


  　ウィルがポカンとした顔をしていることに、ヒルダは「ああ」と声を漏もらす。


  [image: ]


  「──空気を入れすぎた風船は、破裂するのです」


  　それから、ザックスに目を向ける。


  　カシャシャシャシャンッ──ヒルダの周囲で、立て続けに青の燐りん光こうが舞い踊る。


  　そして生み出されたのは、たった今ヒルダが放った〈ムスペルヘイム〉だった。それも一いつ挺ちようや二挺ではなく、二ふた桁けたに届こうかという数だ。素直に最初の一撃を受けていた方が、まだ楽に死ねたのではないだろうか。


  



  「次は、そなたなのです」


  



  　これから始まるのは闘争ではない。一方的な暴力だ。そう告げるような光景だった。


  　ヒルダを怒らせたのは、ジャックではなく、ザックスだ。


  「──良い旅をグーテライゼ、なのです」


  　ヒュゴゴゴゴッゴゴッ──閃せん光こうが広がる。


  　その閃光が届く瞬間、ザックスの前に、ガラスのような人影が放り出された。《エインヘリヤル》だ。盾たてにするつもりなのだ。


  「なっ……！」


  　ジャックが絶望の声を上げ、《エインヘリヤル》が破裂した。


  　斉射による爆煙が収まると、跡には、ガラス質に変質した地面だけが残っていた。ザックスも槍やりも破片すら見当たらない。


  　完全に消滅してしまったのかと思ったのだが……。


  「……逃がしたのです」


  　ヒルダの腹立たしそうな言葉とともに、ジャックがドサリと地面に倒れ込む。


  　耳や鼻、眼がん孔こうから血を流しており、悲惨な有あり様さまだ。ヒルダの霧む鍵げん式しきをあれだけ叩たたき込まれたのだ。むしろよく生きているものだ。


  　それから、ウィルへ目を向ける。


  「興きようが削そがれたのです。そなたからの頼み、今回は聞かなかったことにするのです。それでもまだその気があるのなら、内輪が収まってから、また誘いに来るがいいのです」


  「え？」


  「行くのです」


  「……すまん」


  　頭を下げてから、ウィルは事務所へと飛び込んだ。


  　その後ろで、ヒルダの少し傷ついたような声が聞こえた気がした。


  



  「小しよう妹まいはまだ、何百年は生きていないのです……」


  第四便　失われた片翼


  



  　格納庫に飛び込むと、ジェシカがすでに翼つばさ舟ぶねに跨またがっていた。ブーツの固定具とベルトの命綱をしっかりと繫つなぎとめている。


  　しかしそれは────


  「おい、ジェシカ。そっちは旧式──」


  「ウィルはそっち」


  　そう言って示したのは、バードが残した翼舟〈霞か曲きよく〉だった。昨日も〈渡り〉に使用している。その隣に、オロオロした様子のレンがいた。


  「腕が足りない分は、性能で補えばいい」


  　そう言い残して、ジェシカは格納庫から飛びだした。


  「お前、独りじゃ飛べないだろうが！」


  　ウィルの叫びは、ジェシカには届かなかった。


  「くそっ、乗れレン！　追いかけるぞ」


  「は、はいです」


  　ジェシカ機はすでに〈塔〉を飛び越え、空の中へ躍り出ていた。


  　それを見て、ウィルは自分が墜落するかのような錯覚を覚えた。そしてジェシカの姿がいくつも脳裏に蘇よみがえる。


  　昇降機に乗ることすら怯おびえるジェシカ。


  　地盤崩壊があった島でビクリと震ふるえるジェシカ。


  　何より、翼舟の上、ウィルの背中で必死に発作を堪こらえるジェシカ。


  　──飛べるわけ、ないだろう！


  　ジェシカを救いたくて、ウィルは空を目指したはずなのだ。


  　──しかも、あの機体は、解体中だったはずだぞ……？


  　あちこち〈霞曲〉に部品を流用したのだ。根本的に浮遊できなかったはずだ。


  　それがこうして飛行できるということは、夜中にジェシカが修復したのだろう。そのために格納庫にこもっていたということは考えられる。


  　しかしそんな急ごしらえの機体が、十全に機能するとは思えなかった。


  　翼舟は些さ細さいな異常でも航こう行こう不能に陥おちいるのだ。だからこそ、バディが必要とされているのだ。


  「とにかく、独りで飛ばせるわけには────」


  　高度を上げ、ジェシカの機体に寄せようとすると、先に別の翼舟がジェシカに接触した。


  「あれ、ケイトか……？」


  　後部に〈翼獅子マンテイコア〉の紋章がある。彼女も、いつの間にかあの騒ぎから脱出していたようだ。


  　空では、よほど接近しない限りは声など届かない。ジェシカが手信号でウィルを示し、ケイトも同じく手信号を送ってくる。


  　内容は『先導せよ』だった。


  　──お前が後ろで発作を起こしたら、どうするんだよ……。


  　ジェシカに先導するよう手信号を送るが、否定しか返ってこない。


  　確かに航こう路ろを一番理解しているのは、ウィルだ。仕方なく承諾の意思を手信号で送ると、ウィルは雲うん界かいに向かって翼つばさ舟ぶねを走らせた。


  　ジェシカの機体が離れていくことに、レンが不思議そうな声を上げた。


  「ジェシカは、なんでいっしょに飛ばないですか？」


  「……さあな」


  　その質問に、ウィルは答えられなかった。


  　ふと手元に視線を落とすと、手た綱づなのすぐ下に革袋が下がっている。航こう界かい中、必要になる細こま々ごまとしたものが収められた袋だ。


  　革袋の中には、キャラメルがまだ残っていた。


  　高所恐怖症のくせに、何やら幸せそうな顔をして、ジェシカがそれを舐なめていたのは昨朝の話だ。


  　──なんで、一晩でこんなことになるんだよ……。


  　それでも、ここで立ち止まっているわけにはいかない。


  　ウィルは航路を確かめると、手綱を振るって速度を上げていく。


  　一度だけ振り返ると、〈蝶ちようと鯱しやち〉の事務所が小さく見える。その側に黒いコウモリ傘がさが見えたような気がした。


  　──内輪が収まってから──


  　その言葉が鋭く胸に突き刺さっていた。


  　飛ぶことが、ウィルとジェシカにとっては全てだった。


  　未いまだもどかしく不器用な飛翔をしていても、飛んでいれば満たされたのだ。


  　それが、今は何も楽しくない。


  　レンが悪いというわけではない。


  　ただ、後ろに、ジェシカがいない。


  　これは、ウィルが望んだ空ではないのだ。


  



  　そうして十数分飛んで、さっそく問題が発生した。


  　──どう、加速する……？


  〈渡り鳥〉の配達は、常に最速でなければならない。目的地が分からないならともかく、それが明らかになった今、のんびり空の旅を楽しんでいる場合ではないのだ。


  　翼つばさ舟ぶねの加速方法は、二つだけだ。


  　急降下により重力の助けを借りるか、もう一つ、雲うん界かいにダイブするかだ。


  　そのどちらも、霧む妖ようが舞う雲界に近づくことになる。


  　決断できぬまま、さらに数分飛翔すると、ケイト機が隣に並んできた。


  　手信号──『なぜ加速しない？』


  　ウィルは呻うめく。


  　加速のため、雲界に近づかねばならないということは、雲界に近づけるだけ島から離れれば──霧妖を怒らせても島に被害が出ない距離まで離れれば──加速しなければならないということなのだ。


  　ケイトは、査察官としてここにいる。


  　彼女の見たものは全て〈封書〉により正確に〈渡り鳥協会〉へ報告されてしまう。〈渡り鳥〉として欠点を見せるわけにはいかない。


  　肩越しに振り返ると、ジェシカはなんとかついてきている。元々、高所恐怖症を堪こらえてウィルの背中にしがみついてきたのだ。堪えることに関しては、長たけたものがある。


  　──だけど、あの機体は万全じゃない……。


  〈蝶ちようと鯱しやち〉のような小さな事務所で、翼舟の予備部品を揃そろえることは難しい。事務所に残っていたのは、傷んで交換した劣化品だけだ。


  　ジェシカは、それをつなぎ合わせてなんとか飛べるようにしたのだ。おまけに、彼女は銃じゆう機き槍そうを好まない。武器は何も積まれていないはずだ。


  「ウィル、あの人、何を怒ってるです？」


  　背中からレンの困ったような声がする。前を向くと、ケイトが苛いら立だたしげに加速の催促をしていた。


  　──飛ぶしかない、か……。


  　ウィルはジェシカに向けて手信号を送った。


  『加速する』


  　それに応えるように、ジェシカ機の周りに虹色の燐りん光こうが広がった。虹色蝶グランツフイーだ。


  「レン、防ぼう霧むマスクをつけろ。雲界に潜るぞ」


  「ううっ、レンはまた恐怖のどん底へ突き落とされるですね？」


  「悲劇の美少女なんだろ？　おあつらえなエピソードじゃねえか」


  「なるほど！　さあ行くですウィル。そして困難を乗り越えるです！」


  　単純にはしゃいでくれるレンに、ウィルは少し救われた気分だった。


  　──こいつこそ、ジェシカの後ろに乗っててほしかったな……。


  　そして、ウィルも勢いよく手た綱づなを振るい、雲界へ向けて急降下を始める。


  　正面からの強風に息が詰まる。穏やかな蒼あおの空がみるみる遠のいていき、城壁のごとき純白の空が迫り来る。


  　ボゥッ──そして、空は白く染まる。


  　高度計と水平盤を確かめ、機体を水平に維持する。


  　霧む鍵げん機関が〈霧きり〉を吸収し、頼もしく回転を上げていく。瞬またたく間に時速八〇界里ミール──標準的な翼つばさ舟ぶねの最高速度まで上がり、ウィルは機体を落ち着かせなければならなかった。


  　ウィルが速く飛んでも、ジェシカの機体はそうはいかないのだ。


  　──ジェシカがこっちに乗るべきだろう。


  　悔やんだところで、ウィルの制止も聞かずにジェシカは飛んでしまった。


  「いや、だから先に飛んだ？」


  　そのことに気づいたときだった。


  　ヒラリと、目の前を虹色の光が過よぎった。


  「虹色蝶グランツフイー……──っ！」


  〈霧〉に包まれた真っ白な世界で、まともに見えるものなどジェシカの虹色蝶グランツフイーくらいのものだ。それがジェシカの側を離れ、ウィルの側を飛ぶ意味を、ウィルは即座に理解した。


  「上昇するぞ！」


  　慌ててレンが座席にしがみついたときには、ウィルは手た綱づなを振り上げ、高度を上げていた。


  　雲うん界かいの〈霧〉が晴れ、優しい蒼そう界かいの光に包み込まれる。あたかも慈母のごとき温かさだが、ウィルが安らぎを覚える暇ひまはなかった。


  



  　ボェェェェェェェッ──


  



  　眼下の白い空を貫つらぬき、巨大な影が浮上した。


  「ひいぃっ、来たです！」


  　霧む妖ようだ。


  　ナイフのように細長く尖とがった体。体表は黒光りする鱗うろこに覆おおわれ、翼と見るには奇妙なほど短い鰭ひれが左右に突き出している。翼舟と同等の大きさながら、その翼舟すらも嚙かみ砕くだろう巨大な顎あご。その上部には金色の瞳ひとみが顔の左右に輝いていた。


  　ハイフォニアを含む群島領空に、広く生息している尖せん魚ぎよと呼ばれる霧妖だ。群れで行動し、霧妖の中でも気性は穏やかな方だ。比較的、の話だが。


  　霧妖は、ウィルの機体を認識すると躊ちゆう躇ちよなく体を寄せてきた。


  　霧妖の恐ろしい点は、その巨体と並の弾丸なら無傷で弾いてしまう強固な鱗にある。


  　人の翼は、空で異物に接触すれば瞬またたく間に砕けるような儚はかない造りだ。


  　霧妖は、砕けない。戦艦と正面衝突しても、僅わずかによろける程度で飛行を続けられる。


  　あの巨体をぶつけられては、ほとんどの翼舟は為なす術すべもなく砕ける。


  　──躱かわさないと……！


  　慌あわてて手た綱づなを振り、高度を上げようとするが、少し遅かった。


  　鈍い衝撃と共に、機体が制御を失った。船腹に接触されたのだ。


  「んぎゃあっ？」


  　レンが悲鳴を上げ、ウィル機はみるみる高度を墜おとしてしまう。


  　──墜落、する……！


  　手綱を引き、なんとか船首を上げようとするが、焦あせって上う手まくいかない。この舟が〈霞か曲きよく〉でなかったなら、すでに撃墜されていただろう。


  　そうする間に、霧む妖ようは次の攻撃を仕掛けようと迫る。


  「くっそぉぉぉおっ！」


  　なんとか安定を取り戻すが、そこでまた尖せん魚ぎよの体当たりを受ける。


  　悪夢のように広がる雲うん界かいが、見る見る近づいてくる。


  「ウィル、何やってるですか！　前はちゃんと躱してたじゃないですか！」


  　レンが悲鳴のような声で叫ぶ。


  　──前は、躱せたんだ……。


  　その通りなのだ。


  　ウィルの後ろにはジェシカが乗っていて、彼女がいれば尖魚にこうも圧倒されることはなかったのだ。


  　傾いた機体は雲界に向かって墜ちていき、とうとう翼が〈霧きり〉の世界へ接触する。剣のように真っ白な波しぶきが立ち上がり、翼つばさ舟ぶねがガクガクと振動した。


  　──レンまで死なせるわけには……！


  　もちろん、ウィルとて操縦を放ほう棄きしたわけではないが、手綱をどう引いても機体の降下を止めることができなかった。


  　そこに三度、霧妖が迫ってくる。


  　──今、雲界に落ちたら墜ちる。


  　背筋が冷たくなった。


  　視界が失われる雲界では、航こう路ろも上下もまともには認識できない。目隠しをされて飛ぶようなものなのだ。そこでの頼みの綱は水平盤や方位磁針のような計器なのだが、霧妖を相手に戦うにはなんの助けにもならない。


  　必死で踏み止まろうと手綱を振るうが、とうとう霧妖に追いつかれてしまった。


  　──やられる……！


  　身を強こわ張ばらせたときだった。


  「…………？」


  　恐れていたような衝撃は、襲おそってはこなかった。


  　ハッとして振り返ると、霧む妖ようはウィル機を放り出して高度を上げていた。その先に、別の機影が見えたことで、標的を変えたのだと分かった。


  　それは──墜おとすまでもない──そう見下されたという事実に外ほかならないのだが、それを屈くつ辱じよくに感じる余裕は、ウィルにはなかった。


  　──誰が狙ねらわれてる？


  　ケイトならば自力で回避できるだろうが、ジェシカが狙われたらまずい。


  　彼女を守るべきバディのウィルはこんなところで墜落しかけており、査察官のケイトの手を借りてしまったなら、ウィルたちは〈渡り鳥〉の資格を剝はく奪だつされる。


  　結論から述べると、ウィルの心配は杞き憂ゆうだった。


  　ただ、それは決して幸運なことではなかった。


  



  「ウィル、あれ、なんですか？」


  



  　啞あ然ぜんとした声を漏もらすレンは、霧妖の向かった先を見つめていた。


  「なんだ……？」


  　そちらに目を向けて、ウィルも眉まゆを顰ひそめた。


  　そこに、黒い異物が浮かんでいた。雲うん界かいの〈霧きり〉は純白だというのに、それが纏まとっているのは真っ黒な〈霧〉だった。


  　それが、数体の霧妖を相手に平然と飛行していた。


  　やがてウィルの目にもハッキリと視認できたそれは、大きく裂けた口に、光点のような赤い瞳ひとみを持っていた。動体からは四本の足のようなものが伸びており、それが何もない宙を蹴けるように躍動している。その後ろには、尾お鰭びれのように長い尾が揺れていた。


  「あいつ、昨日の……！」


  　飛行船発着場で、荷物運びの女の子を襲おそおうとしていた黒こく狼ろうだ。


  　どう見ても、翼など持たないそれが、空を駆けていた。


  　それを見て、レンが痛いほど腕にしがみついてきた。


  「お、おい、レン？」


  　腕にしがみついてきたレンは、ガタガタと震ふるえていた。あたかも発作を起こしたジェシカのごとく。


  　──あれを、怖がってる？


  　霧妖の洗礼を受けてもすぐに立ち直った少女が、今はこの世の終わりのように震えている。


  　黒狼は、体当たりを仕掛ける尖せん魚ぎよを、地を駆けるかのようにヒョイと飛び越える。そして別の尖魚を踏み台に着地すると、今度は三体目の尖魚へと飛びかかる。


  　巨大な顎あごが、尖魚の装甲を飴あめのように嚙かみ砕いた。


  　背びれを抉えぐられた尖せん魚ぎよは堪たまらず雲うん界かいへと落下し、信じがたいことに踏み台にされた尖魚までもがズルズルと速度を落として雲界へ沈んでいく。


  　──あの黒こく狼ろう、尖魚より強い……？


  　啞あ然ぜんとする間に、黒狼は尖魚の群れを振り切っていた。


  　そして、その先にはフラフラと殿しんがりを飛ぶジェシカの機体があった。ケイト機はすでに高度を上げて戦線を離れ、ウィルとジェシカを観察している。


  　──ジェシカが接触しちまう！


  　ウィルは手信号で先行するよう促うながす。


  　目の前で尖魚を墜おとした黒狼に、ウィルの腕でどこまで相手が務まるかは分からない。それでも、急ごしらえのジェシカ機よりはまともに飛べるはずだ。


  「……？」


  　しかし、ジェシカの機体はまるで動く素そ振ぶりを見せなかった。後方から迫る黒狼を迎え撃つようにも見えない。


  　そこでようやく、ウィルはジェシカの異変に気づいた。


  「おい、まさか、動けないのか？」


  　虹色蝶グランツフイーで周囲の状況を認識できるジェシカが、黒狼に気づいていないわけがない。だが、彼女は高所恐怖症なのだ。


  　見えていても、恐怖で体がついていかないのだ。発作こそ起こしてはいないようだが、操船できるようには見えなかった。


  　お互い、独りで飛べないことなど分かりきったことだったはずなのだ。


  「ジェシカ、避よけろ！」


  　叫びながら、ウィルは機首を上げて急減速を促す。ジェシカ機のすぐ後ろに黒狼が迫っているのだ。


  　ウィルの声にも、ジェシカは強こわ張ばった顔のまま身じろぎもできなかった。


  　ウィル機がようやくジェシカ機に並ぶが、少し遅かった。


  　グルァァァァァァァァァァァアッ──！


  　大気を震ふるわす、黒狼の咆ほう哮こうが轟とどろいた。


  　そして、黒狼の体がひと回り大きく膨ふくれあがった。


  「なんだ──っ？」


  　疑問の答えは、すぐに返ってきた。


  　膨れあがった黒狼の体が、一気に弾けた。


  



  　ヒュババババババババッババババババッババッ──弾けた破片が、弾丸のように飛んできた。


  



  　体毛を矢のように射出したのだと気づいたのは、全てが終わってからだった。


  「ぐっ！」


  　とっさに機体を横に振るが、散弾のように撃ち込まれたそれを躱かわすには鈍すぎた。


  　ガチチチチチチッ──火花を散らして、黒い雨が船体を打ちつける。


  　翼よく貝がいの突進にも堪たえきる〈霞か曲きよく〉の船体である。黒の散弾にもなんとか飛行を続けるが、もう一機はそうはいかなかった。


  「ジェシカッ！」


  　ジェシカの髪から、無数の茨いばらが突き出していた。彼女の茨には自衛迎撃機能がある。ジェシカ本人が震ふるえていても、その責務は果たしたのだろう。


  　なんとかその身は無事だったようだが、ポンコツの翼つばさ舟ぶねはそうはいかなかった。


  　翼は為なす術すべもなく砕け散り、船体にもいくつもの弾だん痕こんが穿うがたれていた。


  　ゴッ──霧む鍵げん機関が火の手を上げる。


  　そして、その状況でジェシカが無事であるはずがなかった。


  　ビクンと体を震わせると、操縦席からずり落ちる。


  　──発作だ！


  　宙に放り出されたジェシカは、ガクンと命綱に引き留とめられるが、その命綱が繫つながる翼舟も墜落を始めているのだ。


  「当たれっ！」


  　墜おち行く翼舟を狙ねらって、ウィルは銃じゆう機き槍そうの引き金を引いた。


  　ジャラララララララッ──撃ち放たれたのは、弾丸ではなく鎖だった。


  　ボウガン状の発射台から撃ち出されたそれは、なんとかジェシカの翼舟を捉えた。ギリギリと〈霞曲〉の翼が軋きしみ、落下を止められた。


  　トンッ──そこで、機体が小さく揺れた。振り返ると、そこに黒こく狼ろうの赤い眼球があった。


  　捕まえられたのだと理解するのに、数秒の時間が必要だった。


  　──やられた……！


  　ウィルが身を強こわ張ばらせたときだった。


  



  　──レ……ン…………────


  



  「え……？」


  　風に紛まぎれて、そんな言葉が聞こえたような気がした。同時に、ピタリと黒狼が足を止める。


  「誰……？」


  　レンが、呆ほうけたような声で呟つぶやく。


  　黒狼を見上げると、それまでの凶暴さが噓うそのように静かな目をしていた。むしろ慈いつくしむかのような、温かな眼まな差ざしである。


  　そして、その視線はレンに向けられているように思えた。


  　──なんだ……？


  　ウィルが困惑していると、そこにケイトが追いついてきた。


  　ガンッ──ガンッ──銃じゆう機き槍そうの銃火が掠かすめ、黒こく狼ろうはトンッと後ろに飛び退のく。


  　銃火が効いているようには見えなかったが、黒狼は獲物の隙すきを窺うかがうように一度旋回すると、やがて退ひいていった。


  「レン、無事か？」


  　レンは、すでに震ふるえていなかった。ただ、置いていかれた子供のような寂しそうな顔で、黒狼の背を見つめていた。


  　ひとまず無事であることを確かめて、ウィルはジェシカの機体を引き上げ始めた。


  　炎上は収まっていたが、翼つばさ舟ぶねはボロボロだった。そこから宙づりのジェシカも、意識はあるようだが顔を押さえて身動き一つ取れない。


  　──惨敗──


  　言い訳のしようもないほどに、為なす術すべもなかった。


  　敵襲に遭って、ジェシカが飛べなくなることは分かりきっていた。ウィルは、ジェシカを守らなければならなかったのだ。それがバディなのだから。


  　なのに、何もできなかった。


  　敵を追い払うことも、ジェシカを逃がすことも、反撃の一つ──いや、回避の一つすらできなかったのだ。


  　本当の意味で飛べなかったのは、ウィルの方だった。


  　できるはずのことが、できなければならないことが、何もできなかったのだから。


  　ジェシカと二人なら、界かい竜りゆうすらも圧倒したのだ。


  　それが、この様ざまは一体なんだ。


  　ウィルは宙吊りのジェシカを助けることすら、ケイトの手を借りずには完かん遂すいできなかった。
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  「──それで、あの化け物はなんだったの？」


  　腕を組み、深刻な面おも持もちでケイトがそう訊きいてきた。


  　そこは安宿の二人部屋だった。狭いスペースに小さなテーブルと椅い子すが一つずつあり、ケイトはそちらに腰掛けている。


  　ウィルの方は壁にもたれかかっており、ベッドの上ではレンが膝ひざを抱えて蹲うずくまっていた。


  「知るかよ。知ってたら、対策くらい考えてた」


  　得え体たいの知れない怪物に襲おそわれ、翼舟一機を失い、搭乗者および乗客が昏こん倒とう。むしろ、死人が出なかったことが奇跡的である。


  　さすがに航こう行こう不能に陥おちいったウィルたちは、近くの島に降りていた。


  　呻うめくウィルに、ケイトが困ったような顔をした。


  「嚙かみつかないでよ。こんなときまで仲間割れするつもりはないわ」


  　そう言われて、ウィルは自分がよほど剣けん呑のんな顔をしているらしいことを自覚した。


  「……悪い。気が立ってた」


  　ジェシカ機の損傷は、中破といったところだった。霧む鍵げん機関さえ修理できれば、なんとか飛べるはずだ。現在は停留所に預けている。中古ならば、部品もある程度は工面できるかもしれないという話だ。


  　当のジェシカは、まだ目を覚まさない。島にたどり着くと同時に、いつものように気を失うように眠ってしまった。今は隣の部屋で休ませている。


  　ちらりとレンに目を向けるが、彼女もよほど恐ろしかったのか、魂が抜けたように放心していた。


  　ウィルは気を落ち着かせるように大きく呼吸をした。


  「あれはたぶん、霧む妖ようじゃない」


  「空であれほどの機動力よ？　霧妖でなくて、なんだというの？」


  「俺は、ハイフォニアであれを見てる」


  「……なんですって？」


  　順を追って、ウィルは説明することにした。


  「昨日、空港で人が殺されたのは知ってるか？」


  「ええ。とは言っても、新聞ニユースで見た程度のものだけれど」


  　レンを気にしながら、ウィルは続ける。


  「殺されたのは、俺の知り合いだったんだ。だからそっちを調べてて、あの狼おおかみに出くわしたんだ。そのときは何もされなかったし、別に追ってくる素そ振ぶりもなかったんだが…………」


  「──その人、レンに〈封書〉をくれた人です？」


  　話は聞いていたらしい。レンが暗い声で呟つぶやいた。


  　ウィルはかなり迷ったが、ここで噓うそをついてもいずれ分かることだ。正直に話すことにした。


  「……そうだ」


  「そう、ですか……」


  　ケイトが沈痛そうな顔をした。


  「依頼人、だったの？」


  「ああ」


  「あの怪物に殺された、ということかしら」


  「いや、そういうわけじゃないらしい」


  　犯人はザックスだ。それは襲撃されたときの彼の言葉から、レンも気づいているだろう。ただでさえ動揺している彼女に、それを今突きつけることもないかと、ウィルは曖あい昧まいに頷うなずいた。


  「ただ、あの黒こく狼ろうの狙ねらいはなんだ？」


  　そう呟つぶやくと、自然と視線はレンへと集められる。


  　──黒狼の狙いは、レンなのか？


  　ザックスはレンが《フェンリル》の手がかりだと言った。〈封書〉の配達先にもその名前があり、同じ依頼人がレンにも〈封書〉を送っている。確かに関わりがないとは思えない。


  　ヒルダの話では、《フェンリル》というのは神を殺した魔獣の名だ。狼おおかみのような姿で描かれることが多いらしい。


  　ウィルは郵便鞄かばんの〈封書〉を意識した。


  「あの黒狼、俺は霧む鍵げん式しきなんじゃないかと思う」


  　そう言われて、ケイトはふむと頷いた。


  「あり得ないことではないわね。でもその場合、相当な力の持ち主ということになるわね。ほとんど本物の生き物のように見えたのだから」


  　霧鍵式では無機物しか紡つむげない。似せて創ることはできるが、根本的に生物に関するものは精製できないのだ。


  「ヒルダから聞いたんだが、《フェンリル》って霧鍵式は実在するらしい。で、〈封書〉の受取人の名も《フェンリル》だ」


  「つまり、あの黒狼……というより、あれを操る霧鍵士が受取人だと言うの？」


  　少し考えて、やはりウィルも首を横に振った。


  「いや、それだといきなり攻撃される理由が分からない」


  　それでも口に出したのは、全てがその《フェンリル》の名前に収束しているということを確かめたかったからだった。


  　──ただ、そこにレンはどう関わってるんだ？


  　レンは何も覚えておらず、何も持っていない。


  「……それでも、レンはあの場所に行きたいです」


  　ボソリと、レンがそう呟いた。


  　──《フェンリル》機関、か……。


  　これもヒルダから聞いた情報だ。恐らくはそこが目的地なのだろう。


  　レンがそこに身を置いていたとすると、どういった立場だったのだろうか。あまり口に出してはいなかったが、こんなときに口にするというのは、もはや義務感にも似た執しゆう着ちやくに見えた。


  　──今は、関係のないことだ。


  　首を横に振ると、ケイトが問いかけてきた。


  「それで？　これからどうするの？」


  「〈封書〉は届ける」


  「ジェシカは？」


  「いっしょに飛ぶ」


  「翼つばさ舟ぶねはどうするつもり？」


  「ここに置いていくしかない」


  「三人乗りで飛ぶつもり？」


  「仕方ないだろ？」


  　レンという荷物があっても、ジェシカとならばあの黒こく狼ろうにも後おくれは取らなかったはずだ。少なくとも、ウィルはそう確信している。


  　ケイトは難しそうな顔をした。


  「その場合、私はそれを〈渡り鳥協会〉に提出しなければならないわ」


  「おい」


  「同情はするけれど、私は査察官としてここにいる。あなたたちが飛んだことは、もう〈渡り鳥協会〉も把握しているわ。〈渡り鳥〉が〈渡る〉以上、何が起こったとしても配達は完かん遂すいしなければならない。何が起こってもよ。それを確かめるために、私は派遣されたの」


  　ケイトとて、悪意があってウィルたちに不利な証拠を提出しようとしているわけではないのだ。それは分かるが、それを提出されればウィルとジェシカは飛べなくなる。


  　頭を抱かかえるウィルに、レンが声を上げる。


  「レンじゃ、駄目ですか？」


  「お前が？」


  　確かに、翼舟の修理自体は不可能ではない。


  「──無理よ」


  　ウィルが首を横に振る前に、ケイトが断言した。


  「雲うん界かいを渡るということは、霧む妖ように挑むということよ。熟練の〈渡り鳥〉が毎日のようにどこかで命を落としている。私も、ウィルたちも命を削けずって空を飛んでるの。そんな空を渡る力が、あなたにあるの？」


  「……ないです」


  　厳しい言葉だが、ケイトなりの優しさなのだろうと思った。


  　レンの気持ちは嬉うれしいが、気持ちだけで飛べる空ではない。それで飛べるなら、ウィルとジェシカは半年前に雲界の底へたどり着いている。


  　気まずく、三人は沈黙した。


  「……飛ぶわ」


  　カチャリと音がして、振り返るとジェシカが顔を見せていた。いつの間に目を覚ましたのか、話を聞いていたらしい。


  「ジェシカ……」


  「私は、飛べる。翼つばさ舟ぶねを、直し────」


  　言いながら、フラリと揺れるジェシカに、ウィルは慌てて駆け寄った。


  「いいから寝てろ。お前、顔が真っ青だぞ」


  　ただでさえ、高所恐怖症を押して独りで飛んできたのだ。その上発作まで起こしたジェシカは、目に見えて憔しよう悴すいしきっていた。


  「飛ぶの。こんなところで、また翅つばさを失うのは嫌いや」


  　ジェシカは本来、翼舟を頼らずとも、背中に己おのれの翅を持っていたのだ。それが破られ、撃墜された。


  　空を失うことへの恐怖は、ウィル以上のはずだ。


  　そこで、ウィルはようやく気づいた。


  「お前、もしかして、だから独りで飛んだのか？」


  　ヒルダを頼り、〈渡り鳥協会〉の査察をひとまず誤ご魔ま化かすことはできる。


  　だが、それでは根本的な解決にはならない。ヒルダとて、それは指摘していたはずだ。


  　──小しよう妹まいはきっと最後まではついてゆけないのです──空の最果てまでは到底届かない──


  　ウィルとジェシカの夢を認めてくれても、そこまで飛べると言えるものはいない。


  　最後には、やはりウィルとジェシカしか残らないのだ。だから、飛べるということを証明しなければならなかったのだ。


  　ジェシカは答えなかったが、屈くつ辱じよくを堪こらえるように唇を嚙かみしめる姿は、言葉以上に雄弁に語っていた。


  「だったら、なんでひと言────」


  　言いかけて、ウィルはようやくジェシカが怒っていた理由に気づいた。


  　──俺も、ジェシカに何も言わなかったじゃねえか……。


  　召しよう喚かん状じようのことを、ウィルはジェシカに黙っていた。彼女に独りで飛ぶようなことをさせたくなかったから、一人でどうにかしようとした。


  　それが、そもそもの間違いだったのだ。


  　ウィルが犯した一番の間違い──それは──


  



  　──俺は、ジェシカを信頼してなかった。


  



  　──〈蝶ちようと鯱しやち〉はウィルとジェシカの事務所──


  　口ではそう言いつつも、ウィルはこれだけ深刻な事態を、ジェシカに隠した。


  　初めからウィルがそれを打ち明け、二人で考えていれば、先ほどの航こう界かいでもあそこまで無様な姿を晒さらさずに済んだかもしれない。


  　ジェシカとて自分の発作は理解しているのだ。独りで飛べば、いざというときに動けなくなることくらい分かっていたのだ。話せば、きっと頼れる部分はウィルを頼ってくれたはずだ。


  　ウィルが独りで抱え込んだから、ジェシカはウィルを頼ることができず、独りで飛ばざるを得なくなった。結果、発作を起こすまで追い詰められて。


  　全てが、裏目に出たのだ。


  　──今からでも、間に合うのか？


  　ウィルは、ジェシカの肩を摑つかむと体から放し、正面から顔を見据えた。


  「翼つばさ舟ぶねは俺が直す。お前がやることは、航こう界かいできるだけの体力を蓄えることだ」


  「……命令しないで」


  「命令じゃない。頼んでるんだ。俺は、まだ約束を果たしてない。……頼むよ」


  　ジェシカは不服そうに睨ねめつけてくるが、やがて折れたように頷うなずいた。
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  「あの、なんでレンについてくるですか？」


  　深夜。


  　ジェシカはウィルに言われた通り眠ってしまい、ウィルはウィルで翼舟の修理に出かけてしまった。


  　レンも休んでおくべきなのだろうが、一度にいろんなことが起こったのだ。とてもではないが眠れそうにはなかった。


  　目が冴さえてしまい、一人当てもなく街に降りてみたのだが、そこになぜかケイトがついてきていた。


  「もう暗いわ。一人で出歩くと危ないわよ？　それに私、あなたのことよく知らないわ。どうしてウィルたちについて来ているの？」


  　時刻はすでに晩の十二時を回っている。


  　そう言われて、レンは絶句した。


  　──ウィルたちはこの人に何も説明してないですか……！


  　とはいえ、「記憶喪失だから身元を探してやってるんだ」と言われても、胡う散さん臭くさくて誰も信じないだろうというのも分かる。


  　ケイトは知りたいと思ってくれたらしい。だから、レンは正直に話すことにした。


  　ふふんと得意げな笑みを浮かべ、ピンと人差し指と三つ編みを伸ばして。


  「実は、レンは自分が誰なのか分からないです。目が覚めたら裸でトランクケースに放り込まれてたです」


  「は……？　それ、本当？」


  　これまでの経緯を話すと、ケイトは困惑しきった顔をした。


  「──ウィルが馬鹿なのは知っているけれど、あの子ジエシカが人助け？」


  　理解できない、というよりも常識では説明のつかない怪奇な話を聞かされたかのような、怪け訝げんそうな顔だった。


  　それが逆に、レンは意外に思えた。


  「レンの話、信じるですか？」


  「噓うそをついているようにも見えないし、あなたの説明には筋が通っていたわ。ちょっと驚いたけれど、信じられないほどではないわ」


  　そう言われて、レンはふむと頷うなずいた。


  「どうかした？」


  「はい。レンは、実は頭が良いんじゃないかということに気づいたです！」


  「そ、そう……。良かったわね」


  「む、納得してないですね？　レンは優れた洞察力でとんでもない事実に気づいたです」


  「何かしら？」


  　意外につき合いの良い人だった。


  　きちんと相づちを打ってもらえたことに満足しつつ、レンは胸を張ってこう断言した。


  



  「ウィルは、罵ば倒とうされることを喜んでるです！」


  



  「は……え？　いや、え？　でも……」


  　ケイトの声から、瞬またたく間に自信が失われていく。彼女も、明確な反論は思いつけなかったようだ。


  「ジェシカと言い合うウィルは、どこまでも生き生きしてるです。間違いないです！」


  「うぅっ、た、確かに……っ！」


  　ウィルやジェシカよりも聡明だろうケイトが、論破されていた。


  　だからこそ、レンはウィルが怒りそうなことを選んで口にする。


  　当のウィルが聞いたら泣き崩れて否定するだろう認識だった。


  　しかし、ジェシカの罵倒に反応するウィルが、なんだか生き生きしているように見えるのもまた、いかんともし難い事実だった。


  「そんな……。まさか被ひ虐ぎやく嗜し好こう者しやだったなんて……。だから、あの子なの？」


  　知ってはならない秘密を知ってしまったかのように、ケイトがフラリと壁に倒れかかった。


  「──って、ちょっとお待ちなさい」


  　愕がく然ぜんとするケイトを尻しり目めに、レンはコソコソとその場を立ち去ろうとした。襟えり首くびを捕まえられ、レンが奇妙な悲鳴を上げる。


  「うぎゅ、なんで止めるですか？」


  「あなた、ウィルの話が確かなら……その、被ひ虐ぎやく嗜し好こう者しやというのではなく、宿での話よ？　あなたは狙ねらわれているのよ？」


  　だから、わざわざレンについてきてくれたらしい。


  「む、レンは素晴らしい洞察力ゆえに、さっきの犬さんも暴力入れ墨男もレンのファンだろうことは見抜いているです」


  「ファンって……。いえ、あなたまさか、それでウィルたちから離れたの？」


  「いいえです。空で〈渡り鳥〉より速く飛べる者はいないってウィルが言ってたです。だから大丈夫だと認識したです」


  　ハイフォニアの焰ほむら使いや、雲うん界かいで襲おそってきた黒こく狼ろうが、すぐに追いつくことは難しい。だからこそ、ウィルもレンを置いて翼つばさ舟ぶねの修理に取りかかっているのだ。


  「そうでしょうけど、他にそういった連中がいないとは限らないのよ？」


  　その忠告に、レンはえへんと胸を張った。


  「レンは賢いので、追いかけられても一人で逃げ切れるです。それに──」


  　言いながら、レンは暗い空を見上げた。


  



  「あの犬さんは、レンを殺しにきたわけじゃないと思うです」


  



  　最初は、怖いと思った。


  　攻撃されて、ジェシカも墜おちるところだった。


  　だが、そのあと立ち止まってからは、違ったのだ。


  　──あったかい目だったです……。


  　あの目は、どこかで見たような気がする。だというのに、思い出せない。そもそも、あんな恐ろしい怪物に親しみを覚えている自分が、まともだとは思えない。


  　──レンは、どこから来たですか……？


  　それが、レンがフラリと宿を抜け出した本当の理由なのだ。


  　──ジェシカは、答えを知ってそうだったです。


  　しかし答えを聞く前にウィルとジェシカはケンカを始めてしまった。そして今度は寝込んでしまっている。他に、問いかけられる相手はいない。


  「どうして、フェイは何も教えてくれなかったですか……」


  〈封書〉の差出人だ。


  　レンのことをなんでも知っていそうだったのに、何も教えてくれなかった。


  　小さく肩を落とすと、そっと頭を撫なでられた。


  「馬鹿ね。辛つらいときは辛いって言っていいのよ？　言わなければ、鈍感な男なんて何も気づかないのだから」


  　レンはぐしゅりと洟はなを啜すすると、ケイトにしがみついた。


  「……ケイトはもっと怖い人かと思ったです」


  「心外ね。ウィルが、私が怒るようなことばかりするからよ」


  「……ケイトは、ウィルが好きですか？」


  「んなっ、わ、わたひは、なっ、そんなことっ！」


  「やっぱり嫌いですか？」


  「好きって、ああ……そういう意味ね」


  　何を慌てているのかレンには分からなかったが、ケイトは仕方なさそうにまた頭を撫なでてくれた。大きな胸から、鼓動の音が聞こえた。


  「そうね……。きっと、好きなんでしょうね」


  　それから、どこか懐かしそうに語り始める。


  「彼は不器用だけど、才能がないわけじゃないの。きちんと練習すれば、きっと私なんかより上う手まく飛べるはずなのよ」


  「ジェシカは下へ手ただって言ってるですよ？」


  「今は下手よ。でも、分かる。……学校に入る少し前のことよ。私、こういう性格だから嫌われることも多くて、一度呼び出されたと思ったら大勢に囲まれて、どうしようもなくなったことがあったの。そんなときだったわ。ウィルがひょっこり現れたのは」


  「どうなったですか？」


  「全員やっつけちゃったわ。十人以上いたのに……」


  　心臓の音が速くなるのが分かった。


  「そのとき、私は見たのよ。彼が飛ぶのを」


  「飛ぶって、空をです？」


  「ええ。人を踏み台にして、空を飛んだのよ。それで着地したと思ったら、地を這はうように襲おそいかかるの。たぶんあそこにいた人には、ウィルがどこから襲ってきたのかも分からなかったでしょうね。それからよ、彼がオルカなんて呼ばれ始めたのは」


  　すると、今度はどこか腹立たしさの滲にじんだ声で続ける。


  「なのに、あの彼は私のことなんてまるで覚えてなくて、学校で会っても全然気付いてくれなくて……はっ、そうじゃなくて！　彼は不器用なのよ。翼つばさ舟ぶねに跨またがると、全然駄目だったのよ」


  　それから、どこか寂しげな声でこう締めくくった。


  



  「私は、空の鯱オルカが見たいの。飛べない蝶ちようなんて、見たくない」


  



  　──ケイトは、ウィルと仲良くしたいですね……。


  　彼女が、ウィルに憧れを持っているのはよく分かった。それでどうして仲良くできないのかは、レンには理解できないが。


  　──レンにとってのフェイは、そういった人だったですか？


  　ポケットの中の〈封書〉を意識する。ケイトのそれとは、やはり少し違う気がする。


  　ただ、レンは何度もこれを見返してしまう。それでも大したメッセージも籠こもっていないのに、何かを期待しているわけではないつもりだが、なぜか読み返したくなってしまうのだ。


  　そうしていると、ケイトがヒョイと体を離した。


  「さあ、そろそろ戻りましょう？」


  「はいです」


  　ケイトと話せたことで、気分もだいぶ楽になれた。


  　そうして、宿に引き返そうとしたときだった。


  



  「話は終わったさ？」


  



  　背後から届いた声に、レンとケイトは硬直した。


  　そこに、入れ墨の男が立っていた。さすがに〈傀く儡ぐつ師し〉と呼ばれた中年の男の姿はないが。


  「どうしてここに──っ」


  〈渡り鳥〉でもない限り、ここまで追いつけるはずがない。それに、ハイフォニアではヒルダに撃退されたはずだ。


  　こんな短時間で、追いつかれるはずがなかった。


  　ケイトが腰の銃じゆう機き槍そうに手をかけるが、目の前の敵に対しては、あまりに遅すぎた。


  「──戦う姿勢は立派だが、今はあんたに用はないさ」


  　ドスッ──下から突き上げる男の拳こぶしが、ケイトの胸落に突き刺さっていた。


  「は、ぅ……っ」


  　地面から足が離れるほどの一撃に、ケイトが堪たまらず崩れ落ちた。


  「ケイト！」


  「別に殺しちゃいないさ」


  　駆け寄ろうとして、あっさり男に捕まってしまった。


  　──どうしたら良いです？


  　今の一手を見ただけでも、レンが何かするより速くこの男に殴り倒されるだろうことは分かった。


  「あんま無駄なことは考えるな。俺も無抵抗な女に刃物は向けたくはないさ」


  　ウィルと斬きり合っていたときの、楽しそうな笑みはそこにはなかった。


  　男が槍やりを握ったことで、レンよりもケイトの方が狙ねらわれるのだと分かってしまった。男にとってレンは利用価値があっても、ケイトにはないのだ。男の気まぐれ一つで殺されかねない。


  　レンがおとなしく従うと、男はホッとしたように槍やりを引いた。


  「あんたは確かに賢明さ」


  　一体いつから見張られていたのか、レンたちの会話は聞かれていたらしい。


  「む、レディの話を盗み聞くのはおっぺけぺーのすることです」


  「それ、どこのスラングさ？　意味分かんねえさ」


  　悪態をつくレンに、男は頭痛を覚えたように額ひたいを押さえた。


  「まあ、それはいいさ。それより一つ訊ききたいことがあるさ」


  



  「あんた、なんでまだ生きてるさ？」


  



  　男は、まるで幽霊でも見たような顔でそう言った。
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  　ウィルがケイトを見つけたのは、彼女たちが襲おそわれてから一時間近く経過してからだった。


  　翼つばさ舟ぶねの修理の合間に、ジェシカとレンの様子を見に行って、レンとケイトがいないことに気づいたのだ。


  　嫌いやな予感がしてすぐに捜し始めたのだが、土地勘も何もない初めての島だ。見つけるまでに一時間も浪費してしまっていた。


  　幸い、ケイトに大きな怪け我がはなかった。ただ、そこにレンの姿はなかった。


  「──あの入れ墨の男──ザックスって名乗ったかしら。あいつだったわ」


  　宿に戻ると、ケイトは苦々しい表情でそう語った。


  「どうやって追いかけてきたんだ？　まさか、瞬間移動みたいなことができるのか？」


  　街で流行のゴシップでは、ときおりそういった話も登場する。


  「霧む鍵げん式しきじゃ空間は飛べない」


  　そう答えたのはジェシカだった。彼女もこの騒ぎで起きてきていた。


  　顔にはまだ疲労の跡が残っているが、ジェシカは金色の髪を櫛くしで梳ときながらウィルに目を向ける。


  「これからどうするの？」


  「……〈封書〉を届ける」


  「レンは？」


  　ウィルは一枚の紙切れを差し出した。倒れていたケイトが握らされていたものだ。


  「──《フェンリル》で待つ。〈封書〉を持ってこい──？」


  　その文面から、《フェンリル》というのが個人、あるいは固体の名称ではなく、地名を指しているのだと分かった。


  　──ヒルダは《フェンリル》機関ってのがあるって言ったな……。


  　その本拠地のような場所なのだろう。


  「あの黒こく狼ろうに追われて、あれが受取人って場合も考えたが、それだとやっぱり座標が指定されてるのがおかしい。こいつの配達先は変わらないってことだ」


  〈封書〉を取り出し、そう言うウィルにジェシカが首を傾かしげる。


  「なぜここで奪わないの？」


  「たぶんだが、あのザックスってやつは街の中じゃ全力を出せないんじゃないか？」


  　焰ほむらを扱う槍やりだが、ウィルと戦ったときはまだまだ余力がありそうだった。全力を出せば、どれほどの範囲が焰に包まれるのか、見当もつかない。


  　ジェシカが首を傾げる。


  「人質がいるこの状況で？」


  「それは……」


  　確かに、ザックスにはレンとケイトの二人も人質がいたのだ。


  　特にケイトはあの男にとって必要な人間ではない。見せしめに何をされてもおかしくはなかったはずだ。


  　それに気づいたのだろう。ケイトが青ざめて肘ひじを抱いた。


  　ウィルは腕を組んで頭を捻ひねる。


  「ちょっと考え難いことだが、あいつ、もしかして無関係な人間を巻き込まないようにしてるんじゃないか？」


  「馬鹿なの？」


  「即答でそこまで言うかなっ？」


  　悲鳴を上げつつも、ウィルはその可能性が低くないと確信していた。


  「俺、あいつと斬きり合っただろ？　で、なんつうか、すげえ真っ直すぐな太た刀ち筋すじだったんだよ。ああいう剣を振るうやつは、意外と筋の通ったことしかしない」


  「槍だったわ」


  「比ひ喩ゆだよ！　俺だって槍と剣の違いくらい分かるよっ？」


  「驚きよう愕がく……。ウィルが比喩という高度な言語を理解した」


  「なんでそんな奇跡でも見るような顔するかなっ？」


  　ゼエゼエと肩で息を漏もらしていると、今度はケイトが信じられないという顔をしていた。


  「どうかしたか？」


  「……いえ、あなたが少し、輝いているように見えて」


  「なんでっ？　今の、どこに輝くところがあったよ！」


  「うるさい。話が進まない」


  　元はと言えばジェシカが始めたことだったような気がするが、ウィルは渋々引き下がった。


  「どちらにしろ、あいつはこの〈封書〉を要求してる。これが手に入るまで、レンに下へ手たな危害は加えないと思う」


  「そうかしら。綺き麗れいな体でいさせてもらえるとは限らないわ」


  　男が女を攫さらって、何もしないと考えるのは楽観が過ぎるということだ。


  「そういうつもりだったら、レンよりケイトの方が狙ねらわれたはずだ。何もなかったろ？」


  　レンとケイトでは、どう考えてもケイトの方がスタイルも顔も良い。ウィルがそう言うと、なぜかジェシカが不快そうな顔をした。


  「世の中には嗜し好こうのおかしな人間もいるわ」


  「いや、それを言い出したらキリがないだろうが……」


  　ため息を漏もらしながらも、ウィルは指を一本ずつ折っていく。


  「一つ、攫われたレンがいるのは配達の目的地だ。二つ、それでも俺たちは〈渡り鳥〉だ。配達は最速でなければならない」


  　どちらも分かりきったことだ。


  　それから、三本目の指を折る。


  「三つ目──俺たちは飛べるってことを証明しなきゃならない」


  　ケイトが、気まずそうに俯うつむいた。


  「だったら、俺たちのやることなんか、初めから決まってる。何も変わらない」


  　そう言って、ウィルは立ち上がった。


  



  「最速で〈封書〉を届けて、レンも無傷で取り返す」


  



  　ケイトが、ポカンと口を開いた。


  「できると思ってるの？」


  「俺たちが目指してるのは空の最果てだ。こんなところでもたついてる暇ひまはないぜ」


  　ジェシカが確かめるように問いかけてくる。


  「翼つばさ舟ぶねは？」


  「飛べる」


  　中古の部品をかき集め、なんとか霧む鍵げん機関を修復しただけだ。飛べることは飛べるが、戦闘には到底堪たえられそうもない。


  　それでも、ウィルはそう答えた。飛べる手段があるなら、ジェシカは飛ぶのだから。


  「なら飛ぶ」


  「ああ」


  　それだけで、十分だった。


  　──なんで俺、黙ってようと思ったんだろうな。


  　今思うと、愚かな考えだった。


  　ジェシカは、どれほど怖くとも、自分より操縦の下へ手たなウィルに命を預けてきたのだ。


  　今さら、この程度の状況で何を恐れていたというのか。同じ機に乗れずとも、共に空を飛ぶことに変わりはなかったというのに。


  　それから、ケイトに目を向けた。


  「俺たちは行く。お前はどうする？」


  　ケイトが呆あきれたようにため息を漏もらした。


  「査察官の私が飛ばなくて、誰があなたたちを見届けるの？」


  「だったらこの島にもう用はない」


  　ウィルがそう言うと、ケイトが無情にもこう言ってきた。


  「そうね。精算をお願い」


  　請求された宿泊代は、きっちり四人分だった。
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  　ドサリと、冷たい床の上に放り出されて、レンは小さく呻うめいた。


  「痛いです。入れ墨男は幼いたい気けな少女に暴力を振るう、性倒とう錯さく者しやです。レンは身の危険に打ち震ふるえるです」


  「あんた、なんてこと言うさ！　俺は紳士に扱ったさ？」


  「拘こう束そくされた上に、あんな荷物みたいな運び方は紳士じゃないとレンは主張するです」


  　レンの涙ぐんだ主張に、男──ザックスは困ったように頭を搔かいた。


  「こいつは元々移動用の手段じゃないさ。それにあんた、結構危ないさ。その程度の拘束で済ましてるだけ、感謝してほしいくらいさ」


  　床に放り出されたレンは、両腕を背中で拘束されていた。手て枷かせを嵌はめられているのだ。


  「〈霧きり〉は一定の振動を与えると性質を変化させるさ。霧む鍵げん式しきはどれもその原理で発現する。その手枷は、その振動ってやつを妨害ジヤミングする音を出してるさ。壊したけりゃ腕力に訴えるしかないさ」


  「じゃあ腕力です！　さあ入れ墨男、その槍やりを貸すです」


  「……あんた、人の話を聞かないって言われないさ？」


  「言われないです！」


  　──あったとしても、レンは覚えてないです。


  　妙な自信を持って答えると、ザックスは疲れたようなため息を漏らした。


  「あんた、結構面倒臭いさ」


  　しかし、さすがにザックスの元から逃げ果おおせるのは難しそうだ。


  「なんでこんな手枷が必要です？　レンは霧鍵士じゃないです」


  「あんたがそう思ってるだけで、そうじゃないかもしれない」


  「……？　どういう意味です？」


  「《フェンリル》に関わって生きてるあんたは、異常だってことさ」


  　その名前が、目的地も表わしていたことを思い出し、レンは周囲をキョロキョロと見回す。


  「ここはどこです？」


  「あんた、本当に覚えてないんだな」


  　そこは、小さな孤島だった。近くに島の影は見当たらない。完全に空で孤立しているようだ。


  　建物の跡はあるが、完全に倒壊していて見る影もない。ただ、家具の手合いも見当たらず妙に薬品くさいことから、住居ではなく何かの施設だったのではないかと推測できた。


  　ザックスは瓦が礫れきの一部を蹴け飛とばす。そこに、金属の看板らしきものが見えた。


  「霧む鍵げん式しき研究所、その中でもこう呼ばれていた場所さ」


  　そこで言葉を切ると、レンの反応を確かめるようにザックスは顔を覗のぞき込んできた。


  



  「通称《フェンリル》機関──フェイ＝リェイチュアンが設立した〈七つの鍵かぎ〉研究施設さ」


  



  「《フェンリル》……」


  　つまり、フェイが届けろと言ったのは、人の名前ではなく、この場所の名前だったのだ。


  　──つまり、ここがレンが行きたかった場所……。


  　そう気づくと、ドクンと胸が鳴った。


  



  　──ここに、───が、来る……──


  



  　込み上げてきた言葉に、レンは「え？」と声を上げた。


  　──レンは今、何を思いだしたです……？


  　確かに、何かを思い出したというのに、それが泡のように消えてしまった。


  　ザックスはマジマジとレンの顔を眺めるが、やがて仕方なさそうにため息を漏もらした。


  「ここで研究されていた《フェンリル》って霧鍵式が、俺らには重要なものなのさ」


  「ここがこんなふうになってるのは、入れ墨男の仕し業わざです？」


  「俺たち、さ。さすがにオリジナル相手に独りで挑むほど、馬鹿じゃないさ」


  　──オリジナル……？


  　レンは眉まゆを顰ひそめた。〈七つの鍵〉という単語と絡めれば、その意味も想像がついてくる。


  　しかし、ここを襲おそったはずのザックスが、未いまだ同じ場所に舞い戻っているということは──


  「手に入らなかったですか？」


  「……まあ、そういうことさ」


  　レンは空で遭遇した、あの黒こく狼ろうを思い返した。


  　──あの犬さんのことです……？


  　ウィルの話では《フェンリル》というのは神話に出てくる狼おおかみの姿をした神獣らしい。それを真ま似ねたような黒狼が、このタイミングで現れたのだ。無関係ということはあり得ない。


  　だが、それを親切に教える必要もあるまい。


  　レンが黙っていると、ザックスは独り言のように続ける。


  「さて、その《フェンリル》が今どうなってるにしても、ここに何かしらの手がかりがあるはずなんだが」


  　改めて瓦が礫れきの山でしかない建物を見渡し、レンは妙な気持ちになった。


  「……レンも、ここにいたですか？」


  「その通りさ」


  　そう言われても、レンは何も思い出すことはできなかった。


  　──ここで、レンは何をしていたですか……。


  　何を見て、何を思っていたのだろう。


  　それを思い出させるために、ザックスはレンをここに連れてきたのだろう。レンも記憶の手がかりが見つかるかもしれないと、あえて抵抗はしなかった。


  　だというのに、何も感じるものはなかった。せいぜい、先ほど奇妙な期待が込み上げてきただけだ。その期待の正体も、レンには分からない。


  　さすがに落胆しかけて、疑問を覚えた。


  「ここの場所を知ってるなら、どうしてウィルたちをおびき寄せるです？」


  　ウィルたちがこの孤島に呼び出されたことは、レンも知っている。


  　レンの記憶に刺激を与えることが目的なら、ウィルたちまで呼び寄せる必要はないはずだ。


  　ザックスは懐から一枚の封筒を取り出した。


  「こいつさ」


  「それは、レンのです！　返すです！」


  　唸うなり声を上げると、ザックスは意外そうに片目を大きくした。


  「分からないさ。何も覚えてないのに、なんでこれにだけは執しゆう着ちやくするさ？」


  「入れ墨男には関係ないです！」


  　ザックスはふんと鼻を鳴らした。


  「──だったら、せいぜい大事に持っとくさ」


  　そう言って、レンのポケットへ〈封書〉を返してくれた。それもねじ込むような乱暴さではなく、大切なものを扱うように丁てい寧ねいに。


  　まさか普通に返してもらえるとは思わず、レンもポカンと口を開いた。


  「話の続きさ。《フェンリル》は、そこに刻まれてるフェイって男が隠した。〈封書〉を見た限りじゃ、見つけるための仕掛けは確かに残されてるさ」


  　その言葉から、なぜフェイの〈封書〉がああも分かりにくいものだったのか気づいた。


  　──レン以外の人間に読まれる危険があったですか……。


  〈渡り鳥〉でも、ザックスに襲おそわれれば〈封書〉を守りきれるとは限らない。それに、今こうしてレン自身が奪われて読まれている。


  　だから、分かりやすいメッセージを残すわけにはいかなかったのだ。


  　むしろ、そこに存在する一切合切を記録してしまう〈封書〉で、よくもそこまで情報を規制できたと感動すら覚える。


  「ウィルたちが運ぶ〈封書〉です？」


  「そういうことさ」


  　ふむ、と頷うなずいて、レンはやはり首を横に振った。


  「だったら、なんであのとき〈封書〉を取りに行かなかったです？　ウィルは馬鹿だからレンを盾たてにすれば従ったです」


  「そいつは、俺の信条に反するさ」


  　そう言って、ポンと槍やりを叩たたいて見せる。


  「それに、こうすればやつは必死で抗あらがうだろう？　俺はそういう姿を見るのが大好きさ」


  　真っ直すぐなようで歪ゆがんでいる。歪んでいるようで、やはり真っ直ぐでもある。


  　──入れ墨男は、真っ直ぐに歪んでるです。


  　恐らく本人には揺るぎない信念のようなものがあるのだろう。ただ、それは他者には理解できない、歪んだものなのだ。まるで折れた針か何かのようだ。


  　それから、レンへ目を向けてくる。


  「とはいえ、連中がここに来るまで、まだ時間があるさ」


  　その目が妙に冷たく見えて、レンは後あと退ずさった。床に転がった状態では、芋いも虫むしのように身じろぎするのが関の山だったが。


  



  「ちょいと、暇ひまつぶしでもするさ」


  



  　そう言って、ザックスの手がレンへと伸ばされた。


  第五便　ジェシカの空


  



  「──黒こく狼ろうが、現れるってのか？」


  　早朝。


  　翼つばさ舟ぶね停留所にて、機体に跨またがろうとするウィルに、ジェシカが声をかけてきた。


  「あれはきっとまた来る」


  「でも、レンは今はいないんだぞ？」


  　黒狼が狙ねらう理由が、ウィルたちにあるとは考え難い。レンが目的だったはずだ。


  　ジェシカは金色の髪をフワリと揺らし、首を横に振った。


  「でも、来る」


  　ここまで頑かたくななジェシカというのも、少し珍しい。


  　ウィルは逡しゆん巡じゆんしながらも、頷うなずいた。


  「分かった。そのときは、俺がなんとかする」


  「あなたの腕でどうなんとかするつもりよ」


  　呆あきれたような声でケイトが言う。


  「考えがないわけじゃない。下へ手たくそは下手くそなりに、飛び方があるさ。空がどう恐ろしいのかは、人一倍理解してるつもりだからな」


  　そう言って、ジェシカに目を向ける。


  「ジェシカはとにかく陸地に降りろ。俺が失敗したら、地面の上で勝負をつける」


  　黒狼は得え体たいの知れないところがあるが、二人がかりで倒せないとは思わなかった。


  　ジェシカは不服そうに目を細めたが、今の彼女が空で挑むよりは勝算が高いと判断したのだろう。いかにも渋々といった顔で頷いた。


  「……分かった」


  　それからウィルはケイトに目を向ける。


  「ケイト、本当はお前を頼っちゃ駄目なんだろうけど、黒狼が来たときはジェシカを頼む」


  　また動けなくなる可能性が高い。もしものときは、ケイトにジェシカの翼舟をワイヤーで牽けん引いんしてもらう手はずになっていた。


  「私もあなたたちを死なせたいわけではないわ。それは分かっているけれど……」


  「けど？」


  「……〈渡り〉が楽だと考えたことはないけれど、これほど険しいと感じたのも初めてよ。あなたたち、よりによって査察のときにこんな目に遭うなんて、どこまで運がないの？」


  　そう言われて、ウィルとジェシカは首を傾かしげた。


  「まあ、楽だとは言わないけど、そこまで酷ひどいもんでもないだろ？」


  　前回など、界かい竜りゆうに挑まされたのだ。黒こく狼ろうは確かに厄やつ介かいだが、界竜とどちらが恐ろしいかと言えば、もちろんカテゴリーⅠたる界竜である。


  「あなたたちの腕で、どうやって生き延びてきたの？」


  　心底理解できないといった顔だった。


  　そうして、三機の翼つばさ舟ぶねは飛翔した。


  　先頭を行くのはジェシカ機だ。今の機体の状態では、雲うん界かいで加速できるのは一度限りだ。それ以上の安全は保証できない。霧む鍵げん機関に異常が発生すれば、ジェシカは確実に発作を起こす。彼女もそれを理解しているため、できないことはしないはずだ。


  　そんなジェシカの、もしものときのため、ウィルはそのすぐ後ろを飛翔する。査察官であり監視が任務のケイトは最後尾だ。


  　加速のタイミングは、ジェシカに一任していた。


  　速度を考えるなら最初に加速すべきだが、黒狼と交戦になれば減速は免まぬかれない。加速の直後に襲おそわれた場合、目的地までの到着が大幅に遅れることとなる。


  　やがて島を離れて十数分ほど飛行して、ジェシカが手信号で加速を合図してきた。


  　──確かに、加速しないと仕方がない、か……。


  　ウィルはレンが無事だと断言したが、ザックスも男なのだ。確かにケイトが言うようにいつまでも綺き麗れいな体でいさせてもらえるとは限らない。


  　──ジェシカのやつ、レンのことは妙に気にしてるな……。


  　人間嫌いが改善しつつあるならば、ウィルも嬉うれしい。だが、そういうわけでもなさそうだから不思議なのだ。


  　疑問に思っているうちに、ジェシカ機が雲界に突入した。


  　──行くぞ。


  　ここから先は、人の領域ではない。


  　雲界において──そこに住まう霧む妖ようにとって、人とは弱き侵入者でしかないのだ。


  　ボゥッ──そして、空は白く染まる。


  　前方に、仄ほのかな虹色の燐りん光こうが揺れる。虹色蝶グランツフイーの誘導だ。後ろに乗っていなくとも、ジェシカは道行きを示してくれている。


  　儚はかなくも頼もしい明かりを眺め、ふと喪失感のような感覚を覚えた。助けられているとしても、やはり何か足りない気がする。


  　──後ろに誰も乗ってないってのは、意外に物足りないもんだな……。


  　どれだけ悪あく罵ばを叩たたきつけられたとしても、やはりジェシカが後ろにいないのは寂しい気がした。空席の複座が、どこまでも冷たい。


  　雲界を飛翔したのは、ほんの数十秒のことだった。前方の燐光が明滅し、高度を上げていく。加速を終えて浮上するのだ。普段のジェシカを考えると、異様に短い加速だ。


  　──ってことは、それが今の機体の限界ってことだな……。


  　霧む妖ように襲おそわれようとも、一度限りの加速なのだ。ジェシカならギリギリまで粘る。それが霧妖の襲撃前に切り上げたということは、そうしなければ仕方がなかったからだ。


  　ウィルも手た綱づなを上に引き、機体を上昇させる。


  　白い暗くら闇やみの向こうから、燦さん々さんとした蒼そう界かいの光が射さし込む。


  　その暖かな光から、なぜかレンのことを連想した。騒がしくも困った少女ではあったが、彼女はいつでも笑っていた。記憶喪失で、不安を感じなかったはずはない。それでも、決してそんな態度は見せなかった。


  　──絶対に、助ける。


  　だから、この空を渡りきらなければならない。


  　そうして雲うん界かいから浮上すると、ほどなくしてケイト機も上がってくる。


  　維持された高度は、少し高めだ。一呼吸遅れて眼下に霧妖の影が浮かぶが、侵入時間が短かったおかげか、もしくは追っても蒼界に逃げられると判断したのか、無理には襲ってこなかった。


  　数分の間、威い嚇かくするように追走していたが、やがて真っ白な空に消えていく。


  　それを見下ろし、ウィルはひと月前は〈渡り〉でもこういった空が当たり前だったことを思い出す。


  　未いまだにジェシカが風を読んでくれなければ空戦もまともにできないウィルだが、あのころはそのジェシカの指示に応えることすら困難だったのだ。


  　ジェシカは、いつだって待っていたのだ。ウィルが彼女に応えられるようになるまで。


  　独りになって、今さらそんなことに気づく。


  　己おのれの不ふ甲が斐いなさに、奥歯を嚙かみしめたときだった。


  「──っ、まさか、本当に来たのか？」


  　目の前で、虹色蝶グランツフイーが激しく揺れた。虹色の翅はねを明滅させながら、上下左右へせわしなく踊る。非常時の合図だった。


  　果たしてウィルが振り返ると、遠く後方に、黒い異物が浮かんで見えた。黒こく狼ろうだ。


  　──この速度でも余裕でついてくるか……。


  　前回襲われたときも、時速八〇界里ミールを出していたのだ。疑いようもなく、黒狼の方が速い。


  　ジェシカが真っ直すぐ飛行を続けるのを確かめつつ、ウィルは手信号でケイトへ待避を促うながす。彼女も黒狼に空戦を挑むほど自分を過信してはいない。素直に転進する。


  　去り際に手信号──『島まで三十分』


  　──キツイな……。


  　次の島──つまり着陸できる場所まで、この速度で三十分かかるということだ。おまけに、そこはまだ目的地ではない。


  　それでも、ウィルは時間を稼がなければならなかった。ジェシカが無事に降りるまで。
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  「レディを起こすなら、キチンと抱きかかえるもんです」


  　両腕を使えない状態で起き上がるのは、存外に難しい。ザックスは乱暴にレンを抱かかえ起こしたのだった。


  　文句を言いながら、レンはザックスの後ろを歩いていた。


  「ぎゃあぎゃあうるさいさ。女ならもっとおとなしくしとくもんさ」


  「語るに落ちるとはこのことです。入れ墨男、さては女性と口を利いたことがないです！」


  「てめえ……」


  「な、なんですか」


  　ザックスが、意外なほど怒りを顕あらわにする。


  「なんでそんなこと、あんたに分かるさ！」


  　レンは不敵にふふんと笑うと、後ろで拘こう束そくされた腕でチッチと指を振った。


  「ジェシカもケイトもヒルダも、レンがビビるくらい毒舌です。レンが知る限り、しおらしくおとなしい乙女おとめなど存在しないです！」


  「それ、きっとあんたの周りが特別なだけさ。なあ、そうだろう？　そうなんだろう……？」


  　そうだといいなとでも言うような自信のなさそうな声だった。これ以上追い詰めると女性不信に陥おちいりそうな気がした。


  　──それはそれで楽しそうです！


  　とはいえ、ここでザックスを追いつめるとレンの身の危険が高まる気がする。


  　何やら疲れた様子で瓦が礫れきの奧へと進んでいくザックスに、レンは疑問を投げかかける。


  「入れ墨男は何を探してるです？」


  「さっきも言ったさ。手がかりに決まってるさ。……というかいい加減、名前くらい覚えるさ。俺の名前はザックスさ」


  「入れ墨男は手がかりがないから、ウィルを待ってるじゃないです？」


  「ザックス……」


  　どこか寂しそうに自分の名前を繰り返しながら、ザックスは瓦礫の一つを押しのけた。


  「《フェンリル》の手がかりはなかったさ。でもあんたが誰かくらいは、手がかりがあるかもしれないさ」


  　その言葉はあまりに意外で、レンは大きく目を見開いた。


  「なんでレンの記憶を探すです？」


  　ザックスは顔を背そむけると、面倒臭そうに言う。


  「あんた、自分の記憶探すために〈渡り鳥〉について行ってるさ？」


  「そうですけど……」


  「そんなあんたが気に入ったさ。だから手を貸してやる」


  「入れ墨男はレンを殺すじゃないです？」


  「殺すさ？」


  　そりゃそうだろう、何言ってんだとでも言うような口調だった。さすがに、レンもげんなりして首を横に振った。


  「会話が通じない相手としゃべるのは疲れるです……」


  「あんたにだけは言われたくないさ」


  　互いにうんざりした顔をして、レンはふと疑問を覚えた。


  「入れ墨男、もしやレンが何も覚えてない理由を知ってるです？」


  「理由？　ああ……まあ、心当たりはあるさ」


  　その言葉を聞いて、レンは「なるほど」と頷うなずいた。


  



  「つまり、レンが記憶喪失なのは入れ墨男のせいです？」


  



  「なんで俺のせいになるさ！」


  「レンはきっとここで入れ墨男から凄せい惨さんな光景を見せつけられたです。繊細なレンは、そのショックに耐えきれず記憶を封印し……むむっ、凄すごく悲劇の主人公っぽいです！」


  　どこか誇らしげに胸を張るレンに、ザックスが呆あきれたようなため息を漏もらす。


  「その場合、俺はあんたの身内を殺した相手になるさ。復ふく讐しゆうとか考えないさ？」


  　うっ、とレンは口ごもった。


  「きっと、レンはここにいた人のために、怒ったり泣いたりしなきゃいけないと思うです。でも、レンはここに誰がいたかも分からないです」


  　──レンは、それで許されるですか……？


  　この場にいた人間が恨うらむならば、ザックスよりも彼らのために何も気持ちを抱かないレンの方ではないだろうか。


  　俯うつむくレンに、ザックスが楽しそうに表情を歪ゆがめる。


  「かかかっ、やっぱりあんた、面白いさ」


  　そう言って、ザックスは瓦が礫れきの向こうへズンズンと進んでいってしまう。


  　──入れ墨男は、本当は何が目的です？


  　よく分からない。嫌いやがらせが趣味と言っておきながら、レンの記憶を探そうとしてくれている。かと思えば、必要になったら殺すとも言う。そこに彼の言う《フェンリル》の手がかりがあるのかもしれないが、それだけだとは思えない。


  　その後ろ姿を追いかけながら、レンは問いかける。


  「入れ墨男、ここに何があったです？　《フェンリル》って結局なんです？」


  「そうさな……。神話の中に〈七つの鍵かぎ〉ってもんがあるさ。霧む鍵げん式しきの始し祖そみたいなもんで、とびっきり強力さ。《フェンリル》はその中の一つさ」


  「お伽とぎ噺ばなしと現実の混同は良くないです。きっと現実にも良いことあるです」


  「なんで哀れんだ目で見るさ！」


  　憤ふん慨がいしながらも、ザックスは律りち儀ぎに説明を続けてくれた。


  「けどまあ、さすがに神話級の遺物がそうそう現存するもんじゃないさ。何百何千年って時間の中で、〈七つの鍵〉は悉ことごとく失われたさ。この《レーヴァティン》も含めてさ」


  　そう言って、肩の槍やりをポンと叩たたく。


  「復元されたです？」


  「新生したって呼ぶさ。大昔の記録から設計図を書き起こして創り上げたさ」


  「ならそれはいっぱいあるですか？」


  　ザックスは、少し驚いたように目を大きくした。


  「なんでそう思うさ？」


  「新しく作れたなら、作る技術が確立されてるということです。技術があるならたくさん作れば良いです。そしてケチケチせずにレンに一本よこすです」


  「おあいにく様さ。技術はあっても、足りないものがあるさ」


  　レンは首を傾かしげた。霧鍵式の材料というのは〈霧きり〉という話だったはずだ。材料と技術以外の、何が足りないのだろうか？


  　ザックスは槍を地面に突き立てた。


  「これはちょいと特殊な力を持った人間じゃないと創れないさ。そして、これ一つにそんな力を持った人間が一人犠牲になる必要があるさ」


  「生いけ贄にえです？」


  「似たようなもんさ。合意の上で生贄になってくれるやつは滅多にいないさ。おまけにそんな力を持った人間自体、蒼そう界かい中探しても何人もいないのさ。それ以外の方法で作られたレプリカは、所詮レプリカの域を出ない代物さ。〈傀く儡ぐつ師し〉の《エインヘリヤル》みたいにさ」


  　島を墜おとせるとまで言われたそれも、ヒルダの前には無力に打ち砕かれた。確かに誇れるほどの力ではないのだろう。


  　そこまで話してから、ハッとしたような顔をする。


  「……話が逸それてたさ。とにかく、今もまだ〈七つの鍵〉は揃そろってないさ。だけど、ここにあった《フェンリル》は違ったさ」


  　その口ぶりと、ウィルたちの話からその意味は自おのずと知れた。


  「本物の〈七つの鍵〉だからです？」


  　ザックスが鋭く目を細めて頷うなずいた。


  「その通りさ。俺たちとしては、是が非でも確保する必要があるさ」


  　言いながら、槍やりをクルクルと旋回させる。


  「オリジナルの〈七つの鍵かぎ〉に、どれほどの力があったのか。そしてどこまで強力なら足りるのか」


  　──足りる、です……？


  　妙な言い回しに首を傾かしげはしたが、それよりも納得いかないことがあった。


  「だったら、なんでこんなことしたです？　同じものが欲しいなら、横取りなんかせず、いっしょに調べれば良かったです」


  　レンがそう言うと、ザックスは困ったように頭を搔かいた。


  「協力できるんなら、その方が良かったさ。俺だって、人殺しは気分が良くないさ」


  　口調とは裏腹に、ザックスの顔は愉快そうな笑みを浮かべていた。あたかも、楽しい出来事を思い返すかのように。


  　──気味が悪いです……。


  　ザックスは、何かがズレている。至ってシンプルに何か一つを求めているようで、何を求めているのかまるで見えない。


  　訝いぶかるレンに、ザックスは続ける。


  「だけど、協力できない理由があったさ」


  「理由？」


  　ザックスは頷うなずくと、聞き違いようのない、ハッキリとした声でこう言った。


  「ここで研究されてたのは──《フェンリル》を破壊する手段──だったさ」


  　レンはやはり分からないと首を横に振った。


  「入れ墨男の言ってることは矛む盾じゆんしてるです。人殺しは気分が良くないと言っておきながら、目的にそぐわなければ殺すですか？」


  「そりゃそうさ」


  「なんだってそんなやりたくないことまでやるです？　〈七つの鍵〉って、そんな従わなきゃいけない相手です？」


  　ザックスの言動は、ときおり常じよう軌きを逸いつしている。それでも、ケイトには危害を加えなかった。レンに対してはむしろ協力的だとさえ思える。


  　ならば、ウィルたちが危険な目に遭わずとも、ザックスは引いてくれるのではないか？


  　ただ、レンは理解していなかった。


  　目覚めてから、自分が出会ってきた人間が度を超したお人好よしばかりだったということを。


  「あんた、根本的なところで勘違いしてるさ」


  「勘違いです？」


  「ああ。俺は〈七つの鍵〉のやり方に疑問は持ってない。むしろその目的が心から共感できるから尽くしてるさ。忠誠を誓ってると言ってもいい」


  「な、なんなんですか？　その目的って」


  　ザックスは楽しくて堪たまらない祭りでもあるかのような顔でこう言った。


  



  「──全ての島を雲うん界かいに墜おとす──それが〈七つの鍵かぎ〉の目的さ」


  



  「え……？」


  　何を言われたのか、とっさに理解できなかった。絶句するレンにザックスは続ける。


  「きっと世界中の人間が必死になって抗あらがうさ。そして一丸となった世界そのものが俺の相手ってわけさ。考えただけでゾクゾクするほど、抗い甲が斐いがあるさ。そして、そんな世界と渡り合うためには、神話にある〈七つの鍵〉が全部必要さ」


  　レンは寒気を覚えた。自分が異常なものといっしょにいるのだと、理解してしまった。


  　それでも果敢に首を横に振る。


  「なんで、そんなことをするです？　そんなことして、何が楽しいです？」


  　レンもウィルへの態度は嫌いやがらせのようなものだが、あれは彼が喜んでいるという確信の元で行っている。


  　ザックスは違う。


  「人間はわりと簡単に死ぬさ？　簡単に死ぬから、それに気づくと誰だって必死になるさ。人を殺そうが、生かそうが、自分のために必死になる」


  　そう語るザックスの目には、仄ほの暗ぐらい翳かげが揺れていた。悪意だとか憎悪だとか、そう言ったものとも違う、異質な何かだ。


  「俺はモノフォニムの出身さ。島が崩れかけたとき、誰もが必死になったさ。見苦しく他人を道連れにするやつもいれば、身を投げ出して他人を助けたやつもいた。それは感動するほど醜悪で、吐き気を覚えるほど綺き麗れいだったさ」


  　そう言って、ガンッと槍やりを地面に突き立てる。


  「そこで俺は知ったさ。人が生きるということは、抗うってことさ。抗って生きる姿っていうのは、最高に素晴らしいもんさ。芸術的だと言ってもいい。俺は人のそんな姿が見たいさ」


  　今度は、嫌悪を込めて吐き捨てる。


  「だから、人は殺したくないさ。殺したら、もう抗う姿を見せてもらえないさ」


  　それから、どこか恍こう惚こつとした笑みを浮かべた。


  「俺は人間が大好きさ。みんなもっと必死に生きれば、もっと世界は綺麗になるさ。だから俺は必死で抗うやつにはいくらでも手を貸すし、諦あきらめて生きる気のないやつはとことん陥おとしいれる」


  　そして、レンに目を向けた。


  「その点、あんたはなかなか魅力的さ。自分が誰かも分からないくせに必死で笑ってる。本当は泣きたいさ？　手が震ふるえてる」


  　ハッとした。後ろで拘こう束そくされた手が、カタカタと震えて手て枷かせを鳴らしていた。見透かされていたことに、涙が出そうになった。


  　──怖い……。


  　ウィルやジェシカの側は、温かくて恐怖も紛まぎらわせられた。彼らはきっと裏切らない。頼っても大丈夫だと思えた。


  　それが、今はいない。


  　後あと退ずさるレンに、ザックスは試すような笑みを向ける。


  「諦あきらめるさ？」


  　そう言われて、レンは挑戦的に笑い返した。


  「入れ墨男は冗談が下へ手たです。レンが逃げる理由なんかないです。そら、レンのために手がかりを探すです」


  　ザックスは愉快そうに笑った。


  「かかっ、それでいいさ」


  　──レンは、負けないです。


  　きっと、ウィルたちはやってくる。


  　そのとき、心配して損したという顔をさせてやるのだ。


  　震える手を握り締め、レンはザックスの後ろをついていった。
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  　雲うん界かい上空五〇〇界碼ヤルド──


  　ウィルは高度を上げつつ、黒こく狼ろうの進路を阻はばむように機体を寄せる。時間を稼ぐなら、まずはウィルを敵だと思ってもらわなければならない。


  　頭上からの接近は、空では挑発行為である。黒狼に人間の概念が通じるのかは疑問だが、そうした敵意というものは意外に伝わる。


  　近づいて、ウィルは違和感を覚えた。


  　──なんだこいつ……？　前と、様子が違う？


  　前も攻撃はしてきたが、どこか穏やかな目をしていた一瞬があったのだ。


  　それが、今は憎悪や憤ふん怒ぬのような悪意を数百人分練り込めたらこうなるのではないかと思うような、ただそこにいるだけで呪のろわれそうな殺気がばらまかれていた。


  　その赤い瞳ひとみが、確かにウィルを睨にらむ。


  　──殺される……？


  　ゾクッとしたものを感じた瞬間、強風を貫つらぬいて低い唸うなり声が響く。


  「やるしか、ないだろ！」


  　駄目押しに飛礫つぶて──霧む妖よう相手には効果がないので普段は積んでいない、小さな金属球──をばらまき、黒こく狼ろうを挑発する。


  「──っ！」


  　その瞬間、黒狼の姿が大きく膨ふくれ上がった。


  　ヒュバババババババッババッ──そして、黒の散弾が撃ち込まれる。


  「──ぐうぅっ」


  　回避行動は無意味だった。散弾は悉ことごとく命中し、衝撃と共に船体から火花が散る。〈霞か曲きよく〉の装甲ゆえ、損傷は軽微ではあるが、そうでなければ今ので確実に撃墜されていた。


  　──ジェシカがいれば、少しくらい避よけられるのに……！


  　それでも、黒狼の注意を引くことには成功した。


  　まだ〈霞曲〉が飛べることを確かめて、ウィルは高度をぐんぐん落としていく。そして、ついには雲うん界かいへと突入した。


  　真っ白な〈霧きり〉に包まれ、霧む鍵げん機関が力強く回転数を上げていく。あたかも己の居場所に帰ってきたかのごとく。


  　ものに心がこもるという話を、ウィルは信仰していない。


  　それでも、こうして跨またがった翼つばさ舟ぶねは、決してただのものではないと思うのだ。


  　座席の下から伝わる振動は、もっと飛べると訴えているようにさえ感じられる。〈霞曲〉は飛びたがっているのだ。


  　──悪いな、お前の性能に応えられるだけの腕がなくて……。


  　かつてこの機体の性能を、十全に引き出せた舟乗りは、もういない。その翼を受け取ったのは、ウィルではなくジェシカなのだ。


  　──でも、お前の本当のご主人様を守りたいんだ。力を貸してくれ！


  　願うように手た綱づなを振るうと、〈霞曲〉はさらに速度を上げていく。


  　ほどなくして、ウィルの周囲に暗い影がいくつも揺れ始めた。


  　──来たな！


  　先ほどダイブしてから、まだ十分も経たっていない。十数界里ミールは離れているとはいえ、二度も住処すみかを荒らされて霧妖たちも気が立っているのだ。獰どう猛もうな唸うなり声を上げながら、みるみる距離を詰めてくる。


  　真なる空の主にして、紛まごうことなき人類の天敵たちだ。


  　そんな天敵たちを、ウィルは頼もしい友人に出会ったかのように見返した。そして、黒狼が迫っているだろう、後方へ笑みを返した。


  　──お前は確かに、俺より速い。だけどな…………。


  　毒性のある〈霧〉の中、ウィルはあえて口を開いてこう言った。


  



  「霧む妖よう相手に、いつまで飛んでられるかよ！」


  



  　手た綱づなを振るい、ウィルはさらに加速する。


  　いくら〈霞か曲きよく〉の性能がずば抜けているとはいえ、ウィルはそれだけで黒こく狼ろうに挑むほど楽天家ではない。……楽天家ではないのだ。


  　そこで考えたのが、これだった。


  　霧妖の恐ろしさは、ウィルも身を以もつて知っている。空で襲おそってくるならば、彼らのすぐ隣で暴れるということなのだ。


  　当然、霧妖がいい顔をするはずもない。


  　──黒狼に霧妖をけしかける──


  　それが、ウィルの作戦だった。


  　ウィル機が加速したことで、周囲の霧妖たちも一歩遅れて追撃に入る。その一歩が、霧妖と黒狼を並ばせた。


  　ドゴンッ──すぐ後ろから、派手な衝突音が聞こえた。


  　振り返る余裕はないが、交戦を始めたのだ。


  　──これで十分！


  　黒狼は尖せん魚ぎよを退けてはいるが、霧妖にはもっと強力な個体がいくらでも存在する。


  　それを視界の封じられる雲うん界かいの中で、どこまで戦えるものか。


  　ウィルは高度を上げ、雲界から浮上する。


  　一分三十秒ぶりの空は、眼下で戦が起こっているとは思えぬほど静まり返っていた。息が詰まる強い風でさえ、優しい抱ほう擁ようのように感じられる。


  　高度を維持すると、意外にも併走する霧妖はいなかった。追い抜いてきたのか、もしくは交戦の意志を示した黒狼へ当たったか。


  　後方へ目を向け、すぐに後者だと分かった。


  　普段は風波一つない雲界の表層が、大きく荒れていた。信じがたいことだが、黒狼は霧妖に襲われてなお飛翔しているようだ。


  　──どうする？　ここで退散するか？


  　あれだけ派手に交戦していて、黒狼がただで済むとは思えない。仮に生き延びたとしても、ウィルたちの追撃は難しいはずだ。


  　ならば、ここから離脱してジェシカと合流しても問題ないはずだ。〈渡り鳥〉の目的は、黒狼の撃破ではなく〈封書〉の配達なのだから。


  　方位磁針へ目を向け、ウィルが航こう路ろを確かめようとしたときだった。


  　ボッ──雲界から、大きな影が飛び出した。


  　──もう勝負がついたのか？


  　飛び出してきたのは、もちろん霧む妖ようだった。見たところ尖せん魚ぎよばかりだ。黒こく狼ろうが墜おちれば、次の標的はウィル以外にはあり得ない。


  　戦闘で興奮状態にある霧妖から逃げ切れるか。


  　高度を上げようとして、ウィルは異様な光景を目撃した。


  



  　ヴヴンッ──霧妖の巨体が、黒い孔あなに呑のまれた。


  



  　宙に浮かんだ、ボールのような球体だ。真っ黒なそれには光沢がなく、立体感も質量も感じさせられないことから、空に穴が空いたように見える。光すらも吸い込む、空虚な孔だ。


  「え……？」


  　呆ぼう然ぜんとして声を漏もらすと、黒孔は瞬またたく間に消失する。


  　あとには、ぽっかりと体の半分を刳くり貫ぬかれた霧妖が残されていた。


  　先日ジェシカと行った甘味屋で、球体状にアイスクリームを刳り貫いた跡が、ちょうどあんな形だったことを思い出した。


  　──霧妖が負けた……？　いや、それよりも今のはなんだ……？


  　しかし、ウィルにはそれより先を考える余裕は、与えられなかった。


  　虫食いの果実のように抉えぐられた尖魚が、どこか物悲しそうに空を仰ぎながら雲うん界かいへと沈んでいく。


  　その後ろから、黒狼が姿を見せていた。


  「グルルルルルルルルルルル────」


  　空を震ふるわすような咆ほう哮こうだった。


  　周囲から数体の尖魚が幅を寄せてくるが、黒狼の巨体がさらにひと回り膨ふくれあがる。


  「駄目だ、逃げろ！」


  　天敵であるはずの霧妖に、ウィルはそう叫んだ。


  



  　ヒュババババババババッバババババッバババッババッ──


  



  　ウィルの叫びも虚むなしく、尖魚の群れに黒の散弾が降り注ぐ。


  　戦艦との衝突にも耐える尖魚の装甲に弾だん痕こんのような穴が穿うがたれ、青い体液が噴きこぼれる。数体は体勢を崩したまま、慣性の法則に引きずられて雲界へと墜ちていく。


  　運よく被弾の少なかった残りの霧妖も、ズルズルと後退していく。


  　そんな光景を見下ろし、ウィルは手た綱づなを握りつぶしていた。


  



  「……おかしいな。なんで俺、こんな腹が立ってるんだろう」


  



  　黒こく狼ろうを霧む妖ようにけしかけたのは、ウィルだ。


  　そもそも、航こう界かいに出れば確実に霧妖と遭遇し、装備さえ足りるなら撃墜することもある。逆に、自分が撃墜される危険と隣り合いながら。


  　霧妖は天敵なのだ。


  　いつでも、自分たちの命を脅おびやかす、恐ろしい存在なのだ。


  「ああ、そうか……」


  　それを受け入れた上で、ウィルは理解した。


  「俺、空から霧妖がいなくなればいいとか、一度も思ったこと、ないんだ……」


  　恐ろしい霧妖たち。


  　だが、霧妖が舞うからこそ──自分より速く、強く、美しく舞う存在がいるから、ウィルは空に惹ひきつけられたのだ。


  　霧妖は、ウィルにとって目指すべき目標だったのだ。


  「でも、お前は違う」


  　黒狼の走る空は、何も美しくない。


  　黒狼は、空を駆けることに何も感じていない。


  　ウィルは、黒狼を睨ねめつけた。


  



  「お前は、この空にいるべきじゃあない」


  



  　そして、ウィルは再び黒狼へと転進した。
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  　黒狼と交戦を始めたウィルは、再び雲うん界かいに潜っていた。


  　霧妖にけしかけるためではない。翼つばさ舟ぶねは、雲界にダイブしてこそ、その性能を十全に発揮するのだ。


  　──だが、どうやって墜おとす？


  　黒狼は、執しつ拗ようにウィルの背後を追撃している。食いつかれたまま、振り払うことができない。


  　翼舟に積まれた武器は、銃じゆう機き槍そう一本だ。これは機体に固定されており、後方へは攻撃できない。先ほどばらまいた飛礫つぶてでは、傷一つ与えることはできない。


  「──ぅぐあっ？」


  　悩むうちに、船体が大きく揺さぶられ、太ももや背中に激痛が走った。後方から散弾を撃ち込まれたのだ。


  　背中はかすり傷のようだが、足からは大量の血が[image: ]あふれ出していた。いくら機体が頑丈でも、そこに跨またがるウィルの体は剝むき出しなのだ。


  　──俺は、独りじゃ何もできないのか……？


  　直撃を受けてから、初めて捕ほ捉そくされていたことに気づく。視界が効かない〈霧きり〉の中とはいえ、ある程度の腕がある舟乗りならば、事前に回避行動くらいは取れたはずだ。


  　──腕が足りない分は、性能で補えばいい──


  　そう。ウィルは〈霞か曲きよく〉の性能ゆえ、まだ空にいることができるだけだ。そうでなければ、最初の遭遇の時点で、ジェシカと同じく撃墜されていたはずなのだ。


  　ウィルには風を読む才はなかった。


  　だから、その才能をジェシカという存在で補った。ジェシカが飛べないから、共に飛んでくれるから、彼女に全てを任せて、風を読むという空でもっとも必要な技術を諦あきらめた。


  　その結果が、今のこの状況だった。


  　独りでは風の読めないウィルは、どれだけ優れた機体を与えられようとも、ただ真っ直すぐ飛ぶだけの的でしかなかった。


  　──ジェシカが、譲ってくれた機体なんだ！


  　こんなところで、墜おちるわけにはいかないのだ。


  　そうして雲うん界かいに突入して、そろそろ二分が経過しようとしていた。


  　普段ならば相当な数の霧む妖ように取り囲まれているところだが、今は不思議と襲おそってはこない。遠くに大きな影がいくつも揺れており、決して無関心であるわけではないようなのだが。


  　そこで、ふとウィルは気づいた。


  　──光ってる……？


  〈霞曲〉の船体が、仄ほのかに青く発光し始めていた。


  　ウィルの知らない現象だ。何か霧む鍵げん機関による加か護ごでも加わっているのを期待したいところだが、整備した限りではそれらしいものは積まれていなかった。


  　透き通った翼までもが青く染まり、幻想的とも呼べる姿になっていた。


  　そこで、ウィルはもう一つの異常に気づく。


  　──おい、こいつ、どこまで加速するんだ？


  　機体速度はすでに時速一二〇界里ミールを超えている。通常の翼つばさ舟ぶねならば、メータを振り切るどころか、機体にガタが来てもおかしくない速度だ。


  　それでも〈霞曲〉はまだ加速を続けていた。


  　そして、それについて来ている黒こく狼ろうも脅威的だった。ただ、さすがに向こうもついてくるので精一杯なのだろう。散弾は襲ってこなかった。


  　──もう、限界だ。


  　雲界の〈霧〉は確かに翼舟に力を与えてくれるが、この〈霧〉というものは人体には有害なのだ。霧鍵士のような〈霧〉への耐性がない人間は、そう長い時間居座ることはできない。


  　高度を上げ、雲うん界かいから浮上する。


  　まばゆくも暖かな陽光。甘いとさえ感じられる風に包まれ、ウィルは防ぼう霧むマスクを剝はぎ取りたい衝動を必死で堪こらえた。ここでマスクを失えば、瞬またたく間に〈霧きり〉に浸食される。


  　歯を食いしばりながら、なんとか肩越しに振り返ると、黒こく狼ろうがしつこく追いかけていた。


  　──どうやって振り切る？


  　まずは、背後を取らなければ反撃もできない。


  　銃じゆう機き槍そうを機体から外したいところだが、操縦と狙そ撃げきが同時に行えるくらいならば、ウィルはジェシカを頼っていない。


  　──こいつだけはここで墜おとさないと。


  　そう願いつつも、その手段が決定的に欠けていた。


  　──何か、手立てはないのか？


  　ここまでの飛行で、飛礫つぶてもすでに全てばらまいてしまっている。積まれた荷物も、毛布や食料など、航こう界かいの必需品ばかりだ。武器など何もない。


  　──いっそのこと、機体をぶつけるか？


  　翼よく貝がいの一撃や、黒狼の散弾にも堪たえた翼だ。機体そのものをぶつけることにも威力はあるはずだ。


  　──いや、その前に墜とされる。


  　黒狼の武器は散弾だけではない。あの黒くろ孔あなに呑のまれれば、いくら〈霞か曲きよく〉の装甲でも堪えきれない。尖せん魚ぎよの巨体をアイスのように抉えぐったのだから。


  　──どうすりゃいい？


  　呻うめいたときだった。


  「──あれは！」


  　前方、一〇〇界碼ヤルドもない距離に、二つの浮遊物が見えた。翼つばさ舟ぶねだ。


  「ジェシカ？」


  　ウィルはそう直感した。手前の機体があちこちに補修の跡が見え、ジェシカ機だと分かる。その少し向こうを飛ぶのがケイト機だろう。位置関係を見る限りでは、ジェシカ機はケイト機に牽けん引いんされているようだ。


  　両機の間で手信号が交わされているが、遠目にも分かった。


  　──まだ島まで辿たどり着いてなかった……！


  　ウィルは呻いた。


  　黒狼が空を駆けることが許せないという理由はあるが、ウィルは本来、ジェシカたちを先に島に辿り着かせるために飛んでいたのだ。それが、果たせなかった。


  　黒狼の進路を変えようと、減速を考えたときだった。


  「なんだ？」


  　ジェシカの翼つばさ舟ぶねが、みるみる大きくなった。近づいて来ているのだ。〈霞か曲きよく〉が速すぎるのかとも思ったが、ケイト機との距離は変わっていない。ジェシカが減速したのだ。


  　──どういうことだ……まさか、牽けん引いんが外れたのか？


  　手信号もないことから、それを考えたときだった。


  



  　翼舟から、少女の体が放り出された。


  



  「ジェシカ！」


  　なんの前触れもなく、ジェシカが空に体を投げ出したのだ。


  　──届け！


  　独りでは、何もできなかった。


  　それでも、ここでジェシカまで取りこぼしたら、本当にウィルは空にいる資格がなくなってしまう。


  　両腕を広げて墜おちてくるジェシカに、ウィルは考える前に体を乗り出した。


  　ドサッ──衝撃とともに、腕の中に柔らかいものが収まった。


  　散弾に撃たれた足に激痛が走る。機体から放り出されそうになりながらも、ウィルは歯を食いしばってそれに耐えた。


  「ジェシカ、無事か？」


  　ウィルの膝ひざの上、横抱きに受け止められたジェシカは、水をかけられた猫のように震ふるえていた。それはそうだろう。高所恐怖症の上に発作まで抱えてるジェシカが、体一つで空に放り出されたのだから。


  「手た綱づな、握って」


  　それでも、震える声でジェシカはそう言った。


  　奇跡的に、発作は起こしていないようだ。それを確かめて、ウィルはジェシカが命綱をつけていないことに気付いた。そもそも、彼女はケイト機にワイヤーで牽引されていたはずだ。


  　そこから考えられるのは────


  「ジェシカ、お前、まさか自分から飛び降りたのか？」


  　命綱が自然に外れることはまずない。それに発作を起こしたわけでもないのに、ジェシカが機体から放り出されるとは考えられない。


  　ウィルが問いかけると、ジェシカは震えながらも頷うなずいた。


  「あれは、振り切れない。墜とさないと、飛べない」


  　ウィルのように憤いきどおりを感じたわけではなさそうだが、危険だと感じ取ったのだ。


  「二人でなら、墜とせるか？」


  「……分からない」
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  　飛ぶことに関して、ジェシカがそんな答えを返したのは初めてだった。


  　彼女も気づいているのだろう。黒こく狼ろうは霧む妖ようとは違う。競って戦える相手ではないのだ。


  　それが分かるから、査察官であるケイトの前で──バディとして飛べると証明しなければならない相手の前で──機体を捨ててまでウィルの元に飛び込んできたのだ。


  　ウィルはチラリと振り返った。〈霞か曲きよく〉はまだ速度を維持しているが、じわじわと黒狼が迫ってきている。


  　このまま浮いていれば、いずれ追いつかれる。飛ばなければならない。


  　独りでは、囮おとりという役割すらまともにこなせなかった、何もできなかったウィル。


  　独りでは、見えていても震ふるえて回避行動も取れなかったジェシカ。


  　それでも、二人揃そろえばなんでもできると思った。


  　そのはずなのに、ジェシカは「分からない」と答えた。


  　──今の俺とジェシカじゃ、届かないのか？


  　下位の尖せん魚ぎよとはいえ、霧妖をも圧倒した黒狼に、ウィルとジェシカでは敵かなわない。


  「──違う」


  　独りでに、その言葉は口をついて出ていた。


  　──だからこそ、俺たちはここで乗り越えなきゃいけない。


  　黒狼は、見果てぬ空に立ちはだかった壁だ。


  　ジェシカに頼り切って、ウィルは風を読むことを放ほう棄きした。


  　同じように、ジェシカも飛ぶことをウィルに任せて空から目を逸そらしてしまった。


  　互いが目を背けた欠点が、二人をここまで追いつめた。


  　黒狼は壁だ。


  　乗り越えられなかった、ウィルとジェシカが目を背けた欠点そのものなのだ。


  　──約束だ。いっしょに飛ぼう。空の最果てまで──


  　その約束を果たしたいなら──


  　空の最果てが見たいのなら────


  　夢のその先が見たいのなら──────


  　ジェシカが視みて、ウィルが応える──二人で飛ぶ今の、その先を見つめるときがきたのだ。


  　ウィルは後座側に下がると、ジェシカを前の席に座らせた。普段とは逆の配置だ。続けて機首から銃じゆう機き槍そうの固定具を外し、取り外せるようにする。


  　それから、手た綱づなを突き出した。


  「ウィル？」


  



  「これは、お前が握るんだ」


  



  　振り返ったジェシカが、薄紫の双そう眸ぼうを大きく見開いた。


  「お前が飛ぶんだ」


  「何を、言ってるの？」


  　耳を疑うように、ジェシカが震ふるえた声を返す。


  　それでもウィルは首を横に振った。


  「あの狼おおかみは霧む妖ようじゃない。競っても、引き下がっちゃくれない。あいつは、飛ぶためじゃなくて、戦うために空にいるんだ」


  　そして、実際に尖せん魚ぎよの群れをも退けて見せた。


  「あいつは空にいちゃいけない。ここで墜おとさないといけないんだ」


  　だからと言って、飛べない彼女に手た綱づなを握らせるのはなぜか。ジェシカは理解できないというように首を横に振る。金色の髪が、しゃらしゃらと首もとをくすぐった。


  　ウィルは続ける。


  「俺は、お前は独りじゃ飛べないと思ってた。だから、お前を後ろに乗せて、代わりのバディを探そうとした。でも違った」


  「何が違うの？」


  「お前は、飛べるんだ。ここまで独りでちゃんと飛べたじゃないか」


  　それどころか、翼つばさ舟ぶねから飛び降り、ウィルの機に飛び移ってまできた。


  　だから、ウィルは断言できた。


  「飛べ、ジェシカ。お前は飛べる」


  「……無理」


  　できるわけがないと拒絶するジェシカに、ウィルは後ろから腕を回し、震える体をしっかりと抱き締めてやった。


  「できる。俺が信じる。お前は飛べる。だから、お前も俺を信じろ」


  「ウィルを……？」


  「怖がるな。俺がここにいる。何があっても、俺が絶対にお前を受け止めてやる。お前は絶対に墜ちない」


  　それから、後ろの黒こく狼ろうを意識する。


  「俺たちは雲うん界かいの底に行くんだ。空の最果てへ行くんだろ？　その先には、あんな犬野郎なんか相手にならないくらい、凄すごい霧む妖ようがたくさんいるんだろ？」


  　抱き寄せられたジェシカは、確かに頷うなずいた。


  　ウィルは今度は、前を飛ぶケイト機を見み遣やる。


  「だったら見せつけてやろうぜ？　二人乗りじゃバディと認められないとか言えねえくらい、飛べるってところを」


  　だから、ウィルは声高く宣言した。


  



  「だから飛べ、ジェシカ。この空で、お前は誰よりも強く飛べる」


  



  「あ……」


  　陶とう然ぜんとした声が漏もれ、ジェシカの体が小さく震ふるえた。


  　それは、恐怖からくる震えとは、どこか違うように思えた。


  「ウィル」


  「おう」


  「責任は、取って」


  　確かめるような声に、ウィルは一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく応えた。


  「任せろ！」


  　背中から抱き寄せているのだ。その顔など見えるはずもないが、少女が確かに笑ったような気がした。


  　ジェシカは確かに手た綱づなを受け取った。


  　そして、ウィルは目撃する。


  　空という世界に、どれほどの高みが存在するのか。
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  　雲うん界かいを突き抜け、〈霞か曲きよく〉が青白く発光する。


  　空中で飛び移ってきたジェシカには、固定具による支えもなければ、命綱もない。それを、ウィルは暴れる翼つばさ舟ぶねの上で必死で支えた。


  　左手はジェシカの体を抱き締め、右手には銃じゆう機き槍そう。


  　背後から迫る黒こく狼ろうを狙ねらいながら、ウィルは血が沸き立つのを感じた。


  　ルォォォォォォォォォォォォォオォォォンッ──。


  　黒狼の咆ほう哮こうが、壁のように叩たたきつけられる。


  　それすらも、ウィルにとっては遠い別の空の出来事に思えた。


  　──ここにいるのは、俺とジェシカだけだ。


  　いつだってそうだった。


  　ウィルはジェシカのために飛び、ジェシカはウィルのために道を示した。


  　今、一つだけ違うのはウィルがジェシカの翅つばさに乗っているということだった。


  　ヒュババババババババッバババババッバババッババッ──


  　散弾が降り注ぐ。ウィルの腕が劣ることを差し引いても、この至近距離でこの数の散弾を回避することは不可能だ。どんな〈渡り鳥〉であったとしても。


  　それでも、ウィルにはそれがもう恐ろしいとは感じられなかった。


  　ジェシカが手た綱づなを短く握り、体ごと左右へと振る。


  　翼が震ふるえるように羽ばたき、機体があらぬ方向へと振り回される。


  　その大胆にして繊細な運動が、散弾の雨を受け流していく。


  　翼の先端が僅わずかに揺れ、その幽かすかな動きが硬貨一枚の幅ほどで機体の向きを変化させる。そして次の瞬間には次の回避へと移っている。


  　その微弱にして精密な回避の連続が、命中するはずだった散弾を流し、更なる先へと機体を押し進める。


  　そして、ついには散弾の雨を無傷ですり抜けていた。


  「──ッ？」


  　黒こく狼ろうの走りが、動揺したように鈍ったのを、ウィルは見た。


  　ウィルが手綱を振るうとき、翼は大きく躍動する。体を振れば、機体も傾く。手段としては同じことをしてきたはずだ。


  　それが、雨のような散弾の中を綺き麗れいに突き進んだのだ。


  　ォォォォォォォォォォォォォン──


  　黒狼は確かめるようにまた散弾を放つ。


  　そして、それはただの一片すら〈霞か曲きよく〉を捉えることができなかった。


  　誰が考えただろう。


  　翼つばさ舟ぶねの大きな船体で、降り注ぐ雨の隙すき間まを縫ぬうような飛行ができるなど。その気になれば、ジェシカは機体と同じ幅の隙間であっても機体を傷つけることなくすり抜けられるだろう。


  　翼、尾翼、機首の末端に至るまで、ジェシカは全てを自分の体のように扱っている。あたかも、自分の指を動かすのに指に命じる必要がないようにだ。


  　そして、その精密さで舞う翼舟を支えているのは、空を吹き抜ける風だ。


  　全ての風を、ジェシカは最大限に利用して飛んでいるのだ。それはもはやジェシカのために風が吹いているようにさえ思えた。


  　──それは調和ではなく支配──風を自分のものにできた者だけが、空の覇は者しやとなる──


  　いつだったか、ジェシカが語った言葉だ。


  　そう、ジェシカは風を支配しているのだ。自分のために吹けと、乗りこなしているのだ。


  　──これが、ジェシカの世界……！


  　これが、ジェシカの求める空なのだ。


  　これが、〈霞曲〉の本当の性能なのだ。


  　これが、ウィルが目指すべき空の高みなのだ。


  　空の最果てを目指すということは、この先へ行かなければならないのだ。


  　笑いが込み上げてくる。ジェシカは一体、どれほど歯を食いしばってきたのだろう。自分はどれほど煩わずらわしい思いをさせてきたのだろう。


  　これほどの力を持っていながら、その足下にも及ばぬ腕のウィルの後ろで、しかも性能の劣る翼に乗って、半年以上も彼女は堪たえてきたのだ。


  　界かい竜りゆうに勝てたと喜んでいた自分が、いかに初心者だったのかを思い知った。


  　──今は、少しだけ待ってくれ。必ず、追いついてみせる。


  　共に飛ぼうと、約束したのだ。それはただジェシカの背に乗せられ、凄すごいと喜ぶ約束ではない。ウィル自身が、この領域にたどり着かなければならないのだ。


  　ジェシカはウィルに応えた。


  　目を背そむけてきた空を、もう一度自分の目で見つめたのだ。


  　だから今度はウィルが応える。


  　読めないものと諦あきらめた、風の向こうを射い貫ぬくために。


  　高精度の回避能力は、周囲の景色を無規則に変化させる。そこに強烈な風の抵抗。銃を構えることすら困難で、しかも片腕はジェシカを支えていなければならない。


  　それでも、ウィルの目は一度として黒こく狼ろうを見失ってはいなかった。


  　ウィルに風を読む技量は備わっていない。代わりに備わっているのは、相手を〝視みる〟という目だ。


  　──よく視ろ。


  　地に足がつく場所でなら、ウィルは相手の動きの先まで読める。それは、ジェシカが手た綱づなを握ってくれるならば、空でも生きている。


  　散弾を回避する間に、黒狼はすぐ隣へと回り込んでくる。


  　それを確かに視ていながら、ウィルは引き金にかけた指に汗を滲にじませる。


  　ジェシカと〈霞か曲きよく〉の回避能力は、優れている。


  　優れすぎているがゆえに、常人ではその動きについていくことはできない。そんな翼の上で、ただ相手が視えているというだけで銃弾を命中させることはできない。


  　──黒狼の動きじゃない。ジェシカがどう動くのか、それを視るんだ！


  　後ろの黒狼を見据えながら、ジェシカの動きや〈霞曲〉の翼を見ることはできない。


  　視ることができるものは、一つしかないのだ。


  　獲物を狙ねらう獣のように息を潜ひそめ、それでもジェシカを支える腕は決して放すことなく、ウィルは切りつけるような風の動きだけを感じた。


  　──左だ！


  　そう思った瞬間、翼つばさ舟ぶねが大きく左に振られる。


  　ガァンッ──黒狼の赤い双そう眸ぼうが大きく見開かれるのを、ウィルは確かに見た。


  　銃口から放たれた弾丸は、確かに黒狼を捉えていた。まさか撃ち返されるとは思わなかったのだろう。まともに弾丸を浴びて空を転がる。


  　──できた！


  　ジェシカのように、全てを把握するには遥はるかに遠い一歩。それでも、ウィルは確かに空で風と翼の動くその先を見た。


  　しかし喜んだのは束の間だった。


  　黒こく狼ろうは泡を食ったように距離を離されるが、それでもすぐさま体勢を立て直して空を走り始める。


  　──効いてない、か。


  　手応えが軽い。霧む妖ようの突進にも堪たえ、散弾にも使われる体毛だ。通常の弾丸程度では、まるで効果がない。


  　黒狼の装甲を貫つらぬきたければ、別れ際にヒルダが放ったような、凶悪な弾丸が必要だろう。当然、ウィルたちの事務所にそんな弾丸を購入する予算はないが。


  　──残り、七発。


  　現在の弾倉には、八発の弾丸が込められていた。残り七発撃ち込んだとしても、黒狼に効き目があるとは思えないが、ウィルの目は諦あきらめてはいない。


  　反撃を受けながらも、黒狼は執しつ拗ように追尾してきた。


  　散弾が再び撃ち込まれ、ジェシカがそれを回避する。


  　まったく怯ひるんだ様子もない黒狼だが、その動きに奇妙なブレが現れる。


  　──なんだ、迷ってる……？


  　そこでウィルも気づいた。雲うん界かいにダイブしてから、〈霞か曲きよく〉は再び青白く発光している。それが、回避運動に反応するように、明滅している。


  　原因は、すぐに分かった。霧む鍵げん機関の回転で光度が変動しているのだ。制動をかければ光度が減り、転進や加速のたびに増す。


  　ジェシカの回避は芸術的なまでの加速と減速、そして転進の連続なのだ。ジェシカのために輝いているようなものだった。


  　その明滅が、黒狼の目を惑わしているように感じられた。


  　──〈霞曲〉が、やってることなのか……？


  　散弾を射出したことで、僅わずかに黒狼の動きが鈍る。それを狙ねらって、ウィルが銃じゆう機き槍そうを向けたときだった。


  　黒狼が、低く呻うなるのを見た。


  「ジェシカ避よけろ！」


  　ウィルの声に、ジェシカは即応で高度を下げた。


  　ヴヴンッ──すぐ頭上で、黒くろ孔あなが弾けた。


  　仕留めた──そう思ったのだろう。にわかに動きの止まった黒狼へ、二発目の銃機槍を撃ち込む。


  　再び銃じゆう機き槍そうの射程距離外へ吹き飛ぶ黒こく狼ろうを見据えていると、ジェシカの声が聞こえた。


  「見えなかった」


  「今の黒くろ孔あなか？」


  「そう」


  　ジェシカの風読みでも、黒孔は予測できなかったらしい。あの何もかもを吸い込む黒孔は、風に干渉しないのだ。


  　そして気づいた。これほどの力を持つジェシカでさえ、万能ではないのだ。空とは、そういった場所なのだ。


  「分かった」


  　ならば、ウィルが見ればいい。


  　奇しくも、普段の役割が逆転した。


  　黒狼は回避にも反撃にも怯ひるまず、追撃に走る。


  　散弾が降り注ぎ、そこにウィルが反撃を撃ち込む。


  「黒孔！」


  　ウィルが吼ほえるとジェシカは大きく機体を振って回避に移る。それまでの回避に比べるとずいぶん大きな運動だが、それが機体をより輝かせ、黒狼の目に鮮明な残像を映す。


  　そして、三発目の弾丸を命中させる。


  　黒狼の攻撃は一度としてジェシカを捉えることはできず、ウィルの狙そ撃げきは一度として外れることはない。そして、〈霞か曲きよく〉の速度はいよいよもって黒狼を突き放し始めていた。


  　二人と一機が、完全に一つの存在となっていた。


  　──もっと速く──もっと遠くへ──


  　ジェシカが見せる空に、ウィルの意識はどこまでも加速していった。
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  「これは一体、なんなの？」


  　翼つばさ舟ぶねを駆り、ケイトは愕がく然ぜんとした声で呟つぶやいた。


  　目の前で、おかしなことが起こっていた。


  　ことの発端は、ジェシカが島に向かわず引き返そうとしたことだった。


  　ケイトは当然それを止めた。ウィルが命がけで黒狼に挑んだのは、この少女を逃がすためだったはずだ。それを無駄にしようとしているのだから、認められるわけがない。


  　そうでなくとも、ウィルはこの少女といるせいで、いつまで経たってもまともに飛べないでいるのだ。まともな武装郵便屋に所属し、適切な訓練を受ければ少なくとも今よりはマシに飛べるはずだというのに。


  　にも拘かかわらず、ジェシカは一度しかできない加速をふいにして減速した。あまつさえ、牽けん引いんワイヤーまで自分で外したのだ。本気で撃ち落としてやろうかとまで思った。


  　しかし、そこにウィルが追いついたことで、ケイトの常識はくるい始めた。


  　ジェシカは何を思ったのか空に身を投げ出し、ウィルの機体に飛び移ったのだ。それからしばらく動かなくなったと思ったら、翼つばさ舟ぶねは雲うん界かいに飛び込んだ。そのとき、ジェシカが手た綱づなを握っていたのを、ケイトは確かに目撃した。


  「これを、あの子がやっているというの……？」


  　だから、ケイトには信じることができなかった。


  



  　雲界から飛び出した翼舟は、青白く発光していた。


  〈翼獅子マンテイコア〉には専属の設計士として霧む鍵げん士しも所属している。その霧鍵士から聞いたことがある。霧鍵式、そして霧鍵機関はある一定以上の出力に達すると、過負荷オーバーロードで発光現象を起こすことがあると。


  　ただ、それは禁一級──民間では所持精製が禁じられている──霧鍵式や、旅客船のような大型霧鍵機関が最大稼働するほどの出力での話だった。


  　間違っても、小型の翼舟で起こる現象ではない。


  　しかし、それすらもどうでもよく思えるのが、今の状況だった。


  　ォォォオォォォォォォォォォォンッ────


  　相当距離を離されているケイトの翼舟まで震ふるえる咆ほう哮こうだ。黒こく狼ろうの体が膨ふくれあがり、散弾を射出しようとしているのが分かる。


  　そして、その直後には何百とも思える黒の散弾が、ウィルたちの翼舟目がけて降り注ぐ。


  　──墜おちる──


  　ケイトでなくとも、そう思うだろう。体が剝むき出しの翼舟で、頭上から散弾をばらまかれているのだから。


  　だからこそ、ここから起こる出来事がケイトには理解できない。


  〈霞か曲きよく〉の燐りん光こうがにわかに明滅する。大した光量ではないのだ。せいぜい光量が少し落ちた程度のものだが。


  　そして、その明滅する機体が、上下左右へ、ジグザグに揺れる。そのつど翼が明滅し、網膜にいくつもの残像が焼き付けられる。あたかも、無数の機体が重なっているかのごとく。


  　黒の散弾は、そうした残像を虚しく貫つらぬくだけだった。


  　──違う、確かに回避したんだわ。


  　恐らく、黒狼の目にも残像が映っているのだろうが、隙すき間まなく降り注ぐ散弾を回避しているのは、紛まぎれもなく操縦者の腕だ。


  　一体、どんな操縦をすればあのような動きができるのだろうか。


  　そして、どんな認識力を持って入れば、あんな数の散弾を躱かわせるのだろうか。


  「虹色蝶グランツフイー……」


  　あの不規則な飛行は、花の上を舞う蝶ちようの動きに酷こく似じしていた。


  　攻撃を躱かわされてなお、黒こく狼ろうは怯ひるむことなく追撃する。低く嘶いななくと〈霞か曲きよく〉の姿がにわかに揺らぐ。


  　ヴヴンッ──黒くろ孔あなが開き、輝く翼つばさ舟ぶねが呑のまれる。


  「また躱した！」


  　確かに直撃したと思ったが、その下からひらりと翼舟が躍り出る。


  　散弾とは異なり、突然現れるあの黒孔は風を読んだとしても躱せるものではないはずだ。もっと違う何かで予測しているのだ。


  　あんな速度と運動の中で、一体何がそれを可能とさせているのか。


  　さらに恐ろしいのは、ここからだった。


  　いかに優れているとはいえ、回避行動を取れば速度が落ちる。そこに黒狼が距離を詰めるのだが。


  　ガァンッ──接近した瞬間、黒狼がはじき飛ばされた。


  　銃じゆう機き槍そうで、迎撃されたのだ。


  「あんな状況で、なぜ狙ねらえるの……？」


  　相当距離の離れているケイトからでも、〈霞曲〉の動きは追い切れない。間近にいたなら翼舟そのものを見失っているだろう。


  　そんな速度であんな回避運動をとっているのだ。乗っている側には、周囲など把握できるわけがない。さらに言うなら、真っ直すぐ飛行している状態とは比較にならないほどの、風の煽あおりを受けているのだ。


  　銃で──それも固定もなしで腕の力だけで──狙えるわけがないのだ。


  　それが、一撃として攻撃を受けず、あまつさえそのつど反撃まで見舞う。


  　なんとか姿勢を制御した黒狼は、再び追撃を始めるがその先を踊る翼舟は、いくつもの翼の残像を撒まいてさらに加速する。


  　──綺き麗れい……。


  　そんな光景に、いつの間にかケイトは自分が震ふるえていることに気づいた。


  「本当に……」


  　思わず、口から[image: ]こぼれる。


  　人は、これほどに速く飛べるのか。


  　人は、これほどに強く飛べるのか。


  　人は、これほどまでに美しく飛べるのか。


  　そして、何を目指せば人はこれほどに飛べるようになるのか。


  「本当に、飛べるの？」


  　──空の最果てへ──


  　ケイトも含めて、誰も、その話を信じなかった。


  　世間知らずの子供が、馬鹿な絵空事を口にしているとしか思わなかった。


  　誰もが、できるわけがないと笑ったのだ。


  「本当に、届くの？」


  　見せてやりたいと思った。


  　この空を見て、誰が彼らを笑えるというのか。


  「あなたたちは、本当に飛ぶつもりなの？」


  　初めから、ウィルもジェシカも本気だったのだ。


  　どれだけ笑われても、どれほど失敗しても、彼らは命を懸かけて、その夢を果たそうとしていたのだ。


  　──あなたはすでに空でウィルに劣っているのに、それに気づかない──


  　ジェシカはそう言った。


  　その通りだった。


  　技術的には、まだケイトとウィルに差はない。むしろケイトの方が上だろう。


  　だが、あんな空をいっしょに飛べるのか？


  　挑むことが、できるのか？


  　圧倒的に劣っていたのは、覚悟だ。目指すもののために躊ちゆう躇ちよなく全てを捧げられるという、信念だ。


  　青白く輝く翼つばさ舟ぶねは、やがて空高く高度を上げていく。


  　──届かない……。


  　ケイトの腕と翼舟では、もはや彼らの後ろをついていくことすら叶かなわなかった。


  　査察官──ケイトはウィルたちのバディではない。監視をするためにここにいる。見届けることが彼女の役目なのだ。


  　それが、たったそれだけの役割すら果たせない。それほど遠い彼方へ、彼らは飛ぼうとしている。


  「だから、あの子ジエシカなの……」


  　同じ性能の翼舟を与えられても、ケイトではあの空には届かない。いっしょに飛べると、答えることができない。


  　どちらも独りでは飛べない未熟者でも、どれほど無様と笑われようとも、夢のその先を共に見られる相手だから、彼らは共に飛ぶのだ。


  　そして、これがその答えだ。


  　ため息を漏もらして、ケイトはそれを見つけた。


  　──まだ、やれることはあるのね……。


  　ウィルたちとは別の方向へ翼つばさ舟ぶねを走らせ、もう一度空を見上げる。


  　──気づいてるわよね？


  　彼らの飛行は素晴らしかったが、まだ足りない。


  　ウィルたちがどう戦うのか、それはもはやケイトの想像を超えているが、黒こく狼ろうを墜おとすには一つ欠けているものがある。


  　そして、それは恐らく黒狼も気づいている。


  　遠い、あまりに遠い空に、ケイトは祈ることしかできなかった。
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  　ガァンッ──弾丸の直撃に、黒狼が空を転がる。


  「──チッ」


  　舌打ちと共に、ウィルは呻うめく。


  　四発、五発、六発と反撃を撃ち込み、そのつど黒狼を突き放すが、決定打にはほど遠い。


  　そして、これだけ反撃を受けながら、黒狼が怯ひるみもせずに距離を詰めてくるのもそれが理由だろう。


  　分かっているのだ。ウィルの弾丸では、黒狼は墜とせないと。


  　──あと二発。


  　いくらウィルとて、片手で弾倉の交換まではできない。


  　ジェシカは命綱もなしでこれだけの飛行をやってのけているのだ。ウィルが手を放せば、空に放り出される。そうならなかったとしても、発作を起こす。


  　だから、ウィルは初めからこの八発の弾丸で勝負をつけるつもりだった。


  「ジェシカ、そろそろ決める」


  　そう囁ささやくと、ジェシカは手た綱づなを振り上げ、上昇を始めた。


  　黒狼もそれを追尾してくるが、上昇中では攻撃までは手が回らないようだ。


  　ウィルはそこに確実に狙ねらいをつけていた。


  　──まだだ。まだ早い……！


  　黒狼がみるみる引き離されていく。〈霞か曲きよく〉の方が性能が上だということと、向こうも六発もの反撃を受けて動きが鈍り始めてきたのだ。


  　やがて、〈霞曲〉の上昇がにわかに鈍った。限界の高度に達したのだ。


  　ガァンッ──七発目。


  　上昇から急降下に移る一瞬の隙すき。それを守るために、七発目の弾丸を消費する。


  　黒狼との距離はかなり開いていた。その向こうで、ウィルは確かに見た。正面からまともに弾丸を受けながらも、黒狼の目もまたウィルを見据えていた。


  　黒狼も気づいているのだ。


  　ウィルは狙ねらいを外さない。しかし、致命傷を与える力はない。


  　直撃したにも拘かかわらず、黒こく狼ろうはまるで姿勢を崩していなかった。あえて受けることで、踏み堪こたえたのだ。


  　上昇を始める黒狼に、〈霞か曲きよく〉の急降下が迫る。


  　オァァァァァァァァァァァアッ──


  　激げき昂こうするかのように、黒狼の咆ほう哮こうが轟とどろく。逆巻く雨のような散弾に、ジェシカは臆おくすことなく正面から立ち向かう。


  　機体をきりもみ状に旋回した翼つばさ舟ぶねは、散弾の雨を見事に躱かわしきっていた。


  　錐揉み回避スクリユードライバー──ウィルには到底真ま似ねできない空戦技だ。


  　重力の助けを借りた更なる加速に、ウィルは速度計が時速一八〇界里ミールを示すのを見た。通常の翼舟の倍以上の速度──界かい竜りゆうに速さで挑める速度に達していた。


  「来る！　黒くろ孔あなだ」


  　そこに今一度黒い孔が開く。それを、ジェシカは回避らしい素そ振ぶりも見せずにすれ違う。黒孔の方がジェシカを避よけたかのごとく。


  　散弾のあとに黒孔が来るのは、黒狼のパターンだった。


  　タイミングさえ分かれば、ジェシカは完全に見切っていた。


  　そして、ウィルは最後の一撃を撃ち込む好機を手に入れた。黒狼は、もう目の前にいた。


  「最後の一発は、ちょいと特別だぜ？」


  　踏み堪えんと動きを止めた黒狼に、そう投げかける。


  



  　ヒュドンッ──烈れつ火かの閃せん光こうが、黒狼を射い貫ぬいた。


  



  「はっ！　〈夜よる姫ひめ〉の弾丸は、強烈だろ？」


  　以前、ヒルダから受けた依頼で、ウィルは大量の弾丸を支給された。その大半は消費され、残り僅わずかな弾丸も事務所の借金を返すために売却した。


  　それでも、一番強力なものだけは、残しておいたのだ。


  　──残り、二発しかないんだけどな……。


  　この一撃のために、ウィルは効果のない弾丸を撃ち続けた。そして全て命中させ続けた。


  　避けられないということと、受けても堪こらえられるということを教えるために。


  　界竜の装甲すらも撃ち抜くとされる一撃を受け、黒狼は煙を噴ふいて落下を始める。


  「ジェシカ！」


  　ウィルが身を乗り出すと、ジェシカは瞬時にその意図を汲くんでくれた。


  　翼舟が体当たりのように黒狼へと接近する。


  「──ガッ？」


  　黒こく狼ろうが目を剝むいたときには、ウィルは間合いに捉えていた。


  　ジャコンッ──黒狼の頭部が、胴から切断された。


  〈ブルドガング〉は〈霧きり〉を糧かてに鋭さを増す。ウィルたちは雲うん界かいを飛んでいるのだ。刀身の切れ味は、重じゆう蝕しよくの夜に比ひ肩けんするほど高まっていた。


  　首を失った黒狼は、黒い〈霧〉を噴き上げ崩れ始めた。


  「──ウィル、まだ！」


  　ジェシカの声にハッとする。


  　落下する胴体は崩壊を始めているが、宙にはね飛ばされた首がウィルの背中目がけて降り注いでいた。


  　──こいつ、まだ動くのかっ？


  　銃じゆう機き槍そうに弾はもう、残ってはいない。


  　腕にも力が入らない。通常の倍以上の速度で飛行する翼つばさ舟ぶねの上、片手で銃機槍を撃ち続けたのだ。当然だろう。


  「まだ──だっ！」


  　奥歯を亀裂が走るほどに嚙かみしめ、ウィルは銃機槍を振り上げる。


  　ドッ──その切っ先が、黒狼の眉み間けんを貫つらぬく。


  　今度こそ、黒狼は文字通り〈霧〉のように霧む散さんした。


  　額ひたいから汗が[image: ]あふれた。


  「最後まで、冷や冷やさせる……」


  　首だけになっても食らいついてきたのだ。恐ろしいほどの執念だった。狂気じみているとさえいえる。


  　──あいつ、あんなになってまでなにを求めてたんだ？


  　最初に感じられたのは、憎悪と呼ぶのも生やさしい悪意だった。


  　ただそれは無差別に撒まき散らされているようなものであり、首を落とされてまで衝き動かす理由には思えなかった。


  　もっと何か一つだけの、命を懸かけるような執着があったように感じられたのだ。


  　──だとすれば、なにを狙ねらった？


  　首は真っ直すぐウィルを狙っていたはずだ。


  　振り返って、ふとあるものが目に留まった。


  　──まさか、な……。


  　ウィルの後ろ──複座のさらに背後には、郵便箱が設置されていた。


  　その考えを振り払うように、ウィルは首を横に振る。


  「仕留めたぞ」


  「そ、う……」


  　力なく、ジェシカが胸に体重を預けてきた。


  「もう、無理」


  　今にも気を失いそうなほど、ぐったりとした声だった。


  「それで、どうだ？」


  　そんなジェシカに、ウィルは試すように問いかける。


  　いつだったか、彼女がウィルにそうしたように。


  「どうって……？」


  「──ジェシカの、空だよ」


  　ピクンと、小さな体が震ふるえた。


  「……最高」


  　恍こう惚こつとした声だった。


  「でも、もっと……」


  「まだ足りないか？」


  「足りない。もっと速く……」


  「もっと、遠くへ、か？」


  「そう、よ」


  　うわごとのような、飽くなき空への渇望だった。


  　そして、ウィルはジェシカに伝えなければならないことを思い出した。


  「ジェシカ」


  「何……？」


  「悪かった。なんの相談もしなくて」


  〈蝶ちようと鯱しやち〉はウィルとジェシカの事務所なのだ。召しよう喚かん状じようのことも、ジェシカに話すべきだった。ヒルダを誘うなら、そのあとでなければならなかったのだ。


  　それを、ウィルはまだ言葉にして謝っていなかった。


  「……甘いもの」


  　それに対するジェシカの答えは、それだった。


  「は？」


  「ひと月分……」


  　謝罪にお菓子をご馳ち走そうしろということらしい。


  　──お前、食い過ぎだろうに……。


  　そうは思いつつも、それで済むならたやすいものだ。


  「分かったよ。好きなもん言え」


  「うん……」


  　満足したように頷うなずくと、ジェシカの体から力が抜けた。眠ってしまった……というよりも気を失ったのだろう。


  　いくら支えていようとも、怖くないわけがない。それにここまでの航こう界かいでの疲労もある。発作を起こすより、よほど気力を削られたはずだ。


  　そんな状態で、超人的な飛行を見せてくれたのだ。今は、ゆっくりと休ませてやろう。


  　そして、確信した。


  　今はまだ無理かもしれない。


  　お互い、次の一歩を踏み出したばかりなのだ。まだまだ天井はどこまでも遠い。


  　だがウィルとジェシカ、そして〈霞か曲きよく〉ならば、必ず届く。


  　たとえそこが、空の最果てであったとしても。


  　──って、おい！　この体勢、まずくないか？


  　ジェシカは完全に無防備でウィルに体を預けている。金色の髪がしゃらりと頰ほおをくすぐり、腕は腰から抱きしめている。背中とはいえ体が密着しているのだ。


  　意識した瞬間、顔が沸騰したように熱くなった。


  　──柔らかい……。


  　航空服越しにも、細く華きや奢しやな体の感触が伝わってくる。腕の位置を変えようにも、ジェシカは完全に気を失い、なんの力も籠こもっていないのだ。固定具もつけていなければ、命綱すらない。下手に動かせば翼つばさ舟ぶねからずり落ちる。


  　つまり、この体勢でジェシカを抱きかかえたまま、この先の空を渡らなければならない。


  　──これを毎回は、無理だ。


  　ジェシカが飛べることは証明されたが、飛ぶたびにこうなるのではウィルの方が身が持たない。やはりよほどのことがない限りは、ウィルが操縦しよう。


  　気を落ち着かせようと周囲を見渡し、ウィルはチカリと光るものを見つけた。鏡の反射による信号だ。


  　──ケイトか。


  〈霞曲〉の最大速度は一八〇界里ミールを記録した。いくらケイトが〈渡り鳥〉とはいえ、追いつけるはずもない。ウィルたちを見失っていたのだろう。


  　ウィルが信号を返すと、やがてケイト機が接近してきた。その姿をハッキリと視認して、ウィルは顔が緩ゆるむのを感じた。


  「あいつ、俺たちの舟を拾ってくれたのか」


  　ケイトの後ろにもう一機、無人の翼舟が浮遊していた。ジェシカが乗り捨てた機体だ。


  　ケイトに感謝の意味を込めて翼を軽く振り返し、ウィルは目的地の方角へ目を向けた。


  　──無事でいろよ、レン。


  　空の向こうに、小さな孤島が見えた。


  第六便　暁あかつきの《フェンリル》


  



  「ここが、〈封書〉の届け先、なのか……？」


  　孤島に着陸して、ウィルは怪け訝げんそうに呟つぶやいた。


  　周囲は瓦が礫れきの山で、人がいるようには思えない。おまけに、上空から見た限りでは、翼つばさ舟ぶねのようなものは何も見当たらなかった。ザックスは、本当にここにいるのだろうか？


  　ジェシカはまだ目を覚まさない。さすがに先ほどの黒こく狼ろうとの一戦が堪こたえたのだろう。


  　──でも、ジェシカじゃなきゃ墜おとせなかった。


  　ジェシカの指示を受けて、それからウィルが拙つたない技術で応える。


  　そんな悠長な飛び方では、黒狼には届かなかったのだ。こんなになるまで、ジェシカに無理をさせる必要があったのだ。


  　そしてそれが意味のないことだったとは思わない。ウィルとジェシカが前に進むために、必要な痛みだった。少なくとも、ウィルは自信を持ってそう答えられる。


  　ウィルはジェシカを抱きかかえて、翼舟から降りた。


  「その子、置いていかなくていいの？」


  　そう言ったのは、すでに着陸していたケイトだった。


  「こんなところに独り置いてけないだろ。どこから狙ねらわれるかも分からねえんだし」


  　ケイトは面白くなさそうな顔をしていたが、それ以上反対もしなかった。


  「ああ、それよりもありがとうな」


  「なっ、何がよ」


  「翼舟、拾ってくれたろ？　これで帰りも飛べる」


  「……ふん」


  　顔を背そむけるケイトに、今度はウィルが同じことを訊きく。


  「ケイトの方こそ、ここで待ってなくていいのか？」


  「こんなところで独りになる方が危険なのでしょう？　それに、ここまで関わったのだから、事の顚てん末まつまで見届けるわ」


  　確かに彼女の性格で、ここで帰るという選択肢はないだろう。


  　頷うなずき返して、ウィルは瓦礫の奧へと足を進めた。


  　──確かに、人が来た形跡はあるな……。


  　ところどころ、明らかに人の手で瓦礫を押しのけたのだろう跡が残っている。それに、泥のついた足跡もだ。


  　そうして進み始めると、すぐに声がかけられた。


  



  「いよう。遅かったな。待ちくたびれたさ」


  



  　瓦が礫れきの上に、ザックスが腰を下ろしていた。その隣で、腕を拘こう束そくされたレンがへたり込んでいる。


  「レン！」


  「ウィル……」


  　憔しよう悴すいした顔ながら、ウィルとジェシカの顔を見ると僅わずかに表情が明るくなる。背中の三つ編みも、どこか嬉うれしそうに跳ねた。


  「てめえ、レンに何をした」


  「人聞きが悪いさ。むしろ俺は協力してやっただけさ？」


  　そう言うと、ザックスは側に置かれている書類を取り上げる。


  「クヨー・レンカ──出身地〈リューゼン群島国〉……。ずいぶんな田舎さ」


  「……なんの、話だ？」


  「ここに残されていた、こいつの手がかりさ。両親不明。修学歴なし。思い込みが激しく、落ち着きがない。分かったのは、こいつが馬鹿だってことだけさ」


  　そう言って「かかっ」と笑うと、レンが屈くつ辱じよくに耐えかねたように叫ぶ。


  「頭の中まで筋肉でできてる入れ墨男に何が分かるですか！　学歴なんかなくたってレンは聡明です。そんなんだから異性と会話をしたこともないです！」


  「女と話したことないのは関係ないさ！」


  　ザックスは顔を真っ赤にして激げき昂こうした。


  　──おい……。こいつら、まさかそれでずっと言い合ってたのか？


  （ウィル。レンが限界）


  　ウィルが訝いぶかっていると、いつから目を覚ましていたのか、腕の中でジェシカが警告するように囁ささやいた。その視線を追って──レンが、涙ぐんでいることに気づいた。


  　──あいつ、無理にあんな元気そうにしなくてもいいだろうが。


  　弱い姿を見せたくなかったのか、それともウィルたちに心配をかけたくなかったのか、レンは見栄を張っているだけでもう倒れる寸前のようだ。


  　ジェシカを地面に下ろして、ウィルは銃じゆう機き槍そうを構えた。


  「レンを返してもらおうか」


  「そいつは〈封書〉をいただいてからさ」


  「あいにくと、〈渡り鳥〉が受取人以外の相手に〈封書〉を渡すわけにはいかないんだよ」


  　言いながら、ジェシカに目を配らせる。彼女の茨いばらなら、ザックスに気取られることなくレンを助け出せるはずだ。


  　睨にらみ合っていると、レンが「あれ？」と声を上げた。


  



  「そういえば、〈封書〉の受取人って、誰です？」


  



  「「「「……え？」」」」


  　レンを除いた四人の声が、見事に重なった。


  「《フェンリル》は人の名前じゃなくて、この孤島を示すです。ここには、誰もいなかったです」


  「……ウィル？」


  　ジェシカから目を向けられ、ウィルは視線を宙に泳がせる。


  　確かに、〈封書〉にはここの座標と《フェンリル》の名前しか刻まれていない。この孤島に届ければ良いのは間違いないが、誰に渡せば良いのだ？


  　──おい、こういうときって、どうすんだ……？


  　基本的に〈封書〉は受取人が不在ならば、配達通知を残してその島の〈渡り鳥協会〉へ預けるか、もしくは出直して手渡すかだ。


  　ここには〈渡り鳥協会〉もなく、出直したところで誰もいないのは明白だ。


  　ウィルが硬直していると、レンが怖おず怖ずと声を上げた。


  「提案ですけど、みんなで見ちゃえば良いじゃないですか？」


  「え、いやでも……」


  「生き残ってる関係者は、どうにもレンだけみたいです。だとすると、それの受取人はレンということになるですし、その内容いかんではこの入れ墨男もおとなしく退散するかもです」


  〈封書〉を見せなければ、ザックスはこの瞬間にも喜んで攻撃を始めるだろう。結局、全員の命が危なくなるだけだ。


  　ならば、〈封書〉の内容に賭かけてみる手もあるはずだ。


  　──今は、レンを無事に助けるのが先決だ。


  「……分かった」


  　ウィルはザックスに目を向ける。


  「この〈封書〉がお前にとって意味のないものなら、お前ももう関わってこないってことでいいんだな？」


  　ザックスが肩を竦すくめて頷うなずく。


  「価値がなかったら、の話さ」


  「……ジェシカも、それでいいか？」


  「ええ」


  　頷くジェシカの瞳ひとみは、レンへ向けられていた。彼女も、レンの安全確保が優先と考えたようだ。


  　ウィルは〈封書〉を取り出すと、封を破って取り出した。


  「もう一度確かめるけど、本当にいいんだな、レン？」


  「かまわないです」


  「……分かった。じゃあ、全員〈封書〉に手を当てろ」


  　開かれた〈封書〉には、円と直線で描かれた紋様が描かれている。そこに、次々と手が重ねられる。両手を拘こう束そくされたレンは、肘ひじを突き出すことでなんとか触れられた。


  　全員が触れたことを確かめて、ウィルは口を開いたときだった。


  「あ、ちょっと待つです。この手て枷かせしてたら、〈封書〉も読めな────」


  



  「──ウェイクアップ──」


  



  　レンが慌てた声を上げたときには、ウィルはそう声を出してしまっていた。


  　そして、〈封書〉から青い粒子が[image: ]あふれ出した。


  



  [image: ]


  



  〝それ〟は、歓喜に打ち震ふるえていた。


  



  【なんと心地好よいものだろう】


  



  〝それ〟の前では、全てが無力だった。


  　喉のどを震わし歓喜を叫ぶと、それまで〝それ〟を閉じ込めていた石の建物が紙のように弾けて崩れる。


  　空が広がり、開放感に身を震わせると、足下でぐちゃりと何かが潰つぶれた。足下で右う往おう左さ往おうしていた人間を、踏み潰してしまったらしい。


  〝それ〟に潰されたのがロベルト＝ヘイマンという霧む鍵げん士しだということが分かる。白髪の中年で、この研究所で宿主から《フェンリル》を切り離すため働いた者の一人だ。


  　──こいつは一体、誰の記憶だ……！


  〝それ〟は、人の形をしてはいなかった。


  　地を踏みしめる四し肢しには鋭い爪。人の体をたやすく押し潰すほどに大きく、それに見合った大きさの頭部には、人間四、五人をひと息で呑のみ込むだろう、巨大な顎あご。全身ともなれば、ちょっとした屋敷ほどもあった。


  　──こいつが《フェンリル》……！


  　雲うん界かいで墜おとした黒こく狼ろうと酷似した姿をしているが、大きさも威圧感も比較にならない。そしてその中に渦巻くのは、暴力的な衝動と、それにともなう愉ゆ悦えつだった。


  　どす黒い悪意の塊かたまりに触れ、ウィルは吐き気を覚えた。


  　それから、たった今崩れたのが、今まで自分たちがいた孤島の研究所なのだと分かった。


  　そこは、赤い世界だった。


  　全てが赤く燃えていて、そこかしこに赤い飛沫しぶきが飛び散っている。この世の終わりのような光景で、空には月が一つだけ浮かんでいた。


  　──これは、重じゆう蝕しよくの夜か……？


  　空に浮かぶ月──数十年に一度しか発生しない、二つの月が重なる夜──非常に珍しい現象であり、ウィルにとっては懐かしい景色だ。


  　この日、ウィルは別の場所で、ある霧む鍵げん士しと戦ったのだ。


  『引くぞザックス！』


  　今度は少し離れた場所から、そんな声が聞こえた。〝それ〟の位置からは視認できないが、複数の人間が固まっている。


  【あれも壊してしまおう】


  　全身に漲みなぎる力は、そこにいる人間たちを粉砕して有り余るものだと、確信できた。


  　そうして体の向きを変えると〝それ〟の体に幾いく重えもの鎖が巻き付いてきた。何者かの霧鍵式だろうと分かる。


  『手伝えマジェンタ！　ヘイマンはどこに行ったんだ。切り離しを完了させろ。そうすればフェイ────』


  　煩わずらわしく感じた〝それ〟が身み震ぶるいすると、鎖を放ったらしい男──確かオルド＝ラントという名だった。無ぶ精しよう髭ひげの目立つ青年で《フェンリル》の封印に関する霧鍵式を担当していた──の上半身が、鎖ごと赤い破片になって弾けた。


  　その光景に悲鳴が聞こえ、そちらに目を向けると金色の髪をした白衣の女性──こちらはマジェンタ＝ビアンカという名で《フェンリル》の破壊を主に担当していた霧鍵士だ──が引きつった顔で何か喚わめいていた。腕の片方が千切れており、下半身は瓦が礫れきに押し潰つぶされている。


  　その頭部が、落下してきた瓦礫に潰された。


  【なんと脆もろいのだろう】


  〝それ〟はまだ何も攻撃に相当する行動は取っていない。身じろぎ程度のものだ。


  　それだけで死んでしまうような脆ぜい弱じやくさで、本当に〝それ〟を──《フェンリル》を破壊できるとでも考えていたのだろうか。


  　そして〝それ〟は思い出す。


  　己おのれが何者であるのかを。


  　人の身のうちに住まい、宿主以外の全てを喰くらい、八千年という気の遠くなるような時間を稼働し続ける、最古の霧鍵式《フェンリル》。


  　その自我は、食した人間の絶望と憎悪から生み出された。神話の時代より練り固められた憎悪の濃密さは、すでに人智を超えている。


  　ただそこにいるだけで全てを喰くらい尽くす《フェンリル》を恐れ、人はある方法で封印することを選んだ。


  　封印体質──霧む鍵げん士しは〈霧きり〉への耐性を持つが、世の中には逆の性質を持った人間も存在する。〈霧〉を拒絶、あるいは分解してしまう体質だ。


  　そういった人間の体に寄生すれば、大それた力は使えなくなる。こうして、《フェンリル》は歴史の表舞台から消えていった。


  　今の時代は、小さな少女の体に封じ込められていた。封じられた《フェンリル》は少女の命と引き替えに、ようやく搾しぼりかす程度の力を放出するのが精一杯だったのだ。


  　そんな少女を哀あわれんで、一人の青年が少女から《フェンリル》を引き剝はがそうとしていた。引き剝がして、破壊しようとしたのだ。


  　なんとも愚かしい話だ。


  【これほどの力を、壊そうとしたのか】


  〝それ〟は再び愉ゆ悦えつに身を震ふるわす。


  　空を見上げれば二つの月が重なっている。〈霧〉の力が増す重じゆう蝕しよくの夜ともなれば、一体どれほどの力を解き放つことができるだろうか。


  　おあつらえ向きに、この孤島にはまだ戦う力を持った人間が残っているようだ。


  　軽くひと吼ほえすると周囲の瓦が礫れきが飛び散り、そこに数人の男女を見つけることができた。


  　──あれは、ザックスか？


  　顔に入れ墨のある、槍やりを持った男がいた。額ひたいに汗を滲にじませ、絶望と歓喜の入り交じった表情をしている。それでも果敢に槍を構えており、交戦の意志を読み取ることができた。


  　そちらに向かって足を踏み出そうとしたときだった。


  



  『止やめるです！』


  



  　瓦礫の中から、小柄な少女が叫んだ。


  　──レン……？　逃げろ！


  　ウィルは叫んだ。叫んでも、これは〈封書〉の記録なのだ。すでに起きてしまった過去の出来事なのだ。声が届くはずもなく。


  　レンと同じ姿をした少女は〝それ〟に向かって進み始める。足は引きずられ、白衣には赤い染みが滲んでいる。彼女も無傷ではないことが分かる。


  　少女の手には、ガラスの破片が握られていた。まさか、あんなもので止めようというのだろうか？


  【ああ、そうだ。こいつが全部閉じ込めていたんだ】


  　すでに《フェンリル》は少女の体から解き放たれている。


  　何百代にもわたる牢ろう獄ごくから、フェイという愚かな男が出してくれたのだ。


  《フェンリル》はもう、少女の体には戻らない。


  【だが、後世で封印されるかもしれない】


  　この力が奪い取られるのは、我慢ならない。


  〝それ〟は、大口を開けると少女に向かって飛びかかった。


  　そんなときだった。


  



  　何を思ったのか、少女は自分の首にガラスを突き立てた。


  



  　赤い飛沫しぶきが、大きく噴ふき上がった。


  　鮮血は飛びかかった〝それ〟の顔にもかかる。生温かい感触に、頭の中を埋め尽くす悪意がにわかに拭ぬぐわれた気がした。


  　そこで〝それ〟はピタリと硬直した。


  　大口は、少女に覆おおい被さったところで止まっていた。


  



  『レン、カ……？』


  



  〝それ〟は、人の言葉で確かにそう言った。


  　──しゃべった……？


  　ウィルが呆あつ気けに取られていると、少女は〝それ〟の鼻先をそっと抱き締めた。


  



  『それ以上、やっちゃ駄目ですよ、フェイ』


  



  　そして〝それ〟は思い出した。


  　──《フェンリル》をレンカから切り離し、破壊する──


  　重じゆう蝕しよくの夜ならば、それができるはずだ。


  　だから、フェイはそれだけの力ある霧む鍵げん士しを探し、口説き、志こころざしを共にできる者だけを集め、《フェンリル》機関を設立した。


  　たった一人の少女を助けるためだけに集まってくれた、最高の部下たちだった。


  　そして重蝕の夜、少女から《フェンリル》を切り離すところまでは成功した。


  　そこに、〈七つの鍵かぎ〉を名乗る男たちから襲撃を受けた。


  　彼らは、《フェンリル》の宿主が少女であることを知っていた。真っ先に少女を狙ねらったのだ。


  　少女を守ろうと、フェイは、もっとも間違った行動を取ってしまった。


  　宿主を失い、休止状態の《フェンリル》を、起こしてしまったのだ。


  　封印体質を持たないフェイは、瞬またたく間に呑のみ込まれた。


  　そして今、全てが壊れていた。


  



  《フェンリル》の姿をしたフェイは、泣いた。


  　そんなフェイに、少女は穏やかに笑いかけた。


  『なんで、笑ってるんだよ……』


  　この少女を助けたかった。


  　そのために集まってくれた、気のいい仲間たちがいた。


  　少女も彼らによく懐なつき、幸せそうに笑える場所だったのだ。


  　それらの全て壊したフェイの前で、なぜ笑っていられるのか。


  『笑うですよ、フェイ。笑えなくなったら、そこで終わりだって、フェイが教えてくれたことですよ』


  　そういう少女の瞳ひとみからは、光が失われつつあった。


  　──助からない……。


  　ただ記憶を読むだけの、ウィルの目にもそれは明らかだった。


  　それでも、少女は笑っていた。


  『私は、幸せだったですよ』


  　そう言って、狼おおかみの形をした鼻の頭を撫なでる。封印体質の血がついた手で撫でられるごとに、フェイの巨体が少しずつ小さくなっていく。


  　少女の血と体質が、《フェンリル》を抑え込んでいるのだと分かった。


  『《フェンリル》に関わった人間は、みんな死ぬです。そんな私に笑いかけてくれたのは、フェイが初めてだったです』


  　懐かしむように、慈いつくしむように、少女は続ける。


  『私に笑えと言ってくれて、ビアンカやオルド、ヘイマンさんみたいな仲間まで与えてくれたです』


  　撫でる力も失せた腕が、ダラリと下がる。


  『この、五年間、生きて、て……良かった。そう思わせ、てくれたのは、フェイ、です』


  　フェイの大きさは、かつてウィルが墜おとした黒こく狼ろうと同じくらいの大きさになっていた。


  『フェ、イ……』


  　縋すがるように頽くずおれ、震ふるえる少女の唇から、幽かすかな声が絞り出された。


  



  『大、好き……』


  



  　こんな有あり様さまの愚かな男に、少女は本当に幸せそうにそう言った。


  　そして、それを最後に動かなくなった。


  　慟どう哭こくした。


  　黒こく狼ろうの叫びに、周囲の瓦が礫れきがさらに砕けていく。孤島の片隅にいたはずの男たちも、堪たえかねて孤島から離脱していく。


  　どれくらいの間、泣いていただろう。


  　やがて声のかれたフェイは、もう一度少女の亡なき骸がらを見下ろした。


  　そして、その人よりも遥はるかに大きな顎あごを開き────


  



  　ゴリッ──…………
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  「──うわああああああああっ！」


  　現実に引き戻され、ウィルは悲鳴を上げた。いつの間にか〈封書〉から手が離れていた。〈封書〉に意識を持っていかれていながらそれができたのは、恐らく防衛反応だろう。


  　直視すれば正気ではいられなくなると、体が反応したのだ。


  　──喰くった……！


  　恐らく〈封書〉にはその先まで記されていたのだろう。途中で離脱できたおかげで、見ずに済んだが。


  　ウィルが手を振り払ったことで、全員の手から〈封書〉が離れた。


  「う、えぅっ……」


  　ケイトが口元を押さえて頽くずおれる。ジェシカですらも青白い顔で後あと退ずさっていた。


  「コラ、何が見えたですか？　レンにも見せるです！」


  　隣でやかましい声が聞こえ、ウィルはぎこちない動きで首を向けた。


  「……？　なんですか？　そんな幽霊でも見たみたいな顔して」


  　目の前の少女が何を言っているのか、ウィルは聞いていなかった。


  　──じゃあ、こいつは一体、誰なんだ……？


  〈封書〉の中で、レンカ＝クヨーは死んだ。


  　最後は見ていられないほどの有様だった。実は生きていた、などということはあり得ない。


  　ウィルは、首を横に振った。


  「ジェシカ？」


  　ウィルは知っている。同じように重じゆう蝕しよくの夜に命を落とし、それでも五十年生き延びた男がいたことを。


  「……違う。あり得ない」


  　ジェシカは、即座に否定した。


  「あれは一人の命を半分に割っただけ。それに絶対言語レーゲル・ヴオルトはここにはなかった」


  「でも────」


  「さっきから何を話してるですか？　レンにも分かるように話すです。というか入れ墨男、さっさとレンの手て枷かせを外すです！」


  　喚わめくレンを見て、ようやく彼女が〈封書〉を読めなかったらしいことに気づいた。


  　──あの、手枷のせいか！


  　気づいた瞬間、ウィルは飛び出していた。


  　その先には、全員の手から抜け落ちた〈封書〉。これは、レンにだけは見せてはならない。


  



  　ギィンッ──目の前に、刃が突き出された。


  



  　なんとか銃じゆう機き槍そうで受け止め、ウィルはその犯人を睨ねめつけた。


  「……てめえ」


  「悪いけど、それを渡すわけにはいかないさ」


  　そう言うと、〈封書〉を拾って駆け出す。


  「待て！」


  「え、え、ちょっと待つです！」


  　ザックスの向かった先にはレンがいた。突然のできごとに、完全に硬直していた。


  　──間に合わない！


  　ウィルが呻うめいたときには、ザックスはレンとすれ違っていた。


  　ガシャンッ──そして、金属の砕ける音。


  「これでいいさ？」


  　レンは、無傷だった。


  「……？　おお！　手枷が取れたです」


  「感謝するさ」


  　そう言って〈封書〉を差し出すが──


  「──させない」


  　ビシンッ──茨いばらが一いつ閃せんした。


  　ジェシカの茨が、ザックスの手を打ち払っていた。


  「よくやった！」


  　再び宙に舞った〈封書〉に、ウィルが手を伸ばす。そこに、ザックスが負けじと飛びつく。


  　ギンッ──再び銃機槍と槍やりが交差し、互いに弾き飛ばされる。


  　誰の手も届かなかった〈封書〉は、ヒラヒラと舞って瓦が礫れきの間に落ちる。


  「レンの〈封書〉がです！」


  「行っては駄目！」


  　慌てて取りに走るレンを、ジェシカが止める。


  　ウィルも三度ザックスと切り結び、取りには走れない。


  「……え？」


  　そんな中、一人状況から取り残されていたケイトに、全員の視線が集まった。


  「ケイト、〈封書〉を破れ！」


  「〈渡り鳥〉が〈封書〉を破っちゃ駄目さ。送り主に渡すさ？」


  「レンに見せるです！　なんで隠すですか」


  「絶対駄目！」


  　ジェシカでさえも声を荒らげ、ケイトがオロオロと〈封書〉が落ちた瓦が礫れきと、ウィルたちを交互に見る。


  「「「ケイト！　「女！」」」」


  「ああああもうっ！」


  　四人の声が重なり、ケイトが瓦礫に向かって走り出した。


  　そして瓦礫の〈封書〉に手が届こうかとしたときだった。


  　ズシャッ──その目の前に、大きな影が舞い降りた。


  「え……？」


  　呆ぼう然ぜんとしてケイトが顔を上げた。


  



  「グルルルルルルルルルルルルルル──」


  



  　黒こく狼ろうが、そこにいた。


  「おい、確かに始末したはずだぞ……」


  　ヒルダの弾丸を撃ち込んだ上に、〈ブルドガング〉で首まで刎はねたのだ。生きているわけがない。


  　愕がく然ぜんとするウィルの呟つぶやきに、ザックスが密かに目を細めた。


  　黒狼は赤い瞳ひとみでケイトを見据えると、その巨大な顎あごをパカンと開いた。


  「ひっ──」


  「逃げろケイト！」


  　悲鳴を上げるケイトに、茨いばらが絡みついた。


  「下がって」


  「うぐぅ……っ」


  　ジェシカだった。茨に搦からめ捕られたケイトは、悲痛な呻うめき声を漏もらして引き倒される。


  　とっさのことで加減ができなかったのだろう。丈夫な航空服が茨いばらで裂け、じわりと血が滲にじみ出していた。


  　そんなケイトにまるで興味を示さず、黒こく狼ろうは瓦が礫れきの隙すき間まに頭を突っ込んだ。そして、石片ごと口に〈封書〉を咥くわえると、そのまま呑のみ込んだ。


  　──なんだこいつ、〈封書〉を喰くった……？


  　あれだけ執しつ拗ように追いかけていながら、目の前にいるレンを無視して〈封書〉を喰った。わけが分からなかった。


  　──まさかこいつ、レンじゃなくて〈封書〉を追ってたのか？


  　黒狼は〈封書〉を味わうように丸くなる。


  「そいつを吐き出すさ！」


  　つばぜり合いの槍やりを引くと、ザックスは黒狼に突進する。


  　黒狼はヒラリと跳躍すると、ザックスの頭を飛び越えてウィルの前に着地する。そのときには、ウィルもすでに銃じゆう機き槍そうを振りかぶっていた。


  　──仕留める！


  　薙なぎ払おうとしたときだった。


  



  「悪いが、どいてくれ」
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  「──なっ？」


  　人語でそう語りかけられ、ウィルは銃じゆう機き槍そうを止めてしまった。


  　その隙すきに、黒こく狼ろうはウィルの隣をすり抜け、駆け出す。ハッとして振り返り、ウィルは頭から血の気が引くのを感じた。


  「ジェシカ！」


  　黒狼が向かった先には、ジェシカとレンの姿があった。


  「──っ！」


  　ケイトを庇かばうのに茨いばらを使ったのだ。ジェシカは、無防備だった。そこに、黒狼の巨体が突撃した。為なす術すべもなく、ジェシカの体が弾はじき飛ばされた。


  「は、放すです！」


  「レン！」


  　黒狼の顎あごが、ジタバタと暴れるレンの体を咥くわえていた。ジェシカはその足下に昏こん倒とうしている。


  　そして、黒狼はあらぬ方向へと駆け出す。


  「逃がさないさ！」


  　ザックスがそれを追うが、ウィルはジェシカの元に駆け寄った。


  「ジェシカ、しっかりしろ」


  　ウィルが抱かかえ起こすと、ジェシカは頭を振りながらも、なんとか自分で起き上がった。衝突されて目を回していただけで、特に外傷はなさそうだ。


  「ご、ごめんさい。私が……」


  　傷を押さえて、ケイトが言った。立ち歩けるところを見るとそう深い傷ではなさそうだが、体中引っ搔かき傷だらけなのだ。見るからに痛そうだった。


  「いや、俺が止められなかったんだ」


  　不意を衝つかれたケイトやジェシカとは違い、ウィルは反撃できる絶好の位置にいたのだ。なのに斬きれなかった。


  「なぜ斬らなかったの？」


  　ジェシカからの不服そうな声に、ウィルは躊躇ためらいながらもこう答えた。


  



  「今の、フェイさんだったんだ」
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  「ど、どこまで行くですか！　放すです！」


  　獲物のように黒狼に咥えられたレンは、孤島の末端にまで連れてこられていた。


  　──このまま空に出るだけは嫌いやです……！


  　ウィルもザックスもいないのだ。これで空に墜おとされれば、さすがに死ぬ。


  「むぎゅっ？」


  　黒こく狼ろうは突然、レンを地面に下ろした。


  　ポカンとして顔を上げると、妙に人間くさい素そ振ぶりでため息を漏もらした。


  「少しはおとなしくなってるかと期待したんだがな。そのやかましさだけは直らんかったらしいな……って、聞いているか？」


  　レンは硬直していた。


  　やがて、ハッとしたように声を上げる。


  「犬さんがしゃべったです！」


  「犬さんって言うなよな……」


  　疲れたようなその素振りが、妙に懐なつかしく感じられた。


  「むう……。レンは犬さんを知ってるです？」


  「知ってると言やぁ、知ってるんじゃねえか？」


  　その言葉で、レンは黒狼が誰なのか自然と受け入れることができた。


  「〈封書〉のおじさんです！」


  「まあ、そんな感じだ。おじさん……」


  　ポケットの中の〈封書〉には、老け顔の青年の姿があった。


  　何も覚えていないレンが、唯一懐かしいと感じられた相手だ。目の前の黒狼からかつての恐怖は感じられず、〈封書〉の中の懐かしさだけが感じられた。


  　──フェイです……。


  　レンは、フェイの死が受け入れられなかったわけではない。


  　なぜか分かってしまったのだ。彼が生きていることを、レンを捜していることを、感じ取っていたのだ。


  「フェイはなんでレンの〈封書〉食べちゃったですか。さっさと出すです」


  　黒狼はまたため息を漏らす。


  「あれは俺に宛あてた〈封書〉だ馬鹿」


  「フェイのです？」


  　黒狼はストンと腰を落とすと、丸くなった。


  「先に言っとくが、俺はもう死んでる。で、死んだらこうなることは分かってた」


  「死んだら犬になるです？」


  「そう、ただの犬だ。俺は自分を俺だと認識できなくなる。前もそうだったんでな」


  「それで〈封書〉がどう関係あったです？」


  「俺が俺であることを思い出すために、必要な記憶を記しておいたんだよ。言ったろう？　《フェンリル》に届けろって」


  　そう言われて、レンは心底驚いた顔をした。


  「《フェンリル》とは、フェイのことだったですか！」


  「え、お前、何を意外そうな顔で言ってるんだ？　この格好で《フェンリル》の名前出してんだぞ？　他にないだろう？」


  「だっていきなり襲おそってきたですし、誰も配達相手だなんて思わなかったです！」


  　黒こく狼ろうが「そうか……」と耳を伏せた。


  「そこまでやっちまったか……。悪かったな。てっきり〈渡り鳥〉も〈封書〉を置いて逃げるかと思ったんだ」


  「ウィルとジェシカは最後まで届けたです」


  「〈渡り鳥〉に骨があり過ぎたってことだな……」


  　苦笑混じりの声に、レンは首を傾かしげた。


  「フェイは結局何をしたいです？」


  　黒狼は、まるで人間のように口を笑みの形に歪ゆがめた。


  「お前を迎えにきたんだよ」


  　それは、素直に受け入れられる言葉だった。


  　だが、それゆえにハッキリさせなければならないことがあった。


  「フェイは、レンが誰なのか知ってるです？」


  　黒狼は優しげに目を細めた。


  「お前は、誰だと思う？」


  「分からないから訊きいてるです！」


  　憤ふん慨がいするレンに、黒狼は長い尾を巻き付けてきた。


  「お前はレンだ。レンカから名前をもらったが、レンカじゃない」


  「……？　レンは、レンカじゃないです？」


  「そうだな……。レンカは、お前の母親になるんじゃないか？」


  「父親は？」


  「俺以外に誰がいるんだよ……」


  「レンは犬だったですか……」


  　肩を落とすレンに、黒狼は傷ついたような声を漏もらす。


  「うわ、傷つくわぁ……。俺はもともとダンディでハンサムな人間男子だったんだぞ？」


  「ハンサム……です？」


  〈封書〉にあった男の姿を思い返し、レンは深刻に困った顔で首を傾げた。


  　その反応に、黒狼はどんどん暗い表情──狼おおかみの表情をそう形容するべきなのかはともかくとして──になっていった。


  「じゃあ、レンは誰なんですか？」


  「誰でもないって言ってるだろ？　お前はレンだ」


  「じゃあ、なんでレンは何も覚えてないです？」


  　黒こく狼ろうは少し躊躇ためらう素そ振ぶりを見せたが、やがてこう答えた。


  「──お前がまだ、生まれたばかりだからだ」


  　言われた意味が、分からなかった。


  「レンは、なんなんですか？」


  「追い追い、教えてやるよ」


  　黒狼は、答えてはくれそうになかった。それからレンの顔を窺うかがうように問いかける。


  「……不安か？」


  「当たり前です！」


  「心配するな。本当の意味でお前を傷つける者はもういない。少し時間はかかったが、やっと消えた。お前はもう、ただのレンだ。お前はお前として、お前の人生を生きていけばいい」


  　レンは首を傾かしげた。


  「フェイは、何かと戦ってたです？」


  「……そうだな。戦ってた。俺の前はレンカが戦ってた。何回も負けて、いくつも取りこぼした。最後は、あの〈渡り鳥〉の手を借りたことになるんだろうな……。だが〝あいつ〟は俺といっしょに死んだ。もう、お前の前に現れることはない」


  　黒狼が言う〝あいつ〟というのが何者なのか、それはレンには分からない。分からないが、彼がレンのために命懸がけで戦っていたのだということは、伝わってきた。


  「分からないです。フェイは、何をしたいですか？」


  　黒狼は、獣の顔で笑った。


  



  「言ったろう？　お前を迎えに来たんだ。お前を縛る鎖は、もう嚙かみ砕いた。お前は自由だ」


  



  　黒狼の言っていることは、正直なところレンには半分くらいしか理解できなかった。


  　レンは記憶喪失なのだ。何かに縛られていたつもりはない。


  　それでも──お前を迎えに来た──その言葉だけは、抵抗なく受け入れることができた。それを確かめるように、黒狼の毛並みに顔を埋うずめてみる。


  　──あったかいです……。


  　その背中を長い尾に撫なでられ、なんともくすぐったかった。


  　ウィルとジェシカの側にいても拭ぬぐえなかった不安と、孤独が晴れていく。約束の場所へたどり着いた渡り鳥のごとく、歓喜と安らぎを感じられた。


  　そして、ようやく気づいた。


  　──そうか。フェイは、このためだけに〈封書〉を送ったですね……。


  　黒こく狼ろうに身を窶やつし──彼が言うには一度死んで──正体の知れない何かと戦って、空ではウィルに墜おとされてまで、フェイはレンを迎えに来てくれた。


  　レンもまたこの場所へ来なければと、焦しよう燥そう感かんにも似た衝動を覚えた。


  　全ては、この約束された瞬間のためだったのだ。


  　ウィルとジェシカは納得してくれないかもしれないが、レンは彼の側が心地好よいと感じた。ずっと、こうしていたかった。


  　そうしていると、黒狼はそれまでとは打って変わって、鋭い声を漏もらした。


  「──で、いつまでも覗のぞき見られてるのは気分が良くないんだがな」


  　レンが顔を上げると、瓦が礫れきの陰から男が姿を見せた。


  「入れ墨男……」


  　ザックスは槍やりを肩の上でトントンと揺らし、問いかけてくる。


  「結局、《フェンリル》はあんたが持ってるさ？」


  「そうとも言えるな」


  「なら、交渉するさ」


  　その提案に、黒狼は「ほう」と声を漏らした。


  「交渉を覚えたのか？」


  「見よう見真ま似ねさ。俺の要求に応えられるなら、今後一切、あんたらには関わらないさ。なんなら〈七つの鍵かぎ〉の組織であんたらを守ってもいい」


  「気前がいいな」


  「俺らにとって《フェンリル》はそれだけ重要品さ」


  　そう言って、槍を地面に突き立てる。


  「いくつか確かめたいことがあるさ。一つ。《フェンリル》はどこさ？」


  「俺が《フェンリル》だ」


  「一つ。あんたの体から引き剝はがすことは可能さ？」


  「無理だろうな。重じゆう蝕しよくも過ぎた。それに、俺はもう死んでる。お前に殺されてな。《フェンリル》にしがみついて意識を保ってるだけだ」


  　そのあたりはすでに予想できたことなのだろう。ザックスの問いに淀よどみはなく、黒狼の返答にも動揺はなかった。


  「なら、ここからが本題さ。あの日、あんた一体、何をしたさ？」


  「………………」


  　黒狼は、目を細めるだけで答えなかった。


  「なら、次さ。そこの小娘を〈七つの鍵〉に預ける気はないさ」


  「──断る」


  　そこで自分の名が出るとは思わず、レンが目を丸くすると、黒狼は即答で拒否した。それから、レンを隠すように前に出る。


  　それを見て、レンは気づいた。


  　──これは、交渉じゃないです。


  　結論は、二人とも初めから出ているのだ。


  　その上で、ただ確認し合っているだけなのだ。


  　お互いが、敵であるということを。


  「おいおい、これじゃあ交渉にならないさ。俺は材料は用意したはずさ？」


  「釣り合わん材料は交渉材料とは呼ばないもんだよ」


  　ザックスが槍やりを握る腕に力を込める。


  「交渉は、決裂さ？」


  「前も言ったが、お前には交渉の才能がない」


  　その答えに、ザックスが獰どう猛もうな笑みを浮かべた。


  「なら、始めるさ！」


  　ガキンッ──突き出そうとした槍が、大きく弾はじかれた。


  「──逃げろ！」


  



  　斬きり込んだのは、ウィルだった。
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  「──っ、あんた、いい加減しつこいさ！」


  　苛いら立だった声を上げながら、ザックスが銃じゆう機き槍そうを押し返す。


  　数分前から、ウィルはザックスと黒こく狼ろうのやりとりを聞いていた。ジェシカもケイトも深刻な怪け我がはなかったので、ザックスを追ったのだ。


  　ウィルは黒狼に目を向ける。


  「一つ答えろ。あんたは俺の依頼人で、《フェンリル》の持ち主。それを使ったはいいが、制御できなくて暴走した。そんな感じでいいか？」


  　霧む鍵げん式しきには明るくないが、ウィルはそう解釈した。


  「そんな感じだ」


  　その答えを、ウィルは全面的に信用した。


  　──フェイさんは、〈封書〉の中の《フェンリル》みたいに暴走してたんだ……。


  　飛行場で出くわしたときは、まだ正気だったのだろう。襲おそわれなかった。一度目に空で出くわしたときも、レンの姿を見て踏み止まった。三度目は、明らかに暴走していた。


  　黒狼は言った──俺が俺であることを思い出すために、必要な記憶を記しておいた──と。


  　あの〈封書〉を見た今なら分かる。


  　フェイが戦っていたのは──殺されてまで殺したかった相手というのは──〈封書〉の中で見た《フェンリル》なのだ。その破壊意志とも呼ぶべき、黒い悪意なのだ。


  　そして、それを倒すために、自分を取り戻すために必要なものこそが〈封書〉だったのだ。


  　彼にとって誤算だったのは、それを託した〈渡り鳥〉が本当に目的地まで〈封書〉を届けてしまったことだった。黒こく狼ろうを撃退してまで届けるとは思わないだろう。


  　彼が最初に言っていた〝厄やつ介かいごと〟というのは、なんのことはない。暴走した黒狼に付け狙ねらわれるということだったのだ。


  　──レンが狙われてると考えたのが間違いだったんだ。


  　それを躊ちゆう躇ちよなく攻撃していたのだと考えると、少し罪悪感が込み上げてくる。ウィルの今の行動は、そういった心理も働いているのかもしれない。


  　いずれにせよ、彼はそれをやり遂げ、帰ってきたのだ。


  　──ただ、そこにレンはどう関わっている？


  　謎なぞはまだ残っている。


  　それでも、ウィルはここで黒狼とレンを守るべきだと感じた。


  「なら、さっさとレンを連れて逃げろ」


  「ウィル、信じるですか？」


  　意外そうな声を上げるレンに、ウィルは振り返らなかった。


  　──あんな顔してるお前を見たら、信じないわけにはいかないだろ？


  　黒狼の毛並みに埋うもれ、レンは幸せそうに微ほほ笑えんでいた。


  　ウィルたちの前でも楽しそうにはしていたが、あんな顔で笑うのを見たのは初めてだった。


  　ここまで必死で笑ってきた彼女が、初めて手に入れた安らぎなのだ。それを信じてやれなくて、何を信じろと言うのか。


  「よかったな。お前のこと知ってるやつに会えて」


  　そう投げかけると、レンが後ろで頭を下げたのが分かった。ウィルは背を向けたまま黒狼へ言う。


  「……悪かったな。撃墜して」


  「いや、おかげで少しは自我を取り戻せた。むしろ礼を言っておくよ」


  　そう言って、黒狼はレンを背中に乗せて空へ舞う。


  　それを確かめて、ウィルはザックスを睨ねめつける。


  「お前、初めから全部知ってやがったな」


  〈封書〉の中にはザックスの姿もあった。


  　彼はフェイが《フェンリル》になったことも、そこでレンカが死んだことも、全て見ていたはずだ。


  「全部は知らなかったさ。特に、あの小娘のことはな！」


  　銃じゆう機き槍そうが弾かれ、再び距離を置く。ザックスは宙に逃げた黒こく狼ろうを意識しながら、ウィルに槍やりを突き出す。


  「あんたこそなんでまだ関わる？　もう配達は終わったさ。〈渡り鳥〉に用はないさ？」


  「〈渡り鳥〉じゃなくても、レンは仲間だ。狙ねらわれてるのに放っとけるかよ」


  「青いさ！」


  　地面が融解する。噴き上げる焰ほむらを、ウィルは銃機槍で薙なぎ払う。


  　そこに、すでにザックスの槍が迫っていた。


  「チイッ」


  　身を反らすと、肉の焼けるにおいがした。


  「ぐうぅ……っ」


  　触れてもいないのに、上腕の皮ひ膚ふが焼けただれていた。


  「言っとくが、ここじゃ手加減の必要はないさ！」


  　地面の融解が広がり、溶岩が足場を奪っていく。


  　──マズイな……。


  　ここは、ザックスにとってはどこまでも有利な場所だった。流出する溶岩の前では、近づくどころか目を開けることすら困難だった。


  　──息ができない……！


  　顔を覆おおいながら、ウィルは銃機槍で地面を薙ぎ払う。ドクンと脈打つ〈ブルドガング〉が溶岩から熱を奪い、ただの石ころへと変えるが、一度上昇した温度はそうは下がらない。


  　皮膚が焦げるのを感じながらも、ウィルは灼しやく熱ねつの領域に踏み込む。


  「その銃機槍、一体何さ？」


  「さあな？」


  　挑発的に笑い返すと、ザックスはどこか愉快そうな顔をした。


  「正直なところ、俺はあんたのことが嫌いじゃないさ。あの小娘は、あんたにとってただすれ違っただけの他人さ？　そんな他人のために、そこまで必死になれる馬鹿は、そうはいないさ」


  「……そいつは、褒ほめてんのか？」


  「当然さ。あんたの銃機槍は確かにちょっと普通じゃないが、俺とここまで渡り合えたのは、あんた自身の力さ。だから分かる。あんたは、常に必死で生きてきた。俺はそんなあんたが尊敬に値すると思うさ」


  「そりゃどうも。でも、結局退ひく気はないんだろ？」


  　ザックスは肩を竦すくめた。


  「あいにくと、仕事は仕事さ。それに、必死で抗あらがうあんたをもっと見てみたいさ」


  　ウィルは不快そうに顔を顰しかめた。


  「尊敬してるとか言われて、こんな嫌いやな気分がしたのは初めてだよ」


  「そりゃあ、残念さ」


  　おかしそうに、ウィルとザックスは笑った。


  　そして──ギィンッ──同時に、斬きりかかった。


  「かかっ！　やっぱあんた面白いさ。できればもっと相手してやりたいんだがな！」


  「遠慮すんなよ。きちんとぶちのめして警察に突き出してやるから────？」


  　切り結ぼうとして、スルリと銃じゆう機き槍そうが宙を切った。


  



  「悪いな。俺は仕事に私情は挟まない主義さ」


  



  　そう言うザックスは、宙に浮いていた。その手に槍やりはなく、足の下に浮遊している。


  　──槍に、乗ってる……？


  　切っ先は後ろを向いており、絵本に出てくる魔女の箒ほうきのように、ザックスの槍は浮遊していた。出来の悪い、冗談のようだった。


  「俺には翼つばさ舟ぶねは必要ない。なぜならこいつは、翼舟よか断然速いからさ！」


  　その言葉と共に、槍の先端が焰ほむらを吐き出した。そして、ザックスの姿がかき消えた。


  「フェイッ！」


  　その悲鳴は、空から聞こえた。


  　見上げると、黒こく狼ろうの背に跨またがるレンへ、ザックスの槍が迫っていた。黒狼がそれを庇かばおうと身を盾たてにするが。


  「ごはっ？」


  　黒狼の巨体が、造作もなく射い貫ぬかれた。そして、ザックスは残酷に笑う。


  「──言ったさ。あんたは俺が殺すって」


  



  　黒狼を貫つらぬいた槍は、その背に乗るレンの胸へ突き刺さっていた。


  



  「あ……？」


  　グラリと揺れ、レンが黒狼の背からずり落ちる。


  　黒狼の背で、幸せそうに笑った顔が、脳裏を過よぎった。


  「レン！」


  　気がついたときには、ウィルは駆け出していた。どしんとした衝撃と共に受け止めると、すぐ側に黒狼も落下する。


  「レン……っ」


  　ほんのつい先ほどまで太陽のような笑顔が浮かんでいた顔からは、表情がすっぽりと抜け落ちていた。まるで、人形か何かのようだった。


  　──あれ？　なんだ、これ……。


  　レンの胸の中央に、ぽっかりと穴が空あいていた。


  　その姿に、なぜか違和感を覚えると、宙に浮かんだザックスが確信めいた声でこう言った。


  「あんたは黒こく狼ろうを墜おとしたさ？　それでもこいつは死ななかった。破壊されても〈霧きり〉さえあれば再生できるってことさ。なら、本体はこっちさ」


  「本体……？」


  「あの日、二つの月が重なった夜、この島で生き残ったのはその男だけだったさ。そして、そいつは《フェンリル》を本体──〈鍵かぎ〉と〝何か〟に分離しやがったのさ」


  　ウィルには、その〝何か〟というのが、《フェンリルの意思》とも呼べる、あの黒い憎悪だとわかった。


  　それを肯こう定ていするように、横たわる黒狼の体から黒い〈霧〉が噴ふき上がった。


  「お前……ッ！」


  　黒狼が唸うなるような声を上げて立ち上がろうとするが、ドサリと地面に頽くずおれる。


  「フェイさん！」


  　ハッとして見てみれば、黒狼の体は半分以上崩れていた。


  「……ここまで、か」


  「どうなってんだよ。あんた、雲うん界かいに墜ちても生きてたじゃねえか」


  「言ったろ、俺はもう、死んで、るんだ。《フェンリル》の、抜け殻、それが、この……体、なんだ……」


  「抜け殻？　ナニ言って……」


  　言っている間に、黒狼の体はすでに輪郭も読み取れないほどに薄くなっていた。


  「レンを、頼、む……」


  　そして、その言葉を最後に、黒狼の体はついに崩れ去った。


  　──呆あつ気けなさすぎる……。


  　雲界で、首だけになってまで〈封書〉を奪いにきたのは、フェイの意思だったはずだ。


  　それが、こうも簡単に消えるなど……彼は一体、何のために戦ってきたというのだ。


  　ザワッ──黒狼の体だった黒の〈霧〉が、吸い込まれるようにレンの元へと集まり始める。


  　──どうなってるんだ？


  「やっぱりさ」


  　困惑するウィルをよそに、ザックスは笑みを浮かべる。


  　やがて黒の〈霧〉が晴れると、レンが小さな呻うめき声を漏もらした。


  「う……ぅん？」


  　ウィルは目を見開いた。


  　──致命傷、だったはずだぞ……？


  　すでに、呼吸も止まっていて、鼓動も感じられなかったのだ。少なくとも、ウィルの目には絶命しているように見えた。


  　それが、むくりと身を起こした少女には、傷一つなかった。ただ、衣服に小さな穴が空いているだけだ。出血の跡すらない。


  　致命傷だったにも拘かかわらず、レンには血の一滴も流れていなかったのだ。


  「え……？」


  　自分の様子を確かめ、レンの顔が引きつった。


  「なんで……レンは今……フェイ？　フェイは、どこ行ったです？」


  「やつなら消えたさ」


  　狼狽うろたえるレンに、ザックスが無情な声を投げる。


  「正確には、あんたが維持できなくなったさ」


  「何、言って……」


  「自分の傷を癒やすのに、やつの存在を維持する力を使ったってことさ」


  　カタカタと震ふるえながら、レンは自分の顔を覆おおった。


  「これ、なんの記憶です……？　レン、なんで死んでるのに、生きて……違う？　レンはどうやって生まれた、です？」


  　黒こく狼ろうの〈霧きり〉を取り込んだことで、〈封書〉の記憶も取り込んでしまったらしい。


  　それはつまり、ウィルが途中で目を背そむけた先まで知ってしまったということだ。


  「教えてやるさ？」


  　ザックスがレンの前に降りて囁ささやく。


  



  「フェイって男は、自分の命と《フェンリル》を使って、あんたっていう人形を創ったのさ」


  



  「人、形……？」


  「あんたは霧む鍵げん式しきさ。レンカ＝クヨーの姿に変えられた《フェンリル》そのものさ」


  　太陽のような笑顔を絶やさなかったレンの顔から、表情が消えた。


  「レンは、人間じゃないです？」


  「そういうこった」


  「レンは、霧鍵式です？」


  「そうさ」


  「レンは、誰でもない？」


  「あんたは、ただの人形さ」


  



  　パリンッ──決定的に、何かが壊れる音が響いた。


  



  [image: ]


  



  　オォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ──…………


  



  　長い長い慟どう哭こくが、大気を震ふるわせた。


  　そこにいたのは、レンではなかった。


  　全身が黒い〈霧きり〉に覆おおわれ、見る見る膨ふくれ上がっていく。見上げるほどに巨大化したそれは、もはや人の姿をしてはいなかった。


  　狼おおかみだ。


  　──《フェンリル》……！


  　フェイだった黒こく狼ろうなど、まるで比較にならない。〈封書〉の中で見た、正真正銘の《フェンリル》だった。


  　──《エインヘリヤル》は出来損ない──


  　その言葉の意味を、理解した。


  　目の前にある終しゆう焉えんに比べれば、かつて〈傀く儡ぐつ師し〉が暴走させた《エインヘリヤル》など子犬のようなものだ。


  　恐ろしいと、心から思う。今すぐこの場から逃げ出したくなった。


  「レン……！」


  　それでも、ウィルは銃じゆう機き槍そうを握る腕に、力を込めた。


  「かかかっ、あんた、やっぱり最高さ。あれを止める気さ？　言っとくが、あれはもう、あの小娘じゃなくてただの化け物さ」


  　そういうザックスに一いち瞥べつもくれず、ウィルが駆け出そうとしたときだった。


  　か細い腕が、その行く手を阻はばんだ。


  「ジェシカ？」


  　いつの間にか追いついていたらしい。ジェシカとケイトがそこにいた。


  「ウィルはレンを殺す」


  「──っ、助けるんだよ！」


  「無理。ウィルじゃあの子を殺せても、助けてあげられない」


  「そんなこと、やってみないと分かんねえだろ」


  　それでも首を横に振るジェシカに、ザックスが感心したように手を叩たたく。


  「相方は冷静さ。あれは人間じゃ止められない」


  「そう。おめでとう」


  「あ？」


  　冷ややかな声に、ザックスが目を細める。


  「人間でなければ止められる。なら、私ならできる」


  　思えば、ジェシカは初めから誰よりもレンのことを気にかけていた。


  「ジェシカ、お前、レンのこと気づいてて助けようとしたのか？」


  　半はん人じん半はん妖ようの少女は、小さく頷うなずいた。


  「途中で放り出すなら、初めから手なんて差し出さない」


  　不意に、ある言葉が思い出された。


  



  　──神話のフェンリルは、生まれた瞬間神々に騙だまされ、終末のときまで鎖で束縛されて──


  



  　そう言ったのは、確かヒルダだったはずだ。


  



  　──誰かが手を差し伸べていたら、終末の結末は、違ったのではないでしょうか──


  



  　ジェシカは、手を差し伸べたのだ。


  　あれほど凄せい惨さんな〈封書〉の記憶を読み、レンの正体を知ってなお、救おうとしているのだ。


  　──結末は、まだ提示されちゃいない。


  　これは神話ではない。ウィルとジェシカが直面した、現在いまなのだ。


  「……分かった。レンを、頼む」


  　ウィルが頷うなずくと、ジェシカはクロークコートを脱いだ。そして金色の髪をかき上げると、無防備な背中を向けた。


  「背中」


  「ああ」


  　航空服の背には、大きな切れ目が刻まれていた。それを留めるボタンを外してやると、背中がはだけ、真っ白な素肌が露出した。


  　先日、ある事件で航空服が破れてしまい、その対策に施ほどこしたものだ。


  「あなたたち、何をやってるの？」


  「レンを救ってあげられるのは、私だけ」


  「ちょっと、待ちなさい！」


  　ケイトの制止を無視して、ジェシカは駆け出す。それを見送って、ウィルはジェシカのコートをケイトに預ける。


  「これと、あと俺たちの翼つばさ舟ぶねも頼む」


  「頼むって、何を言ってるのよ！　ジェシカを止めないと、あの子死ぬわよ？」


  「ジェシカなら大丈夫だ。俺は、こいつをこのまま帰すわけにはいかない」


  　銃じゆう機き槍そうを向けると、ザックスは肩を竦すくめた。


  「ここで俺とやり合って、あんたは何か得るものがあるさ？」


  「お前、レンをあんなふうにしたってことは、止められる当てもあるんだろ？」


  「へえ……」


  　ザックスが面白がるように片目を細める。その反応から、彼が《フェンリル》を止めうる手段を持っていることが確信できた。


  　だが、今のウィルにはそんなことはどうでもよかった。


  



  「ジェシカの邪魔はさせない。お前はここで何もできずに、逃げ帰るんだよ」


  



  　何度目になるだろうか。


  　銃じゆう機き槍そうと槍やりが衝突する。


  　今度こそ、決着をつけるべく。


  



  [image: ]


  



  「レン……」


  　すぐ足下まで近づいても、《フェンリル》はジェシカに目も向けなかった。


  　ただ、ひたすら空に向かって吼ほえ続けている。咆ほう哮こうだけで地面に亀裂が走り、孤島そのものが砕け始めるが、それすらも余波に過ぎない。


  　ヴヴヴッヴヴヴヴヴヴヴッンッ──《フェンリル》の叫びに呼応して、そこかしこで黒くろ孔あなが弾け始める。


  「──っ！」


  　すぐ側で黒孔が発生し、ジェシカは慌てて飛び退のいた。直前まで立っていた地面が、半球型に刳くり貫ぬかれる。


  　──墜おちる……。


  　激しく揺れ始めた地面に、思わずへたり込みそうになる。この孤島は、もう雲うん界かいに墜ちる。かつて落ちかけたアプトフォルテとは異なり、ジェシカにも止めることはできない。


  　止める力は、別の方向に向けなければならないのだから。


  　だから、ジェシカは前を向き、《フェンリル》を睨ねめつけた。


  　ザワザワザワ──崩れゆく地面に、茨いばらが生おい茂る。


  　加速的に繁殖する茨は、やがて《フェンリル》の巨体にも這はい上がるが──


  「ぐぅ……ッ」


  　身み震ぶるい一つで、茨が引きちぎられた。


  　霧む鍵げん士しが操る霧鍵式は、〈霧きり〉を通じて延長した、体の一部のようなものだ。


  　壊されれば、当然術者にも打撃がのし掛かる。


  　──ただの茨いばらじゃ無理。


  　予想はしていたが、こうも無力だとさすがに自信をなくしそうだった。


  「でも、私が止める」


  　きっと、ウィルは手を貸してくれたのだろう。


  　しかし、ジェシカはその手を取らなかった。


  　──この痛みは、人間には分からない。


  　だから、ジェシカは独りで挑む。


  



  「──此にひもとくは黄昏への序曲（r[image: ]:ke mju:gwest e[image: ]d mei:re lu:kem g[image: ]:rtles）──《宿り木》のひと枝の詠（aiki[image: ] [image: ]t [image: ]r[image: ]ke《mistiltein》）──」


  



  　その詠は、世界を砕くような《フェンリル》の咆ほう哮こうの中にすら、凜りんと響いた。


  　風一つない湖面に立つ波紋のごとく、静かに、儚はかなく、されどどこまでも広がる声音だ。その音に触れるだけで、崩れる地面ですらも静止したように思えた。


  　歌うジェシカの髪は、金色から宝石のごとき翠みどり色いろへと変色していた。瞳ひとみも神秘的な薄紫から星降る夜のような濃紺へ。


  　そして、その背から蝶ちようの翅つばさが突き出す。


  　片方の破れた翅つばさ。


  　ジェシカの人ではない半身──霧む妖ようとしての姿だ。


  　──絶対言語レーゲル・ヴオルト──


  　霧む鍵げん士しとして極限の資質を持つヒルダでさえ、命と引き替えに一度だけ歌うことを許される奇跡の旋律。


  　霧妖化することで、その禁きん忌きの詠を歌うことができるのが、ジェシカだ。


  　己おのれの足下にいるのが、ただ踏みしだかれるだけの草花ではなく、自身に仇あだなしうる存在だと認識したのだろう。


  《フェンリル》がゆっくりと体の向きを変えた。


  



  「──陽は昇り、また沈む（ju[image: ]rit lu:kem mei:re [image: ]t g[image: ]:rtles,）──廻る円環より光が墜ちる（[image: ]l[image: ]:d au [image: ]lka [image: ]ut[image: ] ka:rli）──」


  



  《フェンリル》が吼ほえる。


  　身を砕くような衝撃さえ錯覚するひと吼え。それは当然のこと、威い嚇かくなどという生っちょろい現象ではなかった。


  　ゴヴンッ──ジェシカの体を、特大の黒くろ孔あなが呑のみ込む。


  　回避する素そ振ぶりすら見せられなかった。


  　人に似た蝶は為なす術すべもないはずだった。


  　ザワワワワワワ──そんな黒くろ孔あなから、無数の木の枝が突き出した。


  　片手を胸に当て、もう一方の腕は弧を描くように大きく広げ、ジェシカは歌っていた。


  　そして、その体を守るように、樹木の枝が折り重なって檻おりのような壁を紡つむぎ上げていた。


  《宿り木》だ。本来は、他の樹木に寄生することで成長するという、奇妙な性質を持った植物だ。ジェシカが紡いだそれは、〈霧きり〉を糧かてにどこまでも成長する。


  　つまり、《フェンリル》の黒孔を〝喰くった〟のだ。


  　全てを喰らうはずの黒孔が、逆に喰い潰つぶされた。その事実に怒りを覚えたのか、あるいは恐怖したのか、《フェンリル》はその巨大な爪を振り上げた。


  　ズズズンッ──爪を叩たたき下ろされ、そこから地面が消失した。


  《フェンリル》の巨体から振り下ろされた爪は地面を砕く──どころか完全に吹き飛ばしていた。


  



  「──破滅の予言に盟約が結ばれる（ain [image: ]sme[image: ] [image: ]met eju:m [image: ]t [image: ]skju[image: ],）──光に仇なすことなかれ（ka:rli ain ulgist）──」


  



  　空と繫つながった大地で、少女はまだ歌っていた。


  　砕けた地面は、うっそうと茂る《宿り木》が埋めていた。


  　ポタリと、青白く発光する肌に、紫に染まった血液が流れる。


  　黒孔と爪の一撃。どちらも完封したように見えて、少女の体には細かい傷が無数に刻まれていた。


  《宿り木》の守りですら、《フェンリル》の全てを止めることはできない。


  　少女に《フェンリル》の顎あごが迫る。


  　ザワザワ──《宿り木》は即座に少女を守ろうと壁を創り上げるが、《フェンリル》は《宿り木》ごと食らいつく。


  　なんとか閉じきろうとする顎を止めると、《宿り木》の枝が二度、三度と《フェンリル》の頭部を打ち払う。


  　苦痛に耐えかねてか、《フェンリル》がのたうち駆け出す。


  　一歩踏みしめるごとに地面が砕け、孤島は大地であった面影を失っていく。砕けた地面は、もう最初の半分も残っていなかった。


  　その砕けた地面を縫ぬい止めるように、《宿り木》もまた広がっていた。


  　動くだけで足場を砕いてしまう《フェンリル》に《宿り木》の枝が絡みつく。四し肢しを束縛され、大きく倒れ込んだ。


  　拘こう束そくに《宿り木》を消耗し、にわかにジェシカから守りが失われる。


  　──隙すきを作った……！


  　それを見逃す《フェンリル》ではなかった。


  　転倒しながら、《フェンリル》は牙きばで押さえ続けてきたジェシカを、瓦が礫れきの山目がけて投げつける。


  　華きや奢しやな少女の体など、弾はじけて消えるような勢いだった。そんな勢いで放り投げられ、ジェシカは────


  　トン──ヒラリと、瓦礫の上に着地した。


  　破れても翅つばさは翅つばさである。空を舞うことはできなくとも、風に乗ることくらいは、今でも造作もない。


  　ヴヴンッ──そこに、容よう赦しやなく黒くろ孔あなが呑のみ込む。


  



  「──さりとて私は招かれず（[image: ]dres ain [image: ]mnek aure,）──存ぜず在らぬものと見做されて（ain [image: ]ain[image: ][image: ] [image: ]lka [image: ]:r[image: ][image: ] [image: ]t aikait）──」


  



  　黒孔が、縦に裂さける。


  　ジェシカの手には、仄ほのかな青に輝く枝が握られていた。真っ直すぐ長く、先端の鋭く尖とがったそれは、槍やりのようにも見えた。


  「……っ」


  　そこで、ジェシカも片かた膝ひざをつく。


  　──手強い……。


  　握った《宿り木》の槍は、紫に濡ぬれていた。青白い肌にはどす黒い痣あざが浮かんでいた。黒孔に嬲なぶられたものだ。


  　神代の霧む鍵げん式しきと絶対言語レーゲル・ヴオルト──二つの力は互角だといえた。


  　ただ、いかに大きな力を振るえようとも、ジェシカは生身なのだ。そして力を振るう制限時間もある。


  　それでも、ジェシカは《フェンリル》を真っ直すぐ見つめていた。


  　──辛つらい？


  　自分が何者か分からない。


  　その苦しみは、ジェシカにはよく分かる。


  　初めて会ったとき──トランクケースの中で目を覚ましたレンを見たとき──ジェシカは怯おびえた。


  　それが、人間とも霧む妖ようとも違うものだったからだ。


  　しかし、次の瞬間には理解できた。


  　──この子は私と同じ。


  　絶対言語レーゲル・ヴオルトを歌うジェシカには、霧鍵式に関わるものはその根底から見抜くことができる。霧鍵式とは、絶対言語レーゲル・ヴオルトの劣化品でしかないからだ。


  　ジェシカは人であって人ではなく、霧妖であって霧妖ではない。


  　レンもまた、人であって人でなく、霧む鍵げん式しきであって霧鍵式ではないものだったのだ。


  　だから、手を差し伸べようと思った。


  　そんな現実を知って、震ふるえていた自分に手を差し出してくれた少年がいたから。


  



  「──私に気づいて（miru aure,）──私を求めて（melt[image: ]:m aure,）──私はここにいる（aure [image: ]ain[image: ][image: ] r[image: ]:ke）──」


  



  　──でも、ウィルじゃレンは救えない。


  　ジェシカを救えたウィルにも、レンを救うことはできない。


  　なぜなら、ジェシカが持っていたものを、レンは持っていないから。


  　──約束だ。いっしょに飛ぼう。空の最果てまで──


  　ジェシカは、その夢を共有することができた。


  　ジェシカにとって、空を飛ぶことが全てであり、ウィルはそれを理解してくれたからだ。


  　レンはまだ、生まれたばかりで、それがない。


  　だから、ウィルの声も届かない。


  　──だから、私が止める。


  　そのときだった。


  「……？」


  　睨にらみ合う両者の間に、フワリと一枚の紙切れが過よぎった。


  　──あれは、〈封書〉……？


  　紙片の片面に霧鍵式の紋様を見て取り、ジェシカはそう思った。


  　──〈封書〉が、開封される……？


  〈封書〉から、独りでに青白い光が[image: ]こぼれ始める。


  　その光は、なぜか白髪の中年男性の姿をしているように、ジェシカには見えた。


  　──あれは、《フェンリル》の〈封書〉の中にいた……！


  　それに気づいたときには、〈封書〉は吸い込まれるように《フェンリル》の体の中へ消えていった。


  　ゥゥゥウッゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……


  　呻うめくような声と共に、《フェンリル》の動きが鈍った。


  　あたかも、〈封書〉を読み解いているかのように。


  



  「──頸木を砕き、次なる螺旋をも描こう（[image: ]ruit [image: ]r[image: ]r[image: ]nt mju:gwest len[image: ][image: ] [image: ]t :[image: ]sme[image: ] ert[image: ]:r[image: ],）──それが災禍の呼び声だとしても（m[image: ]mi[image: ][image: ] [image: ]ruit i[image: ]ri[image: ][image: ]t）──」


  



  　ジェシカが立ち上がると、《フェンリル》は再び攻撃を始める。


  　四し肢しの自由は奪ったものの、咆ほう哮こうと共にまた島が砕ける。みるみる足場が崩れていく。


  　遠くにはその破片も残っているが、《フェンリル》と向き合うジェシカの周囲には、残ざん骸がいとすら呼べない砂さ塵じんが舞うだけだ。


  　ジェシカが歌うのが《宿り木》の詠でなければ、とうに雲うん界かいへ墜おちている。


  　──怖い……。


  　空は怖い。


  　高いところは怖い。


  　ウィルが側にいてくれなければ、人間も怖い。


  　その怖いという気持ちに、レンは押し潰つぶされたのだ。


  　だから、歯を食いしばってジェシカは《宿り木》の足場を駆ける。


  　その先で、ジェシカは周囲を舞う石ころの中に、また〈封書〉を見つけた。


  　この破壊の渦の中で、破れることもなく空を舞っている。それも一枚ではない。


  　数えてみると、三枚あった。先ほどの中年男性のものも合わせれば四枚だ。


  　ジェシカとウィルは〈封書〉を届けにこの島までやってきた。


  　ただ、二人は知らなかった。


  　この島で、この研究所で、〈封書〉を残したのはフェイだけではなかったということを。


  



  「──終末の角笛が鳴る（[image: ]ruit [image: ]:r[image: ][image: ] e[image: ]d e[image: ]tboun,）──さあ黄昏を告げよう（da:rt [image: ]ruit g[image: ]:rtles）──」


  



  〈封書〉から再び青白い燐りん光こうが[image: ]あふれ、今度は無ぶ精しよう髭ひげの青年の姿を模かたどる。


  　それもまた、フェイの〈封書〉に映っていた研究員の一人だ。


  　──絶対言語レーゲル・ヴオルトに、共鳴している……？


  　ジェシカが絶対言語レーゲル・ヴオルトを歌い、最古の霧む鍵げん式しきである《フェンリル》が解き放たれたのだ。


  　両者が操る〈霧きり〉は、常じよう軌きを逸いつした密度に達している。その濃密な〈霧〉に侵食され、この島に残っていた〈封書〉が誘爆するように解き放たれていた。


  　青年の〈封書〉が飲み込まれると、今度は白衣を着た金髪の女性が現れる。


  　次々と現れては吸い込まれていく〈封書〉に、《フェンリル》が悶もだえるような咆ほう哮こうを上げる。


  　──《フェンリル》が……いや、レンが〈封書〉を見ている？


  　そこに刻まれているのは、果たしていかなる記憶なのか。それはジェシカには分からない。


  　分からないが、その一つ一つは確かに〝彼女〟に届いている。


  　嘆くような、それでも今までの慟どう哭こくとはどこか違う咆哮を、《フェンリル》は上げる。


  　そして、最後の〈封書〉から燐光が[image: ]れ出す。


  　──レン……違う、レンカ？


  　そこから現れたのは、夕陽色キヤロツトオレンジの髪をした少女だった。


  　少女の〈封書〉が、《フェンリル》を抱き締めるように消えていく。


  　オォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン──


  　それでも、《フェンリル》は止まらない。


  　慟どう哭こくの声を上げ、四し肢しを束縛する枝を食い破り、大きく嘶いななくと周囲を這はう《宿り木》すらも打ち砕く。


  　まともに残るのは、ジェシカの手の中にある一振りの枝だけになっていた。


  　──今なら、届く。


  　消えていった〈封書〉は何を伝えたのだろうか。


  《フェンリル》は暴れながらも躊躇ためらうような、戸惑うような色を瞳ひとみに浮かべていた。


  　──人間は嫌い。


  　それでも、ジェシカを受け入れてくれた少年も、人間だった。


  《フェンリル》にとっても、そんな人間がこの島に確かにいたのだ。


  「…………？」


  　そこで、《フェンリル》はピタリと動きを止めた。


  　気づいたのだろう。いかに《フェンリル》が強力だろうと、黒くろ孔あなすらも食い尽くす《宿り木》が、全て砕けるなどあり得ないことだと。


  　ビキッ──《フェンリル》の危機感を肯こう定ていするように、最後の枝に亀裂が走る。


  　バラバラと崩れる木片の中から現れたのは、純粋な〈霧きり〉の結晶だった。


  《フェンリル》が放つ黒孔。ウィルとザックスの衝突で発生した焰ほむらと斬ざん撃げきの余波。そして孤島を支える浮力。


  　この場で〈霧〉に関わりうる、全てを喰くらって収束、結晶化させるのが、この《宿り木》の役割なのだ。


  《宿り木の槍ミストルテイン》──それが、この詠の名だった。


  



  「──私は孤独な《宿り木》（aure e d u:iti[image: ]《mistiltein》）槍となりて光をも穿つ（mju:gwest e[image: ]d gau[image: ]t ka:rli）──」


  



  　そして、ジェシカはその破滅の槍やりを解き放った。
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  　僅わずかに身を低く落とすと、ザックスは最速の一突きを穿うがつ。それを銃じゆう機き槍そうで受け流すと、再び焰が大気を焼く。


  　斬きり結ぶたびに体力を削そがれる。かといって、銃では焰に防がれてしまう。届くとすれば〈ブルドガング〉の刃だけだ。さらに付け加えると、リーチもやはり槍には敵かなわない。


  　最初は、焰など〈ブルドガング〉の糧かてでしかないと思った。それが、喰い切れないほどの量に膨ふくれ上がったなら、手に負えるはずもない。


  　ウィルにとっては、かなり相性の悪い相手だ。


  　──しかも、こいつはまだ本気を出してない。


  　確かに、〈傀く儡ぐつ師し〉を出来損ない呼ばわりするだけの力があった。


  　律りち儀ぎにウィルと組み合っているのは、〈ブルドガング〉を警戒してのことだろう。最初に斬きり合ったときから、この銃じゆう機き槍そうは《レーヴァティン》の焰ほむらすら搔かき消している。ザックスほどの男が、無警戒でいるはずがない。


  　槍やりを搔い潜くぐり、距離を詰めようとしたときだった。


  　ズズンッ──足下に、巨大な亀裂が走った。


  　地面が、半分に裂けて──いや、砕けていた。砕けて陥没し、あるいはせり上がり、瞬またたく間に足場が失われていく。


  「なんだ、……詠、さ？」


  　孤島そのものが崩れ始めるが、ザックスが注意を向けたのはそちらだった。


  　──ジェシカが歌った……。


  　歌わざるを得ないだけ、追いつめられている。


  　──こっちも、時間はかけられないってことか……。


  　本来、命と引き替えに一度だけ歌える絶対言語レーゲル・ヴオルト──ジェシカはそれを自在に扱う。


  　しかし、そんな都合のいい力を無む尽じん蔵ぞうに引き出せるわけではない。


  　霧む妖よう化かを維持できるのはせいぜい十数分。それを過ぎればジェシカの命はない。


  　崩れる足場を飛び移り、ウィルはザックスへと銃機槍を突き出す。


  　ギリンッ──不安定な足場で、ザックスはそれを真っ向から槍で受ける。


  「かかっ、愉快さね！」


  「俺は不愉快だ！」


  　ザックスは《フェンリル》へと目を向ける。その正面で、虹色の翅つばさを持った少女が樹木の枝を振るっている。


  「あの娘に何者か知らないが、《フェンリル》を止められるとでも思ってるさ？　正真正銘本物──オリジナルの〈七つの鍵かぎ〉をさ」


  「関係ねえだろ？　あそこにいるのはレンで、ジェシカはそれを助けるって言った」


  　だから、ウィルは信じる。


  　ジェシカは自分でやると言ったのだ。ウィルには助けを求めなかったのだ。


  　彼女が自分の手で決着をつけたいというなら、ウィルは全面的にそれを支える。ザックスの横槍など認めない。


  　断固とした口調に、ザックスは失望を滲にじませる。


  「あんたは本当に頭悪いさ。俺に頭を下げりゃ、まだ止められるかもしれないってのに。なりふり構ってたら、拾えるものも取りこぼすさ」


  　ウィルは、心底意味が分からないというような顔で、首を傾かしげた。


  「自分より弱いやつ相手に、なんで頭を下げないといけないんだ？」


  　ザックスの顔が面白いほど引きつった。それから、盛大に噴き出す。


  「あんた、なかなか挑発が上う手まいさ！」


  「あんまり嬉うれしくないことに、馬鹿にされるのは慣れてるんでな」


  　そう、ウィルの言葉はただの挑発だ。


  　ウィルとザックスの技量は互角だ。ウィルには先読みの眼があり、ザックスには卓越した技と経験の差がある。


  　しかし、年齢と体格ばかりは互角ではなかった。


  　膂りよ力りよくは、ザックスの方が上だ。それに加え、得物の相性も最悪だ。正面から斬きりかかるだけでは、勝てない。


  　分が悪いのは、ウィルの方だった。


  　すでに足下の地面は島としての形を維持していなかった。足場の地面が砕け、ウィルとザックスは別の欠片かけらへと着地する。島は破片になりつつあった。砕けても浮力はなんとか残っているらしく、なんとか足場としては機能している。


  　互いの刃が届かぬ位置まで離され、ウィルは踏み越えられる足場を探す。


  「あんたは、なかなかがんばったが、そろそろ潮時みたいさ」


  　ザックスの《レーヴァティン》には飛行機能がある。


  　厳密には、突きを加速させる機能なのだろうが、その上に飛び乗ることで長距離の飛行が可能らしい。


  　破片を飛び移りながら戦うウィルとでは、勝負は見えている。


  　もっとも、狙ねらいを違たがえば雲うん界かいへ真っ逆さまだ。それに飛距離が足りなくともやはり雲界へ墜おちる。槍やりのそれは飛行ではなく、射出に外ほかならないのだ。それに人間が乗るという発想自体が馬鹿げている。


  　そんな馬鹿げた飛行法で目的地まで移動できるのは、ひとえにザックスの技量のなせる業わざなのだろう。


  　警戒するウィルに、ザックスは手を差し出した。


  



  「俺はあんたが気に入ったさ。〈七つの鍵かぎ〉に来ないさ？　優遇するさ」


  



  　ウィルは、耳を疑った。


  　──こいつ、一体ナニ言ってやがんだ……？


  　怨おん敵てきからの、突然の勧誘。意図が理解できなくて狼狽うろたえると、ザックスはどこまでも真剣な顔で続けた。


  「俺たちには力が必要さ。世界中全てを敵に回して、それで勝ち抜くだけの力さ」


  「……お前たちの目的は、なんなんだ？」


  　奇しくも、レンと同じ質問に、ザックスは揺るぎない意志を込めてこう言った。


  



  「全ての島を雲うん界かいに墜おとす──そして、〈七つの鍵かぎ〉で新生する」


  



  「なっ、んだと……？」


  「あんたも分かってるさ？　このままじゃあ、放っておいても世界は滅びるさ。それもそう遠くないうちに。モノフォニムと同じさ。どこの島ももう寿命で崩れかかってる」


  「だからって、なんで墜とす必要がある」


  「〈七つの鍵〉が揃そろえば世界を再生できるさ。そのとき、古い島は邪魔さ。だから墜とす」


  　ウィルは、ギリッと拳こぶしを握り締めた。


  「お前、そんなことのために、レンにあんなことをしたのか？」


  「そんなこととは心外さ。俺たちは、そのために命を懸かけてる」


  　ザックスは狂気じみた笑みを浮かべる。


  「俺は必死で生きる人間が美しいと思う。なりふり構わず、他人を蹴け落おとしてでも生きようと足あ搔がく姿には胸を打たれる。だから、俺はいつまでもそれを見ていたいさ」


  「お前、おかしいよ」


  「そう思うさ？　あんたなら理解できると思うから、俺は話すさ」


  「理解できるわけないだろ！」


  　ウィルが吼ほえると、ザックスは存外に真しん摯しな瞳ひとみを向ける。


  「──空の最果て──そこがあんたの目的地さ？」


  「────っ」


  　ザックスの前で話したはずはないが、どこからか聞きつけていたらしい。


  「それが、なんだってんだよ」


  「あんたの夢を、誰か理解できたさ？　みんな笑ったんじゃないさ？　イカレてるってさ」


  　事実だった。


  　ケイトを初めとする〈渡り鳥〉はもちろんのこと、島の誰もが愚かだと笑った。笑わなかったのは、同じく困難な夢を追いかけていたヒルダだけだ。


  「俺には理解できる。あんたは正しい。命を懸けるべき志こころざしを持つ者を、愚かと笑うことを、俺は許さない」


  　そう言ってクルリと槍やりを旋回させると、地面へ──その残ざん骸がいである破片へ突き立てる。


  「世界を変えるのが、俺の志さ。全ての人間は、滑こつ稽けいなほど全力で生きるべきさ。〈七つの鍵〉はそれに応えてくれる」


  　そう言い切った眼光には、一切の迷いも曇りもなかった。


  　この男は、歪ゆがんでなどいない。どこまでも真っ直すぐに、己おのれの道を進んでいるのだ。たとえ、その先でどれだけの犠牲を払い、どれだけの恨うらみを背負うとしても。


  　ただ、その志こころざしというもの自体が狂っているのだ。


  「志のために己も殺せぬ者には、何も成すことはできない。俺は成すべきことのために、世界でも殺すさ」


  　どこまでも真っ直ぐな言葉。その手にある槍やりに力がなくとも、この男を前に怯ひるまずにいられる者が、一体何人いるだろうか。


  　それでも、ウィルは臆おくすことなく迎え撃った。


  「くだらねえ」


  「……なんだと？」


  　恐らく、ザックスとウィルは似たもの同士なのだろう。


  　ウィルは空の最果てを目指すという夢のために。


  　ザックスは彼の言う志のために。


  　共にたった一つの目的のために生きているのだから。


  「くだらねえって言ったんだよ」


  　だからこそ、ウィルには許せない。


  　納得がいかない。


  「志ってのは、自分が自分であるために抱くもんだろ？　殺されたって絶対に譲っちゃならないものが志だろ？」


  　だから、ウィルは否定する。


  「お前はただ人殺しの理由が欲しいだけだ。それが志だとは、俺は認めない」


  　真っ向からの反はん撥ぱつに、ザックスは口角を吊り上げる。


  「青いさ。そいつは志じゃなくて、ただの幻想さ」


  「幻想も貫つらぬけない志なんか、ただの妄想だ」


  　睨にらみ合うと、地面がガクンと揺れた。


  　ジェシカと《フェンリル》の戦いも、決着が近いのだ。


  　そして、抜け目なくザックスも焰ほむらを走らせていた。ウィルの周囲も、地面が融解を始めている。揺れの大きさは、こちらが原因だろう。


  　それに気づきながらも、ウィルはザックスから視線を逸そらしはしなかった。


  「なら、証明してみるさ！」


  　そして、ウィルとザックスは同時に地を蹴けった。


  　僅わずかに残っていた破片がドロリと融解し、ザックスの周囲へ纏まとわり付く。


  　──足場を奪って防御も固めるのか。


  　そう読んだウィルは、次の瞬間認識の甘さを思い知る。


  「さあ、こいつをどう凌しのぐさ！」


  　集まった溶岩が、高波のように噴ふき上げた。


  「────っ！」


  　降り注ぐ溶けた焰ほむらは、飛沫しぶき一つで人体などたやすく抉えぐり取る。近づくことも困難なそれに加え、孤島はすでに無数の破片と化して浮遊するだけなのだ。足場は最悪に不安定で、後ろに退路もない。


  　──だったら、進むしかない。


  　両足を踏ん張り、押し寄せてくる溶けた岩の壁に、ウィルは銃じゆう機き槍そうを上段に振り上げる。


  「フッ！」


  　鋭く息を吐き、銃機槍を一いつ閃せんする。


  　ドッドッドッドッドッ──腕がしびれるほどに脈動し、〈ブルドガング〉が焰を喰くらう。


  　正面の溶岩が灰色の石ころへと変へん貌ぼうする。それを確かめるまでもなく、ウィルは呼吸を止めると銃機槍を真っ直すぐ突き出し、硬化した岩壁に踏み込んだ。


  　ボバッ──溶岩だった岩壁が砕け散り、その先で槍やりと銃機槍が衝突する。


  　壁の向こうで、ザックスが挑発的な笑みを浮かべていた。向こうも、壁越しに突きを放っていたのだ。一瞬でも遅れていたら、ウィルは灰になっていただろう。


  [image: ]


  　両者の力が拮きつ抗こうしたのは、一瞬のことだった。


  　ザックスは足場のない空中で槍やりに飛び乗り、ウィルは────


  「あんたの負けさ」


  　ウィルの周りに、足場はなかった。


  　全て、ザックスの焰ほむらに溶かされていた。あるのは、たった今砕けた岩の欠片かけらだけだ。


  　それでも、ウィルの目は敗北に沈んではいなかった。


  　──足場なら、ある！


  　ウィルは宙で身を捩よじると、砕けた岩の欠片を蹴けった。


  　一瞬の跳躍。孤島の破片とは異なり浮力も何もない、ただの石ころだ。ウィルの体重を支えるには質量が足りない。僅わずかに跳躍させただけだ。


  　トンッ──その僅かな跳躍が、次なる石ころへとウィルを届けた。


  　支えのない空で、ウィルは跳躍を重ねた。


  「おいっ……！」


  　ザックスの顔が、見事に引きつった。


  　飛び散った石ころが墜おちるより速く、ウィルは飛ぶように足場を飛び移り前へと進む。


  「非常識さ！」


  　ザックスが再び溶岩の壁を叩たたきつけるが、新たな足場を、ウィルに提供しただけだった。


  　地面が失われたことで、ウィルの動きは逆に前後左右という範囲からさらに上下という広がりを見せていた。


  　跳弾のように破片から破片へと飛び移る姿に、ザックスは目を見開く。


  「空の鯱オルカ、だと……？」


  　泳ぐように宙を駆けるウィルに、ザックスが啞あ然ぜんとして呟つぶやいた。


  　そして、ザックスの頭上に、ウィルが飛び出していた。


  「燃えろ！」


  　今一度、ザックスが焰の壁を放つ。


  　ボッ──それは、今さらウィルの前ではなんの障害にもなり得なかった。


  《レーヴァティン》を足場に使ったのだ。焰の壁が石ころの残ざん骸がいと化し、あとには全ての手札を失ったザックスが浮いていた。


  「かかっ、やっぱり、あんた最高さ」


  



  　ゴリッ──銃じゆう機き槍そう……ではなく、軍ぐん靴かがザックスの顔面を直撃していた。


  



  《レーヴァティン》があらぬ方向へ吹き飛び、ザックス自身は半分融解した破片へと墜ちる。


  　ウィルは、ザックスを蹴り飛ばした反動で、近くの足場へと着地した。


  「プハッ、ゲホゲホゲホッ……」


  　そこで、ようやくウィルは息を吐いた。


  　急激に取り込まれた熱い酸素は、肺を焼くように暴れた。


  　──あいつ、最後まで笑ってやがった。


  　ウィルはそれは志こころざしではないと突き放したが、ザックスのそれもまた確かに揺るぎない信念だった。


  　──それより、ジェシカは……レンは……？


  　その結末が気にかかり、二人の姿を捜すが周囲はまだザックスの焰ほむらが残っており、むせかえったことと熱気のせいで視界も涙で歪ゆがんでいた。


  　周囲の状況が把握しきれず、顔を拭ぬぐったときだった。


  　バサッ──目の前を、一機の翼つばさ舟ぶねが通り過ぎた。


  　──ケイト？


  　ジェシカは《フェンリル》を止めに交戦中。ウィルとザックスはここで身動きも取れない。となると、翼舟を駆るのはケイトただ一人なのだが……。


  　──違う？


  　それは、ウィルたちが持ち込んだ三機のうちの、どれでもなかった。


  　軋きしむ体に鞭むちを打ち、ウィルが銃じゆう機き槍そうを手に立ち上がると、その翼舟はウィルの正面に浮上してきていた。肩には、伸びたザックスが担ぎ上げられている。


  　翼舟を駆るのは、一人の青年だった。


  　頰ほおから眉み間けんにかけて、大きな太刀傷がある。


  　──そいつは顔に傷があったんだ。眉間から頰にかけて、かなりデカイのだ──


  　フェイに〈蝶ちようと鯱しやち〉を紹介した男だ。


  　頭の中が、カッと熱くなった。


  　その青年の顔を、ウィルは知っていた。


  「ビルギッド！」


  　それは、〈蝶と鯱〉を設立する前、事務所を預かっていた男──つまり、ウィルの師でもある〈渡り鳥〉の名だった。


  　青年はウィルを見てはいなかった。その視線の先にあるのは────


  「──ジェシカに、近づくな！」


  　ガンッ──酸欠に喘あえぎながら、ウィルは弾丸を撃ち込む。


  　それを軽い手た綱づな捌さばきで躱かわすと、青年はようやくウィルに目を向けた。


  　ゴゥッ──白い、光の柱が立ったのは、そんなときだった。


  「──────────」


  「な、んだと……？」


  　何事かを呟つぶやくと、そのまま高度を上げていく。


  「待て……ぐっ」


  　追いかけようとして、膝ひざに力が入らなかった。呼吸を止めてあれだけ跳び回った上に、周囲は燃えているのだ。軽い酸欠を起こしていた。


  「なんで、あいつがここに……」


  　遠ざかっていく翼つばさ舟ぶねに、抜け目なく《レーヴァティン》が回収されているのが見えた。


  　──それに、さっきのはどういう意味だ？


  



  　──あの女が最後の〈鍵かぎ〉だ──


  



  　ジェシカを見て、青年はそう言ったのだ。


  　ウィルにはそれが、なぜか警告のように聞こえた。
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  「──私は孤独な《宿り木》（aure e d u:iti[image: ]《mistiltein》）槍となりて光をも穿つ（mju:gwest e[image: ]d gau[image: ]t ka:rli）──」


  



  　解き放たれた《宿り木の槍ミストルテイン》は、空を撃ち抜いていた。


  　膨大な量の〈霧きり〉を結晶化させたそれは、蒼そう界かいを天高くどこまでも貫つらぬいていく。触れればいかに《フェンリル》といえど、塵ちりも残らない。


  　それが分かったのだろう。《フェンリル》が抵抗の意志を失ったように動きを止めた。


  　未いまだ消えきらぬ《宿り木の槍ミストルテイン》を背に、ジェシカは凜りんとしてこう宣言した。


  



  「跪ひざまずいて。私は、あなたより強い」


  



  　獣けものと霧む妖ようには、実にシンプルで共通する、絶対のルールが存在する。


  　──強者には敬意を払い、服従する──


  　暴走した《フェンリル》に対してもっとも有効な手段は、絶対的な力の差を示し、服従させることだった。


  《フェンリル》は、ペタンと地面に伏せると、やがてその姿を縮小させていった。


  　──独りじゃ、届かなかった……。


  　結果的に、ジェシカの威い嚇かくは届いたが、感情のままに暴れる《フェンリル》に、彼女だけの力で届いたかは自信がなかった。


  《フェンリル》が止まったのは、あの四枚の〈封書〉が《フェンリル》ではなくレンに届いたからだ。


  　やがて、そこに残ったのは小さな少女だった。


  　少女は、虚うつろな目をしていた。かつての、太陽のような笑顔は、どこにも見当たらない。


  「ジェシカも、人間じゃなかったですか……」


  「そう」


  「レンも、人間じゃなかったです」


  「そう」


  「レンはこれから、どうすれば良いですか……？」


  　空虚な声を漏もらすレンに、ジェシカは握った手を差し出す。


  「私は空の最果てを目指している。そこに、私が何者なのか。その答えがあると思うから」


  　縋すがるような、しかし拒絶するような瞳ひとみで、レンはジェシカを見上げる。


  「でも、それは私の選択。あなたの答えは、あなたが見つけなければならない」


  　そう言って開いた手の平には、水晶のような結晶が乗っていた。空に放った《宿り木の槍ミストルテイン》の欠片かけらだ。今のレンならば、これをその身に撃ち込めば命を絶つこともできるだろう。


  「これも、一つの選択。苦痛から逃のがれたいと思うことを、私は間違いだとは思わない」


  　生まれたばかりの少女に、それを渡すことは残酷なのかもしれない。


  　それでもジェシカが与えてやれるものは、これだけだった。


  　──いっしょにおいで──


  　そう、手を差し伸べることはできる。少しくらいは、傷を舐なめてやることもできるだろう。


  　だが、ジェシカはそれを選ばなかった。それは、ウィルが飛行場で少女に手を差し伸べなかったのと、同じだ。


  　それはただの同情でしかないのだ。救いには、繫つながらない。なし崩しに連れていっても、いつかふっと壊れてしまう。


  　レンの絶望を、本当の意味で理解してやることは、ジェシカにもできないのだ。


  　そして、その一時の同情で、ウィルとジェシカはいつまでもレンといっしょにいてやれるわけではない。


  　──雲うん界かいの底──


  　その先にたどり着いたとき、自分が同じ場所に帰ってくるのかは、ジェシカにも分からない。そして、無事にそこまでたどり着けるのかも分からない。


  　今でも思う。


  　空の最果てを目指して、そこに本当に答えはあるのか。翅つばさを失ったときに、命を絶ってしまえば良かったのではないかと。


  　その答えが分からないから、今もこうして彷徨さまよっているのだ。


  　──それでも、空が恋しかった。


  　だから、ジェシカは抗あらがうことにしたのだ。


  　ただ、それがレンにとっても正しい選択だとは思わない。


  　だから、選択肢を示す。


  　今ある絶望を背負って、それでも生きていくのか。


  　ここで全ての重荷を下ろして楽になるのか。


  　それは、レンが選ばなければ意味がないのだ。


  　レンは、《宿り木の槍ミストルテイン》の欠片かけらを手の平に乗せる。


  　それを確かめて、ジェシカは立ち上がった。レンは、それに縋すがろうとはしなかった。


  　孤島はすでに島としては機能しておらず、今にも四散してしまいそうだった。


  　──高いところは嫌い……。


  　肘ひじを抱きながら、破片から破片へ飛び移り、渡り歩いていくと、やがてそこに一人の少年が待っていた。一機の翼つばさ舟ぶねと共に。


  「……よう」


  「ええ」


  　向こうも、相当苦戦したらしい。体中火傷やけどまみれで、左腕に至っては半分炭化していた。


  「ウィルは貧弱。あんな小物にどこまで手こずるの」


  「そうだな」


  　そう言って、ジェシカの頭にポンと手を乗せてきた。


  「がんばったな」


  「……生意気」


  　突き放すように、ジェシカは言う。


  　──優しくしないで。


  　慰められたら、寄りかかってしまう。


  　レンにあんな残酷な二択を迫ったのだ。自分だけ甘えを受け入れるのは、ジェシカの自尊心が許さなかった。


  　それから、ウィルの爛ただれた腕へ手を伸ばす。


  「あとででいい」


  「ウィルは脳天気。こんな腕で私を乗せるつもり？」


  　そう言って、傷口へ植物の蔦つたを這はわせる。


  　ジェシカの髪は金色に戻っており、霧む妖よう化かも解けている。あまり大した力は使えないが、この腕は今すぐ手当てをしないと、使いものにならなくなる。


  　少なくとも、こんな腕で翼舟は操縦できない。ジェシカが予備の翼舟に乗ったとしても、もう一人────


  



  　キィンッ──〈霧きり〉が、鋭く砕けた。


  



  　空へ向けて、白い光が弾ける。レンに渡した《宿り木の槍ミストルテイン》の欠片かけらだ。


  　血管を流れる血が、氷に取り替えられたような感覚がした。ジェシカは大きく目を見開くと、唇を嚙かみしめた。


  「ウィル」


  「ああ」


  「……助けたかった」


  「そうだな」


  　そう言って、火傷やけどまみれの手が背中を撫なでた。


  　目の前がグニャリと歪ゆがんだ。ポタポタと、手の上に雨のような滴が[image: ]こぼれ落ちる。


  　生か死か──その残酷な選択を迫ったのは、外ほかならぬジェシカ自身だ。それが、選択の結果を嘆くようなことは許されない。


  　それでも、込み上げる涙が止められなかった。


  　ウィルは何も言わず、そんなジェシカの背を抱き寄せた。


  　──私は、ウィルにはなれなかった。


  　空を失い、自分が何者かも分からなくなったジェシカに、ウィルは再び生きようと思わせてくれた。


  　レンは、そんなジェシカと似た境遇に思えた。


  　だから、助けたかった。


  　でも、できなかった。


  　ジェシカには、ウィルのように人を救うことはできなかった。


  　そうして、孤島が空に在る限界に近づいたときだった。


  　すぐ後ろで、ガサリと音がした。


  「お前……」


  　ウィルが、驚いたような、嬉うれしそうな声を漏もらした。


  　恐る恐る振り返ると────


  



  「レンが乗れる場所は、空いてますか？」


  



  　太陽のように……とは言えないが、それでも力なく笑う少女が、そこにいた。


  　黄昏たそがれとともに世界を滅ぼす狼おおかみは、暁あかつきに確かに笑った。


  エピローグ


  



  「──ごくろうだった。何か、補足はあるかな、ケイト＝ブリュンヒルデくん」


  〈渡り鳥協会〉ハイフォニア支局に、ケイトは出頭していた。


  「ありません。全てはこちらに記録しております」


  　背筋を伸ばし、毅き然ぜんとした態度で答えるケイトに、〈渡り鳥〉の上官は柔和に笑いかけた。


  「そうかしこまらんでもかまわんよ。君のことは〈翼獅子マンテイコア〉でも逸いつ材ざいだと聞いている。今回の任務は社会見学のようなものだ」


  　姿勢を正したまま、ケイトは問いかける。


  「聞いてもよろしいでしょうか？」


  「ふむ。なんだね？」


  「彼らの処遇は、いかようなものになりますか？」


  　上等なソファに身を沈めると、上官は仕方なさそうなため息を漏もらす。


  「まあ、君と比較するのは酷だろうとも〈渡り鳥〉を名乗るからには最低限の条件は満たしてもらわねばならん。『空の最果てを目指す』などと嘯うそぶく上にバディもなしでは、解体はやむを得んだろうな」


  　冷たい現実を告げる上官に、ケイトはまるで表情を変えぬまま、もう一つ問いかけた。


  「先ほど、補足はないと申し上げましたが、質問を加えることは可能でしょうか？」


  「というと？」


  「今回の任務を通じて、〈渡り鳥〉の在り方について一つ懸念を抱いだくに至りました。その懸念について一考の機会となればと愚考します」


  　若き〈渡り鳥〉の熱意ある言葉に、上官は気を良くしたように頷うなずいた。


  「ふむ。許可しよう。言ってみなさい」


  



  「バディとして釣り合う相手がいないとしたら、彼らは誰と飛べば良いのでしょうか？」


  



  　それまでの柔和な表情が、にわかに曇った。


  「ふむ。問いかけの意味が理解しかねるな。君が言う〝彼ら〟というのは、よもや〈蝶ちようと鯱しやち〉の二人、というわけではないだろうね？」


  「提出した〈封書〉をご覧いただければ、得心いただけるかと存じます」


  　上官はやはり意味が分からないというように首を傾かしげていたが、〈封書〉を手に取った。


  



  　結論として、ケイトの質問は提出〈封書〉の表面に提示されることとなった。
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  「──ただいま……って、ぎゃあっ？」


  　事務所の扉を開いて、ウィルは悲鳴を上げた。


  　そこに、黒い狼おおかみがいたのだ。


  「あ、おかえりですウィル。裁判はどうなったですか？　ウィルは有罪です？」


  　黒こく狼ろうの背中には、レンがしがみついていた。どうやら毛並みを堪能しているらしい。


  「お前、どうして俺を犯罪者にしたがる？　というかこいつは一体なんだ？」


  「ウィル。質問に答える」


  　苛いら立だたしそうな声を漏もらしたのは、奧に腰掛けていたジェシカだった。


  　──まあ、気にするなってのは無理な話だよな。


  　ハイフォニアに戻ってから十日が過ぎていた。


  　ウィルは所長として審問会に出頭してきたのだ。〈蝶ちようと鯱しやち〉の、その存続が問われる場だ。


  　頭を搔かきながら、ウィルは頷うなずく。


  「よく分からんが、早急にバディを登録し直すように、だってさ」


  「それだけ？」


  「それだけだ」


  　頷いて、苦笑する。


  　──たぶん、ケイトが上う手まいこと報告を誤ご魔ま化かしてくれたんだろうな。


  　そうでなければ、この待遇はあり得ない。


  「それで、その狼はなんだ？　フェイさん……ってわけじゃないよな？」


  　レンは少し表情を曇らせながらも頷く。


  「フェイはフェイです。この子じゃないです。この子は……そうです、ウィシカです！」


  「なんでその名前を選ぶのっ？」


  「だってジェルだと怪しいと思ったです」


  「どうして混ぜるかなっ？」


  　ウィルが悲鳴を上げると、レンはプウッと頰ほおを膨ふくらませた。


  「この子はレンの弟です。となると、親はウィルとジェシカということになるです。ならばこの名前は至極当然の流れです」


  「ちょっ、おま、親って……」


  　ジェシカに目を向けると、鋭く睨にらみ返された。


  　ただ、心なしか耳が赤く染まっているように見えたが。


  　それから、レンは偉そうに胸を張った。


  「そうです！　今言ったバディはレンに任せると良いです」


  「ええー……。お前、翼つばさ舟ぶねの操縦なんかできねえだろ？　渡れるレベルになるまで一年はかかるぞ？」


  　レンはチッチッチと人差し指を振った。長い三つ編みが、それに呼応するように揺れる。


  



  「この子がいるです。《フェンリル》の背に乗れば、レンは雲うん界かいの底にだって行けるです」


  



  　確かに、かつて黒こく狼ろうと交戦したときは、ジェシカが操縦してようやくだったのだ。


  　空の最果てを目指すウィルとジェシカについて来られるのは、黒狼くらいかもしれない。


  　そう言って、挑戦するようにウィルを見据えた。


  「レンが先にたどり着いても吠ほえ面かくなですよ！」


  「十年早はええよ」


  　フンと鼻を鳴らし、それからウィルはフッと微ほほ笑えんだ。


  「な、なんですか？」


  「いや、なんていうか、思ったより元気そうで安心した」


  　ひとまず、レンは生きることを選択してくれた。


  　あの日、空に向かって弾けた《宿り木の槍ミストルテイン》の欠片かけら──そう、レンは自分ではなく、空に向けて放ったのだ。


  　それでも、ウィルには分からなかったのだ。フェイがどうして自分からレンカや仲間を奪った《フェンリル》に〝レン〟という形を与えたのか。


  　彼にしてみれば、憎悪こそすれ、許せるものではなかったはずだ。形だけレンカに似せたところで、得るものがあったようには思えなかった。


  　──だけど、あのときレンを迎えにきたフェイさんは、そうは見えなかった。


  　フェイは、確かにレンを守るために来たように思えたのだ。


  　口には出さなかった疑問に悩んでいると、レンは懐ふところから一通の〈封書〉を取り出した。最初に、レンに配達したものだ。


  「あのとき、ジェシカがレンを止めてくれたとき、レンはいくつも〈封書〉を見たです」


  　暴走する《フェンリル》を止めるように、何枚もの〈封書〉が独りでに開かれていったという話は、ウィルもジェシカから聞いていた。


  「みんな、楽しそうだったです。どんなふうに《フェンリル》と関わってたのか、どんな気持ちでレンカを助けようとしてたのか、その一つの目的が終わって、それから次はどんなことを始めるつもりでいたのか」


  　それは、レンに対する恨うらみに繫つながる記憶ではないのだろうか？


  　レンはどこか羨うらやましそうに微笑んだ。


  「みんな、《フェンリル》を恨んでたわけじゃなかったです」


  「恨うらんで、なかった……？」


  　目を見開くウィルに、レンは頷うなずく。


  「みんな、自分のために《フェンリル》に関わってたです。ヘイマンさんは自分の霧む鍵げん式しきが〈七つの鍵かぎ〉相手にどこまで通じるのか試したくて、オルドは自分がそれに関わったっていう自信のために、ビアンカは初めはお金のためだったけど、本当はレンカが可愛かわいかったです」


  　それから手に握った〈封書〉に視線を落とす。


  「レンカでさえ、です。レンカは《フェンリル》のことなんてどうでも良かったです。ただ、フェイやみんながいっしょにいてくれることが嬉うれしかったです」


  　それから顔を上げたレンは、泣きそうにも嬉しそうにも見えた。


  「〈封書〉に詰まってたのは、たくさんの『ありがとう』だったです。それを全部ぶっ壊したレンに、みんなありがとうって言ったですよ」


  　それは決して今のレンに向けられた言葉ではないだろう。そもそも〈封書〉は過去の一場面でしかないのだ。その時点で全員が失敗を覚悟していたわけでもないだろう。


  　それでも、ウィルには理解できた。


  　──俺たちが空の最果てを目指すのと、彼らが《フェンリル》に挑んだのは、同じなんだ。


  　たとえ志こころざし半ばで散ろうとも、見果てぬ夢の向こうを追い求めたのだ。


  　苦悩しただろう。自信が揺らぐこともあっただろう。それでも、その根幹にあるのは夢への挑戦という、喜びと充足だったのだ。


  　レンは手元の〈封書〉を愛いとしそうに撫なで「それに」と続けた。


  「フェイは言ったです──これからキツイことがいろいろあるとは思うが、そういうときは笑っちまえ──それは、レンカじゃなくて、レンにくれた言葉です」


  　だから、レンは自分が誰かも分からなかったというのに、いつでも笑っていたのだ。


  「フェイはウィル以上に不器用だったみたいです。〈封書〉まで使ったのに、まるで言いたいことを言葉にできなかったです」


  　散々な口ぶりながら、レンは〈封書〉を大切そうに抱き締めていた。


  「でも、言葉じゃなくても、ちゃんと伝わったです」


  



  「人間とか霧鍵式とかじゃなくて、レンカでも、もちろん《フェンリル》でもなくて、フェイはレンを想ってくれたです」


  



  　その顔を見て、ウィルはようやく納得した。


  　──ああ、そうか。フェイは《フェンリル》から、レンを守ったんだ……。


  　彼ですら《フェンリル》を恨んでいたわけではなかったのだ。


  　黒こく狼ろうの姿に身を窶やつしてまで仕留めようとした、破壊衝動の塊かたまりのような《フェンリル》──フェイはそれを確かに消したと言った。それでも、レンは残った。彼女こそがその本体だったというのにだ。


  　──誰かが手を差し伸べていたら、終末の結末は、違ったのではないでしょうか──


  　フェイは、手を差し伸べたのだ。


  　あのとき、暴走したレンは姿こそ《フェンリル》ではあったが、あのどす黒い悪意の塊ではなかった。


  　嘆いたのだろう。恨うらんだのだろう。絶望したのだろう。


  　それでも、レンはレンのままでいられた。《フェンリル》には、ならなかった。フェイはあの恐ろしい《フェンリル》に打ち勝ったのだ。


  　そのフェイを支えていたのは、たった一つのメッセージなのだ。


  　──愛してる──


  　不器用にも言葉にできなかった、愛まな娘むすめへのたったひと言──それが、〈封書〉に込められていた本当のメッセージだったのだ。


  



  「答えは、初めからもらってたです」


  



  　そう言って、レンは太陽のように微ほほ笑えんだ。


  [image: ]


  手島史詞
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